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下伊那郡喬木村富田下区

下伊那郡阿南町早稲田
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1

喬
木
村
（
上
富
田
）　

コ
ト
念
仏
の
数
珠
回
し

天
龍
村
大
河
内　

神
送
り
の
出
発

飯
田
市
千
代
（
芋
平
）　

コ
ト
の
神
送
り
の
ミ
コ
シ

伊
那
谷
の
コ
ト
八
日
行
事

平
成
二
六
年
度
・
変
容
の
危
機
に
あ
る
無
形
の
民
俗
文
化
財
の
記
録
作
成
の
推
進
事
業
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飯
田
市
上
久
堅
蛇
沼
・
コ
ト
念
仏
【
か
つ
て
Ｃ
、
現
在
Ｄ
】

コ
ト
念
仏
（
大
将
荒
神
）

箕
輪
町
北
小
河
内
中
村
・
お
念
仏
【
か
つ
て
Ａ
、
現
在
Ｂ
】

喬
木
村
富
田
（
下
富
田
）
コ
ト
念
仏
【
Ａ
、今
回
は
Ｂ
】

平
成
二
七
年

飯
田
市
龍
江
大
屋
敷
・
コ
ト
念
仏
【
か
つ
て
Ｃ
、
現
在
Ｄ
】

飯
田
市
三
穂
立
石
（
上
・
西
区
）・
コ
ト
念
仏
【
Ｅ
】

※
写
真
は
現
状
、
分
類
は
か
つ
て
の
や
り
方
で
あ
り
、

異
な
る
も
の
も
あ
る
。

※
開
催
日
は
現
状
、（　

）
内
は
か
つ
て
の
開
催
日

宿
・
お
堂
タ
イ
プ

Ａ 

宿
（
当
番
宅
）
で
数
珠
回
し

Ｂ 

集
会
所
な
ど
で
数
珠
回
し

Ｃ 

宿
や
お
堂
で
念
仏

Ｄ 

集
会
所
な
ど
で
念
仏

集
落
巡
回
タ
イ
プ

Ｅ 

巡
回
し
て
数
珠
回
し

Ｆ 

巡
回
し
て
念
仏

2 月第 1 日曜日（2 月 8 日）

喬
木
村
富
田
（
上
富
田
）・
コ
ト
念
仏
【
Ａ
】

2 月 9 日

2 月 9 日

2 月 7 日

2 月 9 日

飯
田
市
千
代
野
池
・
大
将
荒
神
【
か
つ
て
Ｅ
、
現
在
Ｂ
】

2 月 7 日

2 月 11 日（2 月 8 日）
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写真提供・南信州新聞社　佐々木賢実氏

飯
田
市
三
穂
立
石
（
下
・
東
区
）・
コ
ト
念
仏
【
Ｅ
】

2 月 11 日（2 月 8 日）

阿
智
村
春
日
七
久
里
・
チ
ャ
ン
キ
ラ
講
【
Ｅ
、
現
在
は
簡
略
化
】

2 月第 1 土・日曜日頃（2 月 8 日）

飯
田
市
上
久
堅
風
張
・
上
平
、
コ
ト
念
仏
【
Ｆ
】

2 月第 1 土曜日（2 月 6 日）

飯
田
市
龍
江
尾
科
・
コ
ト
念
仏
【
か
つ
て
Ｆ
、
現
在
Ｄ
】

2 月 7 日

飯
田
市
上
久
堅
下
平
・
コ
ト
念
仏【
Ｆ
】

2 月第 1 土曜日（2 月 6 日）

飯
田
市
上
久
堅
中
宮
・
コ
ト
念
仏【
Ｆ
】

2 月第 1 土曜日（2 月 6 日）

飯
田
市
上
久
堅
原
平
・
コ
ト
念
仏
【
Ｆ
】

2 月第 1 土曜日（2 月 7 日）

飯
田
市
上
久
堅
越
久
保
・
コ
ト
念
仏
【
Ｆ
】

2 月第 1 土曜日（2 月 7 日）
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コ
ト
の

神
送
り

平
成
二
七
年

疫
神
や
神
座
の
準
備
（
芋
平
）

集
落
境
ま
で
行
列
す
る
（
芋
平
）

笹
竹
な
ど
を
置
い
た
ら
、
後
を
振
り
向
か
ず
に
帰
る

次
々
と
笹
竹
な
ど
を
受
け
渡
し
て
い
く（
蛇
沼
）

中
継
所
で
は
、
ミ
コ
シ
を
く
ぐ
っ
て
の
ぞ
い
て
大
騒
ぎ
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
い
う

堂
平
の
入
口
で
一
泊
す
る

二
日
目
の
夕
方
、
行
列
は
「
北
の
原
」
に
到
着

東回り・二月八日▼

東回り・二月八日▼

東回り・二月八日▼

東回り・二月八日▼

東回り・二月九日▼

ミ
コ
シ
や
笹
竹
を
投
げ
入
れ
終
了
す
る

行
列
が
来
る
ま
で
に
辻
に
笹
竹
を
立
て
て
お
く

◎
リ
レ
ー
方
式
の
神
送
り

　

飯
田
市
の
千
代
、
龍
江
、

上
久
堅
地
区
に
は
神
之
峰

を
巡
り
、
東
回
り
と
西
回

り
の
リ
レ
ー
方
式
に
よ
る

コ
ト
の
神
送
り
が
あ
る
。

　

受
け
継
が
れ
る
の
は
、

疫
神
な
ど
が
乗
り
移
っ
た

笹
竹
で
あ
る

（平栗）

（堂平）

（風張・上平）

東回り・二月八日▼

東回り・二月九日▼
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東
回
り
と
合
流
、
順
番
に
笹
竹
な
ど

を
投
げ
入
れ
て
、
念
仏
を
唱
え
る

喬
木
村
富
田
・
旗
（
笹
竹
と
紙
旗
）

喬
木
村
氏
乗
・
笹
竹
と
藁
の
輪
オ
カ
グ
ラ

喬
木
村
大
和
知
・
笹
竹
と
藁
の
輪
ミ
コ
シ

飯
田
市
上
村
上
町
（
藁
ヅ
ト
・
幣
束
ほ
か
）

阿
南
町
早
稲
田
（
藁
の
輪
ミ
コ
シ
、
人
形
）

天
龍
村
神
原
大
河
内
（
藁
の
輪
ミ
コ
シ
）

二
月
十
日

三
月
八
日
（
旧
暦
二
月
八
日
）

旧
暦
二
月
八
日

二
月
第
一
日
曜
日
頃
（
二
月
八
日
・
十
二
月
八
日
）

一
月
第
二
日
曜
日
（
不
定
期
）

旧
暦
三
月
三
日

田
力
の
出
発
風
景
、
運
ぶ
笹
竹
を
分
け
あ
う

西回り・二月八日▼

西回り・二月九日▼

西回り・二月八日▼

西回り・二月九日▼

三
番
目
の
集
落
で
は
、
各
人
五
本
ず
つ
運
ん
だ
（
大
屋
敷
）

二
日
目
の
早
朝
、
ジ
タ
ジ
タ
峠
を
登
る
（
尾
科
）

二
日
目
の
夕
方
「
北
の
原
」
に
到
着

（下平）

◎
集
落
ご
と
の
コ
ト
の
神
送
り
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旗
作
り
（
喬
木
村
下
冨
田
・
木
ノ
下
昭
司
氏
宅
に
て
）

笹
竹
の
材
料
と
な
る
ハ
チ
ク
、
旗
や
幣
束
に
は
ス
ズ
タ
ケ
が
多
用

家
族
の
爪
、
ボ
ン
ノ
ク
ボ
の
毛
、
洗
米

を
包
み
、
笹
竹
に
し
ば
り
つ
け
る
。

コ
ト
の
神
送
り
の
道
具

笹
竹

短
冊
と
旗

墨
書
の
文
字
が
多
く
見
ら
れ
る

が
、
古
く
は
版
画
が
多
か
っ
た

「
御
神
馬
」
と
書
か
れ
た
版
画

短冊を取付けた笹竹

ボンノクボ

幣
束
飯
田
市
上
村
上
町
の
八
日
様
で
使
用
す
る
末
社
の
小
幣

〈
オ
ワ
キ
ノ
サ
〉

〈
コ
ノ
サ
〉

天
白
様

山
ノ
神

水
神
様

根
ノ
神

稲
荷
大
明
神

天
津
神

地
津
神

山
ノ
神

水
神
様

稲
荷
大
明
神

地
ノ
神

天
津
神

0　　      20cm

「
御
神
馬
」
の
版
木

喬
木
村
冨
田

様
々
な
旗
・
喬
木
村
冨
田

喬
木
村
大
和
知

喬
木
村
氏
乗

喬
木
村
大
和
知

飯
田
市
上
久
堅
（
越
久
保
）

天
龍
村
大
河
内
の
コ
シ
の
幣
束
（
二
四
本
で
一
巡
り
）
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神
座
と
そ
の
他
の
道
具

藁
の
道
具

喬
木
村
氏
乗
の
オ
カ
グ
ラ
（
一
人
で
担
ぐ
）

〈
藁
の
輪
〉

喬
木
村
大
和
知
の
ミ
コ
シ
（
二
人
で
担
ぐ
）

飯
田
市
千
代
（
芋
平
）
で
作
る
ミ
コ
シ
、
藁
の
輪
に
桧
の
葉
枝
の
屋
根
、
幣
束
が
立
ち
、
中
に
は
二
体
の
藁
人
形
が
入
っ
て
い
る

ミ
コ
シ
の
内
の
人
形
、
オ
ト
コ
ガ
ミ（
右
）と
オ
ン
ナ
ガ
ミ（
左
）

〈
藁
ヅ
ト
〉〈
旗
〉

飯
田
市
上
村
上
町
の
オ
ワ
キ
と
旗
、
オ
ワ
キ
と
は
竹
竿
に
取
付
け
た
藁
ヅ
ト
で
、
七
本
の
オ
ワ
キ
ノ
サ
（
小
幣
束
・
右
頁
下
参
照
）
が
刺
さ
る

飯
田
市
千
代
（
芋
平
）
の
紙
の
旗
、
毎
年
二
本
作
り
、
幣
束
と
と
も
に
行
列
の
先
頭
と
後
方
を
ゆ
く

阿
南
町
早
稲
田
の
（
人
形
）
神
送
り
、
ミ
コ
シ
を
担
ぐ
の
は
厄
年
の
住
民
で
、
中

央
床
に
は
藁
の
輪
が
据
え
ら
れ
て
い
る

小
戸
名
の
人
形

小
栃
の
人
形

※
写
真
は
調
査
時
に
参
考
と
し
て
作
っ

て
頂
い
た
十
セ
ン
チ
前
後
に
も
の
で
あ

る
が
、
実
際
は
小
戸
名
の
人
形
で
高
さ

四
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
あ
る
。
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●

●

喬木村

カジヤの上

土林

小石沢橋

●

木山入り

公民館前

公民館前

下平

中宮

原平

風張・上平

堂平

落倉

尾科

野池

芋平

荻坪

蛇沼

平栗

田力

越久保

大屋敷

小野子

野池・田力境

大石家の先

大屋敷・尾科境

ジタジタ峠

原平集会所（集合）

北の原

0　　　　　　　　　　　　            1000 ｍ

N（飯田市地形図一万分の一、
 「平成 24 年 3 月一部修正」に加筆）

凡 例

水田

畑

果樹園

桑畑

竹林

荒地

池・貯水池

川・水路

寺

神社

墓

リレー方式の
コトの神送り
を行う集落名

現在の経路

かつての経路

出発地点

中継地点

疫神を投棄し
送る場所 

（北の原）

飯田市

神之峰（772 ｍ）

▲

天竜川

●

芋平

蛇沼の旧道は、現在使っている県道ができ
る前に使った。笹の受け渡し場所の「カジヤ
の上」から東の山に入る小道である。上り下
りして集落の民家群を抜けて妙寿庵を通り、
小道は、次の村、平栗へ繋いでいた。

平成 10 年頃まで、尾科からの旧道は
北へ向かう細い尾根道を登り歩きジタジ
タ峠で次の村の下平へ渡す笹竹を置いて、
子供たちは戻っていた。今は道の良い谷
筋を車で行く。

この峠から谷の向こうに神之峰の山城
址が見える。峠も山城址も中世末の戦蹟
である。この山城は知久氏の山城で、天
文 23 年（1554）に武田信玄軍が攻め
落としたが、周辺の村々の寺社は知久氏
の縁者が開いていた。

下平のコト念仏は村を巡り、この山城
址で念仏や、毎年途中で予備のシュモク
を捨てることになっていた。

東回り、西回りとも隣接した大きな神
域が二つある。出発地近くの野池神社で
あり、そして神之峰である。

野池神社

大鹿

森



9

は
じ
め
に

二
月
八
日
と
十
二
月
八
日
は
一
年
の
節
目
と
し
て
全
国
的
に
年
中

行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
関
東
地
方
周
辺
か
ら
東
北
地
方
で
は
、
こ

の
両
日
を
「
コ
ト
八
日
」
と
呼
び
、
一
つ
目
小
僧
な
ど
の
妖
怪
が
訪

れ
る
と
い
わ
れ
、
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
目
数
の
多
い
カ
ゴ
や
ザ
ル

な
ど
を
庭
や
門
口
に
掲
げ
、
静
か
に
過
ご
す
日
と
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
。
そ
し
て
針
仕
事
も
休
み
、
針
供
養
を
行
う
。

長
野
県
南
部
の
天
竜
川
上
流
域
に
位
置
す
る
伊
那
谷
で
は
、
北
部

を
中
心
に
針
供
養
や
個
人
の
家
で
の
行
事
が
み
ら
れ
、「
オ
コ
ト
」「
コ

ト
ハ
ジ
メ
」「
針
供
養
」な
ど
と
呼
ば
れ
る
ほ
か
、一
部
で「
コ
ト
八
日
」

と
も
呼
ん
で
い
る
。

そ
し
て
中
部
以
南
で
は
、
百
万
遍
念
仏
を
行
い
お
札
を
配
る
「
コ

ト
念
仏
」、
集
団
で
疫
神
（
疫
病
を
は
や
ら
せ
る
神
）
を
祓
い
、
家

や
村
の
境
か
ら
外
に
送
り
出
す
「
コ
ト
の
神
送
り
」
の
行
事
が
多
く

見
ら
れ
る
。
古
く
は
二
月
八
日
と
十
二
月
八
日
の
二
回
行
わ
れ
て
い

た
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
現
在
は
二
月
八
日
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。

本
調
査
報
告
書
で
は
、
こ
の
よ
う
な
伊
那
谷
の
「
コ
ト
八
日
」
の

伝
承
を
鑑
み
て
、
行
事
の
総
称
を
「
コ
ト
の
神
行
事
」
と
し
、
集
団

で
行
う
「
コ
ト
の
神
送
り
」「
コ
ト
念
仏
」
に
注
目
し
て
報
告
す
る
。

そ
こ
に
は
少
子
化
や
過
疎
化
な
ど
の
地
域
が
抱
え
る
問
題
点
も
伺

え
る
が
、
伊
那
谷
に
暮
ら
す
人
々
の
、
毎
年
変
わ
ら
ぬ
行
事
が
あ
り
、

数
珠
を
回
し
た
り
行
列
を
組
ん
で
、
疫
神
で
あ
る
「
コ
ト
の
神
」
を

境
の
外
に
送
り
出
し
て
い
る
。

東
と
西
の
神
送
り
の
コ
ー
ス
の
村
々
（
右
図
）

　

毎
年
、
天
竜
川
の
東
岸
に
あ
る
台
地
の
村
々
を
巡
る
、

東
回
り
と
西
回
り
の
神
送
り
が
あ
る
。
村
々
に
は
渓
谷
に

沿
っ
て
細
い
棚
田
が
組
ま
れ
て
い
て
、
丘
の
上
に
畑
が
あ

る
の
で
、
各
コ
ー
ス
は
坂
を
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
し

て
歩
い
て
ゆ
く
。

　

小
野
子
の
Ａ
家
の
耕
地
は
約
五
反
で
水
田
が
三
反
、
畑

が
二
反
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
地
方
で
は
所
有
面
積
が
多

い
方
で
，
他
の
平
均
的
な
農
家
の
所
有
耕
地
は
、
か
な
り

少
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
大
半
の
村
人
の
か
つ
て
の
主

力
と
な
る
生
業
は
、
広
大
な
伊
那
山
地
で
の
薪
炭
稼
ぎ
や

林
業
で
あ
り
、
そ
れ
を
失
っ
た
現
在
は
他
の
職
業
や
出
稼

ぎ
な
ど
に
よ
る
各
種
兼
業
農
家
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
こ
の

台
地
の
活
用
は
細
か
く
丁
寧
で
あ
り
、
林
檎
や
柿
の
果
樹

園
が
開
か
れ
、
水
田
、
畑
が
あ
る
。
か
つ
て
の
養
蚕
の
た

め
の
桑
畑,

竹
林
な
ど
，
多
面
的
に
活
用
し
て
い
る
。
平

成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
の
姿
で
あ
る
。

　

神
送
り
の
コ
ー
ス
別
に
見
る
と
集
落
は
次
の
と
お
り
の

戸
数
、
人
数
で
あ
っ
た
。
各
集
落
の
歩
く
距
離
は
平
均

一
・
一
キ
ロ
弱
で
分
担
の
コ
ー
ス
を
歩
く
が
、
延
長
一
八

キ
ロ
の
順
路
に
一
六
集
落
が
あ
り
、
合
計
五
六
七
戸
、

一
六
五
三
人
余
が
、
現
在
居
住
す
る
。
高
齢
者
が
多
い
が

各
集
落
別
の
戸
数
は
次
項
以
降
に
記
録
が
あ
る
。

【
東
回
り
】　

八
集
落
、
戸
数
二
五
一
戸
余
、
約
六
四
六
人
、

全
コ
ー
ス
約
八
キ
ロ
巡
行
。
千
代
地
区
か
ら
上
久
堅
地
区

を
渡
る
。
起
伏
の
あ
る
台
地
は
沢
を
境
に
村
ご
と
に
な
っ

て
い
て
、
コ
ー
ス
は
坂
道
が
多
い
。

【
西
回
り
】　

八
集
落
、
戸
数
三
一
六
戸
余
、
約
一
〇
〇
七

人
、全
コ
ー
ス
約
一
〇
キ
ロ
巡
行
。
千
代
地
区
か
ら
龍
江
、

上
久
堅
地
区
を
渡
る
。
西
回
り
の
村
々
は
渓
谷
沿
い
に
集

落
と
道
が
二
日
の
後
半
ま
で
あ
る
が
、
村
々
に
近
接
す
る

耕
地
は
き
わ
め
て
少
な
い
。

【
集
計
外
の
集
落
】

　

な
お
こ
の
神
送
り
の
巡
行
コ
ー
ス
沿
い
に
あ
る
集
落
で

も
こ
の
行
事
を
か
つ
て
行
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
や
っ
て

い
な
い
集
落
も
あ
る
。
西
回
り
の
大
鹿
集
落
は
戸
数
一
八

戸
余
、
約
五
一
人
で
あ
る
が
、
参
加
し
て
い
な
い
。
同
様

に
東
回
り
に
あ
る
森
集
落
二
〇
戸
、
約
五
七
人
も
参
加
し

て
い
な
い
の
で
以
上
の
集
計
リ
ス
ト
か
ら
除
い
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
単
独
で
活
気
あ
る
子
供
を
中
心
と
し
た
コ
ト
念

仏
と
送
り
神
を
し
て
い
る
の
は
、
東
の
台
地
の
上
に
あ
る

越
久
保
で
戸
数
六
五
戸
余
、
約
一
九
七
人
で
あ
る
が
こ
れ

も
集
計
か
ら
除
い
て
い
る
。
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一
章
・
伊
那
谷
の「
コ
ト
の
神
行
事
」の
概
要



　14

（
注
１
）
長
野
県
の
四
地
方
十
地
域

　

北
信
地
方
（
北
信
地
域
、
長
野
地
域
）

　

東
信
地
方
（
上
小
地
域
、
佐
久
地
域
）

　

中
信
地
方
（
大
北
地
域
、
松
本
地
域
、
木
曽
地
域
）

　

南
信
地
方
（
諏
訪
地
域
、
上
伊
那
地
域
、
飯
伊
地
域
）

（
注
２
）
長
野
懸　

明
治
四
二
年　

　

長
野
懸
人
口
静
態
統
計

　

上
伊
那
郡
・
一
町
（
高
遠
町
）
三
〇
村

　
　
　
　
　
　

人
口
十
二
万
三
千
余
人
、

　

下
伊
那
郡
・
一
町
（
飯
田
町
）
四
一
村

　
　
　
　
　
　

人
口
十
四
万
四
千
余
人

　
　
（
国
会
図
書
館
・
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

（
注
３
）
伊
那
谷
の
現
在
の
市
町
村

※
現
在
の
上
伊
那
地
域
（
旧
上
伊
那
郡
域
）

　

伊
那
市
、
駒
ヶ
根
市
、　

辰
野
町
、
箕
輪
町
、
飯
島
町
、

　

南
箕
輪
村
、
宮
田
村
、
中
村
村

※
現
在
の
飯
伊
地
域
（
旧
下
伊
那
郡
域
）

　

飯
田
市
、　

松
川
町
、
高
森
町
、
阿
南
町
、　

　

阿
智
村
、
平
谷
村
、
根
羽
村
、
下
條
村
、
売
木
村
、

　

天
龍
村
、
泰
阜
村
、
喬
木
村
、
豊
丘
村
、
大
鹿
村

（
注
４
）「
こ
と
よ
う
か
」　

高
橋
典
子　
『
日
本
民
俗
大
辞

典
・
上
』
一
九
九
九
年
九
月　

吉
川
弘
文
館　

六
三
六
頁

（
注
５
）「
コ
ト
」
藤
原
修　
『
日
本
民
俗
大
辞
典
・
上
』

一
九
九
九
年
九
月　

吉
川
弘
文
館　

六
三
二
頁

（
注
６
）
大
島
建
彦
編　
『
コ
ト
八
日
』　

岩
崎
美
術
社　

一
九
八
九
年
二
月　

二
七
二
〜
二
七
四
頁

（
注
７
）「
コ
ト
八
日
」
と
呼
ぶ
事
例
の
掲
載

①
『
上
伊
那
誌　

第
五
巻
民
俗
編
上
』
七
〇
〇
頁

「（
四
）
二
月
八
日　

・
こ
と
八
日
と
い
い
、
八
日
餅
と
い
っ
て
餅
を
搗
く
。

戸
口
に
籾
殻
を
盛
り
、そ
の
中
へ
胡
椒
を
入
れ
て
焼
く
。

（
辰
野
町
）」

②
『
泰
阜
村
誌　

上
巻
』
五
〇
七
頁

第
二
節
・
家
の
行
事

「
六
、
事
の
八
日

事
始
め
と
も
言
い
農
事
の
始
ま
る
日
と
し
、
十
二
月
八

日
の
「
事
し
ま
い
」
と
対
照
さ
れ
る
日
で
あ
る
。
無
尽

講
の
初
講
も
こ
の
日
行
わ
れ
る
。」

※
詳
し
く
は
五
章
の
参
考
文
献
参
照

り
、
コ
ト
ノ
カ
ミ
の
災
い
を
防
ご
う
と
す
る
。
軒
先
や
庭
に
目
籠
や
笊
を
か

け
て
お
い
た
り
、
節
分
と
同
じ
よ
う
に
イ
ワ
シ
の
頭
や
ヒ
イ
ラ
ギ
を
戸
口
に

さ
し
た
り
、
グ
ミ
の
木
や
南
蛮
（
唐
辛
子
）
な
ど
、
刺
激
臭
の
出
る
も
の
を

燃
や
す
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
村
中
で
疫え
き
じ
ん神

を
境
の
外
に
送
り
出
す
と
こ
ろ
も
あ
る
。
藁
人
形
や

神
輿
を
仕
立
て
て
鉦
や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
村
境
や
海
辺
に
送
っ
て
ゆ
く

行
事
が
知
ら
れ
て
い
る（
注
６
）。
こ
の
二
月
八
日
と
十
二
月
八
日
の
行
事
は

東
北
地
方
か
ら
九
州
北
部
ま
で
広
く
分
布
し
「
コ
ト
八
日
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。伊

那
谷
の
場
合
、「
コ
ト
の
神
」
と
呼
ぶ
疫
神
を
祓
っ
た
り
送
り
出
す
行

事
が
多
く
見
ら
れ
、「
コ
ト
八
日
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
は
少
な
か
っ
た（
注
７
）。

こ
の
報
告
で
は
二
月
八
日
と
十
二
月
八
日
の
「
コ
ト
の
神
」
に
関
す
る
行
事

を
「
コ
ト
の
神
行
事
」
と
総
称
す
る
。

②
事
例
の
抽
出

こ
の
報
告
書
で
取
上
げ
る
「
コ
ト
の
神
行
事
」
は
、
実
地
の
聞
取
り
・
行

事
の
観
察
を
中
心
に
、市
町
村
史
な
ど
の
文
献
・
記
録
を
も
参
考
に
し
て
補
っ

た
。
総
数
は
七
四
箇
所
で
あ
る
が
、現
在
何
ら
か
の
形
で
「
コ
ト
の
神
行
事
」

を
行
っ
て
い
る
の
は
三
一
箇
所
で
、
廃
れ
た
と
こ
ろ
を
含
め
、
三
二
箇
所
に

足
を
運
ん
で
調
査
を
行
っ
た
。

総
数
七
四
箇
所
は
、「
コ
ト
の
神
行
事
」
一
覧
地
図
と
一
覧
表
に
ま
と
め
、

五
章
に
掲
載
し
て
い
る
。

③
行
事
日
に
つ
い
て

伊
那
谷
の
「
コ
ト
の
神
行
事
」
の
う
ち
、
二
月
と
十
二
月
の
八
日
に
行
っ

て
い
た
の
は
、
伊
那
谷
の
北
部
と
飯
田
市
の
遠
山
郷
に
集
中
し
、
二
五
箇
所

ほ
ど
見
ら
れ
た
。
一
方
、
二
月
の
み
に
行
う
の
は
中
西
部
に
集
中
し
三
八
箇

所
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
訳
を
集
落
ご
と
に
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

〔
二
月
八
日
と
十
二
月
八
日
〕

南
箕
輪
村
内
の
広
域
、
伊
那
市
の
全
地
区
、
駒
ヶ
根
市
内
の
広
域
、
伊

豆
木
（
飯
田
市
の
三
穂
地
区
）、
程
野
・
中
郷
・
上
町
・
木
沢
・
八
日
市
場
・

中
立
・
下
栗
大
野
・
下
栗
屋
敷
・
小
野
・
下
栗
本
村
・
須
沢
・
川
合
・

畑
上
・
大
島
・
池
口
・
本
町
新
町
・
此
田
・
大
町
・
八
重
河
内
（
現
在

の
飯
田
市
の
遠
山
谷
）、

荒
谷
（
浪
合
村
）、
折
山
（
根
羽
村
）

一
、
二
月
八
日
と
十
二
月
八
日
に
行
う
行
事

（一）　

伊
那
谷
に
つ
い
て

諏
訪
湖
を
源
と
す
る
天
竜
川
の
流
域
は
、
伊
那
谷
に
入
る
と
平
坦
な
段
丘

が
南
北
に
広
が
り
、「
伊
那
盆
地
」「
伊
奈
平
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

天
竜
川
の
水
流
に
よ
る
河
岸
段
丘
の
形
成
だ
け
で
は
な
く
、
断
層
運
動
に
よ

る
段
丘
の
形
成
、
支
流
に
よ
る
扇
状
地
の
形
成
、
本
流
に
よ
る
浸
食
作
用
な

ど
が
重
な
り
で
き
た
地
形
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
伊
那
盆
地
は
、
天
竜
川

を
挟
ん
で
東
側
を
竜
東
、
西
側
を
竜
西
と
呼
ん
で
い
る
。

伊
那
谷
は
、
現
在
、
長
野
県
を
四
地
方
に
分
け
た
南
信
地
方
に
属
し
、
上

伊
那
地
域
（
旧
上
伊
那
郡
）
と
飯は
ん
い伊

地
域
（
旧
下
伊
那
郡
域
）
で
あ
る（
注
１
）。

伊
那
谷
の
市
町
村
と
人
口
を
み
る
と
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
は

上
伊
那
郡
域
と
下
伊
那
郡
域
の
合
計
は
、
二
町
七
一
村
、
二
六
万
七
千
人
余

り（
注
２
）で
あ
っ
た
が
、
現
在
（
二
〇
一
五
年
）
は
、
旧
上
伊
那
郡
域
、
旧

下
伊
那
郡
域
合
計
で
三
市
六
町
十
三
村
、
十
四
万
四
千
余
人
で
あ
る（
注
３
）。

調
査
地
で
あ
る
伊
那
谷
は
、
こ
の
百
余
年
で
大
き
く
変
動
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

（二）　

二
月
八
日
と
十
二
月
八
日
の
行
事

①「
コ
ト
の
神
行
事
」
の
概
要

全
国
に
み
ら
れ
る
二
月
八
日
と
十
二
月
八
日
の
行
事
は
、
両
日
に
ほ
ぼ
同

じ
内
容
の
行
事
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
と
、
二
月
も
し
く
は
十
二
月
の
い
ず
れ

か
に
行
事
が
集
中
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
両
日
に
行
事
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ

で
は
、
二
月
八
日
を
コ
ト
ハ
ジ
メ
、
十
二
月
八
日
を
コ
ト
オ
サ
メ
（
コ
ト
ジ

マ
イ
）
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
そ
の
逆
も
あ
る
。
コ
ト
を
一
年
間
の
行

事
と
す
る
と
二
月
八
日
が
始
め
と
な
り
、
正
月
を
中
心
と
し
た
祭
祀
期
間
を

コ
ト
と
す
る
と
十
二
月
八
日
が
始
め
に
な
る（
注
４
）。

コ
ト
と
は
歳
時
の
折
り
目
の
意
味
で
、
折
り
目
に
は
多
く
の
神
祭
が
行
わ

れ
る
の
で
、
コ
ト
は
祭
事
（
神
事
）
の
意
味
を
含
む
と
い
う
。
ま
た
、
関
東

地
方
を
中
心
に
、
コ
ト
の
日
に
は
コ
ト
ノ
カ
ミ
と
呼
ぶ
恐
ろ
し
い
神
（
一
つ

目
小
僧
、
風
邪
の
神
、
厄
神
な
ど
）
が
訪
れ
る
と
い
わ
れ（
注
５
）、
人
々
は

物
忌
す
る
日
と
し
て
、
ふ
だ
ん
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
ら
ず
に
家
の
中
に
こ
も
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文楽人形

藁人形

藁人形

藁人形

藁の輪

藁ヅト
〔オワキ〕

藁ヅト
〔オワキ〕

藁ヅト
〔ツトッポ〕

大和知

氏乗

程野

上町

屋敷・小野

木沢

芋平

（村内）

向方大河内

早稲田

（縦断）

折山

小戸名

小栃

藁の輪

藁人形

人  形

〔図 1〕伊那谷のコト念仏・コトの神送りの分布 （国土地理院・電子地図に加筆）

【両日】

【両日・2月8日】

【2月8日】

【2月8日】

【両日・2月8日】

【2月8日】

【2月8日】
（遠山郷）旧上村・旧南信濃村

【両日】

飯田市

【2月8日】

【2月8日】

【2月8日】

【現在１月】

【2〜3月】

【8月18日】

●

●○●○

●○

飯沼沢

中村

中曽根 鹿垣

大泉

引持北福地

大久保

女高

打沢

静岡県愛知県

長野県

岐阜県

【2月, 6月, 12月の8日】
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オ
コ
ト
に
は
、庭
先
や
木
戸
先
で
籾
殻
に
南
蛮
を
載
せ
て
燻
し
た
り
し
て
、

疫
神
が
家
に
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
す
る
。
こ
の
日
は
仕
事
を
休
み
静
か
に

過
ご
し
、
ま
た
折
れ
た
針
を
豆
腐
に
刺
し
て
供
養
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
さ

ら
に
多
く
の
地
区
で
餅
が
搗
か
れ
、
ボ
タ
モ
チ
（
オ
コ
ト
の
餅
、
八
日
餅
）、

豆
腐
汁
な
ど
を
食
べ
る
。
親
子
間
の
振
舞
い
も
あ
り
「
春
の
オ
コ
ト
に
ゃ
子

を
呼
ん
で
、
暮
の
オ
コ
ト
に
ゃ
親
を
呼
べ
」
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
。

家
ご
と
の
行
事
は
、
同
じ
集
落
の
中
で
も
ま
ち
ま
ち
の
こ
と
が
多
く
、
ま

た
、
集
団
で
行
う
行
事
に
比
べ
、
早
く
に
伝
承
が
途
絶
え
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
い
よ
う
で
あ
る
。

②
集
団
で
行
事
を
行
う
地
域
（
伊
那
谷
の
中
部
以
南
）

飯
田
市
、
喬
木
村
の
伊
那
谷
中
部
か
ら
南
で
は
、
集
団
で
行
事
を
行
う
。

集
団
で
行
う
の
は
、「
コ
ト
念
仏
」
と
呼
ぶ
念
仏
行
事
と
「
コ
ト
の
神
送
り
」

で
、
念
仏
だ
け
を
行
う
と
こ
ろ
、
神
送
り
だ
け
を
行
う
と
こ
ろ
、
両
者
を
行

う
と
こ
ろ
に
分
か
れ
る
。

伊
那
谷
中
部
以
南
、
集
団
で
行
事
を
行
う
六
七
箇
所
の
事
例
の
内
、
念
仏

と
神
送
り
の
両
者
を
行
う
の
は
十
三
箇
所
で
、
喬
木
村
、
飯
田
市
に
集
中
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
内
の
九
箇
所
は
、
特
徴
的
な
リ
レ
ー
式
の
神
送
り

を
行
う
集
落
で
あ
る
。（
詳
細
は
三
章
参
照
）

③
コ
ト
念
仏
と
コ
ト
の
神
送
り
の
名
称
に
つ
い
て

念
仏
行
事
は
、
コ
ト
念
仏
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
変
形
と
思
わ

れ
る
コ
ウ
ト
ウ
ネ
ン
ブ
ツ
、
コ
ト
オ
念
仏
、
コ
ト
始
め
念
仏
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
数
珠
回
し
、
百
萬
遍
数
珠
回
し
、
ズ
ズ
マ
ワ
シ
、
唱
名
が
訛
っ
た
と

い
わ
れ
る
ナ
ン
ベ
ェ
ナ
ン
ボ
な
ど
が
あ
る
。
八
日
念
仏
、
チ
ャ
ン
キ
ラ
講
と

呼
ぶ
と
こ
ろ
も
あ
る
。
さ
ら
に
二
つ
の
集
落
で
は
数
珠
を
回
し
た
り
屋
内
で

荒
神
様
に
向
か
っ
て
「
大
将
荒
神
」
を
唱
え
て
い
る
。（
内
、
一
集
落
は
途

絶
え
た
）

神
送
り
行
事
は
、
コ
ト
の
神
送
り
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
コ
ト
ガ
ミ

送
り
、
ト
ウ
ト
の
神
、
ト
ー
ト
の
神
、
神
送
り
、
送
り
神
、
喬
木
村
の
大
島

で
は
「
追
い
祓
い
」
と
も
呼
ぶ
。
ま
た
カ
ゼ
の
神
、
カ
ゼ
送
り
、
カ
ゼ
の
神

送
り
、
外
気
（
ガ
イ
ケ
・
ゲ
イ
キ
）
の
神
送
り
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る
。

昔
は
風
邪
の
こ
と
を
外が
い
け気
と
い
っ
た
と
い
う
。

遠
山
郷
で
は
八
日
様
、
八
日
送
り
、
幣
束
の
こ
と
で
あ
る
サ
ン
ヨ
リ
、
サ

ン
ヤ
リ
、
太
鼓
を
叩
く
の
で
子
供
た
ち
は
デ
ン
デ
ン
と
も
い
っ
た
。
チ
ー
チ

〔
二
月
の
八
日
〕
※
前
後
の
日
に
ち
お
よ
び
旧
暦
、
月
遅
れ
を
含
む

飯
沼
沢
お
よ
び
広
域
（
辰
野
町
）、
北
小
河
内
中
村
・
中
曽
根
お
よ
び

広
域
（
箕
輪
町
）、
大
泉
（
南
箕
輪
村
）、
北
福
地
（
伊
那
市
）、
大
久

保
（
駒
ヶ
根
市
）、
女
高
（
大
鹿
村
）、
富
田
・
氏
乗
・
大
和
知
・
大
島
・

加
々
須
（
喬
木
村
）、
芋
平
・
蛇
沼
・
平
栗
・
落
倉
・
小
野
子
・
堂
平
・

風
張
・
上
平
・
野
池
・
田
力
・
荻
坪
・
大
屋
敷
・
尾
科
・
下
平
・
中
宮
・

原
平
・
越
久
保
・
森
・
大
鹿
・
米
川
・
立
石
（
飯
田
市
）、
七
久
里
（
阿

智
村
）、
打
沢
（
泰
阜
村
）、
坂
部
（
天
龍
村
）

〔
そ
の
他
の
日
に
ち
〕

三
月
三
日
、
四
日
・
・
・
・
大
河
内
・
向
方
（
天
龍
村
）

六
月
八
日
・
・
・
・
・
・
・
小
戸
名
（
根
羽
村
）

八
月
十
八
日
・
・
・
・
・
・
平
谷
村
（
北
か
ら
南
へ
村
内
縦
断
）

六
月
八
日
と
十
二
月
八
日
・
小
栃
の
コ
ト
神
送
り
（
根
羽
村
）

二
月
・
六
月
・
十
二
月
の
八
日
・
小
栃
の
百
萬
遍
念
仏
（
根
羽
村
）

　

疫
病
が
流
行
っ
た
時
・
・
・
早
稲
田
※
現
在
は
一
月
第
二
日
曜
日
（
阿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
町
）、
大
久
那
（
天
龍
村
）

（三）　

伊
那
谷
の
「
コ
ト
の
神
行
事
」
の
特
徴

伊
那
谷
の
「
コ
ト
の
神
行
事
」
に
は
、
各
家
ご
と
で
行
う
行
事
と
集
落
単

位
な
ど
の
集
団
で
行
う
行
事
が
あ
り
、
全
体
で
は
次
の
四
つ
の
行
事
が
見
ら

れ
る
。

・
家
ご
と
で
行
わ
れ
る
「
オ
コ
ト
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
行
事

・「
コ
ト
念
仏
」
と
呼
ば
れ
る
集
団
の
行
事

・「
コ
ト
の
神
送
り
」
と
呼
ぶ
集
団
の
行
事

・「
コ
ト
念
仏
」
と
「
コ
ト
の
神
送
り
」
の
両
者
を
行
う
場
合

①
家
ご
と
に
行
う
地
域
（
伊
那
谷
の
北
部
）

伊
那
谷
の
「
二
月
八
日
」
と
「
十
二
月
八
日
」
の
行
事
は
、
家
ご
と
に
行

う
と
こ
ろ
と
、
集
落
な
ど
の
集
団
で
行
な
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
家
ご
と
に
行

事
を
行
う
の
は
、
辰
野
町
か
ら
駒
ヶ
根
市
ま
で
の
伊
那
谷
の
北
部
で
あ
る
。

そ
の
中
の
五
箇
所
で
は
集
団
で
行
う
コ
ト
念
仏
も
見
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
大

数
珠
を
用
い
た
数
珠
回
し
で
二
月
八
日
に
行
う（
注
８
）。

家
ご
と
の
行
事
は
、「
オ
コ
ト
」「
コ
ト
始
め
」
な
ど
と
呼
ば
れ
「
コ
ト
八

日
」
と
呼
ぶ
家
も
見
ら
れ
た
。（
前
頁
、
注
７
参
照
）

（
注
８
）

・
辰
野
町
飯
沼
沢
・
ズ
ズ
マ
ワ
シ

・
箕
輪
町
北
小
河
内
中
村
・
お
念
仏
（
数
珠
回
し
）

・
伊
那
市
富
県
北
福
地
・
こ
と
念
仏
（
数
珠
回
し
）

・
伊
那
市
高
遠
引
持
・
コ
ト
始
め
念
仏

・
駒
ヶ
根
市
東
伊
那
大
久
保
・
コ
ウ
ト
ウ
ネ
ン
ブ
ツ

　
（
数
珠
回
し
）
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～
一
七
八
九
年
）
に
始
ま
り
、（
旧
暦
）
二
月
九
日
に
行
っ
て
い
た
と

あ
る
。

c. 

大
和
知
の
コ
ト
送
り
に
使
わ
れ
て
い
た
締
太
鼓
の
刳
抜
き
胴
の
墨
書
に

「
安
永
七
年（
一
七
七
八
）戌
二
月
吉
日　

コ
ノ
里　

神
主　

忠
平
石
見
」

と
あ
る
。

d. 

氏
乗
の
『
木
下
家
文
書
』、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
「
二
月
八

日
神
送
り
定
書
番
帳
写
扣ひ
か
え」
と
あ
り
当
時
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る（
注
11
）。

e. 

泰
阜
村
打
沢
村
の
晁
三
郎
『
年
内
日
記
帳
』、
安
政
五
年
（
一
八
五
九
）

に
「（
二
月
）
八
日
「
事
の
神
送
り
参
り
候
」
と
呼
び
歩
く
。
豆
入
り

を
出
し
、
茶
を
振
舞
い
、
米
二
合
と
銭
百
文
を
遣
う
」
と
あ
る（
注
12
）。

以
上
の
よ
う
に
、コ
ト
念
仏
と
し
て
行
わ
れ
る
の
は
百
萬
遍
念
仏
が
多
く
、

伊
那
谷
で
は
、
其
の
発
祥
に
天
明
・
天
保
の
飢
饉
が
影
響
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
野
池
の
大
数
珠
が
作
ら
れ
た
の
は
、
天
保
の
大
飢
饉
と
時
期
が

重
な
る
。

百
萬
遍
念
仏
は
、
か
つ
て
は
一
年
に
数
回
行
っ
た
り
、
日
数
を
か
け
て
行

う
場
合
も
あ
り
、
箕
輪
町
北
小
河
内
中
村
で
は
、
回
忌
や
葬
儀
の
あ
っ
た
家
、

新
盆
の
家
に
数
珠
を
持
っ
て
行
っ
て
念
仏
を
あ
げ
て
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に

阿
智
村
伍ご

か和
の
寺
尾
地
区
に
伝
わ
る
「
事
念
仏
百
遍
数
珠
回
し
」
は
年
に
七

回
行
わ
れ
る
念
仏
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
最
近
は
「
コ
ト
始
め
」
の
二
月
八

日
と
秋
彼
岸
中
日
の
二
回
に
限
ら
れ
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
今
日
の
伊
那

谷
で
は
、
百
萬
遍
念
仏
が
コ
ト
念
仏
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い

よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
数
珠
を
用
い
ず
に
、
子
供
た
ち
が
各
家
を
巡
回
し
念
仏
を
唱
え
る

や
り
方
が
あ
る
が
、
百
遍
数
珠
回
し
と
同
様
に
、
飯
田
市
美
術
博
物
館
の
報

告
書
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
コ
ト
念
仏
は
各
家
を
ま
わ
っ
た
り
、
各
戸
が
一
か
所
に
集
ま
っ
て
念
仏

や
回
向
文
を
唱
え
、
あ
る
い
は
数
珠
を
回
す
こ
と
で
、
各
家
の
荒
神
（
三
宝

荒
神
）
を
鎮
め
、
家
族
の
無
病
息
災
を
祈
る
行
事
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

後
日
お
こ
な
う
コ
ト
の
神
送
り
に
よ
っ
て
、
家
や
家
族
に
居
憑
い
た
疫
病
神

を
ム
ラ
の
外
に
追
い
出
す
の
で
あ
る
。」（
注
13
）

コ
ト
の
神
送
り
は
、
前
述
a.
の
天
龍
村
『
熊
谷
家
伝
記
』
弘
治
元
年

（
一
五
五
五
）
の
記
録
で
は
具
体
的
な
内
容
は
わ
か
ら
な
い
が
、
b.
の
喬
木

ノ
ポ
ッ
ポ
、
イ
チ
ノ
ポ
ッ
ポ
と
い
う
呼
び
方
も
あ
る
。「
チ
ー
チ
」
は
魚
の

こ
と
で
、
魚
の
尻
尾
に
つ
い
て
疫
神
は
出
て
行
け
と
い
う
意
味
だ
と
い
う
。

カ
ゼ
は
「
風
」
と
書
く
が
「
風
邪
」
の
意
味
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
「
コ
ト
」
は
基
本
的
に
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
し
、
文
献
や

短
冊
、
幟
旗
な
ど
に
漢
字
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
を
引
用
す
る
場
合
は
、
そ

れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
し
た
。

④
行
事
の
歴
史

「
コ
ト
の
神
行
事
」
は
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残

さ
れ
て
い
る
記
録
は
少
な
い
が
、
文
献
資
料
や
聞
取
り
か
ら
年
代
の
わ
か
る

も
の
を
抽
出
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
家
ご
と
の
行
事
の
史
料
】

伊
那
市
野
底
（
旧
野
底
村
）　

の
平
沢
家
所
蔵
「
当
家
定
式
嘉
例
書
記
帳
」

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
は
十
二
月
八
日
は
「
正
月
事
始
」
二
月
八
日
は

「
事
納
」
と
い
う
記
述
が
あ
る（
注
９
）。

【
コ
ト
念
仏
の
史
料
】

a. 

喬
木
村
富
田
の
天
明
年
間
（
一
七
八
一
～
一
七
八
九
年
）
頃
の
『
今
村

家
・
大
瓜
屋
文
書
』
に
「
二
月
八
日
の
夜
百
万
へ
ん
（
遍
）
念
佛
い
多た

し
之
儀
ハ
古
来
よ
り
有
之
」（
二
章
参
照
）
と
あ
る
。

b. 

阿
智
村
浪
合
荒
谷
の
「
八
日
念
仏
数
珠
回
し
」
は
、　

文
化
一
四
年

（
一
八
一
七
）
に
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る（
注
10
）。

c. 

野
池
・
大
将
荒
神
の
大
数
珠
に
は
「
天
保
四
癸
巳
年
七
月
吉
日
」

（
一
八
三
三
）
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。（
三
章
参
照
）

d. 

箕
輪
町
北
小
河
内
中
村
の
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）「
御
念
仏
数
覚
帳
・

観
世
音
普
門
品
経
巻
数
覚
」
に
は
、
念
仏
が
嘉
永
二
年
十
一
月
二
二
日

に
始
ま
り
、
翌
年
正
月
二
〇
日
ま
で
「
百
万
遍
ト
七
千
二
百
遍
」
行
っ

た
と
あ
る
。百
萬
遍
念
仏
で
は
あ
る
が
コ
ト
念
仏
と
は
異
な
る
よ
う
だ
。

（
二
章
参
照
）

【
コ
ト
の
神
送
り
の
史
料
】

a. 

天
龍
村
神
原
坂
部
の『
熊
谷
家
伝
記
』「
弘
治
元
年
乙
卯
年（
一
五
五
五
）」

に
「
渡
り
神
へ
の
立
願
と
し
て
、
毎
年
春
二
月
之
神
送
り
と
、
六
月
の

流
し
祭
り
の
御
輿
を
か
く
べ
き
旨
立
願
し
け
れ
ば
、
四
郎
左
衛
門
は

段
々
全
快
す
る
也
」（
四
章
参
照
）
と
あ
る
。

b. 

喬
木
村
富
田
の『
大
瓜
屋
文
書
』に
よ
る
と
神
送
り
は
天
明（
一
七
八
一

（
注
９
）
上
伊
那
誌
編
纂
会
『
上
伊
那
誌　

第
五
巻　

民

俗
編
上
』
昭
和
五
五
年　

七
〇
〇
頁

（
注
10
）
南
信
州
新
聞
、
平
成
二
六
年
三
月
十
二
日
付
の

記
事
、
佐
々
木
賢
實
氏
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
み
あ
い
育
遊
会
の
二
〇
〇
九
年
三
月
八
日

の
広
報
に
よ
る
と
、「
荒
谷
地
区
に
保
管
さ
れ
て
い
る
数

珠
箱
は
一
八
一
七
年
（
文
化
十
四
年
）
の
も
の
で
す
。」

と
箱
に
紀
年
銘
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
始
ま
り
と
し
て
い

る
。

（
注
11
）
飯
田
市
美
術
博
物
館　
『
上
久
堅
の
民
俗
』

一
九
八
頁

（
注
12
）
下
伊
那
教
育
会
『
下
伊
那
史　

第
八
巻
』

一
二
二
四
頁

（
参
考
）『
泰
阜
村
誌　

上
巻
』　

五
〇
二
頁

第
四
編
・
近
世
、　

第
一
六
章
・
年
中
行
事

第
一
節
・
村
の
行
事

「
一
、
こ
と
の
神
送
り

二
月
八
日
、
風
の
神
を
村
か
ら
送
り
出
す
行
事
で
、
茅
で

編
ん
だ
尺
角
の
神
輿
に
赤
、
白
の
切
子
を
つ
け
、
そ
の
上

に
藁
輪
を
の
せ
、
幣
束
を
立
て
、
紙
で
造
っ
た
人
形
を
置

き
、
村
中
が
行
列
を
つ
く
っ
て
「
こ
と
の
神
送
り
参
り
候
」

と
唱
え
な
が
ら
村
境
ま
で
送
る
。」

（
注
13
）
飯
田
市
美
術
博
物
館　
『
上
久
堅
の
民
俗
』

二
〇
四
頁
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村
富
田
は
天
明
（
年
間
）
に
始
ま
る
と
あ
る
の
で
、
や
は
り
大
飢
饉
の
影
響

が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
e.
の
泰
阜
村
打
沢
の
文
書
か
ら
伺
え
る
よ
う
に
幕

末
に
は
恒
例
の
行
事
と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

二
、
コ
ト
念
仏
に
つ
い
て

（一）　

コ
ト
念
仏
と
コ
ト
の
神
送
り
の
分
類

　

コ
ト
念
仏
と
コ
ト
の
神
送
り
の
や
り
方
を
も
う
少
し
具
体
的
に
見
る
と
次

の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
。

【
コ
ト
念
仏
】　

　
　
　

①
巡
回
型
、
②
宿
・
当
番
型
、
③
固
定
型

【
コ
ト
の
神
送
り
】

　
　
　

①
集
落
境
に
送
る
も
の　

　
　
　

②
集
落
境
ご
と
に
リ
レ
ー
方
式
で
送
る
も
の　

　
　
　

③
村
域
を
当
番
地
区
（
集
落
）
が
巡
回
す
る
も
の

　
　
　

④
家
ご
と
に
行
う
も
の

中
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
②
の
リ
レ
ー
方
式
で
、
疫
神
を
集
落
か
ら
集
落

へ
受
け
渡
し
て
い
く
、
リ
レ
ー
式
の
神
送
り
行
事
が
飯
田
市
内
で
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
十
六
の
集
落
が
関
わ
り
二
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

二
日
掛
か
り
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。（
詳
細
は
三
章
参
照
）

（二）　

コ
ト
念
仏
の
や
り
方
（
表
１
・
伊
那
谷
の
コ
ト
念
仏
一
覧
表
参
照
）

①
巡
回
型

地
区
内
を
子
供
た
ち
の
集
団
が
一
軒
ず
つ
巡
回
し
、
念
仏
を
唱
え
る
や
り

方
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
大
数
珠
を
携
え
、
各
家
で
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
な
ど

を
唱
え
数
珠
回
し
を
行
う
も
の
と
、
数
珠
は
持
た
ず
に
念
仏
を
唱
え
る
だ
け

の
も
の
が
あ
る
。

後
者
の
タ
イ
プ
は
、
参
加
者
の
年
齢
、
性
別
、
長
男
に
限
る
な
ど
の
規
制

も
あ
り
、
最
年
長
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
「
頭
取
」
と
呼
ば
れ
、
巡
回
の
コ
ー

ス
、
念
仏
に
関
す
る
指
図
、
お
布
施
の
分
配
な
ど
を
決
め
て
い
た
。

昭
和
三
〇
年
代
ま
で
は
、
各
地
区
共
に
世
帯
数
が
多
く
、
夕
方
に
出
発
し
、

全
て
を
回
り
終
え
る
と
深
夜
一
時
、
二
時
に
な
っ
た
り
、
中
に
は
一
番
鶏
が

番
号
場
所

呼
び
方

開
催
日

タ
イ
プ

場
所

参
加
者

数
珠
・
念
仏

１

辰
野
町
飯
沼
沢

ズ
ズ
マ
ワ
シ

数
珠
廻
し

二
月
八
日

（
前
後
の
日
曜
日
）

巡
回
型

集
落
内

子
供

（
現
在
は
大
人
も
）

数
珠
・
念
仏

２

箕
輪
町
東
箕
輪
北
小
河
内
中
村

お
念
仏

二
月
八
日

（
現
・
第
一
日
曜
日
）

宿
・
当
番
型

→
固
定
型

宿
の
家
→
集
会
所

集
落
住
民

数
珠
・
念
仏

７

伊
那
市
富
県
北
福
地

コ
ト
念
仏

二
月
八
日

宿
・
当
番
型

宿
の
家

組
中

数
珠
・
念
仏

９

伊
那
市
高
遠
町
上
山
田

引
持

コ
ト
始
め
念
仏

二
月
八
日

（
前
後
の
日
曜
日
）

（
現
・
固
定
型
）

か
つ
て
は
宿
？

（
現
・
集
会
所
）

か
つ
て
は
宿
？

集
落
住
民

数
珠
・
念
仏
・
般
若
心
経
・

十
三
仏

10

駒
ヶ
根
市
東
伊
那
大
久
保

コ
ウ
ト
ウ
ネ
ン
ブ

ツ

二
月
八
日

宿
・
当
番
型

宿
の
家

主
に
子
供

数
珠
・
コ
ウ
ト
ウ
ネ
ン

ブ
ツ
、
ナ
ン
マ
イ
ダ
ー

12

大
鹿
村
鹿
塩
北
入
二
区
女
高

コ
ト
ハ
ジ
メ

（
百
萬
遍
）

二
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で

お
籠
も
り

固
定
型

女
高
の
薬
師
堂

集
落
住
民

十
日
に
数
珠
・
念
仏

13

喬
木
村
富
田  

上
富
田

コ
ト
念
仏

二
月
九
日

宿
・
当
番
型

宿
の
家

上
富
田
住
民

数
珠
・
念
仏

14

喬
木
村
富
田  

下
富
田

コ
ト
念
仏

二
月
九
日

宿
・
当
番
型

宿
の
家
（
都
合
で
集
会

所
も
あ
り
）

下
富
田
住
民

数
珠
・
念
仏

18

喬
木
村
大
島

念
仏
、
ナ
ン
ベ
ェ

ナ
ン
ボ

二
月
八
日

固
定
型

会
所
（
阿
弥
陀
堂
）

集
落
住
民

数
珠
・
念
仏

19

喬
木
村
加
々
須

コ
ト
念
仏

二
月
八
日

固
定
型

観
音
堂

集
落
住
民

数
珠
・
念
仏

20

飯
田
市
千
代  

芋
平

大
将
荒
神

二
月
七
日

巡
回
型

集
落
内

子
供
・
青
年
別
々

大
将
荒
神
（
数
珠
な
し
）

21

飯
田
市
上
久
堅  

蛇
沼

コ
ト
念
仏

二
月
八
日

固
定
型

妙
寿
庵
（
観
音
堂
）

現
・
集
会
所

集
落
住
民

数
珠
・
念
仏

現
・
念
仏
の
み

26

飯
田
市
上
久
堅  

風
張
・
上
平

コ
ト
念
仏

二
月
六
日

（
現
・
第
一
土
曜
日
）

巡
回
型

風
張
・
上
平
内

子
供

（
現
在
は
親
も
）

観
無
量
寿
経
・
念
仏
・

回
向
偈

27

飯
田
市
千
代  

野
池

大
将
荒
神

二
月
七
日

（
現
・
土
曜
日
）

巡
回
型

集
落
内

子
供

（
現
在
は
大
人
も
）

数
珠
・
大
将
荒
神

30

飯
田
市
龍
江  

大
屋
敷

コ
ト
念
仏

二
月
七
日

宿
・
当
番
型

→
固
定
型

宿
の
家
→
集
会
所

集
落
住
民

念
仏

31

飯
田
市
龍
江  

尾
科

コ
ト
念
仏

二
月
七
日

巡
回
型
→
固

定
型

集
落
内
→
集
会
所

集
落
住
民

観
無
量
寿
経
・
念
仏

32

飯
田
市
上
久
堅  

下
平

コ
ト
オ
念
仏

二
月
六
日

巡
回
型

集
落
内

子
供

観
無
量
寿
経
・
念
仏
・

回
向
偈

33

飯
田
市
上
久
堅  

中
宮

コ
ト
念
仏

二
月
六
日

巡
回
型

集
落
内

子
供

観
無
量
寿
経
・
念
仏
・

回
向
偈

34

飯
田
市
上
久
堅  
原
平

コ
ト
念
仏

二
月
七
日

（
現
・
第
一
土
曜
日
）

巡
回
型

集
落
内

子
供

観
無
量
寿
経
・
念
仏
・

回
向
偈

35

飯
田
市
上
久
堅  
越
久
保

コ
ト
念
仏

二
月
七
日

（
現
・
第
一
土
曜
日
）

巡
回
型

集
落
内

子
供

観
無
量
寿
経
・
念
仏

39

飯
田
市
伊
豆
木  

こ
と
念
仏

十
二
月
八
日

巡
回
型

集
落
内

子
供

数
珠
・
念
仏

40

飯
田
市
三
穂  

立
石
・
上

コ
ト
念
仏

二
月
八
日

（
毎
年
打
合
せ
）

巡
回
型

上
区
内

子
供

数
珠
・
念
仏

41

飯
田
市
三
穂  

立
石
・
下

コ
ト
念
仏

二
月
八
日

（
毎
年
打
合
せ
）

巡
回
型

下
区
内

子
供

数
珠
・
念
仏

62

阿
智
村
春
日
七
久
里

チ
ャ
ン
キ
ラ
講

二
月
八
日

巡
回
型

集
落
内

子
供

数
珠
・
念
仏

（
現
在
は
数
珠
の
み
）

63

阿
智
村
浪
合
荒
谷

八
日
念
仏

二
月
八
日

（
か
つ
て
は
旧
暦
）

（
現
・
固
定
型
）

か
つ
て
は
宿
？

（
現
・
集
会
所
）

か
つ
て
は
宿
？

集
落
住
民

64

阿
智
村
伍
和
寺
尾

コ
ト
念
仏
百
萬
遍

数
珠
回
し

二
月
八
日
と
秋
彼
岸
の
中

日
（
元
は
年
七
回
）

固
定
型

寺
尾
地
区
庚
申
堂

集
落
住
民

数
珠
・
念
仏
ほ
か

73

根
羽
村
小
栃

数
珠
回
し

二
月
六
月
十
二
月
八
日
（
後

に
二
月
八
日
の
み
）

巡
回
型

集
落
内

主
に
子
供

数
珠
・
念
仏

〔
表
１
〕
伊
那
谷
の
コ
ト
念
仏
一
覧
表

※
枠
内
の
番
号
は
五
章
の
一
覧
地
図
、
一
覧
表
の
番
号
、
番
号
欄
の
ア
ミ
掛
け
は
現
在
も
行
っ
て
い
る
も
の
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鳴
く
ま
で
か
か
っ
た
な
ど
と
い
う
話
も
あ
る
。

②
宿
・
当
番
型

宿
（
当
番
）
と
呼
ぶ
行
事
の
世
話
役
を
各
家
が
順
番
に
担
当
し
、
宿
に
集

落
の
人
び
と
が
集
ま
っ
て
念
仏
を
唱
え
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
大
半
が
数
珠
回

し
を
行
う
が
、
念
仏
を
唱
え
る
だ
け
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。

基
本
的
に
参
加
者
に
制
限
は
な
く
、
か
つ
て
は
子
供
が
大
勢
参
加
し
て
い

た
。
昭
和
末
年
ご
ろ
か
ら
、
今
日
の
住
宅
に
は
広
間
が
な
い
こ
と
、
念
仏
終

了
後
の
直
会
の
費
用
負
担
な
ど
が
問
題
に
な
り
、
現
在
は
、
地
区
の
集
会
所

で
会
費
を
集
め
て
行
う
傾
向
に
あ
る
。

③
固
定
型

古
く
か
ら
念
仏
を
唱
え
る
場
所
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
で
、
五
箇
所
ほ
ど

見
ら
れ
、
い
ず
れ
も
お
堂
で
あ
る
。（
表-

１
の
12
、
18
、
19
、
21
、
64
）

（二）　

コ
ト
念
仏
の
唱
名
に
つ
い
て

コ
ト
念
仏
の
唱
名
は
次
の
四
種
類
で
あ
る
。

　

・「
念
仏
（
南
無
阿
弥
陀
仏
）」
を
繰
り
返
す
も
の

　

・「
大た
い
し
ょ
う
こ
う
じ
ん

将
荒
神
」
を
繰
り
返
す
も
の

　

・�「
観
無
量
寿
経
」
の
一
節
と
「
念
仏
（
九
回
）」
と
「
浄
土
真
宗
の
回
向

偈
の
一
つ
」
を
唱
え
る
も
の

　

・「
観
無
量
寿
経
」
の
一
節
と
「
念
仏
（
二
回
）」
を
唱
え
る
も
の

①「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
型
に
つ
い
て

輪
に
な
っ
て
大
数
珠
を
回
し
輪
に
な
り
念
仏
を
唱
え
る
の
で
あ
る
が
、
家

ご
と
に
巡
回
す
る
場
合
と
宿
や
お
堂
な
ど
に
集
ま
っ
て
行
う
場
合
が
あ
る
。

ま
た
、
飯
田
市
大
屋
敷
で
は
、
宿
に
集
ま
る
が
数
珠
を
用
い
ず
、「
御
神
木
」

に
向
か
っ
て
念
仏
を
唱
え
る
も
の
も
あ
る
。

②「
大
将
荒
神
」
型
に
つ
い
て

飯
田
市
千
代
の
野
池
で
は
数
珠
を
回
し
な
が
ら
「
大
将
荒
神
」
を
繰
り

返
し
唱
え
る
。
隣
の
芋
平
で
も
行
わ
れ
て
い
た
が
昭
和
二
〇
年
代
末
に
途

絶
え
て
い
る
。「
大
将
荒
神
」
の
由
来
は
定
か
で
な
い
が
、
千
代
公
民
館
が

昭
和
五
八
年
に
発
行
し
た
『
千
代
風
土
記
』
に
、
天
保
の
大
飢
饉
の
時
に
当

地
を
訪
れ
た
行
者
の
御
告
げ
で
、「
こ
れ
は
仏
様
の
四
天
王
の
内
の
大
将
軍
、

金こ
ん
じ
ん神
の
た
た
り
だ
か
ら
、
数
珠
を
繰
り
な
が
ら
、
大
将
軍
、
金
神
と
唱
え
る

よ
う
に
」
と
い
わ
れ
、長
い
年
月
の
間
に
「
大
将
軍
、金
神
」
が
「
た
い
し
ょ

う
こ
う
じ
ん
」
に
な
っ
た
と
あ
る
。（
六
九
頁
参
照
）

③「
観
無
量
寿
経
」「
念
仏
（
九
回
）」「
回
向
偈
」
型

こ
れ
は
飯
田
市
上
久
堅
で
子
供
た
ち
に
よ
る
巡
回
型
の
コ
ト
念
仏
で
唱
え

ら
れ
て
い
る
。
経
文
と
念
仏
が
合
わ
さ
っ
て
い
て
、
各
家
を
訪
れ
る
と
ま
ず

口
上
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

さ
ん
し
（
頭
取
が
言
う
、
出
だ
し
の
合
図
）

　
　

今こ
ん
に
ち日
、
事こ
と

を
申
し
ま
す
（
日
没
後
は
「
今こ
ん
ば
ん晩
、
事
を
申
し
ま
す
」）

（「
観
無
量
寿
経
」
の
一
節
）
※
読
み
仮
名
は
（
現
在
の
）
風
張
の
場
合

　
　

光
こ
う
み
ょ
う
へ
ん
じ
ょ
う

明
遍
照　

十じ
っ
ぽ
う
せ
か
い

方
世
界

　
　

念ね
ん
ぶ
つ
し
ゅ
じ
ょ
う

仏
衆
生　

摂せ
っ
し
ゅ
ふ
し
ゃ

取
不
捨

（
念
仏
）

　
　
　
　

南な
む
あ
み
だ
ぶ
つ

無
阿
弥
陀
仏　

・
・
・
・
・
・（
九
回
繰
り
返
す
）

（「
回
向
偈
」
の
一
つ
）

（
弥み

だ陀
）
願が
ん
に
し
く
ど
く

以
此
功
徳　

平び
ょ
う
ど
う
せ
い
っ
さ
い

等
施
一
切

　
　
　
　

同ど
う
ほ
つ
ぼ
だ
い
し
ん

発
菩
提
心　

往
お
う
じ
ょ
う
あ
ん
ら
く
こ
く

生
安
楽
国

こ
れ
を
聞
き
伝
え
や
ひ
ら
が
な
な
ど
で
幾
世
代
も
伝
え
て
き
た
の
で
唱
名

と
は
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ど
こ
の
地
区
で
も
南
無
阿
弥
陀
仏
以
外

は
「
教
わ
っ
た
言
葉
を
繰
り
返
す
だ
け
で
、
ま
さ
か
、
お
経
の
一
節
と
は
思

わ
な
か
っ
た
」
と
い
う
声
を
聞
い
た
。
そ
の
様
子
は
各
地
区
の
報
告
を
参
照

し
て
頂
き
た
い
。

さ
ら
に
「
回
向
偈
」
の
一
つ
が
略
さ
れ
、
念
仏
が
二
回
の
も
の
も
あ
る
。

飯
田
市
尾
科
の
コ
ト
念
仏
で
は
観
無
量
寿
経
の
一
節
も
さ
ら
に
短
く
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
　

光
明
遍
照　

十
方
世
界　

衆
生
念
仏

　
　
　
　

南
無
阿
弥
陀
仏　

南
無
阿
弥
陀
仏

④
念
仏
の
練
習

③
を
行
う
と
こ
ろ
で
は
、
七
日
～
十
日
前
か
ら
練
習
を
行
い
、
念
仏
を
完

全
に
暗
記
す
る
。
こ
れ
ら
の
地
区
に
は
念
仏
の
後
日
行
わ
れ
る
コ
ト
の
神
送

り
に
歌
の
よ
う
な
唱
え
詞
が
あ
り
、
併
せ
て
練
習
す
る
。
練
習
の
日
時
と
内

容
は
頭
取
が
決
め
る
。

（四）　

現
在
の
コ
ト
念
仏

〔
表-

１
〕
伊
那
谷
の
コ
ト
念
仏
一
覧
表
で
は
二
七
箇
所
の
事
例
を
取
り

〔
写
１
〕
集
会
所
の
黒
板
の
念
仏
と
注
意
事
項
（
越
久
保
）

〔
写
２
〕
集
会
所
の
黒
板
に
貼
ら
れ
た
念
仏
（
尾
科
）
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番号 場所 呼び方 月日 出発地点 送る場所 疫神、風邪の神などの依代 参加者、備考など 念仏行事

15 喬木村・富田 コトの神送り 二月十日 はずれの神社 富田沢川の村境 旗 当番のみ コト念仏

16 喬木村・氏乗 コトの神送り、コトウ送り 三月八日 (月遅れ) 集落のはずれ 小川川の集落境 藁の輪（オカグラ）+ 幣束、旗 年番のみ

17 喬木村・大和知 コト送り 旧暦二月八日 集落内の堂 小川川の集落境方向 藁の輪（ミコシ）+ 幣束、旗 宿番のみ、 別行事扱い

18 喬木村・大島 コト送り 二月八日 はずれの橋（辻） 加々須川の地区境 笹竹 年番のみ

20 飯田市・芋平 コトの神送り 二月八日 現在・集会所 地区境の沢 藁の輪（ミコシ）+ 人形 + 幣束、
笹竹ほか

東①、制限なし 大将荒神
中断

21 飯田市・蛇沼 コトの神送り 二月八日 集落境の沢 集落境近く ( 元 . 石
碑）

（中継）、笹竹 東②、子供優先 コト念仏

22 飯田市・平栗 コトの神送り 二月八日 集落境近く 集落境の沢 （中継）、笹竹 東③、子供主体

23 飯田市・落倉 コトの神送り 二月八日 集落境の沢 集落境の沢 （中継）、笹竹 東④、子供主体

24 飯田市・小野子 コトの神（風の神送り） 二月八日 集落境の沢 集落境  ★一泊 （中継）、笹竹 東⑤、子供に役割、大人

25 飯田市・堂平 神送り、風の神送り 二月九日 集落境 公民館前 （中継）、笹竹 東⑥、子供のみ

26 飯田市、風張・上平 送り神、風の神送り 二月九日 公民館前 北の原（リレー終点）（中継）、笹竹 東⑦、子供のみ コト念仏

27 飯田市・野池 コトの神送り、風の神送り 二月八日 公民館前 集落境 笹竹 西①、制限なし 大将荒神

28 飯田市・田力 コトの神送り 二月八日 集落境 地区境の川 （中継）、笹竹 西②、子供のみ

29 飯田市・荻坪 コトの神送り 二月七日 集会所・堂下 地区境の川 笹竹、旗（本年から） 西に合流、子供主体

30 飯田市・大屋敷 コトの神送り 二月八日 地区境の川 集落境  ★一泊 （中継）、御神木・笹竹　　 西③、子供・大人 コト念仏

31 飯田市・尾科 風の神 二月九日 集落境 ジタジタ峠（地区境）（中継）、笹竹 西④、子供のみ、 コト念仏

32 飯田市・下平 風の神送り、
ゲイキの神送り

二月九日 ジタジタ峠 北の原（リレー終点）（中継）、笹竹 西⑤、子供のみ コト念仏

33 飯田市・中宮 コトの神送り 二月九日 地区の中心地・堂 北の原（リレー終点）笹竹 西に合流、子供主体 コト念仏

34 飯田市・原平 コトの神送り 二月九日 地区の中心地・堂 北の原（リレー終点）かつては笹竹、現在はなし 先着に合流、子供のみ コト念仏

35 飯田市・越久保 送り神 二月八日 地区の中心地・堂 集落境の川方向 幣束、古くは笹竹 子供のみ コト念仏

36 飯田市・森 コトの神送り 二月八日 （詳細不明） （詳細不明） （詳細不明） 家ごと

37 飯田市・大鹿 コトの神送り 二月八日 （詳細不明） （詳細不明） （詳細不明） 家ごと

38 飯田市・米川 コトの神送り 二月八日 （詳細不明） （詳細不明） （詳細不明） 子供主体

42 飯田市上村・程野 送り神、コトの神送り 春・二月八日
秋・十二月八日

集落中央の神社
同上

北のはずれ（川沿）
集落の南境の沢

藁の輪 + 幣束、幣束 禰宜・住民

43 飯田市上村・中郷 コトの神送り、八日様 春・二月八日
秋・十二月三〇日

春・南はずれの宿
秋・北はずれの宿

春・集落の北境の沢
秋・集落の南境の沢

幣束 禰宜・住民

44 飯田市上村・上町 八日様、コトの神送り、デ
ンデン

春・二月八日
秋・十二月三〇日

春・南はずれの宿
秋・北はずれの宿

春・集落の北境の沢
秋・集落の南境の沢

藁ヅト + 幣束、幣束 禰宜・住民

45 飯田市南信濃・木沢 風の神送り、サンヨリ、八
日様、八日送り

二月八日
十二月八日

春・集落中央石碑
春・同上

集落の北境（川沿）
集落の南境（川沿）

藁ヅト + 幣束、幣束 禰宜・子供主体

46 飯田市南信濃・八日
市場

サンヨリ 春・二月八日
秋・十二月八日

春・集落中央神社
秋・同上

集落の北境の沢
集落の南境（川沿）

幣束 禰宜（二名）・子供主体

47 飯田市南信濃・上島 八日様 二月八日
十二月八日

春・集落中央神社
秋・同上

集落の北境
河岸台地の送り場？

幣束 禰宜・子供たち

48 飯田市南信濃・中立 八日様、風送り 二月八日
十二月八日

春・集落中央の堂
秋・同上

春・集落の北境
秋・集落の西境

幣束 禰宜・子供たち

49 飯田市上村・下栗大
野

トウトノカミ、八日様 二月八日
十二月八日

春・集落中央の家
秋・同上

（詳細不明） 幣束 禰宜・子供たち

50 飯田市上村、下栗屋
敷・小野

八日様 二月八日
十二月八日

春・当番の家
秋・同上

集落の西境の神社
西の尾根の送り場？

藁ヅト + 幣束 禰宜・子供たち

51 飯田市上村・下栗本
村

コトの神送り、八日送り、
トウトノカミ、八日様

春・二月八日
秋・十二月八日

春・集落中央神社
秋・同上

（詳細不明） 幣束 禰宜・子供たち

52 飯田市南信濃・須沢 八日様、八日送り 旧暦二月八日
旧暦十一月八日

春・集落中央神社
秋・同上

集落の北境の河岸
地区の西境

幣束 禰宜・子供たち

53 飯田市南信濃・中根 （コトの神送り） 二月八日
十二月八日

春・集落の神社
秋・同上

春・集落の北東境
秋・地区の南西境

幣束 禰宜・子供たち

54 飯田市南信濃・川合 （コトの神送り） （二月八日）
（十二月八日）

春・村はずれの家
秋・同上

春・遠山川方向
秋・同上

幣束 禰宜・子供と親

55 飯田市南信濃、畑上・
大島

（コトの神送り） 春（二月八日）
秋（十二月八日）

春・北はずれの宿
秋・南はずれの宿

集落の南境（川沿）
集落の北境（川沿）

禰宜・子どもと大人

56 飯田市南信濃・池口 サンヤリ、かぜの神送り 二月八日 幣束 家族全員

57 飯田市南信濃、本町・
新町

かぜの神送り 風邪・麻疹流行時、
二月、十二月八日

春・町内北から
秋・町内南から

中心地の南はずれ
中心地の北はずれ

幣束 子供たち

58 飯田市、南信濃・此
田

サンヤリ、八日送り、外気
（がいけ）の神送り

二月八日
十二月八日

（詳細不明） （詳細不明） 幣束（禰宜が作る） 子供たち

59 飯田市、南信濃・大
町

サンヤリ 二月八日
十二月八日

（詳細不明） （詳細不明） 幣束 世話人・子供たち

60 飯田市、南信濃・本
村

サンヤリ、イチノポッポ 二月八日
十二月八日

春・集落の宿
秋・同上

春・下流の北境
秋・上流の南境

幣束 子供たち

61 阿南町・早稲田 （人形）神送り 六月、食中毒や赤
痢など流行時、今
は一月第二日曜日

早稲田神社（集落
中心の神社）

山中の「神送り場」 藁の輪（ミコシ）、幣束、おひね
り

（現状）厄年の住民と人形
保存会員、宮司ほか

65 泰阜村・打沢 コトの神送り 旧暦二月八日 （詳細不明） （詳細不明） （詳細不明） （詳細不明）

66 泰阜村（広域） コトの神送り 二月八日 （詳細不明） 村境まで 藁の輪（茅ミコシ）紙人形、幣束 （詳細不明）

67 天龍村・大河内 神送り 旧暦三月三日 池大神社下の大岩 上流部の「神墓」 藁の輪（コシ）+ 幣束、お布施米 小禰宜・日役二人

68 天龍村・向方 関の方送り 旧三月四日（後に
十九日）

区長の家 集落境の川岸 藁の輪（2 段のコシ）+ 幣束 + 白
ネギ人形 + 藁馬

禰宜・村人大勢

69 天龍村・坂部 神送り 旧暦二月 （詳細不明） （詳細不明） （詳細不明） （詳細不明）

70 天龍村・大久那 神送り （月日不明） 集落内 見遠境「神送り場」 幣束 禰宜・村人

71 平谷村（村を縦断） 送り神 八月十八日 村内北端の集落 村内南端の赤坂神社
（赤坂峠）

茅の輪（ミコシ）+ 幣束（米・お
布施）

禰宜・当番の一行、各町
住民

72 根羽村・小戸名 コト神送り 七月八日（月遅れ）各家 字・小字境の沢 麦藁人形 基本的に家ごと

73 根羽村・小栃 コト神送り 六月八日
十二月八日

集落内（各家） 地区南境の峠の道祖
神

藁人形 数軒ごと、家ごと 百萬遍念仏

74 根羽村・折山 コト神送り 春・二月八日
秋・十二月八日

春・最下流の家
秋・最上流の家

北部の村境の峠
南端の沢の岸

藁人形 地区（七～八軒）で一集
団

〔表 2〕伊那谷のコトの神送り一覧表
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 2

 3

 4

 5

 6

 7

 8

 9

10

11

12

13

14
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19

20

21

22

23

24

25

26

24

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

※枠内の番号は五章の一覧地図、一覧表の番号、番号欄のアミ掛けは現在も行っているもの (23 箇所）、念仏行事もあるところは 13 箇所



21　一章・伊那谷の「コトの神行事」の概要

上
げ
て
い
る
。
こ
の
内
、
伝
承
が
途
絶
え
て
い
る
の
は
六
箇
所
で
大
半
は
伝

承
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
高
齢
者
が
支
え
て
い
る
の
が
実
情
で
あ

る
。
ま
た
、
集
会
所
や
堂
に
数
珠
だ
け
が
残
さ
れ
、
コ
ト
念
仏
の
伝
承
が
途

絶
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
古
く
は
多
く
の
集
落
で
行
わ

れ
て
い
た
が
す
で
に
廃
れ
、
市
町
村
史
等
の
文
献
資
料
に
も
登
場
し
て
い
な

い
行
事
が
数
多
く
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

行
事
の
衰
退
は
地
域
の
過
疎
化
と
そ
れ
に
伴
う
少
子
化
が
影
響
し
て
い

る
。
か
つ
て
巡
回
型
の
コ
ト
念
仏
は
参
加
者
の
規
制
が
厳
し
く
、
数
え
の
十

歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
の
長
男
と
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
戦
後
、
義
務
教

育
が
六
・
三
制
に
な
る
と
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
二
年
生
の
早
生
ま
れ
ま

で
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
現
在
で
は
小
学
生
と
中
学
生
を
対
象
と
し
て
い
る
地
区
が
多

い
。
さ
ら
に
昭
和
五
〇
年
頃
か
ら
、
長
男
だ
け
で
は
な
く
次
男
、
三
男
の
参

加
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
後
は
女
子
の
参
加
も
認
め
ら
れ
、
今
で
は
女
子
の
頭

取
も
珍
し
く
な
い
。
さ
ら
に
親
や
地
区
の
役
員
な
ど
が
参
加
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
多
い
。
高
齢
者
だ
け
に
な
っ
た
地
区
で
は
巡
回
型
の
念
仏
を
止
め
、
集

会
所
に
集
ま
っ
て
行
う
念
仏
に
切
替
え
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

ま
た
、
念
仏
の
内
容
も
変
化
し
て
い
る
。
経
文
が
加
わ
る
地
区
で
は
、
先

輩
か
ら
口
伝
で
教
わ
っ
た
経
文
が
、
か
つ
て
は
ま
か
り
通
っ
て
い
た
が
、
近

年
は
経
文
の
原
文
が
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
あ
ま
り
に
省
略
や
変
更
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
元
の
経
文
の
通
り
に
修
正
さ
れ
る
場
合
も
多
い
。

そ
の
一
方
で
、口
伝
に
よ
っ
て
変
形
し
な
が
ら
伝
わ
っ
た
唱
え
方
こ
そ
が
、

本
来
の
子
供
の
「
念
仏
」
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
聞
か
れ
た
。

三
、
コ
ト
の
神
送
り
に
つ
い
て

（一）　

コ
ト
の
神
送
り
の
や
り
方

①
集
落
境
に
送
る
も
の

伊
那
谷
の
コ
ト
の
神
送
り
は
、
村
の
各
戸
で
家
人
が
家
の
中
を
祓
っ
て
、

災
い
を
も
た
ら
す
疫
神
や
風
の
神
を
乗
り
移
ら
せ
た
笹
竹
や
旗
、
幣
束
を
集

落
の
辻
々
に
立
て
、
当
番
な
ど
が
そ
れ
ら
を
集
め
、
集
落
の
外
に
送
り
出
す

行
事
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
笹
竹
や
藁
、
紙
を
用
い
て
モ
ノ
ツ
ク
リ
が
行
わ
れ

笹
竹

旗
〔
写
３
〕
笹
竹
、
飯
田
市
龍
江
（
大
屋
敷
）

〔
写
４
〕
笹
竹
（「
コ
ト
の
神
」
と
も
呼
ぶ
）・
田
力

〔
写
８
〕
富
田
の
旗
（「
送
り
旗
」
と
も
い
う
）

〔
写
11
〕
大
和
知　

色
紙
を
組
み
合
わ
せ
た
旗

〔
写
５
〕
蛇
沼
、
笹
竹
の
短
冊

〔
写
10
〕
富
田
の
旗
の
詳
細

〔
写
６
〕
堂
平
、「
風
の
神
」
の
短
冊

〔
写
７
〕
堂
平
、
猿
が
馬
に
乗
っ
た
版
画

堂
平
、
笹
竹
に
く
く
ら
れ
た
紙
包
み

紙
包
み
の
内
の
中
身
、
堂
平

〔
写
９
〕
氏
乗
、
旗
の
紙
包
み
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る
。
い
ず
れ
も
疫
神
が
戻
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
投
げ
る
。

コ
ト
の
神
送
り
は
、
集
落
（
地
区
）
単
位
で
行
わ
れ
る
が
、
飯
田
市
の
三

地
区
、
千
代
、
龍
江
、
上
久
堅
の
十
六
の
集
落
で
行
わ
れ
る
リ
レ
ー
方
式
の

神
送
り
は
特
徴
的
で
あ
り
、
三
章
で
詳
し
く
述
べ
る
。（
十
五
頁
地
図
参
照
）

も
う
一
つ
、集
落
を
結
び
連
続
す
る
や
り
方
と
し
て
平
谷
村
の
「
送
り
神
」

が
あ
げ
ら
れ
る
。
八
月
十
八
日
に
行
わ
れ
、当
番
の
集
落
が
ミ
コ
シ
を
作
り
、

村
域
を
北
か
ら
南
に
縦
断
し
、十
集
落
を
巡
り
な
が
ら
各
家
の
幣
束
を
集
め
、

一
つ
の
大
き
な
茅
の
輪
に
刺
し
て
村
境
に
送
る
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。

②
コ
ト
の
神
を
送
る
場
所
と
送
り
方
（
表
２
参
照
）

集
落
や
家
々
に
災
い
を
も
た
ら
す
コ
ト
の
神
（
疫
神
、
風
の
神
）
は
、
生

活
領
域
（
居
住
域
・
生
産
領
域
）
か
ら
追
い
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

た
が
っ
て
集
落
境
や
村
境
、
町
境
の
外
側
に
送
ら
れ
る
。〔
表-

２
〕
で
は

コ
ト
の
神
送
り
の
出
発
地
点
と
送
る
場
所
を
列
記
し
て
あ
る
。
そ
の
多
く
は

川
岸
や
沢
で
あ
る
。

飯
田
市
の
リ
レ
ー
式
の
コ
ト
の
神
送
り
で
は
「
北
の
原
」
と
呼
び
、
飯
田

市
南
信
濃
上
島
で
は
「
ト
ー
ト
ノ
カ
ミ
」
と
い
う
場
所
、
飯
田
市
上
村
下
栗

屋
敷
・
小
野
の
八
日
様
で
は
、
尾
根
上
の
マ
キ
の
木
の
根
元
で
「
コ
ト
ガ
ミ

ド
」
と
い
う
場
所
に
送
る
。

阿
南
町
早
稲
田
の
人
形
神
送
り
で
は
、居
住
域
か
ら
離
れ
た
「
神
送
り
場
」

と
い
う
字
名
の
場
所
が
あ
る
。
天
龍
村
の
大
河
内
や
大
久
那
に
も
「
神
送
り

場
」
が
あ
る
。
さ
ら
に
根
羽
村
の
小
栃
、
小
戸
名
の
中
組
で
は
沢
や
峠
の
道

祖
神
の
周
囲
に
送
っ
て
い
た
と
い
う
。

送
る
場
所
に
着
く
と
、
笹
竹
や
幣
束
、
ミ
コ
シ
な
ど
を
放
置
し
た
り
投
げ

捨
て
た
り
す
る
。
そ
し
て
一
様
に
「
後
を
振
り
返
ら
ず
に
帰
れ
」
と
い
う
。

疫
神
が
付
い
て
き
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
帰
り
は
往
路
の
唱
え
詞
、
鉦
・

太
鼓
は
一
切
禁
止
さ
れ
、
静
か
に
寄
り
道
を
し
な
い
で
帰
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
あ
る
。
天
龍
村
大
河
内
の
神
送
り
で
は
、
疫

神
の
乗
っ
て
き
た
ミ
コ
シ
を
禰
宜
が
ば
ら
ば
ら
に
し
て
、
疫
神
が
帰
れ
な
い

よ
う
に
し
た
り
、
飯
田
市
龍
江
の
尾
科
で
は
、
疫
神
が
道
に
迷
う
よ
う
に
と

行
き
と
は
違
う
道
を
通
っ
て
帰
る
。

上
村
で
は
行
事
が
終
わ
る
と
、
禰
宜
が
参
加
し
た
人
び
と
に
湯
だ
す
き
を

く
ぐ
ら
せ
、
疫
神
を
断
ち
切
る
。
木
沢
な
ど
で
は
禰
宜
が
か
ざ
し
た
小
刀
の

下
を
く
ぐ
り
疫
神
を
断
つ
。
ま
た
空
鉄
砲
（
空
砲
や
昼
花
火
）
で
追
い
祓
う

〔
写
12
〕
飯
田
市
上
村
上
町
の
オ
タ
カ
ラ
、「
津
島
神
社
」（
右
）「
正
八
幡
宮
」（
左
）

〔
写
13
〕
飯
田
市
上
村
上
町
、
参
加
者
が
一
本
ず
つ
持
つ
コ
タ
カ
ラ
づ
く
り

〔
写
16
〕
喬
木
村
氏
乗
、
来
年
の
幣
束
づ
く
り
に
備
え
、
サ
ン
プ
ル
を
作
成
し
て
保
管
す
る

〔
写
15
〕
飯
田
市
上
久
堅
（
越
久
保
）、
送
り
神
の
太
鼓
に
差
し
た
幣
束

〔
写
14
〕
飯
田
市
上
村
上
町
、
オ
ワ
キ
（
藁
ヅ
ト
）
の
オ
ワ
キ
ノ
サ
（
末
社
の
小
幣
）



23　一章・伊那谷の「コトの神行事」の概要

飯田市千代  芋平

〔図 2〕コトの神送りの行列・3 例

飯田市上久堅  越久保

飯田市上村  上町

旗
（
紙
旗
）

幣
束

太
鼓

鉦

笹
竹 ミ

コ
シ

旗（
紙
旗
）

幣
束

笹
竹

大
旗

（
小
五
・
男
）

（
小
三
・
女
）

（
小
二
・
女
）

（
小
四
・
女
）

（
小
四
・
男
）

（
小
四
・
男
）

（
小
四
・
男
）

（
小
四
・
女
）

（
小
四
・
女
）

頭
取
（
中
一
・
男
）

叩
き
手
（
小
六
・
男
）

鉦
（
小
六
・
男
）

※太鼓を背負う役、叩き手、鉦
は交代しながら行う。辻の旗や
笹竹もこの三名で集める。

小
旗

※大旗（紙旗部分）
　幅76cm×長さ5ｍ

※小旗（紙旗部分）
　幅76cm×長さ4.4 ｍ

旗
（
紙
旗
）オ

タ
カ
ラ
（
津
島
神
社
・
幣
束
）

オ
タ
カ
ラ

（
正
八
幡
宮
・
幣
束
）

宮
司
、
コ
ノ
サ
五
本

（
末
社
五
社
・
小
幣
）

ヤ
ナ
ギ

（
竹
に
白
と
赤
の

三
階
垂
れ
）

オ
ワ
キ
、
オ
ワ
キ
ノ
サ
七
本

（
竹
に
藁
ヅ
ト
、
小
幣
を
七
本
刺
す
）

太
鼓

鉦 コ
タ
カ
ラ

（
五
色
の
色
紙
の
小
幣
、

各
家
で
一
本
ず
つ
作
り
、

行
列
に
加
わ
る
）
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も
伸
び
る
部
分
で
、
疫
神
を
乗
せ
て
送
り
出
す
形か
た
し
ろ代

で
あ
ろ
う
。

②
幣
束

幣
束
は
、
伊
那
谷
で
は
「
タ
カ
ラ
」「
オ
タ
カ
ラ
」「
オ
ン
ベ
」「
ノ
サ
」

な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
幣
束
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
作
る
場
合
と
禰
宜
が

作
っ
て
配
る
場
合
が
あ
る
。
さ
ら
に
行
列
で
禰
宜
や
集
落
の
役
員
が
持
つ
も

の
、
藁
の
輪
や
藁
ツ
ト
に
刺
す
も
の
な
ど
、
大
き
さ
も
用
途
も
様
々
で
あ
る
。

（三）　

コ
ト
の
神
送
り
の
モ
ノ
ツ
ク
リ
・
藁
と
紙
と
竹
と
笹
な
ど

①
藁
製
品
の
役
割

幣
束
は
疫
神
の
依
代
と
も
な
り
、
集
落
境
の
外
に
送
り
出
さ
れ
る
が
、
そ

の
時
に
様
々
な
藁
製
品
が
神
座
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

藁
の
輪
に
数
本
の
幣
束
を
刺
し
、担
ぎ
棒
な
ど
を
取
付
け
た「
ミ
コ
シ
」「
コ

シ
」「
オ
カ
グ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
、
藁
ツ
ト
を
棒
の
先
に
取
付
け
、
幣

束
を
刺
す
「
オ
ワ
キ
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
飯
田
市
千
代
の
芋

平
の
ミ
コ
シ
は
、
藁
の
輪
の
上
に
桧
の
葉
枝
で
小
さ
な
ド
ー
ム
を
作
り
、
内

に
「
オ
ト
コ
ガ
ミ
・
オ
ン
ナ
ガ
ミ
」
の
二
体
の
藁
人
形
を
立
て
る
。
天
龍
村

向
方
で
は
二
重
の
藁
の
輪
に
二
四
本
の
幣
束
を
立
て
て
カ
ゴ
状
の
ミ
コ
シ
を

作
る
。
平
谷
村
の
送
り
神
で
は
各
家
か
ら
持
ち
寄
っ
た
幣
束
を
茅
（
カ
リ
ヤ

ス
と
ス
ス
キ
）
で
作
っ
た
大
き
な
輪
に
村
中
の
家
の
幣
束
を
立
て
る
。

こ
れ
ら
の
藁
の
輪
や
ミ
コ
シ
は
集
落
で
当
番
や
定
め
ら
れ
た
人
が
作
る
。

い
ず
れ
も
持
ち
帰
る
こ
と
は
な
く
、
送
り
場
に
捨
て
ら
れ
る
。

似
通
っ
た
行
事
と
し
て
、
泰
阜
村
の
「
ハ
シ
カ
送
り
」
が
あ
げ
ら
れ
る（
注

14
）。
ま
た
、
桟
俵
の
習
俗
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る（
注
15
）。

②
人
形

飯
田
市
千
代
の
芋
平
の
「
オ
ト
コ
ガ
ミ
・
オ
ン
ナ
ガ
ミ
」
の
藁
人
形
は
疫

神
と
い
わ
れ
て
い
る
。
泰
阜
村
の
コ
ト
の
神
送
り
で
は
紙
人
形
を
用
い
る
。

根
羽
村
で
は
各
家
が
一
体
ず
つ
藁
人
形
を
作
り
送
る
。
同
村
小
戸
名
の
六
月

八
日
の
神
送
り
の
藁
人
形
は
、刈
り
入
れ
た
ば
か
り
の
大
麦
の
藁
で
作
っ
た
。

②
そ
の
他
の
道
具
立
て
と
行
事
で
食
べ
る
も
の　

コ
ト
の
神
送
り
の
行
列
で
は
紙
製
の
の
ぼ
り
旗
、
鉦
、
太
鼓
な
ど
が
使
わ

れ
る
。
特
殊
な
も
の
と
し
て
は
、
飯
田
市
の
リ
レ
ー
方
式
に
よ
る
神
送
り
の

大
屋
敷
で
作
ら
れ
る
木
柱
で
「
御
神
木
」
と
呼
び
、
終
着
地
ま
で
送
る
。

コ
ト
念
仏
と
コ
ト
の
神
送
り
で
は
食
べ
物
が
関
わ
っ
て
く
る
。「
コ
ト
ボ

と
こ
ろ
も
あ
る
。

（二）　

コ
ト
の
神
送
り
・
コ
ト
の
神
の
依よ

り
し
ろ代

①
コ
ト
の
神
を
送
る
笹
竹
と
旗

コ
ト
の
神
を
送
り
出
す
た
め
の
道
具
は
、
家
の
中
を
祓
い
疫
神
を
送
る
短

冊
の
付
い
た
笹
竹
や
旗
、
幣
束
な
ど
と
、
集
落
の
境
ま
で
送
る
た
め
に
幣
束

を
立
て
た
藁
の
輪
を
据
え
た
ミ
コ
シ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
。

コ
ト
の
神
送
り
の
前
日
や
当
日
の
朝
に
は
、
各
家
で
は
笹
竹
や
旗
、
幣
束

を
作
る
。
作
り
方
は
集
落
や
家
ご
と
に
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
ま
ず
材
料
を

伐
っ
て
く
る
。
笹
竹
の
場
合
は
ハ
チ
ク
、
マ
ダ
ケ
な
ど
の
細
い
も
の
や
幹
の

先
端
部
分
を
使
う
。
一
・
五
〜
二
メ
ー
ト
ル
前
後
の
丈
で
枝
ぶ
り
を
整
え
る
。

そ
し
て
幾
枚
も
の
紙
の
短
冊
を
付
け
、
疫
神
の
乗
り
も
の
と
し
て
「
午

（
馬
）」
そ
の
守
り
神
と
し
て
の
「
申
」
と
文
字
を
書
く
。
一
年
十
二
ヶ
月
分

の
疫
神
を
祓
う
の
で
十
二
枚
付
け
る
と
も
聞
く
が
、
枚
数
は
ま
ち
ま
ち
で
あ

る
。
古
く
は
文
字
で
は
な
く
猿
と
馬
の
絵
柄
の
版
画
が
多
か
っ
た
。
今
日
は

そ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
書
き
込
ま
れ
る
。
笹
竹
は
古
く
は
「
送
り

竹
」「
送
り
笹
」「
コ
ト
の
神
」「
カ
ゼ
の
神
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

こ
の
笹
竹
で
家
の
中
を
祓
っ
て
回
り
、
疫
神
や
風
（
邪
）
の
神
を
乗
り
移

ら
せ
、
家
の
外
に
送
り
出
す
の
で
あ
る
。
笹
竹
や
旗
は
通
り
の
辻
に
立
て
て

お
く
と
、
当
番
や
行
列
が
集
め
に
来
て
、
ま
と
め
て
集
落
の
境
か
ら
外
に
送

り
出
し
て
く
れ
る
。

旗
の
棹
に
は
笹
類
（
ス
ズ
ダ
ケ
な
ど
）
を
用
い
る
。「
マ
ン
ダ
ケ
」
と
呼

ば
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
今
日
で
は
ハ
チ
ク
な
ど
と
も
混
同
し
て
い
て
あ
い

ま
い
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
笹
に
縦
長
の
紙
旗
を
取
付
け
た
も
の
を
「
旗
」

い
う
。
紙
旗
に
は
「
御
事
の
神
送
り
」「
御
事
の
風
之
神
送
り
」「
奉
納　

風

之
大
神
」、「
南
無
阿
彌
陀
佛
」と
書
く
と
こ
ろ
も
あ
る
。
旗
は「
送
り
旗
」「
神

送
り
の
旗
」「
送
り
竹
」「
送
り
笹
竹
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

幣
束
は
色
紙
を
重
ね
て
紙
垂
に
切
り
、
笹
竹
に
挟
む
。

笹
竹
も
旗
も
幣
束
も
、
お
ひ
ね
り
状
の
紙
包
み
が
一
つ
取
付
け
ら
れ
る
。

こ
れ
に
は
洗
米
数
粒
、
さ
ら
に
家
族
全
員
の
ボ
ン
ノ
ク
ボ
の
毛
、
爪
を
包
む

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ボ
ン
ノ
ク
ボ
は
首
の
後
の
へ
こ
み
部
分
で
、「
昔
は

三
つ
子
が
転
ぶ
と
、
神
様
が
盆
の
窪
の
毛
を
つ
か
ん
で
起
こ
し
て
く
れ
る
特

別
な
と
こ
ろ
だ
か
ら
」
な
ど
の
口
伝
も
聞
か
れ
た
。
ボ
ン
ノ
ク
ボ
の
毛
も
爪

（
注
14
）『
泰
阜
村
誌　

下
巻
』

ハ
シ
カ
送
り　

茅
の
簀
子
を
造
り
、
こ
の
縁
に
紅
白
の
切
子
を
垂
ら
し
、

そ
の
上
に
藁
輪
を
お
き
、
こ
れ
に
幣
束
を
立
て
て
紙
人
形

を
乗
せ
、
米
や
酒
を
供
え
て
村
境
ま
で
送
り
出
す
。

（
注
15
）『
世
界
大
百
科
事
典
』

桟
俵
・
さ
ん
だ
わ
ら

俵
の
両
端
に
つ
け
る
円
形
の
藁
ぶ
た
を
さ
し
、
サ
ン
バ
ヤ

シ
と
か
バ
セ
と
も
い
う
。
桟
俵
は
神
座
や
神
饌
の
容
器
と

し
て
、
正
月
に
は
年
神
の
幣
束
を
さ
し
た
り
、
鏡
餅
を
の

せ
る
の
に
使
わ
れ
る
。
し
か
し
、
最
も
顕
著
な
の
は
、
疱

瘡
（
ほ
う
そ
う
）
や
麻
疹
（
は
し
か
）
に
か
か
っ
た
り
、

は
や
っ
た
り
し
た
と
き
に
、
桟
俵
に
御
幣
、
赤
飯
、
神
酒

な
ど
を
の
せ
て
辻
や
村
境
に
捨
て
た
り
、
川
に
流
す
習
慣

で
あ
る
。

〔
写
17
〕
箕
輪
町
北
小
河
内
中
村
、
念
仏
前
の
お
に
ぎ
り
づ
く
り
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ミコシ・コシ
（天龍村大河内）

直径（外径）48cm
太さ 5 〜 6cm

直径（外径）1.5 ｍ
太さ 20cm ほど

〔図 3〕藁の輪とミコシ
ー神座としての使い方ー オカグラ

（喬木村氏乗）

オシロモチ（お白餅）を入れた
重箱を藁の輪の中にはめ込む

ミコシ
（喬木村大和知）

ミコシ
（阿南町早稲田）

床に置く藁の輪

沿道からおひねり
などが入れられる

ミコシ
（平谷村）

村中の各家か
ら集められた
白い幣束が 1
つの輪に立て
られる。8 月
の行事で、輪
の材料はスス
キとカリヤス

幣束には硬貨を
包んだおひねり
が付いている

赤

赤 桃色

黄緑

赤

白
白

白

文楽人形

文楽人形

厄年の者
が担ぐ

ミコシ
（飯田市千代・芋平）

藁の輪

オトコガミ

オンナガミ

割り竹の骨

桧の葉枝の
屋根

幣束（白）

幣束の下端
を固定する

白と赤の紙垂

24 本 の 色 と り
どりの幣束

中央は金色の幣束

各家がお布施の米袋
（約 2 合）を入れる

（古くは輪
わ て

手とも呼んだ）

直径（外径）40cm
太さ 5cm
例年は直径 30 〜 35 ｃｍ

直径（外径）50cm
太さ 5 〜 6cm

直径（外径）30cm
太さ 3 〜 4cm

ミコシはさらに榊、
注連縄、幣束などで
飾られる

直径（外径）73cm
太さ 10cm
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「
送
り
神
送
れ
よ　

ど
こ
ま
で
送
れ
よ　

○
○
ま
で
送
れ
よ
」

飯
田
市
上
村
上
町
の
コ
ト
の
神
送
り
に
は
「
事
の
神
送
り
の
歌
」
と
い
う

歌
が
あ
り
、
行
列
で
は
決
め
ら
れ
た
三
箇
所
で
こ
れ
を
歌
う
。
二
七
番
ま
で

あ
る
長
い
歌
詞
で
あ
る
が
、
最
後
の
二
六
番
と
二
七
番
で
疫
神
を
送
り
出
し

て
し
ま
う
。（
四
章
参
照
）

(26)
浦う
ら
み
さ
き

御
先
に
八や
ひ
ろ尋

の
船
が
み
え
に
け
り　

あ
れ
こ
そ
神
の
迎
え
舟
な
り

(27)
行
く
先
に
花
の
都
を
持
ち
乍な
が

ら　

な
に
と
て
こ
こ
に
長
い
生
ず
る

（五）　

コ
ト
の
神
送
り
の
現
状
・
行
事
の
変
貌
と
要
因

伊
那
谷
の
コ
ト
念
仏
、
コ
ト
の
神
送
り
の
行
事
は
衰
退
・
変
貌
し
つ
つ
あ

る
。
コ
ト
の
神
送
り
を
行
っ
て
い
る
地
区
・
集
落
の
多
く
は
過
疎
化
・
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
。

二
月
八
日
、
十
二
月
八
日
の
両
日
に
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
は
、
二
月
八
日

だ
け
の
行
事
に
な
っ
た
り
、
両
日
と
も
中
断
し
た
と
こ
ろ
も
多
い
。
抽
出
し

た
資
料
か
ら
、
昭
和
三
〇
年
頃
に
五
三
箇
所
で
行
わ
れ
て
い
た
コ
ト
の
神
送

り
も
、
現
在
は
三
〇
箇
所
が
中
断
し
て
い
る
。

こ
れ
は
集
落
の
人
口
減
少
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
少
子
化
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
。
子
供
が
主
体
と
な
る
コ
ト
の
神
送
り
は
、
五
三
箇
所
中
二
八
箇

所
で
あ
る
。
リ
レ
ー
方
式
の
神
送
り
を
行
っ
て
い
る
十
六
の
集
落
で
も
、
二

つ
の
集
落
で
は
小
中
学
生
が
一
人
も
い
な
い
。
発
祥
時
か
ら
子
供
の
行
事
で

あ
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
大
正
・
昭
和
・
平
成
は
子
供
が

担
い
手
で
あ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

現
在
は
親
が
手
助
け
し
た
り
、
高
齢
者
が
代
行
す
る
事
例
が
急
増
し
て
い

る
が
、
手
立
て
が
な
い
と
こ
ろ
は
中
断
し
て
い
る
。
最
近
は
二
月
八
日
の
行

事
も
二
月
の
第
一
土
曜
・
日
曜
な
ど
に
変
更
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
。

平
日
に
学
校
や
会
社
を
休
む
わ
け
に
い
か
ず
、
古
く
か
ら
の
日
に
ち
よ
り
、

週
末
の
土
曜
・
日
曜
が
優
先
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
疫
神
に
対
す
る
思
い
も
変
化
し
て
い
る
。
医
療
の
進
化
、
整
備
さ

れ
た
道
に
よ
る
医
療
機
関
へ
の
通
院
、
薬
剤
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
な
ど
に
は
気
を
使
う
も
の
の
、
恐
れ
は
軽
減
し
て
い
る
。

こ
れ
も
衰
退
の
要
因
の
一
つ
な
の
で
あ
ろ
う
。

タ
モ
チ
」
と
呼
ぶ
ボ
タ
モ
チ
、
豆
腐
汁
、
豆
な
ど
で
、
供
物
と
い
う
よ
り
参

加
者
が
食
べ
る
行
事
食
に
近
い
。
住
民
か
ら
米
を
集
め
て
直
会
に
用
い
る
事

例
も
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
白
米
を
摺
っ
て（
搗
い
て
）水
で
練
っ
た
粢し

と
ぎを「

オ

シ
ロ
モ
チ
」「
オ
シ
ロ
ジ
」
な
ど
と
称
し
て
供
物
に
し
、撤
饌
し
て
分
け
合
っ

て
食
べ
る
。
集
落
ご
と
の
報
告
で
詳
し
く
述
べ
る
。

（四）　

コ
ト
の
神
送
り
の
行
列
に
つ
い
て

①
行
列

コ
ト
の
神
送
り
は
行
列
を
組
ん
で
行
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
行
列
で
は
、
役
割

ご
と
に
並
ぶ
順
番
が
概
ね
決
め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
飯
田
市
の
リ
レ
ー

方
式
に
よ
る
神
送
り
で
は
、各
集
落
の
笹
竹
が
次
々
と
蓄
積
し
て
い
く
の
で
、

終
盤
に
な
る
と
「
竹
や
ぶ
が
歩
い
て
く
る
」
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
飯
田
市
の
尾
科
で
は
、
子
供
た
ち
が
四
キ
ロ
近
い
道
程
の
尾
根
道

で
笹
竹
の
束
を
担
ぐ
の
で
、
平
地
の
行
列
と
は
異
な
り
、
身
支
度
や
鉦
、
太

鼓
の
し
ば
り
つ
け
方
に
工
夫
が
あ
っ
た
。

飯
田
市
の
リ
レ
ー
方
式
に
よ
る
神
送
り
は
、
集
落
の
人
び
と
だ
け
で
行
う

が
、
飯
田
市
東
部
の
遠
山
谷
と
伊
那
谷
の
南
部
の
町
村
で
は
、
禰
宜
が
行
列

を
先
導
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
集
落
で
は
依
代
に
幣
束
が
使
わ

れ
、
笹
竹
は
見
か
け
な
い
。
禰
宜
は
集
落
の
住
民
で
各
集
落
ご
と
に
「
禰
宜

屋
」
な
ど
の
屋
号
の
家
が
あ
り
、村
内
の
神
事
を
宮
司
に
代
行
し
て
い
た
が
、

現
在
は
他
出
し
た
り
神
事
に
関
わ
ら
な
く
な
り
、
近
隣
の
神
社
の
宮
司
が
よ

ば
れ
て
い
る
。

②
唱
え
詞
と
歌

コ
ト
の
神
送
り
で
は
、
笹
竹
で
部
屋
を
祓
う
時
、
辻
に
出
す
時
、
コ
ト
の

神
送
り
行
列
で
送
る
時
に
唱
え
詞
が
あ
る
。

【
笹
竹
で
部
屋
を
祓
う
時
】

　

こ
の
時
は
「
コ
ト
の
神
（
疫
病
悪
病
の
神
・
風
邪
の
神
）
は
、
乗
っ
て
出

て
行
け
」
と
か
「
風
の
神
お
馬
に
乗
れ
」
な
ど
で
あ
る
が
、
飯
田
市
蛇
沼
で

は
「
京
の
都
、
奈
良
の
都
、
行
っ
て
ご
繁
昌
な
さ
れ
！
」
と
い
う
の
も
あ
る
。

【
行
列
の
唱
え
詞
】

行
列
で
は
鉦
と
太
鼓
で
調
子
を
取
っ
て
、
歌
う
よ
う
に
唱
え
詞
を
口
に
す

る
。
本
稿
で
は
「
唱
え
詞
」
と
し
た
が
、「
囃
子
詞
」「
歌
」
と
呼
ぶ
こ
と
も

あ
っ
た
。
次
の
よ
う
な
唱
え
詞
で
あ
る
。

〔
写
18
〕
床
の
間
に
供
え
ら
れ
た
コ
ト
ボ
タ
モ
チ（
小
豆
と
き
な
粉
）堂
平

〔
写
20
〕
天
龍
村
大
河
内
で
は
臼
で
米
を
搗
い
て
オ
シ
ロ
ジ
を
作
る

〔
写
19
〕
喬
木
村
氏
乗
で
は
オ
カ
グ
ラ
の
中
に
オ
シ
ロ
モ
チ
を
乗
せ
る



二
章
・
伊
那
谷
北
部
か
ら
中
部
、

　
　
　
箕
輪
町
・
駒
ヶ
根
市
・
喬
木
村
の「
コ
ト
の
神
行
事
」
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に
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
前
に
引
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
用
水
の
源

流
は
沢
川
で
、
耕
地
の
周
辺
は
田
無
川
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
乏
水
地
で
あ
っ

た
が
、
現
在
は
大
堰
に
よ
っ
て
南
小
河
内
で
二
〇
町
歩
、
下
流
の
北
小
河
内

で
三
〇
町
歩
の
水
田
が
拓
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
中
村
常
会
に
は
念
仏
の
時
に
掛
け
る
二
幅
の
掛
け
軸
が
保
管
さ
れ

て
い
る
。
一
幅
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
文
字
で
無
量
寺
第
五
〇
代
住
職
の

書
で
あ
る
。
も
う
一
幅
は
十
三
仏
の
掛
け
軸
で
あ
り
、
作
者
、
製
作
年
代
が

不
明
で
あ
る
が
、
表
装
し
直
し
で
掛
け
て
あ
る
。
こ
れ
は
二
十
三
夜
講
が
盛

ん
で
あ
っ
た
文
政
期
（
一
八
一
八
～
一
八
三
〇
年
）
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
掛
け
軸
が
毎
年
の
役
で
あ
る
「
当と
う
や家

」
を
巡
り
保
管
さ

れ
て
き
た
。

念
仏
の
記
録
と
し
て
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
北
小
河
内
村
の
「
御
念

仏
数
覚
帳
・
観
世
音
普
門
品
経
巻
数
覚
」
と
い
う
、
念
仏
を
唱
え
た
数
の
記

録
日
誌
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
嘉
永
二
年
十
一
月
二
二
日
に
始
ま
り
、
翌
年
正

月
二
〇
日
ま
で
「
百
万
遍
ト
七
千
二
百
遍
」
と
あ
る
。

昔
は
当
家
に
集
ま
り
、
そ
こ
か
ら
回
忌
や
葬
儀
の
あ
っ
た
家
、
新
盆
の
家

に
数
珠
を
持
っ
て
行
っ
て
念
仏
を
あ
げ
、
合
間
に
お
む
す
び
を
食
べ
、
空
腹

を
満
た
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
が
念
仏
と
い
え
ば
、
お
む
す
び
を
作
る
よ

う
に
な
っ
た
始
ま
り
で
あ
ろ
う
。

北
小
河
内
に
は
、
中
村
常
会
と
無
量
寺
（
久
保
地
区
、
真
言
宗
）
の
二
箇

所
に
合
計
３
本
の
数
珠
が
残
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
多
く
の
地
区
で
念
仏

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
明
治
以
降
、
さ
ら
に
戦
後
の
混
乱
期
に
途
絶
え
た
と

こ
ろ
も
多
く
、
中
村
だ
け
に
継
承
さ
れ
て
き
た
。

②
行
事
を
行
う
場
「
当
家
」

念
仏
は
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
ま
で
、
皆
が
当
家
と
呼
ば
れ
る
世
話

役
の
家
に
集
ま
り
行
わ
れ
て
い
た
。
中
村
常
会
で
は
毎
年
「
家
押
し
」（
一

軒
ず
つ
の
順
番
）
で
当
家
と
な
る
。
現
在
は
約
八
〇
軒
な
の
で
、
八
〇
年
に

一
回
当
家
の
役
が
回
っ
て
く
る
。
と
こ
ろ
が
近
年
の
戸
数
の
増
加
や
広
間
の

な
い
住
宅
事
情
に
よ
り
、
一
軒
の
家
に
地
区
の
人
々
が
集
ま
る
の
は
困
難
と

な
り
、
平
成
十
八
年
か
ら
集
会
所
で
念
仏
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

■
（
上
伊
那
郡
）
箕
輪
町
東
箕
輪
北
小
河
内
中
村　
【
一
覧
表
・
地
図
番
号
２
】

一
、
北き
た

小お

河ご

内ち

中
村
、
お
念
仏
　

地
元
の
呼
び
方　

お
念
仏
、
お
念
仏
様

行
事
日　

昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
ま
で
は
二
月
八
日
、
以
後
は
二
月
第

一
日
曜
日
、
平
成
二
七
年
は
二
月
一
日
（
日
）

場　

所　

か
つ
て
は
家や

お押
し
の
当と
う
や家

、
現
在
は
中
村
集
会
所

行
事
の
特
徴　

宿
（
集
会
所
）
に
住
人
が
集
ま
っ
て
行
う
念
仏
、
直
会
で
婦

人
た
ち
が
作
る
お
む
す
び
が
振
る
舞
わ
れ
る
。

話　

者　

常
会
長
・
久
保
田
諭
氏
（
昭
和
三
一
年
生
）、
北
小
河
内
区
資
料

調
査
委
員
会
長
・
杉
本
正
樹
氏
（
昭
和
十
三
年
生
）、
藤
本
清
治

氏
（
昭
和
十
五
年
生
）、
根
橋
敏
夫
氏
（
昭
和
十
七
年
生
）、
中
村

の
皆
さ
ん

地
区
状
況　

中
村
常
会
は
現
在
八
二
戸
、
三
〇
〇
名
前
後
で
六
組
に
分
か
れ

て
い
る
。
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
ご
ろ
か
ら
近
隣
に
工
場
誘

致
な
ど
を
行
っ
て
人
口
が
急
増
。
か
つ
て
水
田
は
平
均
二
反
歩
、

多
い
人
で
五
反
歩
ほ
ど
だ
っ
た
。畑
は
水
田
の
三
分
の
一
程
度
で
、

明
治
以
降
は
山
を
開
拓
し
て
桑
畑
と
し
、養
蚕
を
行
っ
て
い
た
が
、

こ
の
地
は
近
年
、
果
樹
園
に
な
っ
た
。

※�

平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）、
北
小
河
内
区
中
村
常
会
の
民
俗
行
事
と

し
て「
念
仏
講
」と
い
う
名
称
で
町
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

（一）　

行
事
の
概
要

①
行
事
の
由
来
・
歴
史
な
ど

江
戸
時
代
に
疫
病
が
流
行
し
た
時
に
、
地
域
内
を
流
れ
る
用
水
の
大お
お
ぜ
き堰

が
、
西
側
を
南
下
す
る
天
竜
川
と
は
逆
に
北
上
し
て
流
れ
て
い
る
の
で
天
竜

の
上か
み
し
も下
に
逆
ら
っ
て
い
る
こ
と
を
、「
神
」
に
逆
ら
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な

い
か
と
さ
れ
、
疫
病
を
祓
う
た
め
に
念
仏
が
始
め
ら
れ
た
い
う
言
い
伝
え
が

あ
る
。
念
仏
に
は
一
年
間
の
無
病
息
災
の
祈
願
と
犠
牲
者
を
弔
う
法
要
の
意

味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
江
戸
時
代
の
疫
病
と
は
、
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
に
伊
那
地
方
に
流
行
し
た
コ
レ
ラ
な
ど
を
さ
す
も
の
と
思
わ

れ
る
。（
注
１
）。

大
堰
は
農
業
用
水
で
、
宝
永
年
間
（
一
七
〇
四
～
一
七
一
一
）
の
村
絵
図

【
図
１
】
箕
輪
町
東
箕
輪
北
小
河
内
中
村
地
区
の
ガ
イ
ド
図

500m

天竜川

沢駅・

伊北 IC

北小河内 中村地区

大堰

大堰取水口

沢川

N

（
国
土
地
理
院
・
電
子
地
図
に
加
筆
）

〔
写
１
〕
中
村
に
向
か
う
大
堰
、
左
奥
の
天
竜
川
と
は
逆
向
き

天竜川

卍 無量寺
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（
注
１
）
北
小
河
内
区
資
料
調
査
委
員
会
編　
『
お
ら
が
む

ら　

第
一
巻
・
北
小
河
内
区
誌
』
五
九
頁
年
表
よ
り

④
お
念
仏
・
数
珠
回
し

集
会
室
の
床
の
間
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
「
十
三
仏
」
の
掛
け
軸
が
掛

け
ら
れ
、
聖
観
音
像
、
灯
明
一
対
（
ロ
ウ
ソ
ク
）、
洗
米
、
塩
、
煮
干
し
、

御
神
酒
、
水
が
供
え
ら
れ
た
。
部
屋
の
中
央
十
八
畳
ほ
ど
に
は
、
二
〇
枚
の

座
布
団
が
車
座
に
敷
か
れ
、
そ
の
内
に
数
珠
、
鉦
と
太
鼓
が
置
か
れ
た
。

十
一
時
ご
ろ
か
ら
住
民
が
集
ま
り
始
め
、
十
一
時
三
〇
分
か
ら
挨
拶
が
あ

り
、
ほ
ど
な
く
古
老
の
根
橋
敏
夫
氏
の
号
令
で
数
珠
回
し
が
始
め
ら
れ
た
。

太
鼓
と
鉦
は
、
そ
の
場
で
元
気
な
子
供
に
頼
ん
で
打
っ
て
も
ら
う
。
数
珠
回

し
は
休
憩
を
は
さ
ん
で
二
回
行
わ
れ
、
無
病
息
災
・
家
内
安
全
、
今
年
も
健

康
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
祈
願
し
た
。

・
一
回
目
（
五
分
間
）
南
無
阿
弥
陀
仏
を
九
四
回
で
、
大
珠
が
五
回
転

・（
七
～
八
分
休
憩
）
そ
の
間
に
根
橋
敏
夫
氏
の
話

・
二
回
目
（
五
分
間
）
南
無
阿
弥
陀
仏
を
一
一
四
回
で
、
大
珠
が
五
回
転

（二）　

実
施
状
況
《
平
成
二
七
年
二
月
一
日
（
日
）》

①
準
備
は
中
学
生
の
米
集
め
か
ら

お
念
仏
の
準
備
は
米
集
め
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
は
中
学
一
年
生
か
ら
中
学

三
年
生
が
中
心
で
、
三
年
生
が
「
親
」
に
な
り
、
お
念
仏
の
一
～
二
週
間
前

に
各
家
庭
か
ら
米
を
集
め
る
。
平
成
二
七
年
は
二
週
間
前
の
一
月
十
八
日

（
日
）
に
集
め
た
。
こ
の
米
で
お
む
す
び
を
作
り
、
念
仏
後
の
直
会
で
会
食

す
る
。
昭
和
二
〇
～
三
〇
年
代
は
家
族
の
人
数
も
多
く
、
三
合
か
ら
五
合
の

米
を
出
す
家
も
あ
っ
た
が
、平
成
十
八
年
か
ら
一
家
族
一
合
と
し
た
。
現
在
、

中
学
生
は
八
名
で
あ
る
が
、
三
年
生
一
名
と
一
年
生
三
名
の
計
四
名
が
参
加

し
、
当
家
の
指
図
で
分
担
地
域
を
回
り
米
を
集
め
た
。

②
午
前
中
は
お
む
す
び
作
り
（
午
前
十
時
か
ら
十
一
時
十
五
分
）

集
め
た
米
は
当
家
の
所
属
す
る
組
の
各
家
庭
に
分
け
、
念
仏
当
日
の
朝
に

炊
い
て
も
ら
う
。
そ
れ
を
電
気
釜
の
ま
ま
中
村
集
会
所
に
持
寄
り
、
午
前
十

時
頃
か
ら
お
む
す
び
を
作
り
は
じ
め
る
。
中
村
常
会
は
一
組
か
ら
六
組
に
分

か
れ
、
各
組
は
十
～
十
五
軒
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
当
家
の
組
の
奥
さ
ん
た

ち
が
米
を
炊
き
、
お
む
す
び
を
握
る
。

従
っ
て
組
の
中
を
当
家
が
一
巡
す
る
十
数
年
は
、
そ
の
組
が
毎
年
お
む
す

び
を
作
る
。
平
成
二
七
年
二
月
一
日
の
お
念
仏
で
は
、
一
四
名
が
賄
い
を
担

当
し
、
五
合
か
ら
九
合
炊
き
の
電
気
炊
飯
器
十
台
で
炊
き
、
八
〇
合
分
の
ご

飯
が
持
ち
寄
ら
れ
た
。
直
会
で
食
べ
る
お
む
す
び
に
は
、
お
よ
そ
五
五
合
分

が
使
わ
れ
一
七
〇
個
余
の
塩
ゴ
マ
お
む
す
び
が
で
き
た
。
残
り
の
二
五
合
分

は
、お
米
を
出
し
て
く
れ
た
家
に
配
る「
オ
ゴ
フ
」に
当
て
ら
れ
た
。「
オ
ゴ
フ
」

は
食
品
袋
に
入
れ
、
組
ご
と
に
分
け
宛
名
を
書
き
準
備
し
て
お
く
。
配
る
の

は
、
米
集
め
を
し
た
中
学
生
た
ち
で
あ
る
。

③
増
加
す
る
新
住
民
へ
の
対
応

中
村
常
会
は
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
ご
ろ
ま
で
四
組
で
、
四
五
戸
ほ

ど
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
六
組
で
八
二
戸
に
増
加
し
た
。
四
五
戸
は
古
く
か

ら
の
本
家
と
新
家
の
住
民
で
、
新
し
く
増
え
た
住
民
は
外
か
ら
来
た
人
た
ち

で
、
五
組
と
六
組
に
固
ま
っ
て
い
る
。
現
在
の
当
家
は
三
組
で
、
ほ
ど
な
く

四
組
に
移
る
の
で
、
十
数
年
で
五
組
に
当
屋
が
回
る
。
そ
の
時
に
困
ら
な
い

よ
う
平
成
二
六
年
か
ら
各
組
長
（
の
奥
さ
ん
）
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
、

準
備
の
手
順
を
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

【図２】北小河内区 中村常会の組分け概要図

0　       　50　　    100m
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4 組

中村地区集会所

平成 27 年の当家と
家押しの順番

大堰

（国土地理院・電子地図に加筆）

〔
写
２
〕
集
会
所
の
床
の
間
（
掛
け
軸
、
聖
観
音
像
、
ロ
ウ
ソ

ク
、
供
物
な
ど
、
お
む
す
び
が
供
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
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は
な
い
か
と
。
中
村
は
戸
数
も
少
な
い
の
で
、
念
仏
を
唱
え
て
疫
病
に
か
か

ら
な
い
よ
う
に
、
一
念
い
っ
ぱ
い
、
皆
で
拝
も
う
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
こ
れ

は
皆
の
言
い
伝
え
だ
。

今
考
え
て
み
る
と
長
田
新
田
（
も
み
じ
湖
の
上
流
部
）
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
下
で
使
っ
た
水
を
、
一
番
川
下
の
中
村
の
衆
は
、
よ
ご
れ
た
水
で
ご
飯
を

炊
い
た
り
、
洗
濯
を
し
た
り
、
飲
水
に
使
っ
と
っ
て
、
そ
う
い
う
わ
け
で
病

気
に
か
か
っ
た
の
か
な
と
判
断
す
る
け
ど
、
集
会
所
の
入
口
の
と
こ
ろ
（
パ

ネ
ル
）
に
い
ろ
い
ろ
書
い
て
あ
る
け
ど
、
自
分
た
ち
が
次
の
代
の
衆
に
教
え

て
や
ら
ん
と
な
ら
ん
わ
な
。

昔
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
が
覚
え
て
い
る
頃
は
、
皆
着
物
だ
っ
た
な
。
こ
ん
な

い
い
座
布
団
も
な
く
て
、
皆
畳
の
上
で
や
っ
た
ね
。
昔
の
家
は
ネ
コ
と
か
コ

モ
み
た
い
の
敷
い
て
生
活
し
と
っ
た
。
そ
ん
な
知
っ
て
る
こ
と
を
話
し
た
だ

け
だ
。
そ
い
じ
ゃ
ま
た
、
こ
い
つ
（
大
珠
）
が
五
回
来
る
ま
で
回
す
ぞ
。
そ

う
す
れ
ば
今
度
は
、
お
む
す
び
の
時
間
に
な
る
ぞ
。」

⑥
机
を
並
べ
て
直
会
に
な
る
（
昼
十
二
時
～
午
後
一
時
）

集
会
所
の
中
に
長
机
を
二
列
並
べ
て
両
側
に
座
布
団
を
敷
き
、
お
む
す
び

と
お
重
を
華
や
か
に
並
べ
、
お
吸
い
物
が
配
ら
れ
る
と
直
会
が
始
ま
っ
た
。

次
々
と
お
重
を
回
し
合
う
に
ぎ
や
か
な
直
会
で
あ
っ
た
。

今
回
の
参
加
者
は
四
八
名
で
、
第
三
組
の
奥
さ
ん
と
各
組
長
の
奥
さ
ん
を

中
心
と
し
た
賄
い
方
が
一
四
名
、
念
仏
に
来
た
大
人
が
一
七
名
、
中
学
生
以

下
の
子
供
が
一
七
名
で
あ
っ
た
。

か
つ
て
は
白
米
の
お
む
す
び
が
ご
馳
走
だ
っ
た
昭
和
三
〇
年
代
頃
ま
で

は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
が
参
加
し
て
お
む
す
び
を
食
べ
て
い
た
。
お
重
は
持
ち

寄
り
で
、
皆
で
お
む
す
び
を
食
べ
る
の
は
楽
し
み
の
一
つ
だ
っ
た
し
、
食
べ

れ
ば
お
念
仏
の
ご
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
た
。

お
む
す
び
と
共
に
振
る
舞
わ
れ
る
の
は
、「
中
村
の
お
吸
い
物
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
醤
油
汁
で
あ
る
。
豆
腐
・
ち
く
わ
・
ね
ぎ
の
お
吸
い
物
で
、
葬
儀

に
も
出
さ
れ
る
。
さ
ら
に
賄
い
の
奥
さ
ん
た
ち
が
重
箱
や
タ
ッ
パ
ー
で
、
漬

物
、
煮
物
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
一
品
料
理
、
果
物
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど
の
ご
馳

走
を
持
ち
寄
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
今
は
負
担
に
思
う
住
民
も
あ
り
、
他
の

行
事
で
も
会
食
の
機
会
は
減
っ
て
い
る
と
い
う
。

⑦「
オ
ゴ
フ
」
を
配
る

　

米
集
め
と
「
オ
ゴ
フ
」
配
り
は
中
学
生
の
役
割
で
あ
る
。
今
回
米
集
め
を

数
珠
は
、
全
長
が
約
九
メ
ー
ト
ル
で
大
珠
が
一
つ
、
珠
が
八
四
七
個
、
そ

の
内
補
充
し
た
と
思
わ
れ
る
珠
が
四
二
五
個
で
あ
っ
た
。
紐
が
切
れ
紛
失
し

た
珠
を
古
老
が
作
り
補
充
し
た
も
の
で
あ
る
。
古
い
珠
は
塗
り
が
施
さ
れ
て

い
る
が
、き
れ
い
に
整
形
さ
れ
た
珠
と
面
取
り
さ
れ
た
不
揃
い
の
珠
が
あ
る
。

昭
和
二
〇
年
代
、
七
〇
代
の
人
た
ち
が
子
供
の
頃
は
、
白
米
が
な
か
な
か

食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
、
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
、（
腹
が
へ
っ

た
）、
お
む
す
び
お
く
れ
」
と
唱
え
て
い
た
。
年
寄
り
か
ら
「
ち
ゃ
ん
と
唱

え
な
い
と
お
む
す
び
は
や
ら
ん
ぞ
」
と
い
わ
れ
、
何
時
間
も
数
珠
回
し
を
さ

せ
ら
れ
た
と
い
う
。
昭
和
二
〇
年
代
は
日
常
、
大
麦
（
つ
ぶ
し
麦
）
を
四
割

混
ぜ
た
ご
飯
だ
っ
た
の
で
、
念
仏
で
白
米
の
お
む
す
び
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と

は
、
周
辺
の
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
て
い
た
。

⑤
根
橋
敏
夫
氏
の
話
（
念
仏
の
合
間
、
子
供
た
ち
に
語
り
か
け
る
）

「
ち
ょ
っ
と
休
ん
で
い
る
間
に
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
教
わ
っ
た
こ
と
は
ね
、

い
つ
も
二
月
八
日
は
お
念
仏
の
日
と
決
ま
っ
と
っ
た
の
。
今
は
土
曜
、
日
曜

で
な
い
と
人
が
集
ま
ら
ん
も
ん
で
二
月
の
第
一
日
曜
日
と
決
め
て
あ
る
ん
だ

け
ど
。
昔
も
集
会
所
も
あ
っ
た
け
ど
、「
家や

お押
し
」
と
い
っ
て
家
を
順
に
回
っ

て
や
っ
と
っ
た
ん
だ
。

今
の
家
は
二
部
屋
も
続
く
よ
う
な
部
屋
が
な
く
て
小
さ
い
も
ん
し
ね
、
八

畳
二
間
と
か
十
畳
二
間
と
か
続
け
て
、
廊
下
ま
で
人
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ

ど
来
た
。
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、
そ
し
て
子
供
ま
で
家
中
来
て
ね
、

お
む
す
び
を
た
く
さ
ん
握
っ
て
も
ら
っ
て
ね
。
お
じ
い
さ
ん
た
ち
も
子
供
の

頃
は
楽
し
み
で
ね
、
二
月
八
日
に
な
る
と
、
学
校
行
っ
て
い
て
も
半
日
休
ん

で
来
た
。

そ
い
で
、
じ
い
ち
ゃ
ん
が
物
心
つ
い
た
こ
ろ
、
四
つ
か
五
つ
か
、
今
か
ら

六
五
年
も
七
〇
年
も
メ
エ
の
頃
は
、
ず
っ
と
各
家
を
回
っ
て
ね
、
当
時
、
中

村
と
い
う
と
こ
ろ
は
四
五
か
四
六
軒
ぐ
ら
い
し
か
家
が
な
か
っ
た
が
、
今
は

八
〇
軒
超
し
て
九
〇
軒
く
ら
い
あ
る
。
ほ
ん
で
昔
は
、
一
代
に
一
回
く
ら
い

当と
う
や家

を
す
れ
ば
い
い
よ
と
聞
い
と
っ
た
が
な
。

こ
の
数
珠
の
珠
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
が
、
こ
の
大
き
い
の
が
回
っ
て
き
た
時

に
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
が
教
わ
っ
た
時
に
は
、
額
に
当
た
る
ぐ
ら
い
か
が

め
て
ね
、
拝
ま
な
ら
ん
ね
。
回
す
の
は
左
回
り
、
時
計
と
反
対
に
回
し
て
皆

で
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
を
唱
え
る
。

大
堰
が
天
竜
川
に
逆
ら
っ
て
逆
に
流
れ
て
い
て
伝
染
病
が
流
行
っ
た
の
で

〔
写
４
〕
お
む
す
び
づ
く
り
と
「
オ
ゴ
フ
」
の
ご
飯
を
袋
詰
め
す
る

〔
写
３
〕
当
番
の
組
の
奥
さ
ん
た
ち
が
炊
飯
器
を
も
っ
て
集
ま
る
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し
た
四
名
の
中
学
生
は
、
直
会
の
時
は
別
室
で
慰
労
し
た
。
直
会
が
終
了
す

る
と
四
名
が
呼
ば
れ
、
準
備
し
て
お
い
た
「
オ
ゴ
フ
」
を
担
当
地
区
に
配
っ

て
歩
く
。
六
組
の
家
々
を
四
名
で
回
る
の
で
、親
や
組
長
が
加
勢
し
た
。「
オ

ゴ
フ
」
は
数
珠
回
し
参
加
者
宅
に
も
配
ら
れ
た
。
不
在
の
場
合
は
組
長
宅
で

預
か
り
、
夕
方
に
再
び
訪
ね
て
い
た
。

　

か
つ
て
は
も
ら
っ
た
米
の
量
を
中
学
生
が
記
帳
し
て
お
き
、
三
合
と
か
五

合
と
か
多
く
頂
い
た
家
に
は
、
お
む
す
び
を
三
つ
五
つ
と
相
応
の
お
返
し
を

し
て
い
た
。
大
半
の
家
が
数
珠
回
し
に
参
加
し
て
い
た
頃
は
、
お
む
す
び
戻

し
の
家
は
わ
ず
か
で
、中
学
生
は
配
り
終
え
て
か
ら
直
会
に
参
加
し
て
い
た
。

「
オ
ゴ
フ
」
を
配
り
終
え
、
集
会
所
の
片
付
け
も
一
段
落
し
散
会
と
な
っ
た
。

■
駒
ヶ
根
市
東
伊
那
大
久
保
（
一
覧
表
・
地
図
番
号
10
）

二
、
大
久
保
、
子
供
の
コ
ウ
ト
ウ
ネ
ン
ブ
ツ

地
元
の
呼
び
方　

コ
ウ
ト
ウ
ネ
ン
ブ
ツ

行
事
日　

一
年
に
一
回
で
二
月
八
日
（
前
後
）、
平
成
二
七
年
は
二
月
八
日

（
日
）
午
前
十
時
か
ら

場　

所　

か
つ
て
は
当
番
の
家
、
現
在
は
東
伊
那
公
民
館
大
久
保
分
館

行
事
の
特
徴　

宿
（
集
会
所
）
に
住
人
が
集
ま
っ
て
行
う
念
仏
、
子
供
が
主

体
で
あ
る
。

話　

者　

宮
北
修
治
郎
氏
（
昭
和
十
年
生
）

地
区
状
況　

大
久
保
地
区
は
四
九
軒
、
一
四
四
名

門
前
常
会
二
一
軒
（
上
組
十
軒
・
下
組
十
一
軒
）

本
村
常
会
十
三
軒
（
上
組
八
軒
・
下
組
五
軒
）

田た
ん
ぼ甫

常
会
十
五
軒
（
北
組
九
軒
、
南
組
六
軒
）

平
均
耕
作
面
積
は
、
田
畑
合
計
五
～
六
反
歩
ほ
ど
で
、
水
稲
と
養

蚕
で
暮
ら
し
て
き
た
。
さ
ら
に
古
く
は
、
窯
業
も
行
わ
れ
、
宮
北

家
を
含
め
て
四
軒
が
ダ
ル
マ
窯
で
土ど
が
わ
ら瓦

と
呼
ぶ
焼
成
温
度
の
低
い

屋
根
瓦
を
焼
い
て
い
た
。

①
行
事
の
由
来
と
概
要

明
治
の
初
年
頃
、
全
国
的
に
疫
病
・
肺
炎
な
ど
が
多
く
、
厄
払
い
と
し
て

始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
、
大
久
保
の
三
常
会
（
門
前
・
本
村
・
田
甫
）
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
念
仏
を
行
っ
て
い
た
が
、
昭
和
初
期
に
は
本
村
だ
け
に
な
っ
て
い

〔
写
８
〕
直
会
の
様
子

〔
写
５
〕
中
村
常
会
の
住
民
が
集
ま
っ
て
念
仏

0　　　　　       500m

N

天竜川
大久保地区

塩田川

宮田村

〔田甫常会〕

〔本村常会〕

〔門前常会〕

東伊那地区

● 大久保分館（
国
土
地
理
院
・
電
子
地
図
に
加
筆
）

【
図
３
】
駒
ヶ
根
市
・
大
久
保
地
区
の
常
会
区
分

〔
写
６
〕
鉦
と
数
珠

〔
写
７
〕
中
村
の
お
吸
い
物

〔
写
９
〕
中
学
生
が
「
オ
ゴ
フ
」
を
配
る
（
中
村
常
会
）
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成
会
と
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
自
治
組
合
か
ら
な
る
公
民
館
の
分
館
組
織
で
あ
る
。

③
参
加
者
の
拡
大
を
目
指
し
て

数
年
前
か
ら
東
伊
那
公
民
館
を
通
し
て
、
東
伊
那
の
子
供
た
ち
に
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
毎
年
、
大
久
保
地
区
以
外
か
ら
も
四
～
五
名
参
加
し
、

合
計
十
五
～
二
〇
名
で
行
っ
て
い
る
。
但
し
、
今
後
は
小
学
生
の
人
数
が
さ

ら
に
減
少
し
て
い
く
の
で
、
子
供
た
ち
の
親
や
一
般
の
方
々
に
も
参
加
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
話
も
出
て
き
て
い
る
。

④
念
仏
の
や
り
方

昭
和
二
〇
年
代
に
中
断
す
る
以
前
の
念
仏
で
は
、
年
長
の
子
供
が
当
番
の

家
の
人
と
相
談
し
て
段
取
り
を
決
め
て
い
た
。
当
番
の
家
で
は
、
座
敷
を
開

放
し
て
家
の
人
も
加
わ
っ
て
数
珠
を
回
す
。

「
コ
ウ
ト
ウ
ネ
ン
ブ
ツ
、
ナ
ン
マ
イ
ダ
ー
」
を
繰
返
し
て
唱
え
、
数
珠
の

中
に
あ
る
木
札
（
昔
は
古
銭
も
付
い
て
い
た
）
が
回
っ
て
く
る
と
、
頭
を
下

げ
た
。
大
数
珠
の
中
央
に
香
炉
を
置
い
て
線
香
を
立
て
、
消
え
る
ま
で
鉦
を

叩
き
な
が
ら
念
仏
を
あ
げ
る
。
か
つ
て
は
、
現
在
よ
り
リ
ズ
ム
が
遅
か
っ
た

と
い
う
。

線
香
が
一
本
燃
え
る
こ
と
を
一い
っ
ち
ゅ
う炷と

い
い
約
四
〇
分
で
あ
る
。
け
っ
こ
う

時
間
が
か
か
る
の
で
、
現
在
は
線
香
を
半
分
に
折
っ
て
か
ら
焚
い
て
い
る
と

い
う
。

⑤
数
珠

戦
後
一
時
途
絶
え
た
時
に
、
数
珠
が
行
方
不
明
に
な
り
、
再
開
時
に
は
念

仏
が
途
絶
え
た
地
区
で
数
珠
を
譲
り
受
け
よ
う
と
探
し
に
行
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
伊
那
街
道
を
三
キ
ロ
ほ
ど
北
に
行
っ
た
火ひ
や
ま山
地
区
（
駒
ヶ
根
市
内
）

か
ら
譲
り
受
け
た
と
い
う
。
周
辺
に
は
念
仏
行
事
が
途
絶
え
、
数
珠
だ
け
を

保
管
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
い
う
。
譲
り
受
け
た
数
珠
は
以
前
よ
り

細
く
は
な
っ
た
が
、
全
長
は
七
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
る
。
大
久
保
で
は
、
数
珠

を
背
負
い
カ
ゴ
に
入
れ
て
、
翌
年
ま
で
当
番
の
家
に
預
け
て
い
た
と
い
う
。

⑥
念
仏
の
直
会

念
仏
が
終
わ
る
と
直
会
で
、
昭
和
二
〇
年
代
か
ら
白
い
ご
飯
と
イ
ワ
シ
の

半
身
と
豆
腐
汁
、
漬
物
な
ど
を
出
し
会
食
し
た
。
さ
ら
に
お
菓
子
も
出
し
て

く
れ
る
の
で
楽
し
み
だ
っ
た
。食
事
が
済
む
と
、ト
ラ
ン
プ
や
カ
ル
タ
を
や
っ

て
楽
し
く
過
ご
し
て
か
ら
帰
っ
た
。

大
久
保
は
戦
時
中
以
外
は
、
日
常
、
白
い
飯
が
食
べ
ら
れ
恵
ま
れ
て
い
た

た
。
そ
し
て
昭
和
二
六
、二
七
年
に
は
、
本
村
の
念
仏
行
事
も
一
時
中
断
し

た
が
、
昭
和
四
五
〜
五
〇
年
頃
（
一
九
七
〇
〜
七
五
）
に
復
活
し
た
。

行
事
名
の
「
コ
ウ
ト
ウ
ネ
ン
ブ
ツ
」
は
、
新
聞
社
な
ど
は
「
口
頭
念
仏
」

の
字
を
当
て
て
い
る
が
、
大
久
保
で
は
、
祈
願
す
る
と
仏
様
が
答
え
て
く
れ

る
と
い
う
印
象
か
ら
「
口
答
念
仏
」
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
に
し

ろ
、
文
書
等
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
。
ま
た
、「
コ

ト
念
仏
」
が
訛
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
。
駒
ヶ

根
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
駒
ヶ
根
市
の
文
化
財
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
こ
の
行
事
は
、
全
国
的
に
子
ど
も
の
悪
性
感
冒
（
風
邪
）
が
流
行
し
た

た
め
、
そ
の
厄や
く

を
祓
う
た
め
と
伝
え
ら
れ
、
大
久
保
地
区
で
は
、
古
く
江
戸

時
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
昔
は
節
分
の
前
日
常

会
（
集
落
）
単
位
で
当
番
の
家
に
集
ま
っ
て
行
い
、
村
中
廻
っ
て
歩
い
た
と

云
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
「
白
飯
」「
豆
腐
の
味
噌
汁
」「
い
わ
し
」
が
つ
き

も
の
の
食
事
を
と
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。」

近
年
の
様
子
は
新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る（
注
２
）。
当
初
は
疫
病

除
け
な
ど
を
祈
願
し
て
い
た
が
、
目
的
が
徐
々
に
変
化
し
、
子
供
や
集
落
の

結
束
が
主
目
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

②
行
事
を
行
う
場
所
と
組
織
の
変
化

戦
前
～
戦
後
、
念
仏
は
そ
の
年
の
当
番
の
家
に
皆
が
集
ま
っ
て
行
わ
れ
て

い
た
。
本
村
十
三
軒
と
田
甫
の
四
軒
、
番
所
跡
の
四
軒
が
加
わ
り
、
二
一
軒

ほ
ど
が
木き

ど戸
番
（
回
り
番
）
で
念
仏
を
行
っ
て
い
て
、
そ
の
順
番
は
決
ま
っ

て
い
た
。
宮
北
家
は
昭
和
二
四
年
、
宮
北
修
治
郎
氏
が
中
学
三
年
生
で
高
校

受
験
の
年
に
当
番
を
行
っ
た
。

昭
和
二
〇
年
代
は
、
中
学
生
以
下
の
二
五
、二
六
名
の
子
供
が
参
加
し
て

い
た
。
他
に
も
天
神
様
な
ど
の
子
供
の
行
事
が
あ
り
、
高
学
年
が
低
学
年
の

面
倒
を
み
る
や
り
方
で
あ
っ
た
。
小
学
校
入
学
前
で
あ
っ
て
も
、
念
仏
を
行

う
家
ま
で
歩
い
て
来
れ
る
幼
児
な
ら
参
加
で
き
た
。
さ
ら
に
、
大
久
保
地
区

の
他
の
地
区
の
子
供
た
ち
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
時
期
念
仏
が
途
絶
え
、
再
び
復
活
し
た
後
も
、
以
前
の
よ
う
に
回
り
番

で
行
っ
て
い
た
が
各
家
庭
に
大
人
数
が
集
ま
る
の
が
困
難
な
時
代
に
な
り
、

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
頃
か
ら
、
東
伊
那
公
民
館
大
久
保
分
館
（
大
久
保

い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
）
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
念
仏
は
育
成
会
の
事

業
の
一
つ
と
な
り
、
活
動
予
算
か
ら
費
用
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
育

〔
写
10
〕
東
伊
那
公
民
館
大
久
保
分
館

〔
写
11
〕
平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）
二
月
十
四
日
の
念
仏

（
注
２
）　

長
野
日
報
、
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
二
月

十
一
日
、
一
四
四
頁
参
照
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組
（
一
組
、
二
組
）
あ
り
、
コ
ト
の
神
送
り
担
当

　
　
　
　

下し
も

区
、
一
三
三
軒
・
四
二
九
名　

一
～
六
常
会　

各
常
会
に
隣
組

（
一
組
、
二
組
）
あ
り
、
風
祭
り
担
当

　
　
　
　

組
に
属
し
て
い
な
い　

五
軒
・
七
名

　
　
　
　

◉
合
計　

二
四
七
軒
・
八
一
八
名

（一）　

行
事
の
概
要

①
富
田
の
コ
ト
念
仏
と
コ
ト
の
神
送
り
に
つ
い
て

富
田
で
は
コ
ト
念
仏
は
二
月
九
日
、
コ
ト
の
神
送
り
は
二
月
十
日
に
行
わ

れ
る
。
十
日
に
行
わ
れ
る
コ
ト
の
神
送
り
は
、
九
日
に
終
了
す
る
飯
田
市
の

リ
レ
ー
式
神
送
り
の
コ
ー
ス
の
延
長
線
上
に
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
も
そ
の

関
連
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
き
た
が
、
何
と
も
確
証
の
あ
る
史
実
は
見
ら
れ
な

い
。
若
干
の
関
連
し
た
聞
取
り
を
「
富
田
の
コ
ト
の
神
送
り
」
の
節
で
述
べ

る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
コ
ト
念
仏
に
つ
い
て
述
べ
る
。

②
富
田
の
コ
ト
念
仏
・
神
送
り
の
史
料

上
区
の
中
ほ
ど
に
あ
る
今
村
家
は
、「
大お
お
う
り
や

売
屋
」（
大
瓜
屋
と
も
）
と
い
う

屋
号
で
、
か
つ
て
は
富
田
に
四
軒
あ
っ
た
回
り
庄
屋
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
当

家
の
所
有
し
て
い
る
文
書
の
中
に
「
神
送
り
」「
百
万
遍
念
佛
」
に
関
す
る

記
述
が
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
一　

村
方
二
月
九
日
神
送
り
之
儀　

天
明
（
不
明
）
此
年
よ
り
相
始
り
申
候

一　

二
月
八
日
の
夜
百
万
へ
ん
（
遍
）
念
佛
い
多
し
之
儀
ハ
古
来
よ
り
有
之

尤も
っ
と
も

大
洞
平
よ
り
竹
之
内
、
是
よ
り
大
門
横
道
ヲ
切
り
又
其
中
奥
市

場
石
橋
横
道
切
下
斗ば
か

り
ニ
而て

念
仏
申
し
候そ
う
ら

ヘ
共
、
其
後
文
化
八
年

（
一
八
一
一
）
未
年
よ
り
上
中
此
外
小
塩
洞
迄
家
順
ニ
お
し
ま
わ
し
念

仏
申
候　

此
数
珠
之
儀
ハ
伝
右
ェ
門
先
祖
寄
進
ニ
而て

相
つ
く
り
候
故
何

方
江
持
参
念
仏
申
候
ヘ
而
も
翌
日
相
返
し
伝
右
ェ
門
方
ニ
而
仕し
ま
つ末

い
多た

し
候
仕し
き
た
り来

也
又
此
た
い
こ
（
太
鼓
）
ハ
八
郎
左
ェ
門
方
ニ
而
と
う
（
胴
）

ヲ
出だ
し

は
り
か
い
（
張
替
）
念
仏
仲
間
ニ
而
い
多た

し
候
ヘ
共
念
仏
仕
舞
候

ヘ
ば
八
郎
左
ェ
門
方
江
阿
つ
け
置
（
預
け
置
く
）
仕し
き
た
り来
ニ
御
座
候

尤
も
っ
と
も

其
後
仲
間
ニ
而
ふ
せ
か
袮
（
布
施
金
《
伏
鉦
》）
出
来
候
ヘ
共
其
後
ふ

ん
志
つ（
紛
失
）い
多た

し
候
尤
も
っ
と
も

下
村
ニ
而
も
組
合
念
仏
有
之
候
」　
（
大

瓜
屋
古
文
書　

平
成
五
年
拾
弐
月
二
十
一
日　

黒
川
良
一
氏　

解
読
に

と
い
う
。
当
時
の
賄
い
費
用
は
、
当
番
の
家
で
負
担
し
て
い
た
。

現
在
は
分
館
の
活
動
予
算
な
の
で
、
シ
ョ
ウ
ケ
の
飯
（
醤
油
の
味
付
け
ご

飯
）
と
肉
料
理
と
豚
汁
に
ミ
カ
ン
な
ど
と
、
け
っ
こ
う
贅
沢
に
な
っ
た
と
い

う
。
近
隣
の
施
設
に
食
事
を
外
注
し
て
い
る
の
で
、
年
寄
り
が
施
設
の
調
理

場
を
使
っ
て
、
昔
な
が
ら
の
手
料
理
を
作
ろ
う
と
の
声
も
で
て
い
る
。

か
つ
て
は
午
前
十
時
ご
ろ
に
集
合
し
て
念
仏
を
行
い
、
食
事
を
し
て
遊
ん

で
か
ら
午
後
三
時
す
ぎ
に
帰
っ
た
が
、
現
在
は
昼
食
を
取
り
、
午
後
一
時
ご

ろ
に
は
解
散
に
な
る
。

⑦
子
供
だ
け
の
行
事
・
天
神
様

コ
ウ
ト
ウ
ネ
ン
ブ
ツ
の
外
に
子
供
だ
け
で
行
う
行
事
は
、
三
月
上
旬
の
寒

中
休
み
に
行
わ
れ
る
「
天
神
様
」
で
あ
る
。
か
つ
て
は
寒
く
て
三
月
に
五
～

七
日
の
休
み
が
あ
っ
た
。小
学
校
の
高
学
年
の
男
女
が
夜
、集
会
所
に
集
ま
っ

て
コ
タ
ツ
を
作
っ
て
、
お
菓
子
や
ミ
カ
ン
を
持
ち
寄
る
。
食
べ
た
り
歌
っ
た

り
し
て
無
邪
気
に
一
晩
過
ご
す
と
い
う
行
事
で
あ
る
。

現
在
は
三
月
の
上
旬
に
皆
で
昼
食
を
食
べ
て
、
自
由
に
遊
ん
で
か
ら
帰
る

と
い
う
会
に
な
っ
た
。

■
（
下
伊
那
郡
）
喬
木
村
富
田　
【
一
覧
表
・
地
図
番
号
13
】

三
、
富と
み
だ田
上
区（
上
冨
田
）、
コ
ト
念
仏

地
元
の
呼
び
方　

コ
ト
念
仏
、
お
念
仏
、
念
仏

行
事
日　

毎
年
二
月
九
日
、
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
二
月
九
日
（
月
）、

十
九
時
か
ら

場　

所　
（
上
冨
田
）
十
一
常
会
・
城
田
宅

行
事
の
特
徴　

宿
に
住
人
が
集
ま
っ
て
行
う
念
仏
、
か
つ
て
は
子
供
の
念
仏

で
あ
っ
た
が
、現
在
は
直
会
を
含
め
、地
区
の
行
事
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
。

参
加
者　

鉦
一
名
、
数
珠
回
し
四
九
名
、
直
会
の
み
参
加
六
名
、
家
族
と
手

伝
い
五
名
、
合
計
六
一
名

話　

者　

木
下
俊し
ゅ
ん
す
け佐
氏
（
昭
和
十
四
年
生
）、今
村
洪ひ
ろ
し

氏
（
昭
二
二
年
生
）、

木
下
令
三
氏
（
昭
十
七
年
生
）、
城
田
忠
人
氏
（
昭
三
一
年
生
）

地
区
状
況
（
富
田
の
組
織
）
※
平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）
十
二
月

　
　
　
　

上か
み

区
、
一
〇
九
軒
・
三
八
二
名　

七
～
十
一
常
会
、
各
常
会
に
隣

【
図
４
】
富
田
、
上
区
と
下
区
の
区
分
（
概
要
）
と
主
要
地
点

〔
写
12
〕
上
富
田
の
数
珠
（
上
）
と
下
冨
田
の
数
珠
（
下
）

飯田市

●

●

●

●

●

北の原

上区・事念仏
城田家

下区・事念仏
第二集落センター

〒
カゴ畑

下区（下富田）

上区（上富田）（
国
土
地
理
院
・
電
子
地
図
に
加
筆
）

500m

N
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落
セ
ン
タ
ー
で
、
い
ず
れ
も
二
月
九
日
の
午
後
七
時
か
ら
行
っ
た
。
翌
二
月

十
日
の
コ
ト
の
神
送
り
は
第
九
常
会
の
二
組
、
九
軒
が
担
当
し
た
。

④
上
区
の
コ
ト
念
仏
、
宿
の
こ
と

上
で
は
二
月
九
日
の
念
仏
を
「
コ
ト
念
仏
」「
お
念
仏
」
な
ど
と
呼
ぶ
。

念
仏
の
会
場
は
当
番
の
家
で
、「
宿
」「
お
宿
」
と
呼
び
、回
り
番
で
担
当
す
る
。

次
回
の
宿
に
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
は
順
番
を
入
れ
替
え
た
り
、
キ
リ
ス
ト

教
徒
な
ど
の
場
合
は
当
番
に
は
な
ら
な
い
。最
近
は
自
宅
だ
と
手
狭
な
の
で
、

集
会
所
を
借
り
る
こ
と
も
多
い
。

宿
に
な
る
と
、
念
仏
の
後
の
直
会
も
行
う
。
冠
婚
葬
祭
と
同
様
に
隣
組
の

五
～
十
軒
が
手
伝
い
に
き
て
く
れ
る
。
費
用
は
宿
が
負
担
し
て
き
た
が
、
最

近
は
会
費
制
で
行
わ
れ
て
い
る
。
百
数
年
に
一
度
の
こ
と
な
の
で
、
親
戚
を

呼
び
、
振
舞
い
は
つ
い
つ
い
豪
勢
に
な
る
。
念
仏
は
上
富
田
住
民
で
あ
れ
ば

誰
で
も
参
加
で
き
る
の
で
、
多
く
の
村
人
が
集
ま
っ
て
く
る
。

⑤
か
つ
て
の
コ
ト
念
仏
と
直
会

上
区
の
今
村
洪
氏
は
、
昭
和
三
四
～
三
五
年
頃
宿
を
行
っ
た
が
、
子
供
に

は
炒
り
豆
と
キ
ャ
ラ
メ
ル
な
ど
を
配
り
、
大
人
は
お
茶
を
飲
む
程
度
だ
っ
た

と
記
憶
し
て
い
る
。
昭
和
四
〇
年
に
は
酒
盛
り
が
始
ま
り
、
出
席
者
も
二
千

～
三
千
円
包
む
よ
う
に
な
っ
た
。

第
九
区
の
木
下
令
三
氏
（
昭
十
七
年
生
）
が
子
供
の
昭
和
二
〇
年
代
は
学

校
か
ら
帰
る
と
四
時
頃
に
宿
に
行
き
念
仏
を
唱
え
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
晩
飯

を
食
べ
た
と
い
う
。
か
つ
て
は
子
供
だ
け
で
六
〇
人
は
参
加
し
て
い
た
。
八

畳
を
二
間
続
き
に
し
て
、
数
珠
の
内
側
と
外
側
に
座
っ
て
も
入
り
き
れ
な
い

と
、
二
回
に
分
け
て
数
珠
を
回
し
た
。
三
回
に
分
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う
。子

供
が
帰
る
と
、
今
度
は
年
寄
り
な
ど
の
大
人
が
数
珠
を
回
し
、
後
片
付

け
を
し
て
、
近
所
の
者
た
ち
が
残
っ
て
お
茶
を
飲
ん
で
散
会
と
な
っ
た
。

念
仏
か
ら
帰
る
と
き
に
は
、
炒
っ
た
豆
（
二
〇
～
三
〇
粒
）
と
米
が
少
し

入
っ
た
小
さ
な
紙
の
袋
と
御
札
を
も
ら
っ
た
。
紙
袋
に
は
豆
と
ミ
カ
ン
や
干

柿
が
入
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
賄
い
の
良
い
家
に
い
く
と
、
豆
が
砂

糖
で
と
じ
て
あ
っ
た
り
し
た
。
豆
は
家
に
帰
る
ま
で
に
全
て
食
べ
て
し
ま
っ

た
。
昭
和
五
〇
年
代
の
半
ば
ご
ろ
か
ら
、
子
供
の
参
加
が
減
り
大
人
が
増
え

始
め
た
。

直
会
は
平
成
五
～
十
年
頃
か
ら
盛
大
な
会
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
平

よ
る
）

文
中
の
（　

）
は
黒
川
良
一
氏
が
書
き
起
こ
し
た
原
稿
に
加
筆
し
て
あ
る

も
の
で
、《　

》は
調
査
者
の
加
筆
で
あ
る
。
文
書
に
年
代
の
記
載
は
な
い
が
、

次
の
こ
と
が
わ
か
る
。

a. 

神
送
り
は
天
明
（
一
七
八
一
～
一
七
八
九
年
）
に
始
ま
り
、
二
月
九
日

に
行
っ
て
い
た
。

b. 

二
月
八
日
夜
に
百
万
遍
念
佛
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
古
く
か
ら

あ
っ
た
。

c. 

念
佛
は
「
家
順
に
押
し
回
す
」
と
あ
り
、
今
日
と
同
じ
く
宿
が
家や

お押
し

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

d. 

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
は
念
仏
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
。

e. 

数
珠
は
伝
右
ェ
門
の
先
祖
が
寄
進
し
た
も
の
で
、借
り
て
翌
日
に
返
す
。

f. 

太
鼓
と
鉦
が
あ
る
が
、鉦
は
紛
失
し
た
。現
在
、太
鼓
は
使
っ
て
い
な
い
。

g. 

下
村
（
下
富
田
、
下
区
）
に
も
「
組
合
念
佛
」
が
あ
る
。

ま
た
、
下
区
に
は
「
お
火ひ
じ
ょ
う定
様
」
と
い
う
阿
弥
陀
堂
が
あ
り
、
数
珠
、
鉦
、

掛
け
軸
、
御
札
の
版
木
が
預
け
て
あ
る
。
堂
に
掲
げ
て
あ
る
「
お
火
浄
堂
由

来
記
」
に
よ
る
と
、
天
明
年
間
に
住
職
と
な
っ
た
覚
眞
和
尚
が
、
天
明
二
年

（
一
七
八
二
）
二
月
、
大
飢
饉
に
よ
る
人
々
の
苦
し
み
を
見
る
に
、
衆
生
済

度
の
発
願
か
ら
聖
火
に
身
を
投
じ
成
仏
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
時
か
ら
「
お

火
定
様
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
二
月
の
念
仏
と
関
わ
り
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

③
コ
ト
念
仏
と
コ
ト
の
神
送
り
の
分
担

富
田
は
上
区
下
区
合
計
十
二
の
常
会
が
あ
り
、
各
常
会
は
さ
ら
に
二
組
の

隣
組
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
つ
の
組
に
は
十
戸
前
後
が
所
属
し
て
い

て
、
祭
り
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
行
事
を
実
施
す
る
単
位
に
な
っ
て
い
る
。

富
田
で
は
、
曜
日
に
関
わ
ら
ず
二
月
九
日
が
コ
ト
念
仏
、
翌
二
月
十
日
が

コ
ト
の
神
送
り
で
あ
る
。
コ
ト
念
仏
は
上
区
と
下
区
で
別
々
に
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
に
宿
（
当
番
の
家
）
が
定
め
ら
れ
る
。
そ
の
順
番
は
一
軒
ご
と
の
回
り

番
で
あ
る
。
従
っ
て
一
度
宿
を
や
る
と
百
年
以
上
回
っ
て
こ
な
い
。

コ
ト
の
神
送
り
は
上
区
下
区
の
区
別
な
く
行
う
が
、
旗
（
笹
竹
）
を
集
め

の
当
番
は
上
区
だ
け
が
担
当
す
る
。

平
成
二
七
年
の
場
合
、
上
区
の
コ
ト
念
仏
は
第
十
一
常
会
の
城
田
家
が
宿

で
自
宅
で
行
い
、
下
区
の
コ
ト
念
仏
は
第
二
常
会
の
桐
生
家
が
第
二
組
合
集

【
図
５
】
上
区
・
コ
ト
念
仏
の
宿
の
回
り
番
状
況

　
　
　
（
数
字
は
平
成
の
年
号
）

●27

●25

●26

●24
●23●22●21

●20

28

29

30

31

永泉寺
卍

上区・コト念仏（城田家）

0　　             100　　          200m

N

【11区】

【10区】

32

33

（
喬
木
村
全
図
一
万
分
の
一
に
加
筆
）
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成
二
四
年
ご
ろ
に
参
加
費
を
一
人
二
千
円
と
定
め
、
タ
ラ
イ
（
寿
司
桶
）
の

数
、
ビ
ー
ル
、
酒
の
量
な
ど
申
し
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

⑥
数
珠
と
鉦
と
版
木
な
ど
、
念
仏
の
道
具
と
準
備
に
つ
い
て

上
区
の
大
数
珠
、
鉦
、
御
札
の
版
木
は
、
今
村
家
で
保
管
し
て
い
る
。
数

珠
は
四
代
前
の
お
ば
あ
さ
ん
が
手
作
り
し
た
と
い
わ
れ
、
宿
に
貸
し
出
し
て

い
る
。
材
料
は
桐
で
長
さ
約
十
メ
ー
ト
ル
。
珠
が
三
九
三
個
、
大
き
な
珠
が

一
つ
で
あ
る
。
前
述
の
文
書
の
数
珠
よ
り
後
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

鉦
は
、
大
売
屋
の
文
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
紛
失
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
の

か
、
長
ら
く
ド
ン
ブ
リ
を
金
属
の
箸
で
、
鉦
代
わ
り
に
叩
い
て
い
た
。
現
在

使
用
し
て
い
る
鉦
は
、
平
成
二
〇
年
に
第
九
区
の
木
下
令
三
氏
が
寄
贈
し
た

も
の
で
あ
る
。

念
仏
は
座
敷
で
行
わ
れ
、
床
の
間
に
は
「
奉
唱
大
念
佛
百
万
遍
所
」
の
掛

け
軸
が
あ
る
。
家
人
が
書
い
て
、
普
通
の
掛
け
軸
の
上
に
仮
貼
り
す
る
。
木

下
令
三
家
が
三
〇
年
前
に
宿
を
や
っ
た
時
に
は
、
床
の
間
の
掛
け
軸
も
念
仏

の
後
の
直
会
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
掛
け
軸
は
二
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
始
ま
っ

た
新
し
い
慣
習
で
あ
る
と
い
う
。

宿
の
城
田
家
で
は
、
前
日
に
今
村
家
か
ら
数
珠
、
鉦
、
版
木
を
預
か
り
、

当
日
に
御
札
を
一
〇
〇
枚
刷
っ
た
。
昨
年
の
余
り
が
七
〇
枚
束
ね
て
あ
っ
た

が
、
つ
い
つ
い
新
調
し
た
と
い
う
。
直
会
の
帰
り
際
に
御
札
を
配
る
。

（二）　

実
施
状
況
《
平
成
二
七
年
二
月
九
日
（
月
）》

【
念
仏
】　

十
九
時
〇
五
分　

鉦
を
叩
く
役
の
木
下
令
三
氏
あ
い
さ
つ

十
九
時
〇
六
分　
「
合
掌
、
礼
拝
、
お
直
り
下
さ
い
。
五
穀
豊
穣
、

　
　

無
病
息
災
、
家
内
安
全
を
祈
念
し
て
お
数
珠
回
し
を
始
め
ま
す
。」

十
九
時
七
分
～
一
六
分

　
　

ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
（
三
回
）、
ナ
ー
ム
ア
ー
ミ
ダ
ブ
（
繰
返
し
）

　
　

九
分
三
〇
秒
、
約
二
八
〇
回
念
仏
を
繰
り
返
す
。　

十
九
時
十
七
分　
「
合
掌
、
礼
拝
、
お
直
り
下
さ
い
。」

【
直
会
】　
　
　
　
　

十
九
時
二
五
分
～
二
〇
時
二
〇
分

　
　

お
宿
あ
い
さ
つ
、
城
田
忠
人
氏
（
昭
三
一
年
年
生
）

　
　

献
杯
、
昨
年
の
お
宿
・
木
下
家
の
奥
さ
ん
あ
い
さ
つ

下
富
田
の
念
仏
（
第
二
組
合
集
落
セ
ン
タ
ー
に
て
）

上
富
田
の
念
仏
（
城
田
忠
人
宅
に
て
）

〔
写
14
〕
上
富
田
の
直
会
（
右
）
と
下
冨
田
の
直
会
（
左
）

〔
写
13
〕
上
富
田
の
御
札
（
右
）
と
下
冨
田
の
御
札
（
左
）
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に
一
回
、
宿
が
回
っ
て
く
る
。

参
加
者　

大
人
三
三
人
、
子
供
五
人
、
幼
児
１
人
、
合
計
三
九
名

話　

者　

木
下
俊
佐
氏
（
昭
和
十
四
年
生
）、
木
下
昭
司
氏
（
昭
十
八
年
生
）

（一）　

行
事
の
概
要

①
宿
に
つ
い
て

宿
は
第
二
常
会
の
桐
生
あ
い
子
宅
で
、
第
二
組
合
集
落
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

た
。
下
区
の
コ
ト
念
仏
の
宿
は
、
第
一
、
第
五
、
第
六
、
第
四
、
第
三
、
第

二
常
会
の
順
番
に
回
っ
て
い
く
。

平
成
二
七
年
は
、
第
三
常
会
か
ら
第
二
常
会
に
宿
が
受
け
継
が
れ
て
か
ら

十
七
年
経
ち
、
第
二
常
会
最
後
の
宿
で
あ
っ
た
。

②
念
仏
の
道
具
（
数
珠
、
鉦
、
掛
け
軸
、
版
木
）
と
準
備

下
区
の
道
具
は
お
火ひ
じ
ょ
う定

様
の
阿
弥
陀
堂
に
、
数
珠
、
鉦
、
御
札
の
版
木
、

掛
け
軸
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
檀
家
五
戸
が
管
理
し
当
番
が
あ
り
、
数
珠
な

ど
を
借
り
に
来
た
常
会
に
渡
し
て
い
る
。
念
仏
の
二
週
間
ほ
ど
前
に
な
る
と

宿
の
家
に
所
属
す
る
隣
組
の
衆
が
集
ま
っ
て
、
版
木
で
御
札
の
印
刷
が
始
ま

る
。
面
倒
な
場
合
は
、
印
刷
し
た
り
コ
ピ
ー
す
る
場
合
も
あ
る
。

御
札
は
念
仏
に
出
席
し
た
家
に
配
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
三
〇
枚
ほ
ど
準

備
し
て
全
戸
に
配
る
。
刷
っ
た
御
札
は
六
つ
の
常
会
の
常
会
長
な
ど
に
渡
し

て
配
っ
て
も
ら
う
。

数
珠
の
長
さ
は
一
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
大
珠
三
個
、
中
珠
二
個
、

珠
約
九
一
六
個
で
あ
る
。
大
き
な
珠
を
「
で
け
ぇ
ジ
ュ
ズ
」
と
呼
ん
で
い
る
。

鉦
は
木
枠
に
吊
り
下
げ
て
叩
く
。

③
か
つ
て
の
念
仏

コ
ト
念
仏
は
子
供
主
体
の
行
事
で
は
な
か
っ
た
が
、
か
つ
て
は
多
く
の
子

供
た
ち
が
参
加
し
て
い
た
。

念
仏
が
始
ま
る
際
に
、
古
老
が
行
事
に
関
す
る
話
を
し
て
、
一
家
繁
栄
、

無
病
息
災
な
ど
を
祈
願
し
、
数
珠
を
右
回
り
（
時
計
回
り
）
に
回
し
て
拝
ん

だ
。
現
在
は
、
常
会
長
、
お
宿
の
主
人
の
あ
い
さ
つ
が
慣
例
化
し
て
い
る
。

④
炒
り
豆
か
ら
直
会
へ

木
下
昭
司
氏
（
昭
和
一
八
年
生
）
は
、昭
和
三
五
、三
六
年
頃
に
宿
が
回
っ

て
き
て
、
イ
ロ
リ
で
子
供
た
ち
に
配
る
豆
を
炒
っ
て
い
た
覚
え
が
あ
る
と
い

う
。
訪
れ
た
子
供
た
ち
に
、
お
土
産
と
し
て
茶
封
筒
や
、
果
樹
園
の
袋
掛
け

宿
・
城
田
忠
人
氏
は
分
家
し
て
四
代
目
、
宿
が
回
っ
て
き
た
の
は
始
め
て

で
あ
る
。
城
田
家
は
十
一
常
会
二
組
九
軒
目
で
最
後
、
来
年
か
ら
宿
は
十
一

常
会
一
組
九
軒
へ
移
る
。
各
組
で
は
一
軒
ご
と
順
番
に
宿
と
な
る
。

①
直
会
に
つ
い
て

念
仏
が
終
了
す
る
と
長
机
が
二
列
に
置
か
れ
、料
理
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
。

オ
ー
ド
ブ
ル
盛
合
せ
、
巻
き
ず
し
な
ど
盛
合
せ
、
フ
ル
ー
ツ
盛
り
合
わ
せ
な

ど
で
、
漬
物
の
丼
、
ボ
タ
モ
チ
の
重
箱
も
あ
っ
た
。
飲
み
物
は
日
本
酒
二
合

瓶
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
、
子
供
た
ち
に
ジ
ュ
ー
ス
が
出
さ
れ
て
い
た
。
出
席
者
約

六
〇
名
の
内
、
小
学
生
以
下
の
子
供
は
六
名
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

十
九
時
半
頃
に
始
ま
り
、
二
〇
時
を
回
る
と
子
供
ず
れ
の
家
族
か
ら
席
を

立
ち
始
め
、
開
始
か
ら
一
時
間
後
、
二
〇
時
二
〇
分
に
は
全
員
が
城
田
家
を

後
に
し
た
。
玄
関
で
は
城
田
氏
が
念
仏
に
参
加
し
て
く
れ
た
御
礼
を
い
い
な

が
ら
御
札
を
手
渡
し
、
子
供
た
ち
に
は
、
準
備
し
て
お
い
た
お
菓
子
な
ど
が

入
っ
た
紙
袋
を
渡
し
た
。

②
コ
ト
ボ
タ
モ
チ
の
こ
と

念
仏
の
日
に
は
ボ
タ
モ
チ
を
作
っ
て
食
べ
た
り
、
翌
朝
ま
で
床
の
間
に
供

え
た
り
す
る
。
木
下
令
三
家
の
ボ
タ
モ
チ
は
塩
味
で
あ
る
。
現
在
の
ボ
タ
モ

チ
は
砂
糖
で
甘
く
し
て
あ
る
が
、
か
つ
て
は
塩
味
が
多
か
っ
た
。「
ア
ン
コ

も
き
な
粉
も
塩
味
に
す
る
。
塩
味
の
方
が
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
る
」と
い
う
。

見
た
目
は
同
じ
で
あ
る
。
昔
は
ゴ
マ
の
ボ
タ
モ
チ
は
な
か
っ
た
。

八
年
前
に
九
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
上
富
田
の
古
老
（
オ
バ
ア
）
も
「
昔
は

皆
、
塩
だ
っ
た
ぞ
」
と
教
え
て
く
れ
た
と
い
う
。「
コ
ト
ボ
タ
モ
チ
」
と
呼

ん
で
い
た
。
上
久
堅
で
出
会
っ
た
古
老
も
「
昔
は
砂
糖
が
尊
か
っ
た
の
で
塩

味
だ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
た
。

■
（
下
伊
那
郡
）
喬
木
村
富
田　
【
一
覧
表
・
地
図
番
号
14
】

四
、
富
田
下
区（
下
冨
田
）、
コ
ト
念
仏

地
元
の
呼
び
方　

コ
ト
念
仏
、
お
念
仏
、
念
仏

行
事
日　

毎
年
二
月
九
日
、
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
二
月
九
日
（
月
）、

十
九
時
か
ら

場　

所　
（
下
冨
田
）
第
二
組
合
集
落
セ
ン
タ
ー

行
事
の
特
徴　

宿
の
家
に
住
人
が
集
ま
っ
て
行
う
念
仏
。
お
よ
そ
一
三
〇
年

【
図
６
】
下
区
・
コ
ト
念
仏
の
宿
と
集
落
セ
ン
タ
ー
、
阿
弥
陀
堂

富田諏訪神社
●

●

●

宿・桐生家

第二組合集落センター

●
お火定様の阿弥陀堂

N

0　　     100　　    200         300m

（
喬
木
村
全
図
一
万
分
の
一
に
加
筆
）
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長
に
話
を
し
た
の
で
特
別
に
許
可

（
料
理
）

オ
ー
ド
ブ
ル
・
五
皿
、
ボ
タ
モ
チ
・
五
皿
、
フ
ル
ー
ツ
盛
合
せ
・
五
皿
、

漬
物
盛
合
せ
・
五
皿
、
焼
き
鳥
・
唐
揚
げ
盛
合
せ
・
五
皿
、
そ
の
他
漬
物
、

煮
物
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど
の
重
箱
、
日
本
酒
二
合
瓶
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
な
ど
。

最
後
は
全
員
起
立
し
て
一
本
締
め
で
終
わ
っ
た
。

■
（
下
伊
那
郡
）
喬
木
村
富
田　
【
一
覧
表
・
地
図
番
号
15
】

五
、
富
田
、
コ
ト
の
神
送
り

地
元
の
呼
び
方　

コ
ト
の
神
送
り
、
送
り
神

行
事
日　

平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
二
月
十
日
（
火
）

場　

所　

上
の
お
宮
（
上
区
の
諏
訪
神
社
）
か
ら
カ
ゴ
畑
（
第
一
常
会
の
西

の
は
ず
れ
で
飯
田
市
下
久
堅
と
の
境
）
に
送
る

行
事
の
特
徴　

上
区
の
常
会
の
組
が
順
番
に
担
当
し
て
旗
（
笹
竹
）
を
集
め

て
焼
却
す
る
。
下
区
は
風
祭
を
担
当
す
る
た
め
旗
集
め
は
行
わ
な

い
。

参
加
者　

第
九
常
会
の
二
組
（
九
軒
）

話　

者　

木
下
俊
佐
氏
（
昭
和
十
四
年
生
）、
木
下
令
三
氏
（
昭
十
七
年
生
）

（一）　

行
事
の
概
要

①
コ
ト
の
神
を
送
る
場
所

現
在
、
集
め
ら
れ
た
旗
（
笹
竹
）
は
第
一
常
会
の
は
ず
れ
か
ら
富
田
沢
川

を
下
り
、
飯
田
市
下
久
堅
下
虎
岩
境
の
川
岸
（
字
・
カ
ゴ
畑
）
で
焼
却
し
て

い
る
。
か
つ
て
は
小
川
川
支
流
の
九
十
九
谷
の
沢
に
送
っ
た
と
い
う
話
も
あ

る
。
そ
れ
は
上
久
堅
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
大
量
の
旗
を
受
け
継
い
で
送
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
次
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

第
九
常
会
塩
田
の
木
下
令
三
氏
は
、
二
〇
歳
（
昭
和
三
七
年
）
頃
、
第
一

常
会
西
端
の
清
水
家
に
籾
す
り
に
行
っ
た
際
に
、
当
時
八
〇
代
の
お
ば
あ
さ

ん
が
嫁
に
来
た
時
、
こ
の
家
の
年
寄
り
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
、
か
つ
て
は

「
上
久
堅
の
旗
を
九
十
九
谷
の
谷
（
現
在
の
原
家
の
手
前
あ
た
り
）
に
び
し
ゃ

り
に
行
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
詳
細
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、

昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
）
か
ら
逆
算
す
る
こ
と
八
〇
～
一
〇
〇
年
前
の
こ

の
紙
袋
に
豆
と
温
泉
ヌ
ガ
ー
（
飯
田
市
・
外
松
の
製
品
）
を
入
れ
て
配
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
皆
、
お
土
産
の
炒
り
豆
を
か
じ
り
な
が
ら
帰
っ
た
記

憶
が
あ
る
と
い
う
。

炒
り
豆
の
お
土
産
が
昭
和
四
〇
年
代
末
に
は
直
会
に
な
り
、
昭
和
末
頃
か

ら
さ
ら
に
豪
勢
に
な
っ
て
い
っ
た
。
平
成
五
～
十
年
ご
ろ
が
最
も
盛
ん
で
、

第
二
常
会
長
・
木
下
勇
人
氏
に
よ
る
と
、
平
成
十
年
頃
に
話
し
合
い
を
し
て
、

お
酒
、
さ
か
な
を
制
限
し
、
ビ
ー
ル
は
出
さ
な
い
な
ど
、
宿
に
負
担
が
か
か

ら
な
い
よ
う
に
工
夫
し
た
。

そ
れ
で
も
人
数
を
予
測
し
て
折
（
寿
司
桶
）
を
準
備
す
る
な
ど
費
用
は
か

か
る
。
親
戚
の
少
な
い
独
居
老
人
な
ど
は
大
変
で
あ
る
。

（二）　

実
施
状
況
《
平
成
二
七
年
二
月
九
日
（
月
）》　

【
念
仏
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

第
二
組
合
集
落
セ
ン
タ
ー
で
宿
主
は
桐
生
あ
い
子
氏
が
準
備
を
行

う
。
床
の
並
び
に
「
奉
唱
大
念
佛
百
万
遍
」
の
掛
け
軸
を
つ
る
。

十
八
時
三
〇
分　

第
二
組
合
集
落
セ
ン
タ
ー
へ
、住
民
が
集
ま
っ
て
く
る
。

十
九
時　

コ
ト
念
仏
と
神
送
り
の
説
明

　
　
　
（
木
下
俊
佐
氏
・
コ
ト
念
仏
の
歴
史
に
関
す
る
こ
と
）

十
九
時
二
〇
～
二
五　

念
仏
、
数
珠
を
は
さ
ん
で
内
外
に
分
か
れ
る
。

（
始
ま
り
の
あ
い
さ
つ
）
第
二
常
会
長
・
木
下
勇
人
氏

「
そ
れ
で
は
念
仏
を
始
め
ま
す
。
鉦
が
終
わ
る
ま
で
回
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
お
数
珠
は
ま
た
が
な
い
よ
う
に
。

大
き
い
数
珠
が
来
た
ら
自
分
の
願
い
事
を
す
る
こ
と
。
子
供
さ
ん
は
自

分
の
勉
強
の
こ
と
を
願
っ
て
、
年
寄
り
の
方
は
、
長
生
き
が
で
き
ま
す

よ
う
に
と
、
心
の
中
で
願
っ
て
下
さ
い
。

「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
」
で
、
最
後
に
「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
」
で
す
。」

（
念
仏
が
始
ま
り
、
鉦
の
音
が
だ
ん
だ
ん
早
く
な
る
）

「
百
万
遍
に
な
り
ま
し
た
の
で
、「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
」
で
終
わ
り
ま
す
。

第
二
常
会
最
後
で
す
の
で
、
念
仏
を
一
五
〇
回
や
り
ま
し
た
。
ご
利
益

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。」

【
直
会
】　

　

十
九
時
三
〇
～
二
〇
時
二
〇
分

※�

子
供
は
遠
慮
し
て
も
ら
い
た
い
と
学
校
か
ら
い
わ
れ
て
い
る
が
、
校

【
図
７
】
九
十
九
谷
の
送
り
場
所
の
推
定

●

◉

◉

●

カゴ畑：現在の送り場所

諏訪神社
現在の出発地

富田

大和知

原平

北の原：上久堅が送る場所

九十九谷の谷：聞取りの送り場所 小川川

富田沢川

現在の巡回コース

天竜川

ウツギ沢

〔
写
15
〕
当
日
の
朝
、
各
部
屋
を
祓
う
（
下
冨
田
・
木
下

俊
佐
宅
に
て
）

（
国
土
地
理
院
・
電
子
地
図
に
加
筆
）
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さ
二
五
セ
ン
チ
）を
一
枚
は
さ
む
。
全
長
七
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
短
冊
に
な
る
。

墨
書
は
中
央
に
「
御
事
の
神
送
り
」「
御
事
の
風
之
神
送
り
」「
御
事
の
悪

神
送
り
」
な
ど
と
書
き
、
そ
の
下
に
「
馬
」
と
い
う
文
字
を
家
族
の
人
数
分

書
き
込
む
。
さ
ら
に
「
馬
」
の
下
に
「
子
年
の
男
」「
巳
年
の
女
」
な
ど
干

支
と
性
別
を
書
く
家
も
あ
る
。
富
田
で
は
、
飯
田
市
で
見
ら
れ
る
十
五
セ
ン

チ
角
ほ
ど
の
正
方
形
の
短
冊
は
用
い
な
い
。

笹
竹
の
部
分
は
「
マ
ン
ダ
ケ
」
と
呼
ぶ
ス
ズ
ダ
ケ
な
ど
の
笹
類
を
用
い
る
。

細
く
二
メ
ー
ト
ル
前
後
の
笹
で
先
の
二
枝
を
残
し
て
使
っ
て
い
た
。
上
富
田

は
養
蚕
が
盛
ん
だ
っ
た
の
で
桑
の
棒
（
枝
）
を
使
う
家
も
多
く
、
名
古
屋
方

面
に
ナ
ン
テ
ン
を
出
荷
し
て
い
た
時
は
、
そ
の
枝
も
使
っ
た
。

こ
の
マ
ン
ダ
ケ
の
上
の
方
に
、
洗
米
・
爪
・
ボ
ン
ノ
ク
ボ
の
毛
を
紙
に
包

ん
で
こ
よ
り
や
水
引
で
し
ば
り
付
け
て
お
く
。
豆
を
入
れ
る
家
も
あ
り
、
現

在
で
は
洗
米
だ
け
と
い
う
家
が
多
い
。
旗
づ
く
り
は
神
送
り
の
前
日
に
済
ま

せ
て
お
く
家
が
多
い
。

二
月
十
日
、
コ
ト
の
神
送
り
の
日
の
朝
、
家
の
各
部
屋
を
開
け
放
っ
て
お

い
て
、
旗
で
お
祓
い
を
し
て
「
コ
ト
の
神
（
疫
病
悪
病
の
神
・
風
の
神
）
は

こ
れ
に
乗
っ
て
出
て
行
け
」
と
い
う
。
旗
は
最
寄
り
の
辻
に
立
て
て
お
く
。

（二）　

実
施
状
況
《
平
成
二
七
年
二
月
十
日
（
火
）》

①
日
程

十
四
時　
　
　
　

第
九
常
会
二
組
の
組
長
宅
に
集
合

十
四
時
六
分　
　

上
の
お
宮
着
（
諏
訪
神
社
）
男
性
六
名
集
合　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

石
段
の
下
か
ら
社
殿
に
向
か
い
一
礼

十
四
時
十
分　
　

打
ち
合
わ
せ
し
て
出
発

　
　
　
　
　
　
　

軽
ト
ラ
二
台
、
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
軽
一
台

十
四
時
五
〇
分　

薪
を
拾
っ
て
カ
ゴ
畑
前
の
橋
着

十
四
時
五
四
分　

旗
を
降
ろ
し
、
新
聞
と
薪
を
加
え
て
点
火

十
五
時
二
〇
分　

後
片
付
け

十
五
時
四
〇
分　

常
会
所
で
直
会
へ

第
一
常
会
の
西
側
は
ず
れ
か
ら
富
田
沢
川
を
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
下
流
に
向

か
い
、
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
の
字
・
カ
ゴ
畑
で
旗
を
焼
却
し
た
。

富
田
沢
川
は
飯
田
市
下
久
堅
下
虎
岩
地
区
を
通
っ
て
天
竜
川
に
至
る
。
か

つ
て
は
川
に
集
め
た
旗
を
そ
の
ま
ま
投
げ
込
ん
で
い
た
が
、
環
境
衛
生
の
問

と
で
あ
り
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年
頃
の
こ
と
に
な
る
。

木
下
令
三
氏
は
後
に
、
飯
田
市
上
久
堅
柏
原
（
原
平
）
で
そ
の
こ
と
を
古

老
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
柏
原
で
は
ウ
ツ
ギ
沢
に
し
か
び
ち
ゃ
ら
ん
ぞ
。」
と

い
う
こ
と
で
、
そ
の
先
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。「
ウ
ツ
ギ
沢
」

と
は
、
上
久
堅
の
人
た
ち
が
「
北
の
原
」
と
称
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
谷
を

水
田
づ
た
い
に
下
る
と
、富
田
地
区
内
の
ウ
ツ
ギ
沢
に
流
れ
込
む
沢
で
あ
る
。

②
現
在
の
富
田
の
コ
ト
の
神
送
り

コ
ト
の
神
送
り
の
二
月
十
日
に
な
る
と
、
富
田
で
は
、
上
区
・
下
区
と
も

に
各
家
で
は
旗
を
作
り
、
屋
内
を
祓
い
近
く
の
辻
に
置
く
。
そ
れ
を
当
番
が

上
区
・
下
区
の
順
番
に
集
め
て
回
り
、
富
田
沢
川
の
川
下
に
送
る
。
今
日
は

焼
却
し
て
い
る
。
富
田
で
は
、
古
く
か
ら
神
送
り
は
子
供
の
行
事
で
は
な
い

と
い
う
。

旗
を
集
め
る
当
番
は
、
上
区
（
七
～
十
一
常
会
、
上
富
田
）
が
担
当
し
、

各
常
会
の
組
（
隣
組
）
ご
と
に
行
っ
て
い
る
。
五
つ
の
常
会
で
そ
れ
ぞ
れ
二

組
ず
つ
あ
る
の
で
、
順
番
に
行
う
と
十
年
に
一
回
当
番
が
回
っ
て
く
る
。
平

成
二
七
年
は
、
第
九
常
会
の
二
組
が
当
番
で
、
塩
田
と
呼
ば
れ
る
地
域
の
九

軒
が
手
分
け
し
て
、
六
軒
（
男
性
）
が
旗
を
集
め
、
三
軒
（
女
性
）
が
常
会

所
（
第
九
組
合
集
落
セ
ン
タ
ー
）
の
掃
除
と
直
会
の
お
茶
の
準
備
を
行
っ
た
。

担
当
の
組
以
外
の
者
は
参
加
し
な
い
。

か
つ
て
昭
和
二
〇
年
代
は
、
常
会
ご
と
に
集
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
番
が
カ

ゴ
畑
に
送
り
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
ら
が
統
合
さ
れ
、
上
区
（
七
～

十
一
常
会
、
上
富
田
）
が
コ
ト
の
神
送
り
を
担
当
し
、
下
区
（
一
～
六
常
会
、

下
富
田
）
は
四
月
に
行
わ
れ
る
風
祭
り
を
担
当
す
る
と
い
う
分
担
に
分
け
ら

れ
た
。

以
前
は
早
朝
に
集
め
て
い
た
が
、
現
在
は
午
後
に
行
っ
て
い
る
。

③
旗
を
作
る

富
田
で
は
、
疫
病
神
を
送
る
短
冊
を
付
け
た
笹
竹
の
こ
と
を
「
旗
」「
送

り
旗
」「
神
送
り
の
旗
」「
送
り
竹
」
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
。
当
報
告
で
は
富

田
の
場
合
は
「
旗
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。

旗
に
は
幅
十
五
セ
ン
チ
前
後
で
長
さ
四
〇
か
ら
七
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
短
冊

を
つ
け
る
。
障
子
紙
や
中
折
紙
で
作
り
、
墨
書
す
る
。
こ
の
部
分
を
「
旗
」

と
呼
ぶ
人
も
多
い
。
上
区
の
今
村
家
で
は
、
二
枚
の
白
い
中
折
紙
（
幅
十
五

セ
ン
チ
、
長
さ
二
五
セ
ン
チ
）
の
間
に
赤
い
中
折
紙
（
幅
十
五
セ
ン
チ
、
長

〔
写
17
〕
同
右
、
旗
で
家
の
中
を
祓
う

〔
写
16
〕
下
富
田
・
木
下
昭
司
宅
に
て
、
旗
づ
く
り

〔
写
18
〕
同
右
、
旗
を
辻
の
石
垣
に
刺
す
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〔
写
20
〕
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
、
上
か
ら
下
へ
旗
を
集
め
て
回
る

〔
写
21
〕
集
め
た
旗
は
、
村
境
の
カ
ゴ
畑
で
焼
却
す
る

〔
写
19
〕
辻
の
旗
（
❺
の
様
子
）

【
図
８
】
富
田
の
コ
ト
の
神
送
り
の
順
路
（
黒
丸
数
字
は
、
各
家
か
ら
の
旗
が
置
い
て
あ
る
辻
、
下
表
と
照
合
）

（
各
辻
と
旗
の
本
数
）

●
上
の
お
宮
（
諏
訪
神
社
）
前
…
…
二
本

●
口
橋
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
本

●
ア
ラ
ヤ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
十
本

●
亀
屋
（
永
泉
寺
か
ど
）
…
…
…
…
二
三
本

●
木
下
屋
（
小
学
校
バ
ス
停
向
）
…
八
本

●
キ
キ
ョ
ウ
屋
…
…
…
…
…
…
…
…
四
本

●
ナ
カ
ゴ
屋
…
…
…
…
…
…
…
…
…
十
本

●
富
田
辻
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
本

●
出
店
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
本

●
イ
ズ
ミ
屋
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
本

●
マ
チ
ヤ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
本

●
ハ
タ
モ
ト
屋
…
…
…
…
…
…
…
…
八
本

●
梅
屋
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
本

●
中
島
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
本

●
宮
坂
入
口
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
本

●
西
の
宮
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
本

●
フ
ル
イ
屋
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
本

●
木
下
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
本

●
城
下
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
本

合
計
九
三
本

10111213141516171819

N
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組
織
は
氏
乗
集
落
（
区
）
に
お
い
て
年
番
制
で
廻
り
、
下
氏
乗
、
中
反
、

貸
又
と
本
谷
で
一
名
ず
つ
と
し
、
年
番
は
魚
重
一
重
持
参
、
他
の
費
用
は
氏

乗
区
で
負
担
す
る
。
午
後
一
時
出
発
地
、
小
豆
畑
に
集
合
、
祭
事
の
支
度
、

藁
を
束
ね
て
輪
に
し
た
オ
カ
グ
ラ
に
幣
束
四
本
を
立
て
、
竹
の
棒
二
本
で
担

ぐ
、
此
の
オ
カ
グ
ラ
に
重
箱
を
乗
せ
そ
の
中
に
洗
米
一
合
す
っ
て
水
で
ね
っ

た
白
粉
、
此
を
（
ゴ
フ
）
と
言
い
、
参
加
者
に
与
え
る
支
度
が
出
来
れ
ば
、

年
番
に
て
三
拝
祭
事
を
終
わ
り
、
御
酒
を
頂
い
て
午
後
三
時
出
発
。
道
中
各

家
庭
よ
り
道
路
傍
に
出
さ
れ
て
い
る
送
笹
竹
を
集
め
、
集
落
最
後
の
地
点
に

納
め
て
終
わ
る
。昔
は
行
く
道
中
空
鉄
砲
を
撃
つ
な
ど
し
た
。子
供
も
多
か
っ

た
の
で
、
多
勢
一
緒
に
送
っ
た
が
、
今
で
は
車
に
乗
っ
て
年
番
だ
け
で
集
め
、

小
川
川
の
端
へ
送
り
納
め
て
い
る
。

各
家
庭
で
の
行
事

１
、
朝　

笹
竹
を
切
っ
て
来
る

２
、
色
紙
又
は
障
子
紙
等
長
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
、
幅
十
五
～
十
六
セ

ン
チ
ぐ
ら
い
に

３
、
奉
納　

送
り　

奉
納　

風
之
大
神　

と
書
く

４
、
家
族
全
員
の
ボ
ン
ノ
ク
ボ
の
毛
を
少
し
ず
つ
切
っ
て
送
り
紙
の
頭
に
取

り
付
け
る

５
、
家
族
の
人
数
だ
け
風
之
大
神
と
書
い
た
下
側
に
馬
と
言
ふ
字
を
書
く

６
、
此
の
送
り
笹
竹
を
家
中
の
各
室
を
祓
っ
て
廻
り
終
っ
た
ら
事
う
送
り
の

通
る
道
路
に
出
し
て
置
き
持
っ
て
行
っ
て
も
ら
う

７
、
此
の
日
、
各
家
庭　

コ
ト
ウ
ボ
タ
モ
チ
を
作
り
供
へ
頂
く
」

【
解
説
文
よ
り
】

　

❶�　
「
当
時
は
氏
乗
城
山
」に
も
隔
年
で
収
め
て
い
た
と
あ
る
が
、
参

加
者
の
記
憶
に
は
な
か
っ
た
。
鬼
ヶ
城
山
の
山
麓
と
思
わ
れ
る
。

　

❷　

各
家
庭
で
準
備
す
る
笹
竹
を
「
送
り
笹
竹
」
と
呼
ぶ
。

　

❸　

４
、
文
字
を
書
く
短
冊
を
「
送
り
紙
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

❹　

６
、
コ
ト
の
送
り
を
「
事
う
送
り
（
コ
ト
ウ
オ
ク
リ
）」
と

も
書
い
て
い
る
。
な
お
、
当
番
が
記
載
す
る
記
録
帳
に
は
「
氏

乗
区　

事
の
神
送
帳
」
と
あ
る
。
当
番
や
役
員
の
人
た
ち
は
口

頭
で
は
「
神
送
り
」
と
い
っ
て
い
た
。

②
コ
ト
の
送
り
の
変
遷
（
明
治
の
頃
の
話
）

萩
原
博
明
氏
が
若
い
頃
、
祖
父
た
ち
に
明
治
時
代
の
話
を
聞
い
た

題
か
ら
、
平
成
十
年
ご
ろ
か
ら
焼
却
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
道
中
で
鉦
、
太

鼓
、
唱
え
詞
な
ど
は
な
い
。

来
年
の
当
番
は
十
常
会
の
一
組
、
再
来
年
は
二
組
で
あ
る
。

■
（
下
伊
那
郡
）
喬
木
村
氏
乗　
【
一
覧
表
・
地
図
番
号
16
】

六
、
氏う
じ
の
り乗
、
コ
ト
の
送
り

地
元
の
呼
び
方　

コ
ト
の
送
り
、
コ
ト
ウ
オ
ク
リ

行
事
日　

毎
年
三
月
八
日
。
旧
暦
の
二
月
八
日
で
あ
っ
た
が
、
月
遅
れ
の
三

月
八
日
に
し
た
。

場　

所　

集
落
の
最
南
端
小
豆
畑
か
ら
小
川
川
沿
い
に
北
に
四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
余
、
く
る
み
沢
手
前
の
大
岩
の
た
も
と
に
送
る
。

行
事
の
特
徴　

藁
の
輪
で
作
る
オ
カ
グ
ラ
を
担
い
で
お
白
餅
を
配
り
な
が

ら
、
送
り
笹
竹
を
集
め
て
送
る
。

参
加
者
（
話
者
）

　
　
　
　

区
長
・
伊
藤
勝
司
氏
（
昭
和
二
〇
年
生
）　

準
備
の
み
参
加

　
　
　
　

役
員
・
木
下
欽
也
氏
（
昭
和
二
二
年
生
）　

管
理
部
祭
の
当
番
と

し
て
参
加

　
　
　
　

当
番
・
本
島
喜
代
美
氏
（
昭
和
四
八
年
生
）
下
二
常
会
、

　
　
　
　
　
　
　

下
代
表
、
子
供
四
名
（
本
島
氏
の
子
供
）

　
　
　
　

当
番　

萩
原
博
明
氏
（
昭
和
四
年
生
）
中
反
常
会
、
中
反
代
表

　
　
　
　

当
番　

多
田
俊
文
氏
（
奥
さ
ん
）　

貸
又
常
会
、
貸
又
・
本
谷

（一）　

行
事
の
概
要

①
氏
乗
区
で
作
成
し
た
「
コ
ト
の
送
り
」
解
説
書　
　
　
　

※
次
の
文
章
は
、
平
成
の
初
め
頃
、
氏
乗
で
書
か
れ
た
も
の
で
、
簡
潔
な
解

説
で
あ
る
た
め
全
文
掲
載
す
る
。
筆
者
な
ど
不
明
（
句
読
点
等
加
筆
）

「
事
の
送
り　

民
俗
行
事　

氏
乗
部
落

昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
ま
で
は
鬼
ヶ
城
洞
線
に
民
家
数
軒
あ
り
、
屋

号
大
屋
敷
と
本
谷
線
小
豆
畑
よ
り
隔
年
に
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
大
屋
敷
が

本
谷
部
落
に
出
て
、
鬼
ヶ
城
洞
が
無
住
と
な
っ
た
為
に
、
以
後
は
小
豆
畑
よ

り
出
発
と
な
る
。
当
時
は
氏
乗
城
山
と
部
落
境
最
後
の
地
、
小
川
川
の
端
に

隔
年
納
め
て
い
た
。

〔
写
22
〕
オ
カ
グ
ラ
の
作
り
方
（
メ
モ
）　　
　

※
（
氏
乗
で
作
成
）、
イ
ラ
ス
ト
に
メ
モ
書
き
し
て
あ
る
。

・
輪
の
直
径
は
三
〇
セ
ン
チ
く
ら
い

・
太
さ
一
握
り
（
約
五
セ
ン
チ
く
ら
い
）

・
所
々
を
ワ
ラ
で
し
ば
る
（
昔
は
全
面
を
巻
き
縄
）

・
ヘ
イ
ソ
ク
は
垂
直
に
四
本
立
て
る

・
ヘ
イ
ソ
ク
は
中
心
か
ら
見
て
外
へ
向
か
い
タ
レ
を
出
す

・（
オ
カ
グ
ラ
を
か
つ
ぐ
竹
）
万
竹
（
マ
ン
ダ
ケ
）

・
重
箱
へ
白
餅
を
入
れ
て
乗
せ
る

・
オ
カ
グ
ラ
は
肩
へ
か
つ
ぐ
（
重
箱
を
乗
せ
て
）

・
オ
カ
グ
ラ
作
り
は
当
番
が
行
う
。

【
図
９
】
喬
木
村
・
氏
乗
集
落
の
位
置
図

天竜川 〔加々須〕 〔大島〕

〔富田〕

〔大和知〕

〔原平〕

〔風張〕

〔越久保〕

喬木村

飯田市
氏乗

1km

N

（
国
土
地
理
院
・
電
子
地
図
に
加
筆
）



41　二章・伊那谷北部から中部、箕輪町・駒ヶ根市・喬木村の「コトの神行事」

だ
か
ら
五
色
の
旗
を
や
め
て
も
、
オ
カ
グ
ラ
の
幣
束
に
五
色
の
紙
を
使
う

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
五
色
の
旗
は
、
行
者
が
梅
春
庵
で
行
を
行
っ
た
時
に

置
い
て
い
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

梅
春
庵
は
明
治
八
年
に
氏
乗
分
校
と
な
り
、
昭
和
三
三
年
に
廃
校
と
な
っ

た
。
現
在
は
明
治
四
〇
年
代
に
記
念
植
樹
さ
れ
た
見
事
な
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
で

知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
頃
か
ら
氏
乗
に
別
家
（
分
家
）
が
増

え
て
き
た
と
い
う
。

萩
原
博
明
氏
は
子
供
の
頃
か
ら
祭
り
や
行
事
に
出
て
、
年
寄
り
か
ら
昔
話

や
行
事
の
や
り
方
を
聞
く
の
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
。

③
小
川
川
流
域
の
コ
ト
の
送
り

萩
原
博
明
氏
に
よ
る
と
、
小
川
川
の
下
流
の
小
川
地
区
で
も
コ
ト
の
送
り

を
行
っ
て
い
た
が
、
明
治
の
新
暦
に
な
っ
て
か
ら
氏
乗
と
同
じ
く
行
事
日
が

様
々
に
移
り
変
わ
り
、
結
局
、
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
小
川
に
は
医
院

が
開
設
さ
れ
医
者
に
掛
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
疫
病
払
い
の
必
要
が
な
く

な
っ
た
か
ら
と
も
い
う
。

と
こ
ろ
で
は
、か
つ
て
の
コ
ト
の
送
り
は
オ
カ
グ
ラ
を
か
つ
い
で
、旗
を
持
っ

て
家
の
中
ま
で
入
り
込
ん
で
い
た
。
オ
カ
グ
ラ
は
毎
年
作
る
（
今
と
同
じ
）

も
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
旗
と
は
、
曹
洞
宗
真
浄
寺
の
末
寺
で
あ
る
梅
春
庵

に
あ
っ
た
も
の
で
「
五
色
の
旗
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
を
借
り
出
し
て
い

た
。
そ
の
オ
カ
グ
ラ
と
五
色
の
旗
を
当
番
が
持
っ
て
、
各
家
の
床
に
土
足
で

上
が
り
込
ん
で
、
中
か
ら
疫
病
神
を
祓
い
出
し
て
い
た
。
ワ
ラ
ジ
履
き
は
簡

単
に
は
脱
げ
な
い
の
で
土
足
で
上
が
り
込
ん
で
い
た
。

か
つ
て
の
家
屋
は
ほ
と
ん
ど
が
板
間
で
多
少
汚
れ
て
も
大
丈
夫
で
あ
っ
た

が
、
明
治
の
終
わ
り
頃
に
は
畳
が
普
及
し
て
き
た
。
す
る
と
畳
が
泥
だ
ら
け

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
前
庭
な
ど
に
ム
シ
ロ
な
ど
を
敷
い
て
、
屋
内
に
見

立
て
、
巡
回
し
て
来
た
当
番
が
、
そ
こ
で
お
祓
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
河
岸
段
丘
が
険
し
く
、
道
か
ら
各
家
に
小
路
を
い
ち
い
ち
登
る

の
が
大
変
で
、
各
家
で
旗
を
作
っ
て
各
自
で
お
祓
い
し
て
道
端
に
出
し
て
お

け
ば
、
当
番
は
集
め
る
だ
け
で
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
の
終
わ

り
頃
の
こ
と
と
聞
い
て
い
る
と
い
う
。

【図 10】氏乗の六つの常会と「コトの送り」の順路、送り笹竹の本数

現
在
の
当
番

氏
乗
に
は
六
つ
の
常
会
が
あ
り
、
さ
ら
に
一
～
三
つ
の
隣

組
に
分
か
れ
て
い
る
。

下
一(

し
も
い
ち)

常
会　

１
組

下
二(

し
も
に)

常
会　
　

１
組

下
南
常
会  

１
組　

　
　
　
　

中
反(

な
か
ぞ
り)

常
会　

３
組　
　
　
　
　

貸
又(

か
し
ま
た)

常
会　

２
組

本
谷(

ほ
ん
た
に)

常
会　

２
組　
　
　
　
　
　

「
下
」
の
当
番
は
三
〇
年
に
一
回
、
他
の
地
域
は
十
五
年

に
一
回
当
番
に
な
る
。
当
番
は
「
年
番
」
と
も
い
う
。

※
合
計
三
〇
軒
、

　

当
番
一
人
出
る

※
合
計
十
五
軒
、

　

当
番
一
人
出
る

※
合
計
十
五
軒
、

　

当
番
一
人
出
る

（
喬
木
村
全
図
一
万
分
の
一
に
加
筆
）

下氏乗

〔下一、下二、下南常会〕

中 反

〔中反常会〕

貸  又

〔貸又常会〕

本  谷
〔本谷常会〕

◉出発地点・小豆畑（多田家）

●

◉

● （１本）

● （１本）

● （１本）

●

（１本）

●（2 本）

●（１本）

御庚申堂、貸又集会所
（準備を行うところ）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

（１本）

（１本）

（１本）

（１本）

（１本）

（１本）

（１本）

（2 本）

（１本）

（１本）

（2 本）

（１本）

（2 本）

（１本）

くるみ沢終着点
大岩

N

0　　     　  250              500m
▼飯田市（小川路峠〜上村上町）

小川川

鬼ヶ城洞→
（大屋敷）
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カ
グ
ラ
は
乗
せ
た
ま
ま
で
、
途
中
で
下
ろ
す
こ
と
は
な
い
。」

⑤
お
白
餅
（
オ
シ
ロ
モ
チ
）

オ
カ
グ
ラ
の
輪
の
中
に
お
白
餅
の
重
箱
を
は
め
込
む
。「
ゴ
フ
」
と
も
い

う
。
コ
ト
の
送
り
の
一
行
を
辻
で
迎
え
る
と
一
口
分
け
て
く
れ
る
の
で
、
そ

の
場
で
食
べ
る
。
味
は
何
も
付
い
て
い
な
い
の
で
美
味
し
い
と
い
う
も
の
で

は
な
い
が
、
食
べ
る
と
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
い
う
。
お
白
餅
は
米
を
す
り
鉢

で
三
〇
分
ほ
ど
す
っ
て
、
水
を
入
れ
て
練
る
。
米
は
う
る
ち
米
で
水
に
一
晩

漬
け
て
お
く
。
水
分
が
足
り
な
い
と
硬
く
な
る
。

⑥
コ
ト
の
送
り
の
行
程

コ
ト
の
送
り
は
宿
で
準
備
を
し
て
か
ら
出
発
す
る
。
四
キ
ロ
ほ
ど
の
行
程

は
徒
歩
で
あ
っ
た
が
、午
後
か
ら
出
発
し
て
も
歩
い
て
回
り
き
れ
た
と
い
う
。

歩
い
て
回
る
時
は
、
一
升
瓶
と
杯
を
持
ち
、
各
家
々
や
辻
で
待
つ
人
に
、「
お

白
餅
」
を
分
け
、
酒
を
一
杯
ず
つ
配
っ
た
。　

お
白
餅
は
箸
だ
と
滑
る
の
で
、
送
り
笹
竹
の
マ
ン
ダ
ケ
の
葉
を
取
っ
て
、

そ
れ
で
す
く
っ
て
手
渡
す
。
子
供
は
そ
の
場
で
な
め
て
し
ま
う
。

オ
カ
グ
ラ
を
担
ぐ
の
は
大
人
で
あ
る
。
コ
ト
の
送
り
は
大
人
の
行
事
で
あ

る
が
、
子
供
が
付
い
て
歩
い
て
、
旗
（
送
り
笹
竹
）
を
集
め
て
手
伝
っ
て
い

た
。
鉦
や
太
鼓
や
掛
け
声
も
な
い
が
、
子
供
た
ち
が
騒
い
で
い
る
気
配
で
行

列
が
来
た
こ
と
を
知
り
、
家
か
ら
人
が
出
て
く
る
。
道
端
に
立
っ
て
い
な
い

と
酒
も
お
白
餅
も
受
け
ら
れ
な
い
の
で
、昔
は
辻
々
に
住
民
が
立
っ
て
い
た
。

現
在
も
酒
と
お
白
餅
を
配
る
が
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
は
、
ほ
と
ん
ど
路
上
に
住
民
が
い
な
い
。

下
氏
乗
の
送
り
場
所
に
到
着
す
る
と
、
お
白
餅
も
酒
も
残
っ
た
も
の
は
全

て
処
分
す
る
。
場
所
は
く
る
み
沢
橋
よ
り
上
流
の
大
き
な
岩
が
張
り
出
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
道
か
ら
川
に
向
か
っ
て
投
げ
込
む
。
そ
の
後
解
散
す
る
。

厄
を
も
っ
て
き
て
し
ま
う
の
で
、
直
会
な
ど
は
な
い
。

（二）　

実
施
状
況
《
平
成
二
七
年
三
月
八
日
（
日
）》

①
日
程

　

十
三
時
頃　

貸
又
集
会
所
に
集
合
、
幣
束
・
お
白
餅
作
り
は
集
会
所
内
で
、

オ
カ
グ
ラ
は
玄
関
前
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
で
作
る
。

十
三
時
五
〇
分　

オ
カ
グ
ラ
、
お
白
餅
な
ど
完
成

　
　
　

集
会
所
内
の
片
付
け
、
お
祓
い
の
準
備
（
酒
紙
パ
ッ
ク
）

氏
乗
も
止
め
る
こ
と
を
話
し
合
っ
た
ら
し
い
が
、
明
治
期
は
道
が
な
く
、

簡
単
に
は
医
者
に
掛
か
れ
な
い
の
で
行
事
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
病

気
に
な
ら
な
い
こ
と
を
願
う
こ
の
行
事
で
は
、
安
心
を
得
る
こ
と
が
大
切

だ
っ
た
の
で
、
続
け
ら
れ
て
き
た
と
い
う
。

氏
乗
は
南
東
の
小
川
路
峠
を
越
え
れ
ば
上
村
の
上
町
で
あ
る
が
、
道
が
険

し
い
の
で
ほ
と
ん
ど
交
流
は
な
か
っ
た
。
上
久
堅
の
越
久
保
、
喬
木
村
の
大

島
へ
は
道
が
通
じ
交
流
が
あ
っ
た
が
、
冬
は
閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

飯
田
の
市
街
地
は
、
子
供
の
頃
に
は
一
、二
回
し
か
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
と
い
う
。
足
が
丈
夫
な
の
で
日
帰
り
で
歩
い
て
行
っ
た
。

④
宿
に
つ
い
て

前
述
の
行
事
の
解
説
文
の
よ
う
に
、
か
つ
て
は
最
上
流
の
小
豆
畑
の
多
田

家
と
後
に
大
屋
敷
（
屋
号
）
の
二
軒
が
一
年
お
き
に
宿
と
な
っ
て
い
た
。
宿

は
、
当
番
が
行
事
の
準
備
を
行
う
場
所
で
あ
る
。
そ
の
後
、
小
豆
畑
の
多
田

家
だ
け
が
宿
と
な
り
、
平
成
二
〇
年
頃
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
御
庚
申
堂
・

貸
又
集
会
所
を
宿
と
し
て
準
備
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

か
つ
て
は
毎
年
当
番
が
変
わ
っ
て
も
、
小
豆
畑
の
多
田
家
で
オ
カ
グ
ラ
な

ど
の
作
り
方
を
細
か
く
教
え
て
く
れ
た
の
で
覚
え
る
必
要
が
な
か
っ
た
が
、

現
在
は
当
番
だ
け
の
作
業
な
の
で
、
オ
カ
グ
ラ
の
作
り
方
、
幣
束
の
切
り
方

な
ど
サ
ン
プ
ル
や
メ
モ
を
作
り
、
翌
年
へ
の
申
し
送
り
と
し
て
い
る
。

⑤
オ
カ
グ
ラ
に
つ
い
て
（
萩
原
博
明
氏
、
製
作
中
の
話
）

「
こ
れ
は
「
オ
カ
グ
ラ
」
と
い
う
が
、
昔
は
「
オ
ヨ
メ
サ
ン
（
サ
マ
）」
と

も
い
っ
た
。
凶
事
な
も
の
な
の
で
、
向
こ
う
へ
行
っ
た
ら
び
ち
ゃ
る
（
捨
て

る
）。「
オ
ヨ
メ
サ
ン
」
と
い
う
の
は
家
を
出
る
と
二
度
と
帰
っ
て
こ
な
い
と

い
う
意
味
で
、
昔
は
戻
ら
ん
も
ん
だ
っ
た
ん
だ
が
の
。」

「
オ
カ
グ
ラ
の
輪
に
幣
束
が
四
本
立
っ
て
い
る
が
、
昔
は
三
本
で
三
角
形

に
配
置
す
る
。
手
前
が
開
い
て
い
て
、
厄
が
入
り
向
こ
う
側
が
幣
束
で
閉
じ

て
あ
る
の
で
留
ま
る
。
だ
か
ら
後
ろ
を
向
く
と
手
前
の
口
か
ら
厄
が
出
て

行
っ
て
し
ま
う
と
昔
の
人
は
言
っ
て
い
た
。
担
ぐ
人
は
下
ろ
し
て
は
い
け
な

い
、
つ
ま
づ
い
て
は
い
け
な
い
、
も
ち
ろ
ん
転
ん
で
は
い
け
な
い
の
で
、
始

め
か
ら
終
わ
り
ま
で
一
人
で
担
い
だ
。
オ
カ
グ
ラ
自
体
は
軽
い
も
の
で
は
あ

る
が
、
神
送
り
の
道
中
は
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
、
最
後
ま
で
一
人
で

担
ぐ
の
は
大
変
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
〇
年
代
末
頃
か
ら
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
巡
回
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
オ

〔
写
25
〕
子
供
が
手
伝
っ
て
辻
の
旗
を
集
め
る

〔
写
23�
〕
集
会
所
前
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
で
オ
カ
グ
ラ

を
作
る

〔
写
24
〕
集
会
所
（
庚
申
堂
）
で
オ
カ
グ
ラ
を
供
え
て
祝
う
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（
コ
ト
送
り
）
旧
暦
二
月
八
日
、
平
成
二
七
年
三
月
二
七
日
（
金
）

場　

所　
（
コ
ト
念
仏
）
無
量
庵
（
大
和
知
の
お
堂
）

　
　
　
　
（
コ
ト
送
り
）
集
会
所
前
か
ら
集
落
巡
回
、
Ａ
・
Ｂ
二
コ
ー
ス
が

あ
る
。

行
事
の
特
徴　

輪
手
と
呼
ぶ
藁
の
輪
の
ミ
コ
シ
を
担
い
で
集
落
を
巡
回
す

る
。
現
在
、
念
仏
は
コ
ト
送
り
と
は
別
の
行
事
と
し
て
一
月
に
行

わ
れ
て
い
る
。

話　

者　

横
前
兼
雄
氏（
昭
和
九
年
生
）、小
沢
利
広
氏（
昭
和
二
一
年
年
生
）、

横
前
清
氏
（
昭
和
十
年
生
）
ほ
か
、
大
和
知
の
皆
さ
ん

参
加
者　

六
名
（
男
三
名
、
女
三
名
）
子
供
一
名
（
男
）

地
区
の
状
況　

大
和
知
区
（
五
五
戸
）
一
六
三
名

　

第
一
常
会
〈
二
〇
戸
〉　

　
　
　
　
　
　

上
（
八
戸
）、 

下
の
一
（
六
戸
）、
下
の
二
（
六
戸
）

　

第
二
常
会
〈
十
四
戸
〉　

　
　
　
　
　
　

第
二
（
七
戸
）、
南
（
四
戸
）、
協
同
（
三
戸
）

　

第
三
常
会
〈
二
一
戸
〉　

　
　
　
　
　
　

一
（
六
戸
）、
二
（
五
戸
）、 

三
（
四
戸
）、
四
（
六
戸
）

大
和
知
の
神
社
は
大や
ま
と
し
ゃ

和
社
と
い
い
、
神
職
（
シ
オ
様
）
は
忠た
だ
ひ
ら平

家
で
屋
号

は
神じ
ん
で
ん田

。
竜
東
（
天
竜
川
の
東
側
）
は
シ
オ
様
の
い
る
地
区
が
少
な
い
と
い

わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
シ
オ
様
は
コ
ト
送
り
行
列
に
は
参
加
し
な
い
。

大
和
知
に
は
神
田
と
は
別
に
「
禰ね

ぎ

や
宜
屋
」
と
い
う
屋
号
の
家
が
あ
る
が
、

長
年
神
事
に
は
関
わ
っ
て
い
な
い
。

（一）　

行
事
の
概
要

①
行
事
の
変
化
の
概
要

横
前
兼
雄
氏
に
よ
る
と
、
大
和
知
で
は
昭
和
二
〇
年
代
頃
ま
で
コ
ト
念
仏

と
コ
ト
送
り
を
旧
暦
二
月
八
日
に
行
っ
て
い
た
。
無
量
庵
で
行
う
コ
ト
念
仏

が
終
わ
る
と
鉦
と
太
鼓
を
持
っ
て
村
内
を
回
り
、
二
箇
所
（
現
在
と
同
じ
）

に
隔
年
で
風
の
神
を
送
っ
た
。
六
軒
ご
と
の
屋や
じ
ゅ
ん順
（
家
の
あ
る
順
番
）
で
回

る
宿や
ど
ば
ん番
（
宿
、
当
番
）
は
、
コ
ト
念
仏
と
コ
ト
送
り
の
両
者
の
準
備
を
行
い
、

執
り
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

現
在
で
は
、
念
仏
は
一
月
の
中
旬
か
ら
下
旬
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

「
数
珠
回
し
」
と
呼
び
コ
ト
送
り
と
は
別
の
行
事
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
コ

十
四
時
三
八
分　

お
祓
い
（
二
礼
二
拍
手
一
礼
）

十
四
時
四
〇
分　
「
神
送
り
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
乾
杯
。」

　
　
　
「
氏
乗
区　

事
の
神
送
帳　

平
成
二
十
四
年
新
調
」
に
記
帳

　
　
　
「
平
成
二
十
七
年

　
　
　

  

当
番

　
　
　

  

下　
　
　
　
　

本
島
喜
代
美

　
　
　

  

中
反　
　
　
　

萩
原
博
明

　
　
　

  

貸
又
・
本
谷　

多
田
俊
文

　
　
　

  

菓
子　

二
斤

　
　
　

  

酒　
　

一
升

　
　
　

肴
は
当
番
各
自
五
百
円
集
金
し
こ
れ
に
当
て
る

　
　
　

お
白
餅
に
は
上
新
粉
使
用

　
　
　
　
　
　

庚
申
堂　

平
成
二
十
七
年
三
月
八
日
」

※�

上
新
粉
と
記
載
し
た
が
、
本
物
の
う
る
ち
米
一
合
を
使
用
し
、
当
番

の
三
名
は
一
人
五
百
円
ず
つ
出
し
て
、
茶
菓
子
を
買
っ
て
き
た
。

十
五
時
十
五
分　

コ
ト
の
送
り
に
出
発
（
発
車
）

　
　
　

軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
、
乗
用
車
２
台

　
　
　

大
人
４
名
、
子
供
４
名
が
分
乗

十
五
時
二
〇
分　

小
豆
畑
経
由

十
五
時
五
五
分　

道
端
の
住
民
に
酒
を
つ
ぐ
（
一
名
）

十
六
時
三
分　
　

お
白
餅
を
住
民
に
配
る
（
一
名
）

十
六
時
十
六
分　

小
川
川
の
く
る
み
沢
上
に
到
着

　
　

◉
集
め
た
送
り
笹
竹
は
、
合
計
二
四
本

　
　
　

送
り
笹
竹
と
オ
カ
グ
ラ
を
担
ぐ
。

十
六
時
二
〇
分　

大
岩
の
脇
に
送
り
笹
竹
と
オ
カ
グ
ラ
を
送
る
。

　
　
　

残
っ
て
い
た
お
白
餅
を
分
け
て
食
べ
重
箱
だ
け
持
ち
帰
る
。

十
六
時
三
〇
分　

解
散
、
残
っ
た
お
菓
子
を
食
べ
る
。

■
（
下
伊
那
郡
）
喬
木
村
大
和
知　
【
一
覧
表
・
地
図
番
号
17
】

七
、
大お
お

和わ

知ち

、
コ
ト
念
仏
・
コ
ト
送
り

地
元
の
呼
び
方　

コ
ト
念
仏
、
コ
ト
送
り

行
事
日　
（
コ
ト
念
仏
）
平
成
二
七
年
一
月
十
七
日
（
土
）

〔
写
27�

〕
小
川
川
の
大
岩
の
脇
で
川
に
オ
カ
グ
ラ
を
投
げ

る
・
氏
乗

〔
写
26
〕
旗
を
集
め
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ぶ
・
氏
乗
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し
て
水
で
練
っ
た
お
白
餅
を
も
ら
っ
た
。
手
の
平
に
少
し
ず
つ
で
あ
る
が
、

そ
の
ま
ま
食
べ
て
い
た
。
昔
の
何
も
な
い
時
代
で
も
美
味
し
く
は
な
か
っ
た

が
、
風
邪
を
引
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
子
供
も
大
人
も
食
べ
て
い
た
。

お
白
餅
が
配
ら
れ
た
の
は
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
ま
で
で
あ
る
。「
祭

費
帳
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
昭
和
三
一
年　

事
送
祭
費
帳　

旧
弐
月
八
日

　
　
　

記

　

金
拾
円　

色
紙
代

　

白
米
六
合

　

御
白
餅
用　

壱
戸
壱
合
宛

　

藁　

中
折

　

右　

宿
番
ニ
テ
寄
付
」

と
あ
り
、
米
六
合
分
で
御
白
餅
を
作
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
が

「
昭
和
四
十
四
年　

御
事
送
祭
費
帳　

四
月
八
日

　
　
　

記

　

一
、
金
参
百
円

　
　
　

当
村
会
計
よ
り
収
入

　

一
、
金
参
拾
円

　
　
　

色
紙　

中
折　

代

　

一
、
金
弐
百
七
拾
円

　
　
　

子
供
に
分
配
せ
る
菓
子
代

　

一
、
藁
代

本
年
は
お
白
餅
を
廃
し
代
っ
て
宿
番
壱
戸
拾
五
円
宛
を
寄
付
し
合
計
金

九
拾
円
を
菓
子
と
し
て
子
供
に
く
ば
る
」

現
在
は
子
供
の
参
加
者
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
参
加
者
の
直
会
の
茶
菓
子
代

と
し
て
い
る
。

⑤
輪
手
作
り

当
番
の
六
軒
は
午
前
中
に
輪
手
作
り
を
行
う
。
竹
を
準
備
し
藁
で
輪
を
作

り
、
シ
オ
様
（
神
職
）
に
四
本
の
幣
束
を
作
っ
て
も
ら
い
立
て
る
。
進
行
方

向
正
面
が
赤
で
他
の
三
本
が
白
い
幣
束
で
あ
る
。
二
本
の
竹
の
担
ぎ
棒
を
取

り
付
け
れ
ば
で
き
あ
が
り
で
あ
る
。
当
番
二
人
で
輪
手
を
担
い
で
、
手
分
け

し
て
太
鼓
と
鉦
を
叩
き
な
が
ら
村
を
巡
り
、
道
筋
の
旗
を
集
め
て
歩
く
。

ト
送
り
は
、
今
日
で
も
旧
暦
二
月
八
日
に
六
軒
ご
と
の
当
番
が
行
っ
て
い
る

が
、
一
月
の
念
仏
は
隣
組
（
各
常
会
の
組
）
単
位
で
別
の
当
番
が
行
っ
て
い

る
。
念
仏
は
仏
事
、
コ
ト
送
り
は
神
事
と
い
う
住
民
も
多
い
。
コ
ト
送
り
は

風
邪
の
神
を
送
っ
て
、
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
も
の
で
あ
る
。

②
一
月
の
「
数
珠
回
し
」

平
成
二
七
年
の
数
珠
回
し
の
念
仏
は
、一
月
十
七
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
。

第
一
常
会
（
二
〇
戸
）
の
上
組
合
（
八
戸
）
が
当
番
で
六
軒
が
参
加
し
、
三

回
ほ
ど
回
し
た
と
い
う
。
当
番
が
御
札
を
刷
っ
て
全
戸
に
配
っ
た
。

御
札
は
「
家
内
安
全
」「
蚕
玉
様
」「
大
念
仏
百
万
遍
」
な
ど
と
書
い
て
あ

る
も
の
で
、
三
種
類
あ
る
。
昔
は
養
蚕
が
主
産
業
だ
っ
た
の
で
、「
蚕
玉
様
」

も
大
切
だ
っ
た
。

③�

か
つ
て
の
コ
ト
念
仏
と
コ
ト
送
り 

（
昭
和
二
〇
年
代
頃
、
横
前
兼
雄
氏
の
話
）

昭
和
二
〇
年
代
頃
の
コ
ト
念
仏
と
コ
ト
送
り
は
、無
量
庵
が
拠
点
だ
っ
た
。

無
量
庵
に
大
き
な
数
珠
が
あ
る
。
か
つ
て
は
午
後
二
時
頃
集
ま
っ
て
、
当
番

の
六
軒
の
家
人
で
「
ナ
ン
マ
イ
ダ
ブ
」
を
唱
え
、
数
珠
を
回
し
た
。
鉦
の
有

無
は
記
憶
が
な
い
と
い
う
。
形
式
的
で
は
あ
る
が
、
大
き
な
珠
が
来
た
ら
頭

を
下
げ
て
拝
む
。
数
珠
回
し
は
六
人
で
行
う
が
他
の
大
人
や
子
供
が
参
加
し

て
も
よ
い
。
昔
は
コ
ト
念
仏
も
コ
ト
送
り
も
子
供
が
い
っ
ぱ
で
、
二
〇
人
ぐ

ら
い
は
い
た
と
い
う
。

コ
ト
送
り
は
念
仏
を
行
っ
た
無
量
庵
か
ら
鉦
と
太
鼓
、
準
備
し
て
お
い
た

輪わ

て手
（
藁
の
輪
の
か
つ
ぎ
も
の
）
を
担
い
で
出
発
し
た
。
当
時
は
多
く
の
家

が
旗
（
笹
竹
）
を
出
し
て
い
た
の
で
、
巡
回
の
道
筋
は
現
在
の
コ
ー
ス
よ
り

大
回
り
で
あ
っ
た
。
大お
お
び
ら平

（
北
西
の
隅
）
の
住
民
は
、
富
田
境
の
馬
草
田
近

く
の
辻
ま
で
旗
を
出
し
に
来
て
い
た
。

輪
手
と
旗
を
送
る
場
所
は
二
箇
所
あ
り
、
横
前
昌
文
（
悦
郎
）
宅
裏
側
の

山
、
横
前
和
子
宅
奥
の
山
林
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
山
で
、
川
に
直
接
送
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
小
川
川
に
向
か
っ
て
い
る
。
前
者
を
Ａ
コ
ー
ス
後
者
を
Ｂ

コ
ー
ス
と
呼
び
、
隔
年
で
巡
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
近
年
は
距
離

が
短
い
Ａ
コ
ー
ス
が
続
い
て
い
る
と
い
う
。

行
列
で
は
鉦
と
太
鼓
は
叩
く
が
、
古
く
か
ら
唱
え
言
葉
は
い
わ
な
い
。

④
コ
ト
送
り
の
お
白
餅

か
つ
て
は
コ
ト
送
り
が
終
わ
っ
て
、
無
量
庵
に
戻
る
と
米
を
す
っ
て
粉
に

〔
写
28
〕
行
事
に
使
わ
れ
た
太
鼓
の
墨
書

コ
ト
送
り
に
使
わ
れ
、
破
損
し
て
廃
棄
し
よ
う
と
し
た
、

締
太
鼓
の
刳
抜
き
胴
の
内
側
に
墨
書
が
あ
っ
た
。

「
施
主
神
主　

忠
平
相
模
正
福　

同　

□
□
」
と
あ
り
、

次
に
各
職
人
の
賃
金
年
号
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
辛
亥　

富
ノ
祭
二
月
十
七
日
」

さ
ら
に
左
端
に
古
い
年
号
が
あ
る
。

「（
安
）
永
七
年
（
一
七
七
八
）
戌　

二
月
吉
日

コ
ノ
里　

神
主　
　

忠
平
石
見
」

い
つ
頃
か
ら
コ
ト
送
り
に
使
わ
れ
始
め
た
か
は
定
か
で
な

い
。
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ミ
コ
シ
の
中
央
の
藁
の
輪
を
「
輪
手
」、
さ
ら
に
ミ
コ
シ
全
体
も
輪
手
、

ミ
コ
シ
と
呼
ん
で
い
た
。「
オ
カ
グ
ラ
」
と
は
呼
ば
な
か
っ
た
と
い
う
。

平
成
十
年
頃
、
大
和
社
の
拝
殿
を
解
体
し
た
時
に
、
大
変
細
い
角
材
で
作

ら
れ
た
四
角
い
神
輿
形
の
か
つ
ぎ
も
の
が
天
井
裏
か
ら
二
基
出
て
き
た
。
当

時
、
九
〇
代
の
古
老
た
ち
は
「
こ
れ
は
神
送
り
で
担
ぐ
も
の
だ
」
と
言
っ
て

い
た
と
い
う
。
輪
手
の
担
ぎ
方
も
、
時
代
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

⑥
各
家
庭
に
て
・
旗
の
作
り
方

笹
竹
と
紙
の
旗
（
短
冊
）
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
を
「
旗
」
と
呼
ん
で
い

る
。
旗
に
は
「
奉
納　

風
の
神
御
事
送
り　

馬
馬
馬
」
と
書
く
。
馬
は
家
族

の
人
数
分
書
く
。

旗
の
地
の
紙
は
白
・
赤
・
緑
・
白
・
赤
・
緑
の
順
に
貼
り
あ
わ
せ
た
色
紙

を
使
う
。
竹
は
マ
ン
ダ
ケ
（
主
に
ス
ズ
ダ
ケ
な
ど
の
笹
類
）
で
、
頭
に
は
ニ

ボ
シ
一
～
二
匹
と
家
族
全
員
の
盆
の
窪
の
毛
を
紙
に
包
み
、
水
引
で
し
ば
っ

て
お
く
。
家
に
よ
り
異
な
る
が
、
現
在
は
洗
米
を
入
れ
る
家
が
多
い
。
旗
は

午
前
中
に
辻
に
出
し
て
お
く
。

（二）　

実
施
状
況
《
平
成
二
七
年
三
月
二
七
日
（
旧
暦
二
月
八
日
）》

平
成
二
七
年
は
小
沢
利
広
氏
（
昭
和
二
一
年
生
）
か
ら
六
軒
が
当
番
（
宿

番
、
宿
）
で
小
沢
氏
が
世
話
役
（
当
番
頭
）
で
あ
っ
た
。

①
準
備

現
在
の
神
送
り
は
、
藁
の
輪
作
り
な
ど
下
準
備
を
し
て
、
お
宮
の
集
会
所

に
午
後
二
時
に
集
ま
る
。

藁
の
輪
、
直
径
五
〇
セ
ン
チ
（
外
径
）、
幣
束
は
四
本
、
正
面
が
赤
色
で

あ
と
の
三
本
は
白
い
紙
垂
の
幣
束
を
差
す
。
幣
束
は
宮
司
の
忠
平
氏
（
現
区

長
）
が
作
る
。
輪
手
の
担
ぎ
棒
の
竹
の
長
さ
二
・
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
る
。

太
鼓
と
鉦
は
昨
年
新
調
し
た
。

順
路
は
過
去
三
年
間
Ａ
コ
ー
ス
だ
っ
た
の
で
、
平
成
二
七
年
は
Ｂ
コ
ー
ス

と
し
た
。
参
加
者
の
古
老
の
中
に
は
、「
う
る
う
年
に
は
コ
ー
ス
を
変
え
る
」

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
人
も
い
た
。

②
日
程

十
三
時
四
五
分　

準
備
開
始
（
輪
は
当
番
頭
が
前
日
に
作
っ
た
）

十
四
時
十
五
分　

出
発

十
四
時
五
六
分　

Ｂ
地
点
着
（
十
二
本
集
め
て
送
っ
た
）

●

◉

◉

●

●

● ●

●

●

B コース

大平

A コース

大和社

社務所

（旗・8 本）

（旗・1 本）

（旗・2 本）

無量庵

無量庵
かつてコト念仏を行い、コト送りの出発地
点であった。巡回のコースは点線部分を含
み、今日より大回りであった。現在は大和
社の社務所前の広場で準備を行い出発して
いる。無量庵では、１月に念仏も行われて
いる。

（旗・1 本）※かつてのコース

大平など西の住民は
この辻まで来て、旗
を立てていた。

0　           100　        200　         300 ｍ

N

小川川

平成 27 年は 12 本の
旗を集めて送った。

【図 11】大和知・現在とかつての巡回コース （喬木村全図一万分の一に加筆）
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十
五
時
二
〇
分　

直
会

行
列
の
順
番
は
、
鉦
（
男
）
と
太
鼓
（
男
）、
輪
手
（
男
二
人
）、
旗
（
女

二
人
）、
子
供
（
一
人
、
春
休
み
中
）。
コ
ー
ス
は
旧
道
、
赤
ス
ジ
、
最
後
は

雑
木
林
の
中
を
歩
い
た
。

③
旗
の
出
る
家
、
出
な
い
家

平
成
二
七
年
は
回
収
し
た
旗
が
十
二
本
（
全
五
五
戸
）
で
あ
っ
た
。
昭
和

五
〇
年
代
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
の
家
が
旗
を
出
し
て
い
た
の
で
五
〇
本
近
く
集

ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
平
成
に
入
っ
て
少
な
く
な
っ
た
。

七
〇
歳
代
の
お
年
寄
り
が
元
気
な
家
庭
で
、「
明
日
は
コ
ト
送
り
だ
か
ら

旗
を
出
し
な
さ
い
」
と
し
っ
か
り
意
見
が
言
え
る
家
は
旗
が
で
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
息
子
や
嫁
が
「
仕
事
に
行
く
の
が
忙
し
い
ん
で
す
」
と
言
う
よ
う

に
な
る
と
、
そ
の
家
は
旗
が
出
な
く
な
る
と
い
う
。

④
コ
ト
ボ
タ
モ
チ

昔
は
「
コ
ト
ボ
タ
モ
チ
」
を
旧
二
月
八
日
朝
に
作
っ
て
昼
に
食
べ
た
。
近

年
は
夜
に
食
べ
る
と
も
い
う
。

平
成
二
七
年
は
旧
暦
二
月
八
日
が
三
月
二
七
日
で
、
春
分
の
日
よ
り
後
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
年
は
春
彼
岸
に
ボ
タ
モ
チ
を
作
ら
な
い
と
い
う
家
も
あ

る
。「
コ
ト
送
り
」
の
「
コ
ト
ボ
タ
モ
チ
」
よ
り
早
く
ボ
タ
モ
チ
を
作
っ
て

は
い
け
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

■
（
下
伊
那
郡
）
喬
木
村
大
島　
【
一
覧
表
・
地
図
番
号
18
】

八
、
大
島
、
コ
ト
送
り
・
念
仏

地
元
の
呼
び
方　

コ
ト
送
り
、
念
仏

行
事
日　

両
者
と
も
に
二
月
八
日
（
昭
和
六
〇
年
ご
ろ
に
中
断
）

場　

所　

コ
ト
送
り
は
集
落
域
、
念
仏
は
阿
弥
陀
堂
（
会
所
）。

行
事
の
特
徴　

コ
ト
送
り
を
朝
に
済
ま
せ
て
、午
後
に
念
仏
と
直
会
を
行
う
。

話　

者　

区
長
・
山
内
光
明
氏
（
昭
和
十
六
年
生
）、
山
上
賢
亮
氏
（
昭
和

十
六
年
生
）、
筒
井
正
司
氏
（
昭
和
十
八
年
生
、
村
議
会
議
員
）

地
区
の
状
況　

大
島
の
四
つ
の
常
会
（
下
流
側
か
ら
）

　
　
　

牧
畑
、
西
村
、
中な
か
だ
い
ら平、
上
か
み
だ
い
ら平

　
　
　

戸
数
と
人
口
・
昭
和
四
一
年　

七
二
戸　

三
六
〇
人

　
　
　
　
　

  　
　
　

 

平
成
二
七
年　

四
四
戸　

九
八
人　
　

【
図
12
】
喬
木
村
大
島
地
区
・
か
つ
て
の
コ
ト
送
り
の
コ
ー
ス
図

〔
写
30
〕
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
帯
を
行
列
が
行
く

〔
写
29
〕
色
紙
を
貼
り
あ
わ
せ
た
旗

●

●
●●

◉

上  平

中  平西  村

常会の境

常会境

常会境

大島公民館、裏に旧 . 阿弥陀堂

かつてのコト送りのコース
●：コト送り竹を置く辻

木地師の屋敷跡
木地師の墓

旧道
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と
も
い
う
。
マ
ン
ダ
ケ
に
は
絵
馬
以
外
は
な
に
も
付
け
な
か
っ
た
。

④
コ
ト
送
り

コ
ト
送
り
は
午
前
八
時
ご
ろ
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
各
家
で
は
「
早
く
出
さ

な
い
と
、
置
い
て
行
か
れ
ち
ゃ
う
」
な
ど
と
言
っ
て
い
た
。

当
番
が
歩
く
道
筋
は
今
の
県
道
で
本
道
と
い
う
。
そ
の
本
道
の
六
ヶ
所
ほ

ど
の
辻
に
竹
が
置
か
れ
て
い
る
。
昔
は
念
仏
を
や
る
日
の
朝
に
「
風
の
神
、

外
へ
出
て
行
け
」
と
い
い
な
が
ら
各
部
屋
を
祓
い
、「
風
の
神
お
馬
に
乗
れ
」

と
言
い
な
が
ら
辻
ま
で
持
っ
て
い
け
と
教
わ
っ
た
。
辻
に
は
コ
ト
送
り
竹
が

立
っ
て
い
て
、
そ
の
脇
を
を
通
る
と
き
は
つ
ば
を
は
き
か
け
ろ
と
年
寄
り
に

教
え
ら
れ
た
と
い
う
。

か
つ
て
七
〇
戸
の
時
代
に
は
五
〇
本
ほ
ど
の
コ
ト
送
り
竹
が
集
ま
っ
た
。

集
め
て
歩
く
こ
と
を
「
追
い
払
い
」
と
い
い
、
十
軒
の
当
番
の
内
三
～
四
軒

が
割
り
振
ら
れ
、
分
か
れ
て
集
め
て
い
た
。
コ
ト
送
り
竹
を
集
め
る
当
番
は

大
人
で
、子
供
の
行
事
で
は
な
い
た
め
、子
供
が
付
い
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ

た
と
い
う
。

コ
ト
送
り
竹
を
送
る
場
所
は
、
県
道
の
加
々
須
の
境
で
、
日ひ
か
げ
ざ
か

影
坂
と
か

灯ひ
け
し
ば
こ

消
箱
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
灯
消
箱
は
電
気
が
通
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
、
ト

ラ
ン
ス
が
設
置
し
て
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
県
道
は
昭
和
十
一
年
ご
ろ
自
動

車
が
通
れ
る
広
さ
に
な
り
、
昭
和
三
二
年
に
バ
ス
が
開
通
し
た
。
こ
の
県
道

の
下
の
加
々
須
川
の
対
岸
（
南
側
）
に
旧
道
が
あ
り
、
岩い
わ
が
ん
の
ん

観
音
と
い
う
祠
が

あ
る
。
そ
こ
に
向
か
っ
て
県
道
か
ら
、
集
め
た
コ
ト
送
り
竹
を
投
げ
込
ん
で

い
た
。
旧
道
時
代
は
岩
観
音
に
直
接
送
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
四
〇
年
代
末
に
は
、
コ
ト
送
り
竹
を
出
す
人
も
減
り
始
め
た
。

⑤
念
仏
に
つ
い
て

念
仏
は
「
念
仏
」「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
」
古
く
は
「
ナ
ン
ベ
ェ
ナ
ン
ボ
」
と

も
呼
ば
れ
た
。
念
仏
を
あ
え
て
「
コ
ト
念
仏
」
と
は
呼
ば
な
か
っ
た
が
、
コ

ト
送
り
を
行
う
と
い
え
ば
、
念
仏
も
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
当
番
は
念
仏

が
始
ま
る
前
に
、
版
木
を
使
っ
て
御
札
を
刷
っ
て
お
く
。
御
札
に
は
「
奉
修

御
祈
祷
百
万
遍
如
意
攸ゆ
う

」
と
書
か
れ
、
皆
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
。
版
木
の

裏
に
は
「
昭
和
十
二
年
二
月
八
日　
（
家
印
）」
と
あ
る
。

念
仏
は
午
後
一
時
ご
ろ
か
ら
行
っ
た
。
当
番
が
鉦
を
叩
き
、
十
五
～
二
〇

分
ぐ
ら
い
「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
、
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
」
と
唱
え
て
い
た
。
数
珠
は

長
さ
約
九
・
八
メ
ー
ト
ル
で
、
大
珠
１
個
、
中
１
個
、
珠
は
八
〇
四
個
あ
る
。

（一）　

行
事
の
概
要

①
年
番
制
度

大
島
に
は
「
年
番
制
度
」
が
あ
っ
て
、
十
軒
ず
つ
が
一
年
間
、
当
番
に
な

る
。
常
会
な
ど
に
関
わ
り
な
く
道
に
沿
っ
た
回
り
番
で
あ
る
。
コ
ト
送
り
だ

け
で
な
く
他
の
行
事
に
も
用
い
ら
れ
る
の
で
、
現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
。
今

は
四
〇
戸
余
な
の
で
、
四
年
に
一
回
ほ
ど
で
当
番
が
回
っ
て
く
る
。
今
年
は

西
村
常
会
か
ら
九
名
と
中
平
か
ら
一
軒
の
合
計
十
軒
で
あ
る
。
体
の
不
自
由

な
人
と
空
き
家
は
外
し
て
い
く
。

年
番
は
五
月
八
日
の
花
祭
り
も
担
当
す
る
。
さ
ら
に
「
小こ
ま
つ祭

り
」
と
呼
ぶ

小
さ
な
神
様
の
祭
り
が
十
余
箇
所
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
な
祠
が
あ
っ
て
、

山
の
神
、
秋
葉
様
、
津
島
様
、
蚕
玉
様
な
ど
が
散
在
し
、
祭
り
日
が
決
ま
っ

て
い
る
。
一
～
三
名
で
手
分
け
し
て
、
幣
束
と
御
神
酒
を
供
え
て
お
祀ま
つ

り
す

る
。
一
年
間
の
行
事
の
分
担
が
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
コ
ト
送
り
の
担
当
者

は
十
人
の
内
、
三
～
四
名
で
手
分
け
し
て
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

②
念
仏
と
コ
ト
送
り

大
島
で
は
曜
日
に
関
わ
ら
ず
二
月
八
日
の
朝
に
各
家
が
出
し
た
笹
竹
を
集

め
る
コ
ト
送
り
を
行
い
、
午
後
に
念
仏
と
直
会
を
行
っ
て
い
た
。

か
つ
て
は
現
在
の
公
民
館
の
裏
側
に
、明
治
期
か
ら
「
会
所
」
と
呼
ば
れ
、

阿
弥
陀
堂
を
兼
ね
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
こ
で
念
仏
を
行
っ
て
い
た
。

コ
ト
送
り
は
、
昭
和
六
〇
年
ご
ろ
、
笹
竹
を
出
す
人
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な

り
中
断
し
た
。

③
各
家
の
準
備

各
家
で
は
マ
ン
ダ
ケ（
お
も
に
ス
ズ
ダ
ケ
）を
一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
に
伐
っ

て
き
て
、
そ
れ
に
「
絵
馬
」
を
取
付
け
た
。
絵
馬
と
は
中
折
（
紙
）
を
四
つ

折
り
に
し
て
切
っ
た
十
五
セ
ン
チ
角
ほ
ど
の
紙
に
刷
っ
た
木
版
画
の
こ
と
で

あ
る
。
一
辺
を
切
っ
て
こ
よ
り
状
に
し
て
、
一
本
の
マ
ン
ダ
ケ
に
二
～
三
枚

の
絵
馬
を
む
す
び
つ
け
た
。

絵
柄
は
人
物
が
馬
を
曵
い
て
い
る
も
の
、
猿
が
馬
に
乗
っ
て
い
る
も
の
で

あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
粗
削
り
な
絵
柄
だ
っ
た
の
で
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
各
家

で
彫
っ
た
の
だ
ろ
う
。
市
販
と
か
、
注
文
を
受
け
て
作
っ
て
い
た
人
な
ど
は

い
な
か
っ
た
と
い
う
。
版
木
の
な
い
人
は
文
字
で
「
馬
」
と
書
い
て
い
た
。

こ
の
絵
馬
を
取
付
た
マ
ン
ダ
ケ
を「
コ
ト
送
り
竹
」と
呼
ん
だ
。
単
に「
笹
」

〔
写
31
〕
本
道
（
県
道
）
か
ら
見
た
加
々
須
川
と
「
岩
観
音
」

加
々
須
川

岩
観
音

●

●
◉
▼

牧  畑

岩観音

常会境

0　　     　           250                     500m

N

（
喬
木
村
全
図
一
万
分
の
一
に
加
筆
）

旧道
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小
ぶ
り
で
整
っ
た
珠
の
数
珠
で
、
専
門
の
職
人
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

念
仏
が
終
わ
る
と
お
茶
と
か
ド
ブ
ロ
ク
と
か
が
出
た
。
参
加
者
は
、
多
い

時
に
は
三
〇
名
く
ら
い
で
、
一
軒
か
ら
の
人
数
や
性
別
も
決
ま
り
は
な
か
っ

た
。
ほ
と
ん
ど
の
家
で
ド
ブ
ロ
ク
を
作
っ
て
い
た
の
で
、
皆
が
集
ま
る
と
ド

ブ
ロ
ク
で
宴
会
に
な
っ
た
。

（二）　

大
島
集
落
に
つ
い
て

①
大
島
神
社
の
「
五
社
殿
」

か
つ
て
大
島
に
は
四
つ
の
地
区
が
共
に
行
う
祭
り
が
な
く
、
大
島
神
社
の

「
五
社
殿
」
の
祭
り
は
、
平
成
に
な
っ
て
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
区

内
の
姓
の
五
つ
、
佐
々
木
・
筒
井
・
小
椋
・
内
山
・
山
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

姓
の
氏
神
が
決
ま
っ
て
い
て
五
つ
の
祠
が
並
ん
で
い
る
。
佐
々
木
姓
は
天
白

様
、
筒
井
姓
は
八
幡
大
神
、
小
椋
は
小
倉
神
社
、
山
上
・
内
山
姓
は
白
山
社

で
あ
り
、
各
社
村
内
に
あ
っ
た
社
を
昭
和
三
〇
年
頃
、
集
め
て
「
五
社
殿
」

と
し
た
。

②
周
辺
地
域
と
コ
ト
送
り

喬
木
で
は
四し

部ぶ

落ら
く

と
い
っ
て
、大
和
知
、
氏
乗
、
大
島
、
小
川
が
財
産
区

有
林
を
持
っ
て
い
た
。
加
々
須
は
小
川
村
に
入
っ
て
い
た
。
コ
ト
送
り
も
こ

れ
ら
の
地
域
が
単
位
に
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

最
下
流
の
大
沢
が
加
々
須
と
の
境
で
、
加
々
須
に
入
っ
た
と
こ
ろ
の

三さ
ん
ま
い
ぞ
え

枚
添
か
ら
沢
沿
い
に
山
中
に
入
る
と
氏
乗
に
抜
け
ら
れ
る
。

③
大
島
の
木
地
師
と
周
辺
の
生
業

大
島
に
多
く
見
ら
れ
る
内
山
・
小
椋
姓
は
木
地
師
の
別
家
で
あ
る
と
い
う
。

最
も
古
い
家
は
山
上
姓
で
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
か
ら
の
記
録
が
見
ら

れ
る
と
い
う
。
村
内
の
山
に
向
か
う
旧
道
は
馬ま
ご
う合

で
中
口
沢
と
荒
道
沢
に
向

か
う
。
中
口
沢
の
洞
で
木
地
師
が
活
躍
し
、
木
地
屋
敷
と
い
う
字
が
残
り
、

荒
道
沢
に
は
木
地
師
の
墓
が
あ
る
。

木
地
師
の
時
代
は
古
く
、
明
治
以
降
は
林
業
と
炭
焼
き
、
養
蚕
が
主
な
生

業
で
あ
っ
た
。
現
在
見
ら
れ
る
家
屋
は
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
に
養
蚕
で
稼

い
で
建
て
た
も
の
が
多
い
と
い
う
。
ま
た
数
軒
は
牛
車
で
木
材
の
運
搬
を
し

て
い
た
。
下
流
に
帰き
ぎ
ゅ
う
ば
ら

牛
原
と
い
う
村
が
あ
り
、
十
軒
ほ
ど
が
牛
車
に
よ
る
の

運
送
業
を
行
っ
て
い
た
。

〔
写
32
〕
大
島
神
社
の
「
五
社
殿
」

〔
写
33
〕
版
木
（
昭
和
十
二
年
）
の
裏
表
と
御
札

〔
写
34
〕
念
仏
で
使
わ
れ
て
い
た
大
数
珠
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一
、
東
回
り
西
回
り
・
リ
レ
ー
式
コ
ト
の
神
送
り

伊
那
谷
中
部
、
飯
田
市
の
三
地
区
（
千
代
・
龍
江
・
上
久
堅
）
の
十
六
集

落
で
リ
レ
ー
式
の
コ
ト
の
神
送
り
が
、
二
日
が
か
り
で
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
三
地
区
は
、
い
ず
れ
も
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
に
飯
田
市
に
編

入
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ま
で
は
独
立
し
た
村
で
あ
っ
た
。

リ
レ
ー
式
と
は
、
各
集
落
で
集
め
た
笹
竹
や
ミ
コ
シ
な
ど
を
集
落
境
に
送

る
（
放
置
す
る
）
こ
と
で
、
こ
れ
を
受
け
た
隣
の
集
落
は
、
自
ら
の
集
落
の

笹
竹
な
ど
を
加
え
て
、
さ
ら
に
隣
の
集
落
に
送
る
。
最
後
の
集
落
で
は
そ
こ

ま
で
に
加
算
さ
れ
た
総
量
を
送
る
わ
け
で
あ
る
。
他
の
地
区
に
こ
う
し
た
リ

レ
ー
式
の
コ
ト
の
神
送
り
は
見
ら
れ
な
い
。

出
発
点
は
毎
年
、
千
代
地
区
の
芋
平
（
東
回
り
）、
野
池
（
西
回
り
）
の

２
箇
所
で
、
終
着
地
は
北
の
原
（
上
久
堅
地
区
原
平
の
喬
木
村
境
）
で
、
こ

こ
で
笹
竹
や
ミ
コ
シ
な
ど
を
沢
に
投
げ
入
れ
て
送
る
。
な
お
北
の
原
と
い
う

の
は
通
称
で
正
式
な
字
名
で
は
な
い
。

こ
の
東
西
の
リ
レ
ー
式
の
コ
ト
の
神
送
り
は
、
野
池
神
社
を
巡
る
二
集
落

か
ら
始
ま
り
、
標
高
七
七
二
メ
ー
ト
ル
の
神
之
峰
を
東
西
に
迂
回
す
る
二
つ

の
コ
ー
ス
で
、
東
回
り
の
コ
ー
ス
で
は
八
集
落
、
西
回
り
で
も
五
集
落
が
笹

竹
な
ど
を
中
継
す
る
。

西
回
り
で
は
、
さ
ら
に
途
中
で
合
流
す
る
一
集
落
、
終
着
点
の
北
の
原
で

合
流
す
る
二
集
落
が
あ
り
、
合
計
十
六
集
落
が
関
わ
っ
て
い
る
。
二
月
八
日

と
九
日
に
行
わ
れ
、
コ
ー
ス
と
時
間
帯
は
下
の
地
図
の
通
り
で
あ
る
。
な
お

東
側
で
単
独
に
行
う
越
久
保
は
、図
に
記
載
し
て
あ
る
が
四
章
で
報
告
す
る
。

ま
た
、
東
回
り
コ
ー
ス
周
辺
の
森
集
落
と
西
回
り
コ
ー
ス
の
大
鹿
集
落
は

こ
の
リ
レ
ー
式
の
コ
ト
の
神
送
り
に
は
参
加
し
て
い
な
い
。

森
集
落
は
、
飯
田
市
美
術
博
物
館
編
集
・
発
行
の
「
上
久
堅
の
民
俗
」
に

よ
る
と
「
昭
和
四
〇
年
頃
に
途
絶
え
、現
在
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。（
後

略
）」
と
あ
る
。
家
ご
と
の
行
事
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
大
鹿
集

落
も
同
様
で
あ
り
、
平
成
二
六
年
の
調
査
で
は
、
確
か
な
記
憶
が
伝
承
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
も
古
く
か
ら
リ
レ
ー
式
の
コ
ト
の
神
送
り
に
は
加

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
コ
ト
の
神
送
り
に
関
わ
る
十
六
集
落
の
内
、
十
の
集
落
で
コ
ト
の
神

送
り
の
前
後
に
コ
ト
念
仏
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
昭
和
二
〇
年
代
に
芋

リレー方式のコトの神送りコース図 （国土地理院・電子地図に加筆）
〔
図
１
〕
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）・
リ
レ
ー
方
式
の
コ
ト
の
神
送
り
コ
ー
ス
図
と
日
程
、
各
集
落
の
笹
竹
本
数
と
戸
数
・
人
口　
　

※【　

】内
は
行
事
の
呼
び
方

【コトの神送り】笹竹 14 本　【大将荒神】（中断）

● 芋平集会所   2 月 8 日 〈10：20 発〉

芋平（20 戸・50 人）

カジヤの上〈10：35 着→ 13：00 発〉

現在・土林、昔・研屋の上

蛇沼（26 戸・60 人）

小石沢橋〈14：25 着→ 14：25 発〉

平栗（26 戸・60 人）

中沢橋〈14：44 着→ 16：05 発〉

落倉（19 戸・47 人）

小野子（63 戸・155 人）

木山入り〈16：17 着〉〈15：00 発〉

堂平（26 戸・70 人）

2 月 9 日

公民館前〈15：25 着→ 16：50 発〉

● 原平集会所に集合〈17：16 着→ 17：30 発〉

風張（39 戸・117 人）、上平（35 戸・87 人）

◉ 北の原

〈13：21 着→ 14：00 発〉

〈17：40 着〉
笹竹：合計約 72 本

★ここで一泊

２ 

月 

８ 

日
（
日
）

２ 

月 

９ 

日
（
月
）

〔東回り〕

越久保（65 戸・197 人）※報告は四章

【コトの神送り】　笹竹 8 本【コト念仏】（神送り後）

【コトの神送り】笹竹 13 本

【コトの神送り】笹竹約 14 本

【コトの神】（風の神送り）笹竹 9 本

【神送り】笹竹約 8 本

【送り神】　笹竹約 6 本【コト念仏】（2 月 7 日）

【送り神】　笹竹 28 本【コト念仏】（2 月 7 日）

米川

卯月川

イタチ川

イタチ川

玉川
細田川

玉川

越
久
保
川

ウツギ沢

塩沢川

塩沢川 ◉

●

●

●

●

●

●

◉

野池

平栗

蛇沼

芋平

落倉

小野子

堂平

（森）

風張

上平

越久保

下平

中宮

原平

（大鹿）

尾科

大屋敷

田力

荻坪

かつての経路（徒歩）

現在の経路（車両）

かつての経路（旧道）

現在の経路
（県道）

北の原

市町村境

東回り

西回り

▲
神之峰

（772 ｍ）

←★一泊

★一泊→

中継地点

● 出発地点

◉ 終着地点

凡例

0　　　　                1km

N

野池神社

地区境

《千代地区》

《龍江地区》

《上久堅地区》

《下久堅地区》

喬木村

飯田市

途中で合流

合流
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平
は
途
絶
え
て
い
る
。
コ
ト
の
神
送
り
と
コ
ト
念
仏
の
両
者
を
行
う
の
は
、

こ
の
リ
レ
ー
式
の
集
落
と
、
北
側
に
隣
接
す
る
喬
木
村
の
三
集
落
、
根
羽
村

の
小
栃
で
あ
る
。

リ
レ
ー
式
の
コ
ト
の
神
送
り
は
、
い
つ
頃
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
由
来
等
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
東
回
り
、
西
回
り
の
領
域
の

集
落
は
中
世
末
の
「
知
久
領
」
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
と
『
上
久
堅
の
民
俗
』

に
は
記
さ
れ
て
い
る（
注
１
）。

■
飯
田
市
千
代
（
芋
平
）　
【
一
覧
表
・
地
図
番
号
20
】

二
、（
東
回
り
）芋い

も
だ
い
ら平

、
大た

い
し
ょ
う
こ
う
じ
ん

将
荒
神
・
コ
ト
の
神
送
り

地
元
の
呼
び
方　

大
将
荒
神
・
豆
も
ら
い
、
コ
ト
の
神
送
り

行
事
日　
（
大
将
荒
神
）　　

二
月
七
日
（
昭
和
二
八
頃
中
断
）

　
　
　
　
（
コ
ト
の
神
送
り
）
二
月
八
日
（
現
在
も
実
施
）

行　

程　

準
備
は
芋
平
集
会
所
、
集
会
所
を
出
発
し
て
蛇
沼
境
ま
で

行
事
の
特
徴　

東
回
り
ル
ー
ト
の
出
発
地
点
。
桧
葉
の
ミ
コ
シ
・
人
形
・
旗
・

幣
束
な
ど
を
作
る
。

話　

者　

沢
井
義
廣
氏
（
大
正
十
三
年
生
）、妻
・
ふ
く
み
氏
（
昭
和
五
年
生
・

女
性
、
昭
和
二
七
年
結
婚
）、
芋
平
の
皆
さ
ん

地
区
の
状
況　

現
在
は
約
二
〇
軒

（一）　

行
事
の
概
要

【
大
将
荒
神
】

①
昭
和
二
五
年
頃
、
子
供
た
ち
の
「
豆
も
ら
い
」

芋
平
で
は
、
二
月
七
日
に
大
将
荒
神
と
呼
ぶ
集
落
を
巡
回
す
る
念
仏
、
二

月
八
日
に
ミ
コ
シ
や
の
ぼ
り
旗
な
ど
を
作
っ
て
コ
ト
の
神
を
集
落
か
ら
送
り

出
す
コ
ト
の
神
送
り
を
行
う
。

前
者
の
大
将
荒
神
は
昭
和
二
八
年
頃
に
途
絶
え
て
い
る
が
、
コ
ト
の
神
送

り
は
、
現
在
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
送
り
出
さ
れ
た
笹
竹
や
ミ
コ
シ
は
隣
の

地
区
に
受
け
継
が
れ
、
一
泊
二
日
の
行
程
で
八
地
区
を
リ
レ
ー
し
、
喬
木
村

境
の
北
の
原
に
送
ら
れ
る
。
こ
れ
は
神
之
峰
を
巡
る
東
回
り
の
ル
ー
ト
で
、

さ
ら
に
米
川
を
含
む
隣
村
の
野
池
を
出
発
す
る
西
回
り
ル
ー
ト
も
あ
り
、
二

日
目
の
夕
方
合
流
し
、「
コ
ト
の
神
」
を
送
る
。

（
注
１
）
桜
井
弘
人
氏　
「
Ⅱ
コ
ト
の
行
事
」　

飯
田
市
美
術
博
物
館
編

集
・
発
行
『
久
堅
の
民
俗
』
二
〇
〇
六
年　

二
〇
五
頁　

「
神
之
峰
の
東
・
西
ま
わ
り
で
結
ば
れ
る
事
の
神
送
り
は
、
水
系
で
み

れ
ば
米
川
ー
玉
川
、
そ
し
て
冨
田
沢
川
辺
に
ま
で
達
し
、
江
戸
時
代
に

お
い
て
は
個
々
に
独
立
し
た
村
々
が
連
携
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

は
た
し
て
、
相
互
の
村
々
を
つ
な
ぐ
行
事
を
新
た
に
始
め
る
こ
と
が
可

能
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
遡
っ
て
み
る
と
、（
こ
れ
ら
の
村
々
は
）
慶
長
六
年

（
一
六
〇
一
）
以
前
の
知
久
氏
支
配
領
「
知
久
領
」
内
に
納
ま
る
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
リ
レ
ー
で
結
ば
れ
る
事
の
神
送
り
が
「
知
久

領
」
だ
っ
た
時
代
に
成
立
し
た
か
、
さ
も
な
く
ば
江
戸
時
代
と
は
い
え

過
去
の
歴
史
を
背
景
と
し
て
色
強
く
残
る
地
理
的
な
結
束
の
も
と
に
結

ば
れ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。」

2 月 8 日   〈9：00 発〉 野池公民館 ●

●

◉北の原

田力（19 戸・65 人）

大屋敷（15 戸・36 人）

尾科（27 戸・82 人）

下平（60 戸・181 人）中宮（35 戸・112 人）

 2 月 7 日〈15：24 着〉 
荻坪（19 戸・81 人）

 〈15：36 着→ 15：40 発〉 大石家の先

〈9：52 着→ 15：10 発〉野池・田力境

〈15：10 発〉 荻坪集会所 ●

 〈15：57 着〉〈8：40 発〉 　大屋敷・尾科境
★ここで一泊2 月 9 日

 〈9：16 着→ 16：55 発〉ジタジタ峠

〈17：40〜45 着〉

〈17 時頃発〉中宮集会所 ●

〈17：25 〜 30 着→ 17：30 順番に発〉原平集会所に集合

原平（66 戸・220 人）

野池（75 戸・230 人）

笹竹：合計 60 本

２ 

月 

９ 

日
（
月
）

２ 

月 

８ 

日
（
日
）

〔西回り〕

2 月 7 日

【コトの神送り】笹竹 18 本　【大将荒神】2 月 7 日

【コトの神送り】笹竹 15 本【コトの神送り】笹竹 7 本

【コトの神送り】　笹竹 8 本【コト念仏】（2 月 7 日）

2 月 8 日

【風の神】　笹竹 8 本【コト念仏】（2 月 7 日）

【風の神送り】　笹竹 4 本
【コトオ念仏】（2 月 7 日）

【送り神】　笹竹 9 本【コト念仏】（2 月 7 日）

【送り神】　笹竹なし【コト念仏】（2 月 7 日）

笹
竹
の
短
冊
と
ミ
コ
シ
（
小
野
子
に
て
）
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む
頃
に
は
鶏
の
鳴
く
時
間
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
あ
る
。
芋
平
の
大
将

荒
神
は
昭
和
二
八
年
頃
中
断
し
、
以
後
行
わ
れ
て
い
な
い
。

【
コ
ト
の
神
送
り
】

①
各
家
の
準
備
、
笹
竹
作
り

現
在
も「
風（
風
邪
）の
神
様
」を
送
る
た
め
に「
笹
竹
」が
作
ら
れ
て
い
る
。

か
つ
て
は
ど
の
家
に
も
十
五
セ
ン
チ
角
ほ
ど
の
版
木
が
あ
り
、
こ
れ
を
紙

に
刷
っ
て
笹
竹
に
取
付
け
る
短
冊
を
作
っ
た
。
版
木
の
絵
柄
は
馬
、
駒
曳
き

猿
な
ど
で
疫
神
が
乗
る
神
馬
で
あ
っ
た
。
こ
の
短
冊
を
笹
竹
に
十
二
枚
取
り

付
け
た
。
一
年
十
二
ヶ
月
分
の
疫
神
を
祓
う
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
い
う
。

現
在
は
短
冊
に
直
接
「
馬
」「
午
」「
申
」
と
文
字
を
書
き
こ
む
こ
と
が
多
い
。

さ
ら
に
笹
竹
に
は
ボ
ン
ノ
ク
ボ
（
盆
の
窪
）
の
毛
と
爪
と
米
を
紙
で
包
ん
で

水
引
で
し
ば
っ
た
。
こ
の
時
、
唱
え
言
葉
な
ど
は
な
い
。

笹
竹
は
頭
を
詰
め
て
、
五
～
六
尺
の
長
さ
で
使
う
。
芋
平
の
笹
竹
は
ハ
チ

ク
、
マ
ダ
ケ
な
ど
の
細
い
も
の
、
も
し
く
は
先
端
部
分
を
使
う
。
笹
竹
は
頭

を
詰
め
て
お
く
と
風
に
吹
か
れ
て
も
ふ
ら
つ
か
な
い
と
い
う
。
か
つ
て
は

十
二
枚
の
版
画
が
、
枝
ご
と
に
一
～
二
枚
で
、
均
等
に
な
る
よ
う
な
枝
ぶ
り

の
竹
を
選
ん
だ
が
、
今
は
短
冊
の
枚
数
も
枝
ぶ
り
も
気
に
し
な
く
な
っ
た
。

沢
井
義
廣
氏
の
版
木
は
、
明
治
初
年
生
ま
れ
の
祖
父
が
彫
っ
た
も
の
で
あ

る
。
四
分
の
一
に
切
っ
た
中
折
紙
に
版
を
刷
る
と
、
馬
の
頭
が
左
向
き
に
な

り
（
右
向
き
も
あ
り
）、
上
辺
を
切
り
込
み
、
取
付
用
の
コ
ヨ
リ
に
す
る
が
、

左
向
き
の
場
合
は
左
側
が
こ
よ
り
の
元
に
な
る
。「
馬
は
、
頭
に
手
綱
を
つ

け
る
も
の
で
ケ
ツ
に
ヒ
モ
付
け
て
は
い
か
ん
」
と
い
う
。〔
写
12
〕

②
当
日
の
準
備

二
月
八
日
は
午
前
九
時
頃
か
ら
行
列
の
出
発
地
点
と
な
る
芋
平
集
会
所
で

ミ
コ
シ
、幣
束
、旗
の
製
作
が
始
ま
り
、十
一
時
に
な
る
と
行
列
は
出
発
す
る
。

人
形
作
り
は
沢
井
義
廣
氏
が
中
心
に
な
っ
て
行
っ
て
き
た
。
現
在
も
要
所

を
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
奥
さ
ん
の
ふ
く
み
氏
が
顔
を
描
い
て
い
る
。

「
女
は
優
し
く
描
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
う
ま
く
描
け
ん
の
。
今
は
若
い

衆
も
人
形
が
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
だ
に
」
と
語
っ
て
い
た
。
ミ
コ
シ

を
作
る
係
、
紙
の
の
ぼ
り
旗
に
文
字
を
書
く
役
目
な
ど
決
ま
っ
て
い
て
、
自

然
に
作
業
が
始
ま
っ
た
。

二
月
七
日
の
大
将
荒
神
と
い
う
行
事
は
、『
飯
田
市
誌
民
俗
編
重
点
調
査

報
告
書
１　

野
池
・
芋
平
の
民
俗
』（
注
２
）に
よ
る
と
「
二
月
七
日
に
、
昔

は
子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
行
事
で
、
昭
和
一
〇
年
代
か
ら
青

年
と
な
り
、
昭
和
二
七
・
八
年
こ
ろ
に
絶
え
て
し
ま
っ
た
。」
と
あ
り
、『
千

代
風
土
記
』（
注
３
）で
は
、
学
校
か
ら
帰
っ
た
子
供
た
ち
が
各
戸
を
回
り
、

夕
方
か
ら
は
青
年
た
ち
が
各
家
の
荒
神
様
を
拝
ん
で
回
る
と
あ
る
。
青
年
会

に
よ
る
巡
回
が
後
か
ら
加
わ
っ
て
い
る
。

沢
井
義
廣
氏
の
話
で
は
、
昭
和
二
五
年
頃
の
大
将
荒
神
は
次
の
よ
う
で

あ
っ
た
。

子
供
た
ち
は
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
布
袋
を
も
っ
て
二
人
か
三
人
ず

つ
で
組
ん
で
家
々
を
回
り
、
炒
っ
た
大
豆
を
も
ら
っ
て
回
っ
た
。
各
家
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
に
一
つ
か
み
の
豆
を
袋
に
い
れ
て
く
れ
る
。
子
供
の
組
は

三
～
四
組
あ
る
が
、
各
組
と
も
、
同
じ
家
は
一
回
し
か
立
ち
寄
ら
な
い
。

当
時
、
芋
平
は
二
五
軒
ほ
ど
で
あ
り
、
全
戸
回
る
と
一
升
は
も
ら
っ
た
と

い
う
。
家
に
よ
っ
て
は
二
つ
か
み
、三
つ
か
み
の
豆
を
袋
に
入
れ
て
く
れ
た
。

一
つ
か
み
で
四
～
六
勺
で
あ
り
、
各
家
で
は
子
供
の
総
人
数
分
の
豆
を
準
備

し
て
い
た
。

子
供
た
ち
は
、
も
ら
っ
た
豆
か
ら
自
分
の
歳
の
数
だ
け
つ
ま
ん
で
食
べ
て

か
ら
親
に
渡
し
た
。
豆
は
夜
の
う
ち
に
、
石
臼
で
き
な
粉
に
挽
い
て
お
き
、

あ
く
る
日
に
ボ
タ
モ
チ
に
し
た
。

②
青
年
の
「
大
将
荒
神
」

子
供
た
ち
の
「
豆
も
ら
い
」
が
終
わ
り
、
暗
く
な
る
と
青
年
た
ち
の
大
将

荒
神
が
始
ま
る
。
十
七
歳
～
三
〇
歳
ぐ
ら
い
ま
で
、
仕
事
か
ら
帰
っ
て
き
て

か
ら
、
二
人
ず
つ
三
～
四
組
に
分
か
れ
て
回
っ
て
い
た
。
終
了
す
る
の
は
遅

い
時
で
、
夜
の
十
一
時
以
降
で
あ
っ
た
。
一
軒
ご
と
に
上
が
り
込
ん
で
鉦
と

太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
エ
ベ
ス
さ
ん
（『
千
代
風
土
記
』
で
は
「
お
荒
神
様
」）

に
向
か
っ
て
「
大
将
荒
神
、
大
将
荒
神
」
と
唱
え
る
。
各
家
を
巡
る
が
、
太

鼓
の
音
が
途
切
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

と
こ
ろ
が
叩
き
方
を
間
違
え
る
と
、
古
老
に
「
そ
ん
な
も
の
、
間
違
っ
て

る
じ
ゃ
な
い
か
」
と
怒
ら
れ
や
り
直
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
家
人
と
話
を
し

た
り
、
お
茶
を
も
ら
っ
た
り
す
る
が
、
酒
を
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

行
く
組
も
回
る
の
で
順
路
は
定
か
で
な
い
が
、
屋
号
た
ま
り
屋
の
林
家
を

一
番
先
に
回
る
と
か
、『
千
代
風
土
記
』
に
は
「
最
後
の
家
は
辻
本
家
で
拝

〔
写
１
〕
芋
平
集
会
所
で
人
形
を
作
り
、
経
験
者
が
指
導
す
る

〔
図
２
〕
コ
ト
の
神
送
り
・
東
回
り
ガ
イ
ド
図
（
芋
平
）

芋平●

●

●

●

●

●

●

▲

●

●●

●
蛇沼

平栗

落倉

堂平

越久保

●

●

●

●
北の原

神之峰

風張

原平
中宮

下平

尾科

大屋敷

田力

荻坪

野池 0　　    1km

N

●

小野子

（
飯
田
市
地
形
図
一
万
分
の
一
に
加
筆
）

（
注
２
）
飯
田
市
誌
編
さ
ん
委
員
会
民
俗
部
会
編
『
飯
田
市

誌
民
俗
編
重
点
調
査
報
告
書
１　

野
池
・
芋
平
の
民
俗
』
平

成
十
二
年
三
月
三
一
日
・
九
三
頁

（
注
３
）『
千
代
風
土
記
』
編
集
委
員
会
編
『
千
代
風
土
記
』

昭
和
五
八
年
三
月
・
一
六
頁
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③
か
つ
て
の
人
形
作
り

現
在
は
ミ
コ
シ
と
人
形
が
出
来
上
が
る
と
ミ
コ
シ
の
前
に
人
形
を
立
て
て

お
披
露
目
を
行
い
、
カ
メ
ラ
マ
ン
が
一
斉
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
が
、
か
つ

て
は
村
人
の
目
に
も
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
作
っ
て
い
た
と
聞
い
た
。

飯
田
市
美
術
博
物
館
編
集
・
発
行
の
『
上
久
堅
の
民
俗
』
に
そ
の
様
子
が

報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
引
用
す
る
。

「
現
在
は
事
の
神
送
り
の
ミ
コ
シ
を
今
は
松
寿
庵
（
現
在
の
芋
平
集
会
所

周
辺
）
で
こ
し
ら
え
る
が
、
戦
時
中
ま
で
は
芋
平
の
大
地
主
で
あ
る
林
家

「
た
ま
り
屋
」
の
庭
（
大
き
な
カ
ヤ
の
木
の
下
）
や
縁
側
を
借
り
て
行
っ
た
。

オ
ト
コ
ガ
ミ
・
オ
ン
ナ
ガ
ミ
は
縁
側
で
極
秘
に
作
り
、
人
形
が
で
き
あ
が
る

と
「
準
備
が
で
き
た
で
、持
っ
て
き
て
く
れ
」
と
林
家
の
奥
さ
ん
を
呼
ん
で
、

人
形
の
頭
と
性
器
に
つ
け
る
毛
を
持
っ
て
き
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
毛
を
「
先

祖
様
の
毛
」
と
よ
ん
で
い
た
。

ミ
コ
シ
が
で
き
あ
が
る
と
、
す
か
さ
ず
そ
の
中
に
人
形
を
入
れ
た
。
し
た

が
っ
て
他
の
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
作
り
方
も
秘
伝

だ
っ
た
。
現
在
の
よ
う
に
人
形
を
ミ
コ
シ
の
前
に
飾
る
こ
と
は
せ
ず
、
他
の

集
落
の
よ
う
に
ミ
コ
シ
の
下
を
く
ぐ
る
こ
と
も
、
ミ
コ
シ
の
中
を
の
ぞ
く
こ

と
も
禁
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。」

④
行
列
（
二
三
頁
、〔
図
２
〕
上
図
参
照
）

「
コ
ト
の
神
送
り
」
は
「
送
り
神
」
と
も
い
う
。
コ
ト
の
神
送
り
の
行
列

に
つ
い
て
は
、『
千
代
風
土
記
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
御
み
こ
し
に
白
赤
の
た
れ
を
付
け
て
準
備
を
終
り
、
台
の
上
に
安
置
し
、

鉦
、
太
鼓
で
拝
み
出
発
と
な
る
。
先
頭
に
「
ヘ
イ
ソ
ク
」、
旗
、
御
み
こ
し
、

其
の
後
へ
各
戸
よ
り
持
っ
て
来
た
笹
竹
を
男
女
問
わ
ず
、
全
員
で
持
ち
行
列

が
続
く
。
道
中
鉦
、
太
鼓
の
打
方
で
進
む
。
後
方
で
は
空
砲
を
ド
ン
ド
ン
と

打
ち
、
事
の
神
送
り
と
な
る
。

空
砲
は
悪
病
を
追
い
祓
う
よ
う
に
と
打
つ
。御
み
こ
し
は
村
境
沼
塩
迄
送
り
、

そ
こ
で
御
み
こ
し
を
拝
ん
で
置
い
て
来
る
の
だ
が
、
後
を
振
り
返
っ
て
見
な

い
様
に
、
又
鉦
、
太
鼓
は
た
た
か
な
い
様
に
し
て
帰
る
。」

（
人
形
作
り
）

①
一
束
ほ
ど
（
直
径
七
セ
ン
チ
ほ

ど
）
の
す
ぐ
っ
た
藁
を
準
備
し
、

元
を
そ
ろ
え
、
元
か
ら
三
七
セ
ン

チ
の
と
こ
ろ
で
し
っ
か
り
縛
る
。

②
束
の
中
心
に
髷
分
（
直
径
十
五

ミ
リ
）を
残
し
て
藁
を
折
り
返
す
。

③
頭
部
を
九
セ
ン
チ
ほ
ど
取
り
首

の
部
分
で
縛
る
。

④
首
下
の
束
か
ら
腕
部
分
を
す
く

い
取
り
、
縛
っ
て
先
端
を
切
り
そ

ろ
え
る
。

⑤
腰
の
部
分
の
位
置
を
決
め
て

し
っ
か
り
縛
る
。

⑥
腰
下
の
藁
束
を
を
両
足
分
に
割

り
、
縛
っ
て
先
端
を
切
り
そ
ろ
え

る
。

⑦
髪
を
結
う
。

⑧
別
に
作
っ
た
男
根
と
陰
部
を
そ

れ
ぞ
れ
に
取
付
け
る
。

⑨
顔
を
描
い
た
紙
を
そ
れ
ぞ
れ
に

貼
り
付
け
る
。

⑩
頭
部
と
性
器
に
人
の
毛
（
パ
ー

マ
屋
か
ら
入
手
）
を
付
け
る
。

⑪
ミ
コ
シ
取
付
用
の
ス
ズ
タ
ケ
を

股
に
挿
し
、紙
の
着
物
（
男
は
白
、

女
は
赤
）を
着
せ
て
出
来
上
が
る
。

※
工
程
⑪
は
仕
上
が
り
写
真
参
照

〔
図
３
〕
芋
平
の
人
形
の
作
り
方

髷の分、径 15mm
ほど残す

・

・

・

・
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（二）　

実
施
状
況
《
平
成
二
七
年
二
月
八
日
（
日
）》

【
準
備
】

①
人
形
作
り

午
前
九
時
前
頃
か
ら　

※�

作
り
方
は
、
前
頁
下
図
参
照

②
ミ
コ
シ
作
り

❶
（
九
時
開
始
）
五
～
六
束
の
藁
束
を
準
備
し
、
輪
に
な
る
よ
う
に
束

の
元
と
裏
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
四
束
ほ
ど
で
、
外
径
七
三
セ
ン
チ
の

藁
の
輪
を
作
る
。
輪
の
太
さ
は
十
セ
ン
チ
ほ
ど
で
あ
る
。
二
、三
本
の

藁
で
八
箇
所
ほ
ど
粗
止
め
し
、
さ
ら
に
十
二
セ
ン
チ
間
隔
ほ
ど
に
間

を
詰
め
て
縛
っ
て
形
を
整
え
て
い
く
。
芯
材
は
な
く
藁
だ
け
で
作
る
。

い
つ
も
は
集
落
セ
ン
タ
ー
の
庭
で
作
る
が
、
今
日
は
ミ
ゾ
レ
模
様
の

天
候
の
た
め
、
屋
根
の
あ
る
裏
の
納
屋
で
製
作
し
た
。〔
写
２
〕

❷
ミ
コ
シ
の
担
ぎ
棒
と
な
る
二
メ
ー
ト
ル
、
太
さ
三
セ
ン
チ
ほ
ど
の
竹

（
ハ
チ
ク
）
を
二
本
準
備
し
、
人
が
担
げ
る
幅
（
内
々
三
五
セ
ン
チ
ほ

ど
）
で
藁
の
輪
に
刺
し
、抜
け
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
縛
る
。〔
写
３
〕

〔
写
４
〕

❸
直
径
三
セ
ン
チ
、
長
さ
三
メ
ー
ト
ル
弱
ほ
ど
の
竹
（
ハ
チ
ク
）
を
四

つ
割
り
に
し
て
さ
ら
に
削
り
、
幅
二
セ
ン
チ
ほ
ど
に
仕
上
げ
て
か
ら

両
端
を
削
い
で
藁
の
輪
に
刺
す
。
角
度
を
変
え
な
が
ら
三
方
か
ら
刺

し
て
小
さ
な
ド
ー
ム
型
の
骨
組
み
と
し
、
頂
点
を
縛
っ
て
固
定
す
る
。

〔
写
５
〕

❹
長
さ
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
桧
の
葉
枝
を
四
方
か
ら
、
小
さ
な
ド
ー
ム

が
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
差
し
て
藁
で
し
ば
り
止
め
る
。
さ
ら
に
前

方
の
葉
枝
を
整
え
、
中
が
見
え
る
よ
う
に
カ
マ
ク
ラ
型
に
仕
上
げ
る
。

二
日
掛
か
り
で
運
ば
れ
る
の
で
念
入
り
に
覆
っ
て
お
く
。〔
写
６
〕

❺
細
竹
（
ス
ズ
ダ
ケ
）
に
付
け
た
幣
束
を
中
央
に
上
か
ら
差
し
入
れ
、

横
刺
し
の
細
竹
で
足
回
り
を
固
定
す
る
。
さ
ら
に
幣
束
の
串
元
か
ら

紅
白
の
紙し

で垂
を
四
方
に
垂
ら
す
。〔
写
７
〕〔
写
８
〕

❻
人
形
を
ミ
コ
シ
の
口
に
立
て
、
お
披
露
目
し
て
か
ら
藁
の
輪
に
差
す
。

正
面
か
ら
見
て
右
側
が
女お
ん
な
が
み神、左

が
男お
と
こ
が
み神。（

午
前
十
時
十
分
完
成
）〔
写

９
〕〔
写
10
〕

③
旗
と
幣
束
を
作
る

❶
旗
と
幣
束
は
二
本
ず
つ
で
竹
竿
に
取
り
付
け
る
。
長
さ
三
・
三
メ
ー
ト

〔
写
２
〕
藁
の
輪
を
作
る

〔
写
５
〕
四
つ
割
り
竹
を
ド
ー
ム
の
骨
材
に
す
る

〔
写
８
〕
幣
束
の
根
本
か
ら
紅
白
の
紙
垂
を
垂
ら
す

芋
平
の
ミ
コ
シ
づ
く
り

〔
写
３
〕
担
ぎ
棒
の
竹
（
ハ
チ
ク
）
を
刺
す

〔
写
４
〕
藁
縄
で
し
ば
っ
て
竹
を
固
定
す
る

〔
写
６
〕
桧
の
葉
枝
で
ド
ー
ム
を
覆
っ
て
い
く

〔
写
７
〕
幣
束
を
立
て
、
足
元
を
固
定
す
る

〔
写
９
〕
男(

左)

女
の
人
形
を
立
て
、
お
披
露
目

〔
写
10
〕
人
形
を
藁
の
輪
に
刺
し
て
完
成
す
る
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ル
ほ
ど
で
裏
（
末
口
）
一
～
一
・
五
セ
ン
チ
の
細
い
ハ
チ
ク
を
四
本
準

備
す
る
。
さ
ら
に
旗
用
の
二
本
は
、
上
の
節
の
枝
を
旗
竿
の
横
桟
と

し
て
残
し
て
加
工
す
る
。

❷
幣
束
は
事
前
に
作
っ
て
き
た
も
の
を
竿
先
に
割
り
差
す
。

❸
旗
は
書
初
め
用
半
紙
で
朱
の
色
紙
を
挟
ん
で
四
枚
張
り
込
み
、
幅

二
四
セ
ン
チ
、
長
さ
二
・
七
五
メ
ー
ト
ル
に
仕
上
げ
、「
千
早
や
振
ふ

二
月
八
日
は
吉
日
ぞ　

事
の
神
を
ば
送
り
こ
そ
す
る
」
と
二
枚
と
も

墨
書
す
る
。
そ
れ
に
紙
で
「
ち
ち
」
を
付
け
る
。
全
て
の
準
備
が
整
っ

た
の
は
午
前
十
時
十
五
分
で
あ
っ
た
。

【
コ
ト
の
神
送
り
行
列
～
直
会
】

①
参
加
者　

十
七
名
（
内
、
小
学
生
男
一
名
・
女
一
名
、
幼
児
一
名
）

　
　
　
　

出
発
し
た
時
は
二
〇
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

②
日　

程

十
時
二
〇
分　

ぼ
た
雪
の
中
、芋
平
集
会
所
前
を
行
列
が
出
発
、空
砲
（
猟

銃
）
が
鳴
る
。「
よ
こ
ね
田
ん
ぼ
」
を
見
下
ろ
す
坂
道
を
降
り
る
。

鉦
と
太
鼓
は
叩
き
続
け
る
。

十
時
三
五
分　

ほ
ど
な
く
ミ
コ
シ
が
蛇
沼
（
沼
塩
）
の
境
に
到
着
し
て
雪

面
に
置
く
。鉦
と
太
鼓
を
叩
く
。無
言
で
拝
む
。終
わ
る
と
空
砲（
猟

銃
）
が
鳴
り
、そ
の
ま
ま
振
り
向
か
ず
に
、行
列
は
集
会
所
に
戻
っ

て
い
く
。

十
時
五
五
分　

芋
平
集
会
所
に
戻
っ
て
直
会
に
な
る
。（
十
二
時
終
了
）

　
　
　

運
ん
だ
笹
竹
は
十
四
本
で
、
旗
二
本
、
幣
束
二
本
を
加
え
、
計

十
八
本
が
蛇
沼
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

③
鉦
と
太
鼓

太
鼓
と
同
時
に
叩
く
が
、
鉦
の
リ
ズ
ム
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。　

チ
ン
チ
ン
チ
ン　

チ
ン
チ
チ
チ
ン
チ
ン　

チ
ン
チ
ン
チ
ン
チ
ン
チ
ン
チ
ン

歌
や
唱
え
言
葉
は
な
か
っ
た
。

■
飯
田
市
上
久
堅
（
蛇
沼
）　
【
一
覧
表
・
地
図
番
号
21
】

三
、（
東
回
り
）蛇へ
び
ぬ
ま沼
、コ
ト
の
神
送
り
・
コ
ト
念
仏

地
元
の
呼
び
方　

コ
ト
の
神
送
り
（
子
供
・
デ
ン
デ
ン
チ
ャ
ン
）、
コ
ト
念
仏

〔
写
12
〕
沢
井
義
廣
家
の
版
木
と
版
画

〔
写
15
〕
コ
ト
ボ
タ
モ
チ
（
上
・
ア
ズ
キ
、
下
、
き
な
粉
と
ゴ
マ
）

〔図 4〕芋平のコトの神送り東回りコース図

N

0　            100　          200m

◉

●

芋平集会所

よこね田んぼ
イタチ川

野池神社野 池

芋 平

蛇 沼

（下り坂）

（飯田市地形図一万分の一）

〔
写
11
〕「
千
早
振
ふ
二
月
八
日
は
吉
日
ぞ
…
…
」
紙
の
ノ
ボ
リ
旗
に
文
字
を
書
く

〔
写
13
〕
行
列
の
様
子
、
あ
い
に
く
の
ミ
ゾ
レ

〔
写
14
〕
行
列
の
出
発
・
終
了
時
の
空
砲

コヨリ→
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ン
デ
ン
が
太
鼓
で
チ
ャ
ン
が
鉦
の
音
で
あ
る
。
太
鼓
と
鉦
を
叩
い
て
「
コ
ト

の
神
を
送
れ
よ
。
研
ぎ
屋
の
上
ま
で
送
れ
よ
」
と
言
っ
て
い
た
。

昭
和
二
〇
年
代
、
蛇
沼
周
辺
は
、
近
所
に
医
者
も
な
く
子
供
が
熱
を
出
す

と
治
療
の
手
段
が
な
か
っ
た
。
養
蚕
用
に
貯
蔵
し
て
あ
る
氷
を
分
け
て
も

ら
っ
て
頭
を
冷
や
せ
れ
ば
い
い
方
だ
っ
た
。
天
然
痘
な
ど
の
病
気
が
家
に

入
っ
た
ら
な
お
さ
ら
で
、
家
族
は
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
。

従
っ
て
、
コ
ト
の
神
送
り
が
来
る
と
、
雪
の
降
る
中
を
熱
の
あ
る
裸
足
の

子
供
を
母
親
が
連
れ
出
し
て
、「
風
邪
を
追
い
祓
わ
ね
ば
」
と
い
っ
て
真
剣

に
ミ
コ
シ
を
く
ぐ
ら
せ
て
い
た
と
い
う
。

子
供
の
悪
病
祓
い
を
男
の
子
供
主
体
で
行
う
わ
け
で
あ
る
が
、
ミ
コ
シ
、

鉦
、
太
鼓
は
大
人
が
担
い
で
い
た
。
そ
し
て
終
わ
る
と
戦
前
は
せ
ん
べ
い
、

戦
時
中
は
大
豆
、
戦
後
は
小
麦
の
手
づ
く
り
せ
ん
べ
い
な
ど
が
配
ら
れ
た
。

③
蛇
沼
の
コ
ト
念
仏

蛇
沼
で
は
今
日
も
コ
ト
念
仏
が
行
わ
れ
て
い
る
。
現
在
は
コ
ト
の
神
を
送
っ

て
か
ら
県
道
沿
い
の
蛇
沼
集
落
セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
て
行
う
が
、
以
前
は
集
落
中

央
の
妙
寿
庵（
注
４
）で
男
性
だ
け
で
行
い
、
終
わ
る
と
茶
碗
酒
を
飲
み
交
わ
し
た
。

集
団
風
邪
な
ど
が
流
行
っ
て
い
る
年
に
は
百ひ
ゃ
く
ま
ん
ば
い

万
倍
（
遍
）
を
回
し
た
。
蛇

沼
の
大
数
珠
は
、
珠
が
手
づ
く
り
で
角
張
っ
て
い
た
。
こ
の
数
珠
を
「
百
万

倍
」
と
呼
び
、
風
邪
な
ど
が
流
行
っ
た
時
だ
け
に
出
し
て
き
て
回
し
た
。
毎

年
回
す
わ
け
で
は
な
い
。
珠
が
百
個
あ
る
数
珠
を
百
回
ま
わ
す
の
で
「
百
万

倍
」
と
い
い
、
一
～
百
ま
で
数
字
が
書
い
て
あ
る
数
取
り
用
の
め
く
り
板
が

あ
っ
た
。
そ
れ
を
皆
が
集
ま
り
、
狭
い
妙
寿
庵
の
観
音
様
の
前
で
膝
を
突
き

合
わ
せ
て
や
っ
て
い
た
。「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
」で
始
ま
る
が
、最
後
に
は「
ナ

ン
マ
イ
ダ
ー
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。

今
は
集
会
所
で
阿
弥
陀
様
の
厨
子
を
開
い
て
念
仏
を
唱
え
て
い
る
。
数
珠

回
し
は
行
っ
て
い
な
い
。

④
各
家
庭
で
つ
く
る
笹
竹

各
家
庭
で
作
る
笹
竹
は
ヒ
チ
ク
と
呼
ぶ
竹
（
笹
）
を
用
い
る
。
養
蚕
の
メ

ダ
ナ
作
り
の
材
料
、
傘
の
柄
や
野
菜
作
り
の
手
な
ど
に
使
う
細
い
竹
（
笹
）

で
、
養
蚕
で
奨
励
さ
れ
、
明
治
か
ら
大
正
期
に
導
入
し
た
も
の
だ
ろ
う
と
い

う
。
今
、
山
は
ヒ
チ
ク
に
占
領
さ
れ
、
切
れ
ば
切
る
ほ
ど
増
え
る
と
い
う
。

一
節
に
枝
が
二
本
ず
つ
左
右
に
向
か
っ
て
出
る
の
で
、
六
節
分
で
穂
先
を

取
り
除
く
と
枝
が
十
二
本
に
な
る
。
一
枝
に
一
枚
ず
つ
紙
の
短
冊
を
付
け
る

行
事
日　

二
月
八
日
、
雪
混
じ
り
の
ミ
ゾ
レ

行　

程　

神
送
り
は
「
カ
ジ
ヤ
の
前
」
～
「
土
林
」

　
　
　
　

コ
ト
念
仏
は
蛇
沼
集
落
セ
ン
タ
ー

行
事
の
特
徴　

東
回
り
ル
ー
ト
の
二
番
目
の
地
区
。
神
送
り
の
終
了
後
に
コ

ト
念
仏
を
行
う
。

話　

者　

塩
澤
薫
氏
（
昭
和
四
年
生
）、
蛇
沼
の
皆
さ
ん

地
区
の
状
況　

蛇
沼
は
現
在
二
六
戸
で
六
〇
名
、
蛇3

沢
と
沼3

塩
が
昭
和
三
九

年
に
一
つ
に
な
っ
た
地
名
で
あ
る
。
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）

に
は
併
せ
て
三
八
戸
、
二
百
名
が
い
た
。
な
お
合
併
以
前
か
ら
神

送
り
は
合
同
で
行
っ
て
い
た
。

（一）　

行
事
の
概
要
と
今
昔

①
コ
ト
の
神
送
り
の
古
道

現
在
の
県
道
が
で
き
る
前
は
、
台
地
上
で
村
の
中
央
を
通
る
道
（
旧
道
）

が
主
な
道
で
、
コ
ト
の
神
送
り
も
村
の
中
を
通
っ
て
い
た
。
塩
澤
薫
氏
は
、

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
小
学
校
一
年
生
で
コ
ト
の
神
送
り
に
参
加
し
た

と
き
に
、
こ
の
村
の
中
の
旧
道
で
送
っ
た
覚
え
が
あ
る
と
い
う
。

芋
平
の
笹
竹
を
受
取
る
場
所
は
、
昔
も
今
も
同
じ
所
で
、
カ
ジ
ヤ
と
い
う

屋
号
の
家
の
前
で
「
カ
ジ
ヤ
の
前
」
と
呼
ん
で
い
る
。
現
在
は
そ
こ
か
ら
県

道
沿
い
に
進
む
が
、
旧
道
は
カ
ジ
ヤ
の
裏
か
ら
丘
の
上
に
向
か
う
。
そ
し
て

旧
道
伝
い
に
沢
を
渡
り
、
塩
沢
次
夫
宅
（
研
ぎ
屋
、
細
工
屋
）
上
の
峠
に
至

る
。
こ
こ
か
ら
先
は
時
代
に
よ
っ
て
二
つ
の
置
き
場
に
別
れ
る
。

古
く
は
、（
研
ぎ
屋
）
上
の
峠
で
石
仏
が
並
ん
で
い
る
所
。
平
栗
の
人
た

ち
は
沢
を
越
え
て
真
っ
直
ぐ
登
る
道
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
現
在
の
県
道
を
車
が
通
れ
る
よ

う
に
な
る
と
沢
を
渡
る
道
が
廃
れ
、
土つ
ち
ば
や
し林（

ド
リ
ン
と
も
い
う
）
を
経
由
し

て
登
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
自
動
車
が
普
及
し
始
め
る
と
、
土
林

か
ら
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
登
り
、運
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。（
こ
の
頃
の
写
真「
平
栗
」

の
項
に
あ
り
〔
写
20
〕）

そ
れ
な
ら
ば
県
道
を
通
っ
て
神
送
り
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
平

成
の
始
め
の
頃
、
現
在
の
土
林
が
笹
竹
や
ミ
コ
シ
の
置
き
場
所
に
な
っ
た
。

②
昔
の
コ
ト
の
神
送
り
に
つ
い
て

子
供
の
頃
は
、
こ
の
行
事
を
「
デ
ン
デ
ン
チ
ャ
ン
」
と
呼
ん
で
い
た
。
デ

〔
図
５
〕
コ
ト
の
神
送
り
・
東
回
り
ガ
イ
ド
図
（
蛇
沼
）

蛇沼

●

●

●

●

●

●

●

▲

●

●●

●

芋平

平栗

落倉

堂平

越久保

●

●

●

●
北の原

神之峰

風張

原平
中宮

下平

尾科

大屋敷

田力

荻坪

野池 0　　    1km

N

●

小野子

（
飯
田
市
地
形
図
一
万
分
の
一
に
加
筆
）

（
注
４
）
妙
寿
庵

　

蛇
沼
の
中
央
の
沢
筋
に
妙
寿
庵
が
あ
る
。
一
六
八
八
年

の
絵
図
に
は
集
落
の
中
央
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
が
、

知
久
隆
盛
の
時
代
に
は
さ
ら
に
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
上
流
部

の
山
中
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
は
尼
寺
で
、
小
野
子
の
諏
訪
神
社
の
隣
に
あ
っ
た

臨
月
山
小
野
寺
（
し
ょ
う
や
じ
）
の
分
か
れ
で
あ
る
。
小

野
寺
は
知
久
十
八
カ
寺
の
十
七
番
目
で
あ
る
。
妙
寿
庵
は

何
代
か
に
渡
り
尼
が
勤
め
、
文
政
三
年
銘
の
墓
が
あ
る
。

明
治
以
降
は
尼
の
記
録
が
な
い
。

〔
写
16
〕
妙
寿
庵
の
外
観
と
内
部
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と
十
二
枚
に
な
る
。
戦
前
は
、
松
飾
り
の
竹
を
大
切
に
と
っ
て
お
き
、
六
節

で
切
っ
て
十
二
枚
の
短
冊
を
付
け
た
。
十
二
枚
は
一
年
十
二
ヶ
月
を
表
し
、

そ
の
間
の
厄
神
を
祓
う
祈
願
で
あ
る
と
い
う
。

短
冊
は
か
つ
て
は
読
み
書
き
の
出
来
な
い
人
も
多
か
っ
た
の
で
、
木
版
を

使
っ
て
い
た
。
馬
の
絵
で
、
猿
が
曵
い
て
い
る
も
の
な
ど
あ
っ
た
。
版
木
は

素
人
が
彫
っ
た
も
の
で
、
ど
こ
の
家
で
も
持
っ
て
い
た
。
現
在
は
「
事
の
神

送
り
」「
悪
病
神
」「
午
」「
申
」
な
ど
と
文
字
で
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。

最
近
は
、
笹
竹
が
大
き
す
ぎ
る
と
運
ぶ
の
に
困
る
と
い
う
こ
と
で
、
三
節

で
切
り
、
枝
が
六
本
で
六
枚
の
短
冊
を
取
付
け
て
い
る
。
現
在
は
十
二
枚
の

短
冊
を
付
け
て
出
す
家
が
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

笹
竹
に
は
、
米
と
家
族
皆
の
爪
、
盆
の
窪
の
毛
を
抜
い
て
、
紙
に
包
ん
で

く
く
り
付
け
た
。
昔
は
「
三
つ
子
が
転
ぶ
と
、
神
様
が
盆
の
窪
の
毛
を
つ
か

ん
で
起
こ
し
て
く
れ
る
」
と
い
っ
た
。
家
で
散
髪
し
て
い
た
の
で
、
盆
の
窪

は
刈
ら
ず
に
残
し
て
お
い
た
。
だ
か
ら
つ
か
ん
だ
り
、抜
く
こ
と
が
で
き
た
。

丸
刈
り
や
刈
り
上
げ
る
時
代
に
な
っ
て
か
ら
抜
く
の
が
困
難
に
な
っ
た
。
爪

に
関
し
て
は
親
に
由
来
を
聞
か
な
か
っ
た
と
い
う
。

⑤
笹
竹
で
各
部
屋
を
祓
う
唱
え
言
葉

塩
澤
薫
氏
の
奥
さ
ん
に
よ
る
と
、
母
親
が
各
部
屋
を
祓
う
と
き
に
「
京
の

都
、奈
良
の
都
、行
っ
て
ご
繁は
ん
じ
ょ
う昌な

さ
れ
！
」
と
唱
え
て
笹
竹
を
振
っ
て
い
た
。

な
ぜ
京
の
都
、
奈
良
の
都
か
は
不
明
。
笹
竹
を
辻
に
出
す
と
き
は
、「
出
し
た

ら
振
り
向
い
て
は
い
か
ん
ぞ
」と
い
っ
て
い
た
。
振
り
向
く
と
風
邪
を
背
負
っ

て
き
て
し
ま
う
と
い
う
。
母
親
は
千
代
か
ら
蛇
沼
に
嫁
に
来
た
人
で
あ
っ
た
。

⑥
コ
ト
ボ
タ

か
つ
て
は
二
月
八
日
の
朝
に
「
コ
ト
ボ
タ
」
を
供
え
た
。
大
豆
を
挽
い
て

作
っ
た
き
な
粉
を
ま
ぶ
し
た
ボ
タ
モ
チ
を
「
コ
ト
ボ
タ
」
と
呼
ん
だ
。
神
様

に
供
え
、
腹
を
ふ
く
ら
し
て
立
ち
去
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ア
ズ
キ
の
ボ
タ
モ
チ
は
「
コ
ト
ボ
タ
」
と
は
呼
ば
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

今
で
は
両
方
を
好
ん
で
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
但
し
、
ボ
タ
モ
チ
を
全
く

作
ら
な
い
家
も
あ
る
と
い
う
。
塩
澤
薫
家
も
昔
か
ら
作
ら
な
か
っ
た
。

（二）　

実
施
状
況
《
平
成
二
七
年
二
月
八
日
（
日
）》

①
参
加
者　

合
計
二
六
名

　
　
　

大
人
二
〇
名
（
男
十
三
名
、
女
七
名
）

〔図 6〕蛇沼、コトの神送り集落内の東回りコース今昔

◉

●

●

■

■

蛇沼集落センター（現在のコト念仏）

芋 平

蛇沼

平栗

現在のコトの神送りコース（県道）

かつてのコトの神送りコース
（集落を縦断する旧道）

妙寿庵（かつてのコト念仏）

現在の送り場所（土林）

かつての送り場所（研ぎ屋の上）

平林の受取りに来るコース
（県道以前）

平林の受取りに来るコース
（昭和 14 年、県道以降）

現在の受取り場所（カジヤの上）

〔よこね田んぼ〕

コトの神送りの行列写真
（平栗の項を参照）

0　          100　        200　        300m

N
イタチ川

蛇沢川

（飯田市地形図一万分の一に加筆）
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■
飯
田
市
上
久
堅
（
平
栗
）　
【
一
覧
表
・
地
図
番
号
22
】

四
、（
東
回
り
）平ひ
ら
ぐ
り栗
、
コ
ト
の
神
送
り

地
元
の
呼
び
方　

コ
ト
の
神
送
り

行
事
日　

二
月
八
日
、
出
発
時
ミ
ゾ
レ
止
む

行　

程　

土
林
（
蛇
沼
内
）
～
小
石
沢
川
の
橋

行
事
の
特
徴　

東
回
り
ル
ー
ト
の
三
番
目
の
地
区
。

話　

者　

川か
わ
て手

正ま
さ
と
し稔

氏
（
昭
和
二
一
年
生
）、
平
栗
の
皆
さ
ん

地
区
の
状
況　

二
六
戸
、
六
〇
名
、
四
組
に
分
か
れ
て
い
る

（一）　

行
事
の
概
要

①
コ
ト
の
神
送
り
の
参
加
者
な
ど

行
事
名
は
「
コ
ト
の
神
送
り
」
で
、
毎
年
二
月
八
日
に
行
う
子
供
の
行
事

で
あ
っ
た
が
、
子
供
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
は
大
人
が
行
っ
て
い
る
。
参
加

者
は
、
各
組
の
代
表
三
名
ず
つ
十
二
名
と
、
平
栗
区
の
役
員
十
名
が
加
わ
っ

て
計
二
二
名
で
、
さ
ら
に
家
に
い
た
人
な
ど
が
参
加
す
る
。
豪
雪
、
人
出
が

足
り
な
い
と
き
な
ど
、
一
部
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ぶ
こ
と
も
あ
る
が
、
毎
年

歩
い
て
い
る
。

②
曜
日
変
更
の
打
診

平
栗
は
、
役
目
を
割
り
当
て
ら
れ
る
の
が
二
二
戸
の
内
か
ら
、
二
〇
人
程

に
な
る
。
そ
し
て
働
い
て
い
る
人
で
も
、
仕
事
を
休
ん
で
行
事
に
参
加
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
つ
て
コ
ト
の
神
送
り
の
出
発
地
点
の
千
代
芋
平
に
、

毎
年
日
曜
日
に
実
施
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
と
こ
ろ
「
冗
談
で
な
い
。
昔
か

ら
の
こ
と
で
、
も
し
病
気
が
流
行
っ
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
。
千
代
は
八
日
に

送
り
出
す
か
ら
、
お
前
さ
ん
た
ち
は
日
曜
日
ま
で
置
い
て
お
け
ば
い
い
じ
ゃ

な
い
か
」
と
い
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
疫
神
な
ん
だ
か
ら
、
送
ら
れ
て

来
た
ら
次
へ
送
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
二
月
八
日
に
仕
事
を
休

ん
で
続
け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

③
各
家
の
準
備

コ
ト
の
神
送
り
で
使
う
竹
は
「
笹
竹
」
と
呼
ん
で
い
る
。「
コ
ト
の
神
」

と
い
う
人
も
い
る
。
川
手
氏
は
ハ
チ
ク
の
小
さ
い
も
の
を
使
う
が
、マ
ダ
ケ
、

シ
チ
ク
、モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
を
使
う
人
も
い
る
。
家
の
中
を
祓
っ
て
歩
く
の
で
、

長
さ
は
一
・
五
～
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
す
る
。
そ
れ
に
短
冊
を
付
け
る
。「
午
」

　
　
　
　

中
学
生
二
名
（
男
一
名
、
女
一
名
）

　
　
　
　

小
学
生
三
名
（
男
二
名
、
女
一
名
）

　
　
　
　

幼
児
一
名

②
鉦
、
太
鼓
と
唱
え
言
葉

（
ド
ン
ド
ン　

チ
ン
チ
ン
チ
ン
）

事こ
ー
と 

の
神
か
ー
み
ょ、
送お
ー
くれ
よ
、
土つ
ち
ば
や
し林ま
で
送お
ー
くれ
よ

（
ド
ン
ド
ン　

チ
ン
チ
ン
チ
ン
）

③
笹
竹
と
ミ
コ
シ

総
数
二
六
本
（
内
、
旗
二
本
、
幣
束
二
本
）

笹
竹
は
受
取
り
十
四
本
、
蛇
沼
よ
り
出
さ
れ
た
八
本
追
加
し
て
二
二
本
に

な
る
。
ミ
コ
シ
は
厄
除
け
・
厄
落
と
し
と
い
っ
て
、
子
供
も
大
人
も
く
ぐ

り
、
神
様
（
藁
人
形
）
を
拝
む
よ
う
に
と
言
っ
て
い
る
が
、
以
前
は
新
婚

だ
け
を
く
ぐ
ら
せ
た
。

④
行
程

十
三
時　
　
　
　

カ
ジ
ヤ
の
前
出
発
（
ミ
ゾ
レ
止
む
）

十
三
時
十
二
分　

蛇
沼
集
会
所
前
、
休
憩

十
三
時
二
一
分　

土
林
到
着
、
ミ
コ
シ
く
ぐ
り

十
三
時
二
四
分　

集
会
所
に
向
か
っ
て
帰
る

十
三
時
三
五
分
頃
か
ら　

念
仏
、
直
会

⑤
今
日
の
コ
ト
送
り
の
行
列
と
念
仏
、
住
民
の
意
識

行
列
は
、
区
長
が
先
旗
（
先
頭
を
行
く
の
ぼ
り
旗
）
を
持
ち
、
幣
束
、
鉦
、

太
鼓
、
ミ
コ
シ
、
子
供
優
先
で
笹
竹
持
っ
て
続
く
、
さ
ら
に
年
寄
り
が
続
く
。

昔
は
男
子
が
優
先
で
あ
っ
た
が
、
厳
し
い
制
限
は
な
か
っ
た
。

現
在
も
二
〇
名
以
上
が
集
合
す
れ
ば
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
使
わ
な
い
で
神
送
り

が
で
き
る
。
今
は
住
民
の
中
に
文
化
財
と
し
て
の
認
識
、
行
事
に
よ
っ
て
集

落
の
親
睦
を
保
て
る
と
い
う
意
識
が
出
て
い
る
。
お
祭
り
は
一
家
で
一
人
出

れ
ば
い
い
と
考
え
る
が
、
神
送
り
は
家
内
誰
で
も
参
加
で
き
る
。
家
族
で
笹

竹
を
作
っ
て
、
二
〇
分
程
行
列
し
て
、
最
後
に
念
仏
を
唱
え
て
一
杯
や
る
と

い
う
気
軽
さ
が
あ
る
。
今
の
念
仏
は
、
女
性
も
子
供
も
参
加
し
、
昔
の
念
仏

と
は
雰
囲
気
が
ち
が
う
と
い
う
。
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
を
九
回
繰
り
返
す
と
終

了
で
、
も
う
お
燗
が
付
い
て
い
る
し
、
菓
子
が
並
ん
で
い
る
。
蛇
沼
の
蛇
沢

と
塩
沼
の
二
つ
の
集
落
を
支
え
て
き
た
唯
一
の
行
事
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ

で
も
近
年
は
笹
竹
を
出
す
家
、
参
加
す
る
住
民
が
減
っ
て
い
る
。

〔
写
17
〕
蛇
沼
の
行
列

〔
図
７
〕
コ
ト
の
神
送
り
・
東
回
り
ガ
イ
ド
図
（
平
栗
）
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飯
田
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に
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〔
写
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〕
コ
ト
念
仏
で
開
く
厨
子
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コ
シ
、
笹
竹
、
幣
束
、
の
ぼ
り
旗
の
順
に
な
る
が
、
人
数
の
都
合
で
併
せ
て

持
っ
た
り
、
前
後
し
た
り
す
る
。
鉦
と
太
鼓
は
順
番
を
決
め
て
い
な
い
。

か
つ
て
は
子
供
だ
け
で
行
列
し
て
い
た
。
昔
は
四
月
に
一
年
生
に
な
る
子

供
に
幣
束
を
持
た
せ
、
中
学
生
の
体
格
が
良
い
生
徒
が
ミ
コ
シ
を
担
い
だ
。

小
中
学
生
中
心
で
、
男
女
な
ど
の
制
限
は
な
か
っ
た
。

行
列
は
鉦
と
太
鼓
を
鳴
ら
し
て
行
く
の
で
、
家
に
い
る
人
こ
れ
を
聞
き
道

路
に
出
て
く
る
。
そ
し
て
、
ミ
コ
シ
の
下
を
く
ぐ
る
。
皆
大
騒
ぎ
し
て
笑
っ

て
い
る
。
笹
竹
を
置
い
た
ら
、
振
り
向
い
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
振
り
向
く
と
「
風
邪
が
移
る
ぞ
」
と
昔
か
ら
い
わ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
は
神
送
り
が
終
わ
る
と
集
会
所
な
ど
で
直
会
を
行
っ
て
い
た
が
、

参
加
者
が
少
な
い
た
め
、
現
在
は
郵
便
局
の
脇
の
自
販
機
で
、
缶
ビ
ー
ル
を

一
本
ず
つ
配
っ
て
お
開
き
に
し
て
い
る
。

⑤
受
取
る
所
、
送
る
所

昔
は
蛇
沼
の
塩
沢
次
夫
宅
（
細
工
屋
）
上
の
石
仏
の
あ
た
り
に
笹
竹
や
ミ

コ
シ
を
受
け
取
り
に
行
っ
た
。
沢
を
渡
っ
て
い
た
が
橋
が
な
く
な
り
、
県
道

が
整
備
さ
れ
た
の
で
土つ
ち
ば
や
し林を
回
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は
蛇
沼
も
県
道
を
歩

く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
土
林
が
受
け
渡
し
場
所
に
な
っ
た
。（
蛇
沼
の
地

図
〔
図
６
〕
参
照
）

送
る
場
所
は
小
石
橋
の
た
も
と
で
あ
る
。
子
供
の
頃
は
悪
い
こ
と
を
思
い

つ
く
も
の
で
、
橋
の
上
か
ら
笹
竹
も
ミ
コ
シ
も
沢
に
落
と
し
て
、
次
の
落
倉

を
困
ら
せ
た
り
し
て
い
た
。
結
局
、
皆
怒
ら
れ
て
い
た
。
現
在
も
橋
で
あ
る

が
、
旧
道
で
は
な
く
、
県
道
側
の
橋
に
置
く
。
平
成
二
七
年
は
次
の
落
倉
の

軽
ト
ラ
ッ
ク
が
到
着
し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
荷
台
に
笹
竹
を
積
ん
だ
。

（二）　

実
施
状
況
《
平
成
二
七
年
二
月
八
日
（
日
）》

①
日
程

十
三
時
五
〇
分
頃　

次
第
に
集
ま
り
始
め
る
、
雪
止
む

十
四
時　
　
　
　
　

土
林
を
出
発

十
四
時
二
五
分　
　

小
石
沢
橋
着
、
落
倉
に
笹
竹
を
受
け
渡
す

　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
コ
シ
く
ぐ
り
を
行
い
、
振
り
返
ら
ず
に
戻
る

②
参
加
者　
　

二
四
名

　
　
　
　
　
　

大
人
二
一
名
（
男
十
三
名
、
女
八
名
）

　
　
　
　
　

小
学
生
二
名

「
申
」
と
書
き
、
一
番
上
の
短
冊
に
は
「
事
の
神
様
送
り
申
し
候
」
と
書
く
。

全
部
で
十
枚
ほ
ど
付
け
る
が
、
枚
数
は
決
め
て
い
な
い
。

さ
ら
に
家
族
の
ボ
ン
ノ
ク
ボ
の
毛
、
爪
、
米
を
紙
で
く
る
ん
で
、
竹
の
中

程
に
水
引
で
縛
り
付
け
る
。
こ
れ
を
前
日
の
夕
方
に
作
り
、
ボ
タ
モ
チ
を
供

え
る
。
ボ
タ
モ
チ
は
小
豆
と
き
な
粉
の
二
種
類
で
あ
る
。

翌
、
二
月
八
日
の
朝
に
は
、
各
部
屋
を
回
り
「
風
邪
の
神
様
乗
っ
て
く
れ
」

と
い
い
な
が
ら
笹
竹
で
祓
う
。
そ
し
て
そ
の
ま
ま
県
道
ま
で
持
っ
て
行
っ
て

差
し
て
置
く
。
祖
父
と
父
に
教
わ
っ
た
や
り
方
で
あ
る
と
い
う
。

④
コ
ト
の
神
送
り
の
行
列

現
在
、
平
栗
の
コ
ト
の
神
送
り
は
十
四
時
集
合
と
し
て
い
る
。
男
衆
は
出

発
地
点
で
口
汚
し
（
日
本
酒
一
杯
）
し
て
、
女
衆
に
は
お
菓
子
を
配
る
。
各

組
の
当
番
十
二
名
と
役
員
十
名
は
参
加
す
る
が
、
役
職
が
重
な
る
も
の
も
い

る
の
で
総
勢
二
〇
名
ほ
ど
に
な
る
。
順
番
は
幣
束
、
の
ぼ
り
旗
、
笹
竹
、
ミ

〔
写
19
〕
平
栗
の
行
列

〔
写
20
〕
昭
和
末
年
頃
の
様
子
、「
細
工
屋
」
〜
「
土
林
」

蛇沼

平栗

落倉

◉

●

受ける場所
（土林）

◉
かつての受け場、細工屋（蛇沼参照）

N

0　                   200m

〔図 8〕平栗・コトの神送りの集落内コース図

●

記念撮影の場所

（飯田市地形図一万分の一に加筆）

送る場所（小石沢橋）
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四
〇
余
名
に
な
っ
て
い
る
。

か
つ
て
は
平
栗
分
校
で
北
沢
秀
勝
氏
の
時
代
（
昭
和
十
四
年
頃
）
に
は

十
四
名
の
入
学
者
が
あ
っ
た
。
こ
の
頃
は
五
、六
年
生
に
な
る
と
風
張
の
本

校
に
通
う
よ
う
に
な
り
、
全
校
生
徒
が
百
名
以
上
い
た
。

②
笹
の
準
備

各
家
庭
で
つ
く
る
笹
の
名
称
は
覚
え
て
い
な
い
と
い
う
。
ま
ず
、
ボ
ン
ノ

ク
ボ
の
毛
を
引
き
抜
き
（
切
っ
て
も
よ
い
）、
家
族
全
員
分
を
紙
に
包
ん
で

水
引
で
笹
に
縛
る
。
米
は
入
れ
な
い
。

笹
に
は
「
午 

申
」
と
書
い
た
短
冊
を
十
二
枚
付
け
る
。
十
二
ヶ
月
分
の

祈
願
と
い
わ
れ
て
い
る
。
短
冊
は
文
字
で
は
な
く
馬
の
絵
の
版
画
の
家
も
あ

る
。笹

の
種
類
は
何
で
も
よ
い
が
、
マ
ダ
ケ
は
落
倉
に
は
な
い
の
で
、
ハ
チ
ク

な
ど
の
小
さ
い
竹
を
取
っ
て
く
る
。
正
月
な
ど
に
用
い
た
も
の
で
は
な
く
、

新
し
い
竹
を
伐
っ
て
く
る
。
マ
ン
ダ
ケ
（
ス
ズ
ダ
ケ
な
ど
）
は
用
い
な
い
。

長
さ
は
四
尺
か
ら
一
間（
一
・
二
〜
一
・
八
メ
ー
ト
ル
）で
、一
家
で
一
本
作
る
。

と
こ
ろ
が
近
年
は
皆
、
笹
竹
を
作
ら
な
く
な
り
、
十
九
戸
で
十
本
出
れ
ば

よ
い
方
で
あ
る
と
い
う
。
二
月
八
日
の
朝
に
な
る
と
、
家
の
内
の
奥
の
部
屋

か
ら
「
風
邪
の
神
は
乗
り
移
れ
」
と
唱
え
な
が
ら
、各
部
屋
を
祓
っ
て
回
る
。

そ
し
て
玄
関
か
ら
出
て
、
辻
の
小
高
い
と
こ
ろ
に
刺
し
て
お
く
。

③
受
取
る
と
こ
ろ

平
栗
か
ら
来
る
笹
竹
と
ミ
コ
シ
な
ど
は
小
石
沢
川
の
橋
の
と
こ
ろ
に
受
取

り
に
行
く
。
古
く
は
旧
道
側
の
橋
だ
っ
た
。

④
か
つ
て
の
「
コ
ト
の
神
送
り
」

二
月
八
日
の
行
事
は
、「
コ
ト
の
神
送
り
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
行
事
に
関
し

て
は
平
栗
と
は
打
合
せ
は
行
わ
な
い
し
、打
合
せ
し
な
く
て
も
笹
竹
は
来
る
。

昔
は
子
供
主
体
で
、
風
邪
の
神
を
追
い
祓
う
の
だ
と
い
わ
れ
て
参
加
し
て

い
た
。
子
供
た
ち
は
下
校
時
間
が
四
時
過
ぎ
に
な
る
の
で
、
子
供
の
時
間
に

合
わ
せ
て
出
発
し
、
大
人
も
同
行
し
て
い
た
。
芋
平
か
ら
く
る
ミ
コ
シ
と
旗

は
大
人
が
、
笹
は
子
供
が
手
分
け
し
て
持
っ
た
。
兄
弟
は
五
人
い
た
が
皆
出

て
い
た
。

辻
の
と
こ
ろ
で
止
ま
る
と
老
人
な
ど
が
行
列
に
加
わ
り
、
風
邪
を
ひ
か
ぬ

と
い
う
こ
と
で
ミ
コ
シ
を
く
ぐ
る
。
そ
し
て
笹
を
送
る
場
所
の「
さ
く
ら
屋
」

を
目
指
し
た
。
鉦
と
太
鼓
は
大
人
が
持
っ
て
い
て
、
か
つ
て
は
区
長
が
号
令

　
　
　
　
　

幼
児
一
名

　
　
　
　
　
（
軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
）

③
鉦
と
太
鼓
と
唱
え
言
葉

い
く
ぞ
ー
！
（
鉦
・
チ
ン
チ
ン
）（
太
鼓
・
ド
ン
ド
ン
）
わ
ー
し
ょ
い
！

事こ
ー
との 

神
か
ー
み
ょ  

送お
ー
くる

よ
、
ど
こ
ま
で
送お
ー
くる

、

小こ
い
し
さ
わ

石
沢
の
橋
ま
で　

送お
ー
くる
よ

④
平
栗
と
周
辺
地
域
の
状
況

川
手
正
稔
氏
は
、仕
事
の
都
合
で
平
栗
を
離
れ
平
成
五
年
頃
に
戻
っ
た
が
、

こ
の
時
に
は
子
供
は
な
く
大
人
だ
け
の
行
列
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

地
域
内
の
様
子
を
見
る
と
、
近
い
将
来
の
子
供
の
様
子
は
わ
か
る
。
現
在

は
三
歳
と
〇
歳
の
二
名
で
、
小
・
中
・
高
校
生
は
一
人
も
い
な
い
。
近
隣
の

小
・
中
学
生
は
学
校
ま
で
片
道
四
キ
ロ
以
上
を
歩
い
て
登
校
し
て
い
る
。
小

学
生
に
な
る
頃
、
学
校
の
こ
と
を
考
え
て
、
高
齢
者
を
残
し
て
転
出
す
る
親

子
が
多
く
、
三
世
代
が
同
居
し
て
い
る
家
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

■
飯
田
市
上
久
堅
（
落
倉
）　
【
一
覧
表
・
地
図
番
号
23
】

五
、（
東
回
り
）落お
と
し
ぐ
ら倉、
コ
ト
の
神
送
り

地
元
の
呼
び
方　

コ
ト
の
神
送
り

行
事
日　

二
月
八
日
、
雪
は
小
降
り

行　

程　

小
石
沢
川
橋
～
中
沢
橋
（
旧
、
さ
く
ら
屋
）

行
事
の
特
徴　

東
回
り
ル
ー
ト
の
四
番
目
の
地
区

話　

者　

北
沢
秀
勝
氏
（
昭
和
七
年
生
）、
落
倉
の
皆
さ
ん

（一）　

行
事
の
概
要

①
落
倉
の
戸
数
な
ど
と
学
校
事
情

北
沢
秀
勝
氏
の
生
ま
れ
た
昭
和
七
年
頃
は
、
三
四
戸
で
集
落
の
戸
数
が
最

も
多
か
っ
た
時
代
で
あ
る
が
、
戦
後
は
若
い
人
が
次
第
に
松
尾
、
竜
丘
、
上

郷
な
ど
（
い
ず
れ
も
飯
田
市
）
に
転
出
し
、現
在
は
十
九
戸
、四
七
名
に
な
っ

た
。
そ
れ
で
も
都
会
か
ら
落
倉
に
二
世
帯
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。

落
倉
は
中
学
生
に
な
る
と
龍
江
の
竜
東
中
学
校
へ
通
う
。
か
つ
て
は
歩
い

て
通
っ
た
が
、
現
在
は
親
や
祖
父
母
が
送
迎
す
る
時
代
で
、
こ
の
通
学
問
題

か
ら
転
出
す
る
家
が
多
い
。
上
久
堅
小
学
校
の
新
入
生
は
四
名
、
全
校
生
徒

〔
写
21
〕
行
列
の
途
中
、
辻
々
で
笹
竹
を
拾
い
集
め
る
（
平
栗
）

〔
図
９
〕
コ
ト
の
神
送
り
・
東
回
り
ガ
イ
ド
図
（
落
倉
）

落倉

●

●

●

●

●

●

●

▲

●

●●

●

芋平

蛇沼

平栗

堂平

越久保

●

●

●

●
北の原

神之峰

風張

原平
中宮

下平

尾科

大屋敷

田力

荻坪

野池 0　　    1km

N

●

小野子

（
飯
田
市
地
形
図
一
万
分
の
一
に
加
筆
）
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②
参
加
人
数　
　

二
三
名

　
　
　
　
　
　

大
人
二
一
名
（
男
九
名
、
女
十
二
名
）

　
　
　
　
　

子
供
二
名
（
小
学
生
一
名
、
幼
児
一
名
）

③
唱
え
言
葉

（
鉦
・
チ
ン
チ
ン
、
太
鼓
・
ド
ン
ド
ン
）
わ
ー
し
ょ
い
！

事こ
ー
との
神
か
ー
み
ょ 

送お
ー
くろ
、
ど
こ
ま
で
送お
ー
くろ
、
中
沢
の
橋
ま
で
送お
ー
くろ

か
つ
て
は
「
さ
く
ら
屋
の
橋
ま
で
送お
ー
くる
ぞ
」
と
い
っ
た
。
桜
屋
は
、
昭
和

二
七
年
ご
ろ
ま
で
は
、
現
在
の
新
中
沢
橋
の
南
側
に
あ
っ
た
。

④
笹
竹
に
つ
い
て

中
沢
橋
に
て　

笹
竹
四
九
本
（
こ
れ
ま
で
の
地
区
分
を
含
め
る
）

　
　
　
　
　
　

旗
二
本
、
幣
束
二
本
（
芋
平
か
ら
）

　
　
　
　
　
　

合
計
五
三
本

を
か
け
た
。
大
人
の
参
加
者
は
家
に
い
て
出
ら
れ
る
人
だ
け
で
、
決
ま
り
は

な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
序
々
に
人
手
不
足
に
な
り
、
平
成
十
年
頃
か
ら
軽
ト
ラ
ッ
ク
で

運
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
の
行
列
は
辻
商
店
（
落
倉
バ
ス
停
前
）
に
皆
が

集
ま
り
、
平
栗
の
連
中
が
チ
ン
チ
ン
ド
ン
ド
ン
や
っ
て
き
た
ら
、
小
石
沢
橋

に
七
、八
名
で
迎
え
に
い
く
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
も
一
台
同
行
し
、
笹
竹
は
軽
ト

ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
戻
っ
て
く
る
。

辻
商
店
か
ら
は
行
列
で
中
沢
橋
ま
で
送
る
。か
つ
て
は
橋
の
た
も
と
に「
さ

く
ら
屋
」
と
い
う
屋
号
の
家
が
あ
っ
た
。
橋
に
は
、
次
の
小
野
子
の
衆
が
い

れ
ば
あ
い
さ
つ
し
、
い
な
け
れ
ば
雪
の
上
に
置
い
て
く
る
。

昔
は
子
供
た
ち
に
お
菓
子
な
ど
配
り
「
振
り
返
ら
ず
に
帰
れ
」
と
い
っ
た
。

今
は
、
終
わ
る
と
ミ
カ
ン
と
お
茶
が
配
ら
れ
解
散
に
な
る
。

⑤
鉦
に
つ
い
て

鉦
は
庄
屋
を
や
っ
て
い
た
「
タ
バ
タ
」（
屋
号
）
と
い
う
家
に
あ
り
、
吊

る
形
式
の
鉦
を
使
っ
て
い
た
。
現
在
は
子
供
が
叩
け
る
小
ぶ
り
な
も
の
を
使

用
し
て
い
る
。

⑥
二
月
八
日
の
ボ
タ
モ
チ

二
月
八
日
の
朝
に
ボ
タ
モ
チ
を
作
り
、
神
棚
と
仏
壇
の
両
方
に
供
え
る
。

ア
ン
コ
と
き
な
粉
だ
が
、
昔
か
ら
き
な
粉
の
方
が
多
く
作
っ
た
。
ボ
タ
モ
チ

を
昼
食
に
食
べ
て
か
ら
、
コ
ト
の
神
送
り
に
出
か
け
る
。

（二）　

実
施
状
況
《
平
成
二
七
年
二
月
八
日
（
日
）》

①
日
程

十
四
二
五
～
三
五
分　
　

　
　
　

七
～
八
名
と
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
笹
竹
を
集
め
に
来
る
。
旗
、
幣
束
、

ミ
コ
シ
は
担
い
で
運
ぶ
。
ミ
ゾ
レ
が
小
降
り
に
な
っ
て
く
る
。

十
四
時
三
六
分　
　
　
　

　
　
　

辻
商
店
（
落
倉
バ
ス
停
前
）
に
皆
が
集
合
し
て
、
行
列
を
組
む
。

　
　
　

幣
束
（
手
に
笹
も
）、
鉦
、
太
鼓
、
旗
、
ミ
コ
シ
、
笹
、
幣
束
と
旗
、

笹
、
順
番
は
前
後
し
な
が
ら

十
四
時
四
四
分　
　

中
沢
橋
着
、
ミ
コ
シ
く
ぐ
り

十
四
時
四
七
分　
　

帰
る
（
小
野
子
は
ま
だ
誰
も
集
っ
て
い
な
い
）

〔
写
22
〕
落
倉
、
出
発
前
に
ミ
コ
シ
く
ぐ
り

●

◉

平栗

落倉

小野子

受け場所（小石沢橋）

送る場所（中沢橋、旧 . さくら屋の橋）

N

0　         100          200m

〔
写
23
〕
落
倉
の
行
列

〔図 10〕平栗・コトの神送りの東回りコース図 （飯田市地形図一万分の一に加筆）
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近
年
は
行
事
へ
の
関
心
が
低
く
、「
送
り
笹
」
を
作
ら
な
い
家
庭
が
増
え
、

送
ら
れ
て
く
る
笹
が
昔
に
比
べ
る
と
か
な
り
少
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
数

名
の
子
供
で
は
担
げ
な
い
。
送
ら
れ
て
く
る
ミ
コ
シ
は
小
学
校
高
学
年
が
、

い
な
け
れ
ば
大
人
が
担
い
で
歩
く
。

二
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
、小
野
子
の
役
員
八
名
と
一
般
の
大
人
が
三
～
四
名
、

小
学
生
数
名
が
参
加
す
る
行
事
と
な
っ
た
。
鉦
と
太
鼓
は
諏
訪
社
隣
の
「
大

昭
館
」（
地
区
の
集
会
施
設
）
に
保
管
し
て
い
る
。

③
各
家
庭
の
「
送
り
笹
」
作
り

「
送
り
笹
」「
送
り
竹
」
と
呼
ぶ
笹
竹
は
、
各
家
庭
で
準
備
す
る
。
マ
ダ
ケ

の
頭
の
方
を
長
さ
一
～
一
・
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
伐
っ
て
き
て
、
中
折
紙
を
四

枚
に
切
っ
た
短
冊
を
付
け
る
。
四
つ
切
り
の
中
折
紙
の
一
辺
を
切
り
込
み
、

コ
ヨ
リ
に
し
て
取
付
用
の
ひ
も
に
す
る
。コ
ヨ
リ
を
上
向
き
に
菱
形
に
向
け
、

「
午
申
」
と
上
下
に
書
く
。
こ
の
短
冊
は
十
二
ヵ
月
分
で
十
二
枚
準
備
す
る
。

送
り
笹
に
は
ボ
ン
ノ
ク
ボ
の
毛
、
爪
、
洗
米
を
紙
に
包
ん
で
く
く
り
付
け

る
。
ボ
ン
ノ
ク
ボ
の
毛
は
抜
く
も
の
で
、
昔
は
親
が
子
供
の
毛
を
抜
い
た
。

と
こ
ろ
が
あ
ま
り
に
痛
い
の
で
切
っ
て
も
よ
い
と
な
っ
た
が
、
今
で
は
付
け

な
い
家
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
ボ
ン
ノ
ク
ボ
の
毛
は
産
毛
、
爪
は
の
び
る
も

の
だ
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
。

送
り
笹
は
二
月
七
日
の
夜
に
作
り
、
家
の
各
部
屋
を
祓
う
。
翌
朝
に
お
祓

い
を
す
る
家
も
あ
る
。
疫
神
を
笹
に
乗
せ
、
送
り
出
す
の
で
あ
る
。
か
つ
て

の
竹
は
二
～
三
メ
ー
ト
ル
の
丈
で
、
現
在
の
も
の
よ
り
大
き
く
、
本
数
が
多

く
な
る
と
担
ぐ
の
が
大
変
だ
っ
た
。
現
在
、
送
り
笹
を
出
す
家
は
十
軒
前
後

で
あ
り
、
家
の
中
を
祓
っ
て
か
ら
出
す
家
は
一
～
二
軒
で
あ
る
。

④
ボ
タ
モ
チ

北
沢
孝
臣
家
で
は
、二
月
八
日
の
昼
は
必
ず
ボ
タ
モ
チ
を
作
っ
て
食
べ
る
。

ア
ン
コ
と
き
な
粉
で
、
小
野
子
で
は
、
現
在
で
も
作
る
家
は
多
い
。

（二）　

実
施
状
況
《
平
成
二
七
年
二
月
八
日
（
日
）》

①
参
加
人
数　

二
三
名

　
　
　
　
　
　

大
人
一
八
名
（
男
一
五
名
、
女
三
名
）

　
　
　
　
　

子
供
五
名
（
男
子
小
学
生
四
名
、
女
子
一
名
）

　
　
　
　
　

犬
一
匹

　
　
　
（
子
供
の
役
割
）
鉦
（
一
年
生
男
子
）

■
飯
田
市
上
久
堅
（
小
野
子
）　
【
一
覧
表
・
地
図
番
号
24
】

六
、（
東
回
り
）小お

の

ご
野
子
、コ
ト
の
神（
風
の
神
送
り
）

地
元
の
呼
び
方　

行
事
（
準
備
〜
行
列
）
は
「
コ
ト
の
神
」「
コ
ト
ー
」、　

　
　

行
列
は
「
風
の
神
送
り
」

行
事
日　

二
月
八
日
、
出
発
点
の
芋
平
よ
り
標
高
が
低
く
雪
も
止
ん
で
い
る

行　

程　

中
沢
橋
～
木き
や
ま
い

山
入
り

行
事
の
特
徴　

東
回
り
ル
ー
ト
の
五
番
目
の
地
区
。
送
り
場
所
で
あ
る
堂
平

の
「
木
山
入
り
」
で
ミ
コ
シ
、
笹
竹
等
は
一
泊
す
る
。

話　

者　

北
沢
孝
臣
氏
（
昭
和
二
三
年
生
）、
小
野
子
の
皆
さ
ん

地
区
の
状
況　

平
成
二
四
年
・
六
二
戸
、
一
五
五
名

　
　
　
　

内
訳
は
上
組
二
一
戸
・
四
三
名
、
中
組
九
戸
・
二
九
名
、　

下
組

三
二
戸
・
八
三
名
で
あ
る
。

小
学
生
が
四
名
で
中
学
生
が
三
名
、中
学
生
に
な
る
と
部
活
動
な
ど
あ
り
、

行
事
に
は
参
加
し
な
く
な
る
。
昭
和
二
〇
～
三
〇
年
代
は
小
中
学
生
が
五
〇

～
六
〇
名
い
た
。

（一）　

行
事
の
概
要

①
行
事
の
呼
び
方
は
年
代
で
異
な
る

戦
後
の
世
代
は
、「
コ
ト
の
神
送
り
」
と
い
う
。「
コ
ト
の
神
」
と
も
書
く
。

短
冊
に
は
「
風
」「
風
邪
」
と
書
く
人
も
い
る
。

戦
前
の
世
代
は
「
二
月
八
日
は
コ
ト
の
神
の
日
」
と
い
う
。
送
り
笹
の
準

備
か
ら
行
列
を
含
め
て
そ
の
日
に
行
う
行
事
を
総
称
し
て
「
コ
ト
の
神
」
と

い
い
、行
列
は
「
風
の
神
送
り
」
と
呼
ぶ
。
か
つ
て
は
「
コ
ト
の
神
の
日
に
、

風
の
神
送
り
を
す
る
ん
だ
よ
」
と
い
う
い
い
方
を
よ
く
聞
い
た
と
い
う
。
ま

た
コ
ト
の
神
を
略
し
て「
コ
ト
ー
」と
も
い
っ
た
。「
今
日
は
コ
ト
ー
の
日
だ
」

と
い
う
。

②「
風
の
神
送
り
」
の
変
化

昔
か
ら
「
風
の
神
送
り
」
は
、
地
区
の
全
員
で
行
う
行
事
で
あ
る
が
、
鉦
、

太
鼓
を
叩
い
て
「
送
り
笹
」
を
持
っ
て
歩
く
の
は
、子
供
の
役
割
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
現
在
は
、
子
供
が
二
、三
名
な
の
で
大
人
が
担
ぎ
、
担
ぎ
き
れ
な

い
分
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ん
で
い
る
。
出
発
は
毎
年
四
時
で
、
十
五
～
二
〇

分
で
隣
の
堂
平
に
到
着
す
る
。

〔
写
24
〕
小
野
子
の
風
の
神
送
り

〔
図
11
〕
コ
ト
の
神
送
り
・
東
回
り
ガ
イ
ド
図
（
小
野
子
）
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④
行
列
の
唱
え
言
葉

（
鉦
・
チ
ン
チ
ン
、
太
鼓
・
ド
ン
ド
ン
）
わ
ー
し
ょ
い
！

事
の
神
か
ー
み
ょ

　

送お
ー
くる

ぞ
（
ど
ー
こ
ま
ー
で
送お
ー
くる

）

北き
ー
た 

の
は
ず
れ
（
は
て
）
ま
で
送お
ー
くる

ぞ

「
送
る
ぞ
」「
送
れ
よ
」
な
ど
世
代
や
人
に
よ
っ
て
異
な
る
。

■
飯
田
市
上
久
堅
（
堂
平
）　
【
一
覧
表
・
地
図
番
号
25
】

七
、（
東
回
り
）堂ど
う
だ
い
ら平、
神
送
り

地
元
の
呼
び
方　

神
送
り
、
風
の
神
送
り
、
コ
ト
の
神
送
り

行
事
日　

二
月
九
日

行　

程　

木
山
入
り
（
堂
平
）
か
ら
上
久
堅
公
民
館
前
（
風
張
）

行
事
の
特
徴　

東
回
り
ル
ー
ト
の
六
番
目
の
地
区
。
二
日
目
の
開
始
地
点
。

話　

者　

島
岡
彦
男
氏
（
昭
和
三
生
）、
堂
平
の
皆
さ
ん

（一）　

行
事
の
概
要

①
行
事
の
伝
承

堂
平
で
は
二
月
九
日
の
行
事
の
こ
と
を
「
神
送
り
」
と
呼
ぶ
が
、「
風
の

神
送
り
」「
コ
ト
の
神
送
り
」
と
も
い
う
。

二
月
八
日
に
千
代
の
芋
平
を
出
発
し
た
ミ
コ
シ
と
集
落
ご
と
に
追
加
さ
れ

た
笹
竹
な
ど
は
、
堂
平
の
小
野
子
境
で
「
木
山
入
り
」
呼
ぶ
と
こ
ろ
で
一
泊

し
、
二
日
目
は
、
堂
平
を
午
後
三
時
に
出
発
す
る
。

話
者
の
島
岡
氏
に
よ
る
と
、
神
送
り
が
今
日
ま
で
続
い
て
き
た
の
は
、
出

発
地
点
の
芋
平
の
人
た
ち
が
、
手
間
の
か
か
る
ミ
コ
シ
を
音
を
上
げ
ず
に
作

り
続
け
て
送
り
出
し
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
子
供
の
い
な
い
集
落
で
は
大

人
が
代
わ
り
に
行
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
戦
前
に
、
一
回
だ

け
中
止
し
た
年
が
あ
っ
た
が
、
集
団
風
邪
が
流
行
り
再
開
し
た
と
聞
い
て
い

る
と
い
う
。

さ
ら
に
、
笹
竹
や
ミ
コ
シ
は
い
く
つ
も
の
集
落
で
受
け
継
が
れ
て
運
ば
れ

る
が
、
関
わ
る
地
区
が
連
携
し
た
会
合
や
打
合
せ
を
行
っ
た
こ
と
が
な
い
。

ど
ん
な
に
雪
が
降
っ
て
も
忙
し
く
と
も
、ミ
コ
シ
や
笹
竹
は
必
ず
来
る
も
の
、

何
と
し
て
で
も
次
の
集
落
に
送
ら
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
決
ま
っ
て
い
て
、

「
も
う
い
や
だ
か
ら
や
め
よ
う
」
な
ど
話
し
た
こ
と
も
な
い
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
鼓
担
ぎ
（
五
年
生
、
六
年
生
男
子
各
一
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
鼓
叩
き
（
二
年
生
男
子
）

②
日
程

十
五
時
四
五
分　

小
野
子
の
人
た
ち
が
中
沢
橋
に
集
ま
り
始
め
る
。

十
六
時
五
分　
　

出
発
、
旗
類
、
鉦
、
太
鼓
（
二
名
で
担
い
で
一
名
が
叩

く
）
ミ
コ
シ
（
二
名
）、
送
り
笹

　
　
　
（
軽
ト
ラ
な
し
）
送
り
笹
を
拾
い
な
が
ら
行
列

十
六
時
二
〇
分　

堂
平
の
「
木
山
入
り
」
と
呼
ぶ
交
差
点
に
到
着
、
置
く

場
所
は
背
後
に
竹
林
の
あ
る
道
際
で
雪
溜
ま
り
と
な
っ
て
い
た
。

皆
で
ミ
コ
シ
く
ぐ
り
を
す
る
。

十
六
時
二
三
分　
　

ミ
コ
シ
、
送
り
笹
を
置
く
。

　
　
　

帰
り
道
で
は
「
や
ん
か
ぼ
う
ず
（
き
か
な
い
子
供
）」
は
「
後
ろ

を
振
り
向
く
な
、
振
り
向
く
と
風
邪
の
神
が
乗
り
移
る
ぞ
」
と
い

わ
れ
て
脅
か
さ
れ
た
と
い
う
。

③
送
り
笹
（
ミ
コ
シ
、
送
り
笹
な
ど
は
木
山
入
り
で
一
泊
す
る
）

木
山
入
り
に
て　

送
り
笹
・
五
八
本

旗
二
本
、
幣
束
二
本　
　

合
計
六
二
本

〔
写
25
〕
床
の
間
に
「
風
の
神
」
を
立
て
、
コ
ト
ボ
タ
モ

チ
を
供
え
る
（
堂
平
・
島
岡
彦
男
宅
）

◉

●

受け場所（中沢橋）

送る場所（木山入り）
※ここで一泊する

落倉

小野子

堂平

（商店）

上久堅運動場

N

0　                200m

〔図 12〕小野子・風の神送りの東回りコース図

（飯田市地形図一万分の一に加筆）

〔
写
26
〕「
風
の
神
」
で
各
部
屋
を
祓
う
（
同
右
）

風の神（笹竹）↓

コトボタモチ↑

〔
図
13
〕
コ
ト
の
神
送
り
・
東
回
り
ガ
イ
ド
図
（
堂
平
）

堂平

●

●

●

●

●

●

●

▲

●

●●

●

芋平

蛇沼

平栗

小野子

越久保

●

●

●

●
北の原

神之峰

風張

原平
中宮

下平

尾科

大屋敷

田力

荻坪

野池 0　　    1km

N

● 落倉
（
飯
田
市
地
形
図
一
万
分
の
一
に
加
筆
）
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時
代
な
の
で
、
一
〇
銭
も
貰
え
れ
ば
大
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

堂
平
は
、
昭
和
四
〇
年
頃
ま
で
子
供
だ
け
で
行
列
を
組
め
た
が
、
現
在
は

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
が
一
人
も
い
な
い
。
さ
ら
に
平
日
の
夕
方
に
参
加

で
き
る
の
は
高
齢
者
が
中
心
に
な
る
の
で
竹
を
担
げ
な
く
な
っ
た
。
一
〇
年

ほ
ど
前
か
ら
、
参
加
者
が
小
ぶ
り
の
竹
を
持
ち
、
ミ
コ
シ
を
担
ぎ
、
あ
と
は

軽
ト
ラ
ッ
ク
で
、
次
の
中
継
地
点
の
風
張
の
公
民
館
前
ま
で
笹
竹
を
運
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
。
当
初
は
「
神
様
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ん
で
よ
い
の
か
」
な
ど

の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
今
で
は
当
た
り
前
に
な
っ
た
と
い
う
。

行
列
が
終
わ
る
と
自
販
機
で
買
っ
た
お
茶
が
配
ら
れ
、
一
息
つ
い
て
か
ら

戻
る
。
振
り
返
る
と
「
風
の
神
」
が
付
い
て
く
る
と
い
わ
れ
、
振
り
返
ら
ず

に
帰
る
。

（二）　

実
施
状
況
《
平
成
二
七
年
二
月
九
日
（
月
）》

①
日
程

一
四
時
四
五
分
ご
ろ　

堂
平
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
笹
竹

を
積
み
、
ミ
コ
シ
く
ぐ
り
を
行
う
。

一
五
時　

そ
れ
ぞ
れ
に
持
ち
物
を
分
担
し
て
出
発
。　
　
　
　
　
　

　
　
　

現
在
の
行
列
は
、
旗
と
御
幣
各
一
名
が
先
頭
、
ミ
コ
シ
（
二
名
）、

笹
竹
を
手
に
し
た
参
加
者
、軽
ト
ラ
ッ
ク
が
三
台（
平
成
二
七
年
）、

②
各
家
で
作
る
笹
竹
「
風
の
神
」

八
日
の
晩
に
、
各
家
で
は
笹
竹
を
作
る
。
島
岡
彦
男
家
で
は
「
風
の
神
」

と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
竹
や
笹
の
枝
で
は
な
く
、
芯
の
あ
る
幹
の
先
端
を

二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
長
さ
に
切
っ
て
用
い
る
。
頭
（
先
端
部
分
）
の
な
い
も

の
は
縁
起
が
悪
い
と
も
い
わ
れ
、さ
ら
に
枝
葉
の
あ
る
も
の
を
切
っ
て
く
る
。

竹
の
太
さ
は
親
指
ほ
ど
が
よ
い
。

そ
し
て
そ
の
竹
に
紙
の
短
冊
を
結
び
つ
け
る
。
短
冊
に
は
馬
・
午
・
申
・

風
の
神
・
風
・
風
邪
な
ど
と
書
く
。
紙
は
中
折
（
紙
）
で
、
四
等
分
に
し
て

片
隅
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
こ
れ
を
コ
ヨ
リ
に
し
て
小
枝
に
結
ぶ
。
枚
数
は

奇
数
の
九
枚
、
も
し
く
は
一
年
の
月
の
数
で
一
二
枚
付
け
る
。

さ
ら
に
、
家
族
全
員
の
ボ
ン
ノ
ク
ボ
の
毛
、
米
を
中
折
に
く
る
ん
で
、
水

引
で
幹
に
し
ば
り
付
け
る
。
こ
れ
は
現
在
は
行
わ
な
い
家
も
あ
り
、
若
い
夫

婦
な
ど
で
知
ら
な
い
家
も
増
え
て
き
た
。

翌
朝
、
こ
の
笹
竹
で
各
部
屋
を
祓
い
な
が
ら
「
風
の
神
様
、
移
っ
て
下
さ

い
」
と
い
う
。
そ
し
て
辻
に
笹
竹
を
立
て
て
お
く
。
す
る
と
行
列
が
来
た
と

き
に
持
っ
て
行
っ
て
く
れ
る
。

③
コ
ト
ボ
タ
モ
チ

八
日
の
夜
、出
来
上
が
っ
た
「
風
の
神
」
は
床
の
間
に
飾
る
。
飾
る
と
い
っ

て
も
倒
れ
な
い
よ
う
に
立
て
か
け
て
お
く
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
「
コ

ト
ボ
タ
モ
チ
」
を
供
え
る
。

島
岡
家
で
は
床
の
間
、仏
壇
、神
棚
に
「
コ
ト
ボ
タ
モ
チ
」
を
供
え
た
。「
コ

ト
ボ
タ
モ
チ
」
は
も
ち
米
だ
け
で
作
り
、
半
殺
し
に
つ
ぶ
す
。「
コ
ト
ボ
タ
モ

チ
」
は
小
豆
と
き
な
粉
の
二
種
類
で
、
も
ち
米
と
き
な
粉
は
、
塩
味
に
す
る
。

④
行
列
の
今
昔

か
つ
て
は
ど
こ
の
家
に
も
子
供
が
多
か
っ
た
。
特
に
前
日
、
二
月
八
日
に

行
列
し
て
く
る
小
野
子
は
子
供
の
多
い
地
区
で
、
毎
年
六
〇
名
ほ
ど
が
参
加

し
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
大
き
な
笹
竹
を
抱
え
て
坂
を
下
っ
て
来
る
の
で
、

見
上
げ
て
い
る
と
竹
や
ぶ
が
動
い
て
く
る
よ
う
に
見
え
た
と
い
う
。

以
前
は
堂
平
の
行
列
で
も
鉦
と
太
鼓
が
あ
り
「
わ
っ
し
ょ
い
、
風
の
神
を
送

る
よ
、
北
の
原
ま
で
送
る
よ
」
と
囃
し
て
い
た
が
、
現
在
は
行
っ
て
い
な
い
。

子
供
の
行
事
な
の
で
、
終
わ
る
と
お
菓
子
を
出
し
た
が
、
行
列
に
参
加
し

な
か
っ
た
家
か
ら
は
、
子
供
た
ち
が
「
出で
ぶ
そ
く
き
ん

不
足
金
」
を
集
め
た
。
そ
れ
で
駄

菓
子
屋
で
飴
な
ど
を
買
っ
て
皆
で
分
け
た
。
一
銭
で
黒
飴
が
一
〇
個
買
え
た

◉

●

受け場所（木山入り）

堂平

上久堅小学校

小野子

風張

●

● 上久堅公民館

上久堅郵便局 ●

細田川

送る場所（公民館前）

森
⇨

0　                   200m

N

〔
写
27
〕
堂
平
の
行
列

〔図 14〕堂平、送り神の東回りコース図

（飯田市地形図一万分の一に加筆）
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の
念
仏
と
細
か
く
は
異
な
る
。
学
校
か
ら
帰
る
と
集
会
所
に
集
ま
り
、
自
分

た
ち
で
イ
ロ
リ
に
火
を
お
こ
し
て
二
時
間
ほ
ど
練
習
し
た
。
特
に
新
兵
（
新

し
く
入
っ
た
子
供
の
呼
び
方
）
は
何
も
わ
か
ら
な
い
の
で
頭
取
が
教
え
た
。

現
在
は
、
練
習
を
行
う
集
会
所
に
額
装
し
た
念
仏
の
墨
書
が
掲
げ
て
あ
る

が
、
こ
れ
は
柴
田
安
人
氏
（
大
正
一
〇
年
頃
生
）
が
住
職
か
ら
念
仏
を
教
わ

り
、
平
成
二
〇
年
ご
ろ
納
め
た
も
の
で
あ
る
。〔
写
29
〕

③
子
供
の
行
事
、
コ
ト
念
仏
の
参
加
者
と
頭
取

昭
和
三
〇
年
頃
は
、
風
張
と
上
平
の
一
〇
歳
か
ら
一
五
歳
の
男
の
子
で
、

長
男
だ
け
、
も
し
く
は
一
人
だ
け
が
コ
ト
念
仏
に
参
加
で
き
た
。
長
男
は
六

年
間
参
加
で
き
る
が
、次
男
は
長
男
が
一
五
歳
を
過
ぎ
ね
ば
参
加
で
き
な
い
。

年
子
だ
と
一
回
だ
け
に
な
る
。

飯
田
市
美
術
博
物
館
編
集
・
発
行
の
『
上
久
堅
の
民
俗
』
で
は
「
参
加
者

は
小
学
二
年
生
か
ら
中
学
二
年
生
ま
で
の
男
子
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
六
〇
年

頃
か
ら
女
子
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。平
成
十
五
年
に
は
合
計
十
二
人
、

う
ち
女
子
が
五
人
で
、
頭
取
の
親
一
人
が
付
き
添
っ
た
」
と
あ
る
。

か
つ
て
は
一
五
歳
が
頭
取
と
呼
ば
れ
、
行
事
の
一
切
を
仕
切
っ
た
。
一
五

歳
が
複
数
い
れ
ば
子
供
た
ち
で
代
表
を
選
ぶ
。
当
時
は
風
張
五
〇
数
戸
、
上

平
四
〇
数
戸
で
合
計
九
〇
戸
近
く
あ
り
、
該
当
す
る
子
供
も
四
〇
人
以
上
い

た
。
各
戸
を
念
仏
し
て
歩
き
、
金
銭
（
現
在
は
お
布
施
と
い
う
）
が
貰
え
る

の
が
楽
し
み
だ
っ
た
と
い
う
。
営
林
署
、
駐
在
所
、
学
校
な
ど
も
回
り
、
戻

る
と
た
い
が
い
夜
一
〇
時
を
回
っ
て
い
た
。
も
ら
っ
た
金
銭
を
持
っ
て
、
店

で
菓
子
と
小
瓶
の
酒
を
購
入
し
、
残
っ
た
金
銭
は
頭
取
が
全
員
に
分
け
た
。

四
〇
人
で
分
け
る
と
た
い
し
た
額
で
は
な
い
が
、
お
金
を
貰
え
る
こ
と
が
嬉

し
い
時
代
だ
っ
た
。
菓
子
は
皆
で
食
べ
、
酒
は
太
鼓
の
皮
の
養
生
に
吹
き
か

け
た
。
お
お
ら
か
な
時
代
だ
っ
た
。

念
仏
で
は
頭
取
、
金
集
め
、
鉦
、
太
鼓
の
役
目
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
食

事
と
か
休
憩
は
な
か
っ
た
が
、
人
数
が
多
か
っ
た
の
で
、
自
分
の
家
の
近
く

に
な
る
と
役
目
を
交
代
し
て
も
ら
い
、
家
に
食
事
に
立
ち
寄
っ
た
。
た
い
が

い
食
事
は
飯
と
豚
汁
と
決
ま
っ
て
い
た
。

役
の
子
供
た
ち
は
、
事
前
に
山
に
行
き
、
鉦
と
太
鼓
の
バ
チ
用
の
枝
を
採

り
に
行
っ
た
。
特
に
樹
種
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
真
っ
直
ぐ
な
枝
を
太
鼓
の
バ

チ
に
、
先
の
曲
が
っ
た
も
の
を
鉦
の
バ
チ
に
し
た
。
バ
チ
は
毎
年
新
調
し
て

い
た
。

最
後
に
旗
と
御
幣
各
一
名
が
付
く
。

　
　

※�

鉦
、
太
鼓
、
唱
え
言
葉
は
な
い
。

一
五
時
二
五
分　
　

公
民
館
（
上
久
堅
支
所
前
）
に
到
着
。
笹
竹
を
降
ろ

し
、
ミ
コ
シ
を
置
く
。
皆
で
お
茶
を
飲
ん
で
か
ら
戻
る
。

②
参
加
人
数　
　
　

一
八
名

　
　
　
　
　
　
　
　

大
人
一
七
名
（
男
九
名
、
女
八
名
）、
幼
女
一
名

③
送
り
笹

木
山
入
り
に
て　

送
り
笹
・
六
六
本
、
旗
二
本
、
幣
束
二
本
、

　
　
　
　
　
　
　

合
計
七
〇
本

■
飯
田
市
上
久
堅
（
風
張
・
上
平
）　
【
一
覧
表
・
地
図
番
号
26
】

八
、（
東
回
り
）風か
ざ
は
り張・
上
か
み
だ
い
ら
平
、子
供
の
コ
ト
念
仏
・
送
り
神

地
元
の
呼
び
方　

コ
ト
念
仏
（
口
頭
で
は
、コ
ト
ウ
念
仏
、コ
ウ
ト
ウ
念
仏
）、

　

送
り
神
・
風
の
神
送
り

行
事
日　

コ
ト
念
仏　

二
月
六
日
（
近
年
は
二
月
の
第
一
土
曜
日
）

　
　
　
　

送
り
神　

二
月
九
日
、
道
際
に
は
ほ
と
ん
ど
雪
が
な
か
っ
た
。

行　

程　

公
民
館
前
〜
北
の
原
（
終
着
点
）

行
事
の
特
徴　

東
回
り
ル
ー
ト
で
は
七
番
目
、
最
後
の
地
区
。

話　

者　

小
池
健
一
氏
（
昭
和
十
八
年
生
）、

　
　
　
　

柴
田
房
子
氏
（
昭
和
二
〇
年
代
生
）、
風
張
・
上
平
の
皆
さ
ん

（一）　

行
事
の
概
要

【
昭
和
三
〇
年
頃
の
コ
ト
念
仏
】

①
行
事
の
呼
び
方

二
月
六
日
の
念
仏
は
「
コ
ト
ウ
念
仏
」「
コ
ウ
ト
ウ
念
仏
」
と
い
う
が
、

文
字
に
す
る
と
「
コ
ト
念
仏
」
に
な
る
。
現
在
の
子
供
た
ち
は
「
コ
ト
ネ
ン

ブ
ツ
」
と
い
う
。

二
月
九
日
の
コ
ト
の
神
送
り
は
、
風
張
で
は
「
送
り
神
」「
風
の
神
送
り
」

と
呼
ぶ
。

②
念
仏
の
伝
承

小
池
健
一
氏
に
よ
る
と
、
子
供
の
頃
、
昭
和
三
〇
年
頃
の
念
仏
は
、
頭
取

が
口
述
で
伝
え
た
り
、
黒
板
に
ひ
ら
が
な
で
書
い
た
も
の
で
覚
え
た
。
現
在

〔
写
28
〕
風
張
・
上
平
の
練
習
の
様
子
（
集
会
所
に
て
）

〔
図
15
〕
コ
ト
の
神
送
り
・
東
回
り
ガ
イ
ド
図
（
風
張
・
上
平
）

風張

●

●

●

●

●

●

●

▲

●

●●

●

芋平

蛇沼

平栗

小野子

越久保

●

●

●

●
北の原

神之峰

堂平

原平
中宮

下平

尾科

大屋敷

田力

荻坪

野池 0　　    1km

N

● 落倉
（
飯
田
市
地
形
図
一
万
分
の
一
に
加
筆
）

〔
写
29
〕
集
会
所
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
唱
え
詞
の
額
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（二）　

実
施
状
況
《
平
成
二
七
年
二
月
七
（
土
）、
九
日
（
月
）》

①
参
加
者

参
加
者
は
三
名
、
中
学
生
が
全
員
中
学
三
年
生
以
上
に
な
っ
た
の
で
、
小

学
生
だ
け
で
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
父
親
が
付
添
っ
た
。

　

六
年
生
・
男
子　
　

頭
取
・
太
鼓

　

三
年
生
・
女
子　
　

集
金
係

　

三
年
生
・
男
子　
　

鉦

　

子
供
た
ち
の
父
親
三
名　

付
添
い　

②
練
習

一
週
間
程
前
か
ら
、
一
七
時
か
ら
一
九
時
頃
ま
で
集
会
所
で
練
習
す
る
。

コ
ト
念
仏
と
唱
え
言
葉
を
何
回
も
繰
返
し
て
練
習
し
た
り
、
一
人
ず
つ
順
番

に
唱
え
た
り
す
る
。
練
習
の
仕
方
は
頭
取
が
決
め
る
。

合
間
に
休
ん
だ
り
遊
ん
だ
り
す
る
。親
や
幼
い
兄
弟
も
そ
の
場
に
い
た
り
、

出
入
り
し
て
い
た
。

【
コ
ト
念
仏
・
平
成
二
七
年
二
月
七
日
（
土
）】

①
日
程

十
五
時
四
五
分　

集
会
所
（
風
張
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
）
に
子
供
と
親
が

集
ま
り
始
め
る
。
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
薬
師
如
来
堂
の
扉
は
開

放
さ
れ
、
お
供
え
が
並
ん
で
い
る
。

十
六
時
五
分　

集
会
所
前
の
広
場
（
薬
師
如
来
堂
前
）
に
子
供
た
ち
が
出

て
き
て
念
仏
を
始
め
る
。
念
仏
は
向
き
を
変
え
な
が
ら
、
八
方
向

に
向
か
っ
て
唱
え
た
。

十
六
時
一
〇
分　

三
名
の
小
学
生
に
そ
れ
ぞ
れ
の
父
親
が
付
添
い
出
発
。

鉦
は
直
径
二
五
セ
ン
チ
あ
り
重
い
の
で
、
父
親
た
ち
が
交
代
で
担

い
だ
。

十
六
時
一
八
分　

一
番
目
は
久
堅
神
社
と
境
内
の
祠
な
ど
で
念
仏
を
唱
え

た
。
そ
の
後
上
平
地
区
の
家
々
を
巡
る
。
約
四
〇
箇
所
で
念
仏
を

唱
え
た
。　

十
八
時
二
〇
分　

集
会
所
に
戻
り
、
子
供
た
ち
の
母
親
や
役
員
が
作
っ
て

く
れ
た
夕
食
の
カ
レ
ー
を
食
べ
て
一
休
み
す
る
。

十
九
時　
　

再
開
。
後
半
は
風
張
地
区
を
回
る
。
西
か
ら
回
り
、
診
療
所

④
ボ
タ
モ
チ

コ
ト
念
仏
の
日
に
は
小
豆
と
き
な
粉
の
ボ
タ
モ
チ
と
豚
汁
を
食
べ
た
。
こ

れ
を
「
ボ
タ
モ
チ
」
と
呼
ん
だ
。
豚
汁
は
家
に
よ
る
。
ボ
タ
モ
チ
は
先
祖
様

（
仏
壇
）
と
神
棚
に
供
え
た
。

【
昭
和
三
〇
年
頃
の
送
り
神
】

①
送
り
神
に
つ
い
て

二
月
六
日
の
コ
ト
念
仏
に
参
加
し
た
者
は
、
二
月
九
日
の
送
り
神
に
も
参

加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

昭
和
三
〇
年
頃
の
送
り
神
の
行
列
は
、
送
ら
れ
て
き
た
旗
と
幣
束
が
先
頭

で
、
鉦
と
太
鼓
が
続
い
て
歩
い
た
。
ミ
コ
シ
は
、
子
供
が
四
人
で
担
い
で
い

た
。そ
の
後
に
笹
竹
を
持
っ
た
子
供
た
ち
が
続
き
、総
勢
四
〇
名
ほ
ど
に
な
っ

た
。
一
年
の
行
事
で
、
子
供
だ
け
で
行
う
の
は
コ
ト
念
仏
と
風
の
神
送
り
だ

け
だ
っ
た

送
り
神
に
は
喧
嘩
が
つ
き
も
の
で
、
北
の
原
に
ミ
コ
シ
や
笹
竹
を
送
っ
た

後
に
、
上
平
の
坂
で
、
下
平
の
子
供
た
ち
と
小
競
り
合
い
が
起
こ
っ
た
。
半

分
は
余
興
で
あ
っ
た
が
、
学
校
の
先
生
が
仲
裁
に
入
る
ほ
ど
の
騒
ぎ
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
中
宮
は
下
平
の
子
ど
も
と
共
に
喧
嘩
に
加
わ
っ
て
い
た

が
、
原
平
は
別
行
動
で
喧
嘩
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

送
り
神
に
関
し
て
は
他
の
地
区
と
一
切
打
合
せ
を
し
た
こ
と
が
な
い
。
戦

時
中
は
分
か
ら
な
い
が
、
堂
平
か
ら
ミ
コ
シ
や
笹
竹
が
来
な
か
っ
た
こ
と
は

な
い
。
堂
平
は
大
人
が
行
列
し
て
運
ぶ
が
、
ミ
コ
シ
と
笹
竹
を
置
き
役
目
を

終
え
る
と
静
か
に
帰
っ
て
い
く
。
送
ら
れ
て
き
た
も
の
は
、
ま
た
送
る
だ
け

と
、
暗
黙
の
了
解
で
決
ま
っ
て
い
た
。
雪
も
雨
も
関
係
な
く
、
頭
取
が
風
邪

を
ひ
け
ば
代
わ
り
の
者
が
頭
取
と
な
り
、
ミ
コ
シ
と
笹
竹
を
北
の
原
ま
で

送
っ
た
。

②
笹
竹

風
張
・
上
平
で
は
、
昔
か
ら
笹
竹
を
出
す
人
が
少
な
い
。
そ
れ
ま
で
の
各

集
落
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
笹
竹
が
あ
ま
り
に
大
量
で
あ
る
た
め
、
親
た
ち
が

子
供
を
気
遣
い
多
く
は
出
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
子
供
た
ち
は
担
ぎ
や
す
い

よ
う
に
し
ば
っ
て
運
び
、
沿
道
の
笹
竹
を
拾
い
集
め
な
が
ら
北
の
原
に
向

か
っ
た
。
そ
し
て
歩
き
な
が
ら
送
り
神
の
歌
を
歌
っ
た
。（
後
述
）

送
る
神
は
「
風
邪
の
神
」
で
厄
も
送
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

〔
写
30
〕
コ
ト
念
仏
は
各
家
を
巡
回
し
念
仏
を
唱
え
る

〔
写
31
〕
決
め
ら
れ
た
祠
で
念
仏
を
唱
え
る
（
上
平
の
若
宮
様
）

〔
写
32
〕
念
仏
の
お
布
施
を
も
ら
い
、
丁
寧
に
お
礼
を
す
る
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ま
で
南
下
し
、
Ｊ
Ａ
上
久
堅
支
所
で
一
休
み
し
、
東
端
の
越
久
保

境
を
巡
り
、
上
久
堅
小
学
校
に
立
ち
寄
っ
た
。
夕
食
後
は
、
約

五
〇
箇
所
で
念
仏
を
唱
え
た
。

二
一
時
二
〇
分　

集
会
所
に
戻
る
。
出
発
時
と
同
様
に
八
方
向
に
念
仏
を

唱
え
る
。
集
会
所
の
念
仏
を
含
め
九
二
箇
所
で
念
仏
を
唱
え
た
。

二
一
時
三
〇
分　

一
休
み
し
て
か
ら
、
頭
取
の
姉
が
加
わ
り
別
室
で
お
布

施
を
精
算
す
る
。
菓
子
代
や
食
事
の
材
料
費
な
ど
を
差
し
引
き
、

残
金
を
三
名
で
分
け
、
の
し
袋
に
入
れ
、
頭
取
が
「
お
疲
れ
様
で

し
た
」と
手
渡
す
。
饅
頭
が
お
布
施
の
時
代
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、

今
も
昔
も
住
民
の
子
供
た
ち
へ
の
ね
ぎ
ら
い
の
気
持
ち
が
お
布
施

や
菓
子
に
な
っ
て
い
る
。
二
二
時
半
ご
ろ
に
解
散
と
な
っ
た
。

②
念
仏
の
や
り
方

家
々
を
訪
ね
玄
関
ブ
ザ
ー
を
押
す
と
、
家
人
が
玄
関
先
に
出
て
来
て
念
仏

が
始
ま
る
。
頭
取
の
「
さ
ん
し
」
の
合
図
で
「
今こ
ん
に
ち日

事こ
と

申
し
ま
す
」
と
始
ま

る
。
練
習
を
重
ね
て
き
た
の
で
、
二
〇
秒
前
後
で
終
わ
る
。
集
金
係
が
頭
を

下
げ
て
カ
バ
ン
を
掲
げ
る
と
家
人
が
お
布
施
を
入
れ
て
く
れ
る
。
皆
で
頭
を

下
げ
て
か
ら
次
の
家
に
向
か
う
。
お
布
施
を
隣
家
に
頼
ん
で
あ
る
留
守
宅
も

数
軒
あ
っ
た
。

一
七
時
半
頃
に
な
る
と
薄
暗
く
な
り
、
子
供
た
ち
が
一
番
星
を
さ
が
し
て

き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
す
る
。
一
番
星
を
見
つ
け
る
と「
今
日
事
申
し
ま
す
」が「
今

晩
事
申
し
ま
す
」
に
変
わ
る
。

③
念
仏

（
文
字
と
ず
れ
る
の
で
子
供
た
ち
の
念
仏
を
ひ
ら
が
な
で
記
載
す
る
）

さ
ん
し
（
頭
取
の
み
が
合
図
）

今
日
事
申
し
ま
す
（
日
没
後
は
「
今
晩
」）

こ
う
み
ょ
う
へ
ん
じ
ょ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
明
遍
照　

じ
っ
ぽ
う　

せ
か
い
ね
ん
ぶ
つ　
　
　
　
　
　
　

十
方
世
界

し
ゅ
じ
ょ
う　

せ
っ
し
ゅ　

ふ
し
ゃ　
　
　
　
　

念
仏
衆
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

摂
取
不
捨

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ　

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ　

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ　

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ　

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ　

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ　

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ　

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
無
阿
弥
陀
仏

〔図 16〕風張・上平のコト念仏コース図
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玉川寺

●

○
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若宮様

稲荷様

〒

公民館

上久堅診療所

堂平

風張

上平

中宮
原平

越久保

N

0　          100          200m

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
⑧

集会所前で八方向に念仏

集会所

薬師如来堂

久堅神社

（飯田市地形図一万分の一に加筆）

み
だ
が
（
ん
）
に
し
く
ど
く　
　
　
　
　
　
　
　

弥
陀
願
以
此
功
徳

び
ょ
う
ど
う
せ
ぇ
い
っ
さ
い　
　
　
　
　
　
　
　

平
等
施
一
切

ど
う
ほ
つ　

ぼ
だ
い
し
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
発
菩
提
心

お
う
じ
ょ
う　

あ
ん
ら
っ
こ
く　
　
　
　
　
　
　

往
生
安
楽
国

※�

文
字
で
は
「
世
界
」「
念
仏
」
は
区
切
れ
て
い
る
が
、
口
頭
で
は
つ
な

げ
て
唱
え
る
。
ま
た
か
つ
て
は
、最
後
の
「
こ
く
（
国
）」
が
な
く
、「
あ

ん
ら
く
」
で
終
わ
っ
て
い
た
。

○

（休憩）

（前庭）

丸付き数字は、その順番
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一
五
年
ほ
ど
前
に
、
柴
田
安
人
氏
が
玉
川
寺
住
職
に
教
わ
っ
て
念
仏
を
文

字
に
書
き
起
こ
し
額
装
し
て
か
ら「
国
」を
発
音
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

【
送
り
神
・
平
成
二
七
年
二
月
九
日
（
月
）】

①
原
平
集
会
所
、
西
回
り
と
合
流
し
て
北
の
原
へ

送
り
神
に
は
、
コ
ト
念
仏
と
同
じ
小
学
生
三
名
と
そ
の
幼
い
兄
弟
二
名
、

大
人
六
名
の
合
計
十
一
名
が
参
加
し
た
。
風
張
の
公
民
館
前
を
出
発
し
、
原

平
（
柏
原
と
呼
ぶ
）
の
集
会
所
に
向
か
っ
た
。
数
年
前
か
ら
、
東
回
り
の
風

張
・
上
平
、
西
回
り
の
下
平
、
中
宮
集
落
集
会
所
か
ら
北
の
原
ま
で
行
列
す

る
中
宮
、
原
平
集
会
所
か
ら
北
の
原
に
向
か
う
原
平
の
四
地
区
（
風
張
・
上

平
の
二
集
落
を
一
地
区
と
し
て
）
が
一
旦
、
原
平
の
集
会
所
に
集
合
し
て
か

ら
、
北
の
原
に
向
か
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
順
番
は
決
め
ら
れ
て
い
な
い

し
、
先
を
争
う
こ
と
も
な
い
。

北
の
原
は
ウ
ツ
ギ
沢
の
支
流
の
上
流
部
で
、
飯
田
市
と
喬
木
村
の
堺
を
喬

木
村
側
に
数
メ
ー
ト
ル
入
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。北
の
原
は
字
名
で
は
な
く
、

送
り
神
の
時
に
だ
け
用
い
る
通
称
で
あ
る
。

北
の
原
に
到
着
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
順
番
に
道
路
か
ら
笹
竹
な
ど
を
谷

に
投
げ
入
れ
る
。
次
に
一
地
区
ず
つ
投
げ
入
れ
た
場
所
の
道
路
際
に
一
列
に

並
び
、
念
仏
を
一
回
唱
え
る
。
か
つ
て
は
二
回
唱
え
た
り
、
鉦
と
太
鼓
の
バ

チ
を
投
げ
捨
て
た
と
い
う
。

こ
の
と
き
子
供
た
ち
は
他
の
地
区
の
念
仏
を
耳
に
し
て
、
地
区
ご
と
に
念

仏
の
言
い
回
し
や
鉦
と
太
鼓
の
叩
き
方
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

ど
の
地
区
も
自
分
た
ち
が
一
番
正
し
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
他
の
地
区
の

念
仏
を
聞
い
て
笑
っ
て
い
る
。
同
じ
念
仏
で
も
長
い
年
月
の
口
伝
え
の
繰
り

返
し
に
よ
り
違
い
が
生
じ
て
い
た
。

②
参
加
者　

コ
ト
念
仏
を
行
っ
た
子
供
（
三
人
）
と
そ
の
兄
弟
（
六
才
、四
才
の
二
人
）、

親
と
役
員
（
六
人
）
の
合
計
十
一
人
。

②
日
程

十
六
時
三
〇
分　

子
供
の
父
親
の
一
人
が
、
笹
竹
約
六
〇
本
を
軽
ト
ラ
ッ

ク
に
積
む
。
ミ
コ
シ
、
旗
な
ど
は
路
上
に
残
し
、
人
手
で
運
ぶ
。

十
六
時
四
〇
分
過
ぎ　

参
加
者
が
置
き
場
に
集
ま
っ
て
く
る
。

十
六
時
五
〇
分　

出
発

十
七
時
十
六
分　
　

柏
原
の
原
平
集
会
所
に
到
着
、
他
の
地
区
が
揃
う
の

を
待
つ　

　

※�

各
集
落
と
の
合
流
の
状
況
は
「
十
四
、
下
平
」
八
二
頁
以
降
を
参
照

十
七
時
三
〇
分　
　

西
回
り
の
下
平
、
中
宮
、
原
平
の
行
列
と
合
流
し
て

原
平
集
会
所
を
出
発
、
北
の
原
ま
で
行
列

十
七
時
四
〇
～
四
五
分　
　

北
の
原
に
到
着
し
た
順
に
、
ミ
コ
シ
、
旗
、

幣
束
、
笹
竹
を
投
げ
込
む

十
七
時
四
六
分　
　

原
平
念
仏

十
七
時
四
七
分　
　

風
張
念
仏

十
七
時
四
八
分　
　

下
平
念
仏

十
七
時
四
九
分　
　

中
宮
念
仏

　
　

皆
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
（
振
り
返
ら
ず
に
）
各
地
区
に
戻
っ
て
い
く
。

③
送
り
神
の
唱
え
言
葉
（
現
在
）

サ
ン
シ
（
頭
取
の
み
が
合
図
）

送お
ー
くり
神が
ー
み
ょを　

送お
ー
くれ
よ　
　
　
　

何な
ー
に
が
ー
み
ょ

神
を　

送お
ー
くれ
よ　
　
　

◉

●

受け場所（上久堅公民館前）

送る場所（北の原）

●

原平

上平

風張

各行列の集合場所
（原平集会所）

北の原までの行列順番
下平→中宮→原平→風張・上平

北の原の念仏の順番
原平→風張→下平→中宮

下平、
中宮の行列

〔飯田市〕

〔喬木村〕

上久堅公民館

玉川寺

N

0　       100        200m

〔図 17〕風張・上平の送り神東回りコース図 （飯田市地形図一万分の一に加筆）

〔
写
33
〕
風
張
・
上
平
の
送
り
神
行
列
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風か
ー
ぜの

神が
ー
み
ょを　

送お
ー
くれ

よ　
　
　
　

ど
ー
こ
ま
で　

送お
ー
くれ
よ　
　
　

北き
ー
たの

原
ま
で　

送お
ー
くれ

よ　
　
　

そ
ー
り
ゃ　
（
チ
ン
チ
ン
）　

そ
れ
（
チ
ン
チ
ン　

チ
チ
ン
、
チ
ン　

チ
チ
チ
ン
）

そ
ー
り
ゃ

※�

鉦
の
チ
ン
と
同
時
に
太
鼓
も
同
じ
リ
ズ
ム
で
叩
く
。

《
※�

こ
こ
か
ら
西
回
り
の
コ
ト
の
神
送
り
》

■
飯
田
市
千
代
（
野
池
）　
【
一
覧
表
・
地
図
番
号
27
】

九
、（
西
回
り
）野
池
、子
供
の
大
た
い
し
ょ
う
こ
う
じ
ん

将
荒
神
・
コ
ト
の
神
送
り

地
元
の
呼
び
方　

大
将
荒
神
、
コ
ト
の
神
送
り
（
風
の
神
送
り
）

行
事
日　

大
将
荒
神　
　

二
月
七
日
（
二
月
八
日
の
前
の
土
曜
日
）

　
　
　
　

コ
ト
の
神
送
り　

二
月
八
日
、
ぼ
た
雪
状
態
の
湿
雪

行　

程　

大
将
荒
神　
　

野
池
地
区
内
巡
回

　
　
　
　

コ
ト
の
神
送
り　

公
民
館
前
～
田
力
（
大
石
家
）

行
事
の
特
徴　

西
回
り
ル
ー
ト
の
出
発
地
点
。前
日
に
行
う
念
仏
行
事
を「
大

将
荒
神
」
と
呼
ぶ
。

話　

者　

宮
下
賢
一
氏
（
昭
和
二
三
年
生
）

　
　
　
　

宮
嶋
秀
行
氏
（
六
〇
代
）、
野
池
の
皆
さ
ん

野
池
区
の
状
況　

合
計
七
五
軒　

第
一
小
組
合
・
十
六
軒　
　

第
二
小
組
合
・
六
軒

第
三
小
組
合
・
十
九
軒　
　

第
四
小
組
合
・
十
七
軒

第
五
小
組
合
・
六
軒　
　
　

第
六
小
組
合
・
八
軒

第
七
小
組
合
・
三
軒

（一）　

行
事
の
概
要

【
行
事
の
由
来
・
歴
史
な
ど
】

①『
千ち
よ

代
風
土
記
』「
大
将
荒
神
と
事
の
神
送
り
に
つ
い
て
」（
注
５
）

野
池　

熊
谷
瑞
穂
著
（
大
正
四
年
生
）
※�

故
人
、
原
文
の
ま
ま

「
二
月
七
日
、
八
日
の
両
日
に
行
わ
れ
る
行
事
で
あ
る
。
其
の
起
源
は
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
行
事
に
使
わ
れ
る
数
珠
の
一
番
大
き
い
玉
に
天
保

四
年
（
一
八
三
三
）
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
年
か
ら
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

天
保
三
年
と
云
え
ば
、
歴
史
に
の
こ
る
日
本
の
大
飢
饉
の
一
つ
で
、
当
地

方
も
其
の
極
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
住
民
は
飢
と
栄
養
失
調
の
た
め
、
病

人
は
続
出
、
死
人
相
次
い
で
難
渋
し
て
居
る
時
、
当
地
を
訪
づ
れ
た
名
高
い

行
者
の
御
告
げ
で
、
こ
れ
は
仏
様
の
四
天
王
の
内
の
、
大
将
軍
、
金こ

ん
じ
ん神
様
の

た
た
り
だ
か
ら
、
数
珠
を
繰
り
乍
ら
、
大
将
軍
、
金
神
と
唱
え
祈
る
よ
う
に

と
の
事
で
、
そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
続
い
て
居
る
も
の
と
思
う
。

長
い
年
月
の
た
め
、
大
将
軍
、
金
神
と
唱
え
た
の
も
、「
た
い
し
ょ
う
こ

う
じ
ん
」
と
変
り
、
そ
の
使
う
数
珠
も
、
始
め
三
百
六
十
五
箇
の
珠
を
つ
な

い
で
あ
っ
た
も
の
が
、
今
日
で
は
半
分
位
に
な
っ
て
居
る
。」

「
二
月
七
日
の
（
大
将
荒
神
）
は
子
供
の
行
事
で
あ
る
の
に
対
し
、
翌
八

日
の
事
の
神
送
り
は
大
人
の
行
事
で
あ
る
。

事
の
神
送
り
は
、
風
の
神
送
り
と
も
云
い
、
早
朝
竹
の
小
枝
に
十
二
枚
の

紙
片
に
、
馬
と
書
き
そ
れ
を
つ
る
し
御
洗
米
、
家
人
の
か
み
の
毛
、
爪
な
ど

少
し
入
れ
た
も
の
を
つ
る
し
、家
の
内
を
祓
い
、御
茶
を
供
え
て
か
ら
、辻
々

迄
出
し
て
置
く
。
や
が
て
時
間
を
決
め
て
村
人
達
は
、
そ
れ
を
集
め
乍
ら
一

定
の
場
所
に
、
集
合
す
る
。

集
合
出
来
る
と
、
隣
部
落
境
迄
、
紙
の
の
ぼ
り
を
立
て
、
鉦
、
太
鼓
を
た

た
き
、
空
の
鉄
砲
を
打
ち
な
が
ら
送
っ
て
行
っ
た
。」

【
か
つ
て
の
大
将
荒
神
】

①
昭
和
二
〇
年
代
の
大
将
荒
神

二
月
七
日
の
午
後
は
「
大
将
荒
神
」
で
、
十
五
歳
以
下
の
子
供
た
ち
（
小

学
一
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
）
が
集
ま
り
、「
大
将
荒
神
」
と
唱
え
な

が
ら
野
池
の
全
戸
を
巡
っ
た
。
大
将
荒
神
は
子
供
た
ち
の
行
事
で
あ
る
。
唱

え
る
詞
は
「
大
将
荒
神
」
の
繰
り
返
し
で
あ
る
が
、
大
数
珠
を
左
回
り
（
反

時
計
回
り
）
に
繰
り
、大
珠
が
く
る
と
額
に
当
て
る
よ
う
に
掲
げ
祈
願
す
る
。

戦
前
ま
で
は
男
子
だ
け
が
参
加
し
て
い
た
と
い
う
が
、
昭
和
三
〇
年
ご
ろ

に
は
女
子
も
参
加
し
て
い
た
。
当
時
野
池
は
百
三
〇
軒
も
あ
り
、
回
る
の
は

大
変
だ
っ
た
。
子
供
た
ち
も
各
学
年
ご
と
に
十
人
以
上
い
た
の
で
総
勢
百
名

以
上
の
行
列
で
あ
っ
た
。

〔
写
34
〕
野
池
神
社
を
後
に
し
て
米
川
を
目
指
す
一
行

〔
写
35
〕
第
六
子
組
合
で
は
数
珠
を
掲
げ
て
万
歳
三
唱
も

（
注
５
）『
千
代
風
土
記
』
編
集
委
員
会
編
、
千
代
公
民
館

発
行
、
昭
和
五
八
年
三
月　

十
六
頁
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平
成
十
五
年
頃
か
ら
、
野
池
区
の
行
事
と
な
り
、
予
算
を
組
み
、
子
供
た

ち
に
配
る
も
の
を
決
め
た
。
初
め
は
文
房
具
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
図

書
券
を
配
っ
て
い
る
。
大
将
荒
神
は
千
代
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
取
り
仕
切
る

よ
う
に
な
り
、
二
月
八
日
の
コ
ト
の
神
送
り
の
前
の
土
曜
日
に
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。

③
木
地
師
の
作
っ
た
数
珠

大
将
荒
神
で
使
う
数
珠
、
鉦
と
太
鼓
は
野
池
神
社
近
く
の
宮
嶋
家
が
保
管

し
て
い
る
。
長
さ
は
八
メ
ー
ト
ル
余
あ
り
、
大
数
珠
が
一
個
、
中
数
珠
が
一

個
、
小
数
珠
が
二
六
一
個
あ
る
。

宮
嶋
秀
行
氏
に
よ
る
と
、
か
つ
て
は
中
数
珠
が
四
個
あ
り
春
夏
秋
冬
を
意

味
し
、
小
数
珠
が
三
六
五
個
で
一
年
を
表
し
て
い
た
と
い
う
。
長
年
の
使
用

で
数
度
紐
が
切
れ
、
そ
の
た
び
に
数
珠
の
数
が
減
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
大

数
珠
と
中
数
珠
に
は
、
次
の
紀
年
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

《
大
数
珠
》

施
主　

村
中　
　
　
　
　
　
　

天
保
四
癸
巳
年
七
月
吉
日
（
一
八
三
三
年
）

施
主　
　
　

大
平
新
右
ェ
門

同
世
話
人　

宮
嶋
圓
左
ェ
門

《
中
数
珠
》

小
椋
吉
右
ェ
門
藤
原
義
近　

作

「
同
世
話
人
」
の
「
宮
嶋
圓
左
ェ
門
」
は
宮
嶋
家
の
先
祖
で
、
古
く
か
ら

数
珠
を
保
管
し
て
き
た
と
い
う
。
小
椋
吉
右
ェ
門
藤
原
義
近
は
、
製
作
者
の

木
地
師
で
あ
ろ
う
が
、
在
所
は
不
明
で
あ
る
。

【
か
つ
て
の
コ
ト
の
神
送
り
】

①
西
回
り
コ
ー
ス
の
一
番
手
、
昭
和
三
〇
年
代
の
コ
ト
の
神
送
り

野
池
は
リ
レ
ー
式
の
コ
ト
の
神
送
り
・
西
回
り
の
出
発
地
点
で
あ
る
。
東

回
り
と
の
違
い
は
、「
コ
ト
の
神
」
の
依
代
が
笹
竹
だ
け
で
、
ミ
コ
シ
も
幣

束
も
の
ぼ
り
旗
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
定
か
で
な
い
。
途
中
の

大
屋
敷
で
「
御
神
木
」
が
加
わ
る
が
、
二
つ
ほ
ど
先
の
集
落
で
あ
る
。

大
正
生
ま
れ
の
人
た
ち
の
話
と
し
て
、
野
池
も
紙
の
の
ぼ
り
旗
と
出
発
時

な
ど
の
空
砲
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
昭
和
末
年
に
、
芋
平
と
同
じ

の
ぼ
り
旗
を
作
り
空
砲
を
撃
っ
た
が
、
そ
の
後
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

当
時
二
月
七
日
の
大
将
荒
神
に
参
加
す
る
子
供
た
ち
は
、
千
代
小
学
校
で

は
早
引
が
許
さ
れ
、
午
後
二
時
に
は
下
校
し
て
、
三
時
に
は
野
池
神
社
を
出

発
し
た
。
野
池
神
社
に
集
合
す
る
と
最
上
級
生
の
中
学
三
年
生
が
、
も
ら
う

大
豆
を
入
れ
る
た
め
の
大
き
な
布
袋
を
幾
枚
も
準
備
し
て
い
た
。
子
供
た
ち

は
大
将
荒
神
専
用
の
半
纏
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
。
両
袖
の
下
に
振
り
袖
の
よ

う
に
大
き
な
袋
が
縫
い
付
け
て
あ
り
、
も
ら
っ
た
大
豆
な
ど
を
一
杯
に
詰
め

込
ん
で
い
た
と
い
う
。

地
区
内
の
巡
回
は
夜
中
十
二
時
を
過
ぎ
、一
時
、二
時
に
な
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
小
学
校
低
学
年
は
第
六
小
組
合
が
終
わ
る
ま
で
、
小
学
校
高
学
年
は
第

三
小
組
合
が
終
わ
る
あ
た
り
ま
で
で
、
そ
れ
ま
で
貰
っ
た
豆
な
ど
を
均
等
に

分
け
与
え
ら
れ
て
解
散
し
た
。
そ
の
後
は
中
学
生
だ
け
で
回
り
、
数
珠
、
鉦
、

太
鼓
を
保
管
場
所
の
宮
嶋
家
に
無
事
に
返
す
ま
で
が
役
目
で
あ
っ
た
。

皆
へ
と
へ
と
で
足
を
引
き
ず
り
歩
く
う
ち
に
、
重
い
鉦
の
足
が
地
面
に
当

た
っ
て
取
れ
た
り
、
数
珠
が
切
れ
た
り
し
た
と
い
う
。
数
珠
を
引
き
ず
ら
な

い
よ
う
に
と
、
体
に
巻
き
付
け
て
運
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
。
中
学
生
は
無
事

に
役
目
を
果
た
す
と
、
も
ら
っ
た
金
銭
を
分
け
合
っ
た
。

貰
い
物
は
大
豆
、
地
豆
（
落
花
生
）、
榧
（
か
や
）
の
実
、
裕
福
な
家
は

干
し
柿
、
大
半
の
家
は
柿
の
皮
な
ど
で
あ
っ
た
。
柿
の
皮
と
は
、
干
し
柿
を

作
る
時
に
出
る
む
い
た
皮
の
こ
と
で
、
干
す
と
菓
子
の
代
用
品
に
な
っ
た
。

昭
和
三
〇
年
代
に
は
菓
子
が
多
く
な
り
、
現
金
も
貰
う
よ
う
に
な
っ
た
。

②
大
将
荒
神
の
変
化

大
正
生
ま
れ
の
世
代
は
、一
軒
ご
と
に
も
れ
な
く
回
っ
て
い
た
と
い
う
が
、

昭
和
三
〇
年
頃
、
宮
下
賢
一
氏
（
昭
和
二
三
年
生
）
が
参
加
し
た
時
に
は
集

会
所
に
住
民
が
集
合
す
る
形
式
に
な
っ
て
い
た
。
住
民
が
増
え
、
回
り
き
れ

な
く
な
り
、
集
会
所
を
巡
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
現
在
も
こ
の
形
式
で

行
っ
て
い
る
。

鉦
と
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
、
数
珠
が
三
周
す
る
ま
で
大
将
荒
神
を
唱
え
、

次
の
集
会
所
に
向
か
う
。
台
地
の
上
に
あ
る
野
池
神
社
か
ら
米
川
河
川
敷
に

下
り
、
上
流
を
目
指
す
。

野
池
神
社
域
の
第
一
小
組
合
の
次
は
、
米
川
流
域
の
第
四
小
組
合
、
公
民

館
脇
の
第
六
小
組
合
、
上
流
に
向
か
っ
て
第
三
小
組
合
、
第
五
小
組
合
、
最

後
が
第
二
小
組
合
で
あ
る
。
午
後
一
時
に
出
発
し
、
二
時
半
頃
終
了
す
る
。

そ
の
場
で
参
加
し
た
子
供
た
ち
に
菓
子
や
文
房
具
を
配
っ
て
解
散
す
る
。

〔
図
18
〕
コ
ト
の
神
送
り
・
西
回
り
ガ
イ
ド
図
（
野
池
）
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コ
ト
の
神
送
り
が
最
も
盛
ん
だ
っ
た
の
は
昭
和
三
〇
年
代
で
、
戸
数
も

一
〇
〇
戸
ほ
ど
あ
り
、
一
〇
〇
本
近
い
笹
が
送
ら
れ
て
い
た
。
当
時
は
米
川

流
域
の
山
々
で
の
炭
焼
や
山
仕
事
が
多
く
、
平
日
で
も
参
加
す
る
人
数
も
多

か
っ
た
が
、
既
に
勤
め
人
も
い
た
。
行
事
の
後
の
直
会
は
盛
大
で
、
男
衆
よ

り
多
く
の
女
衆
（
婦
人
会
員
）
が
集
ま
り
、
豚
汁
な
ど
を
振
る
舞
い
に
ぎ
や

か
だ
っ
た
。
学
校
を
休
ん
で
参
加
す
る
子
供
も
多
か
っ
た
。

②
現
在
の
コ
ト
の
神
送
り

現
在
の
コ
ト
の
神
送
り
も
、
曜
日
に
関
わ
ら
ず
二
月
八
日
で
あ
る
。
参
加

者
は
勤
め
人
以
外
の
高
齢
者
が
中
心
で
、
毎
年
十
五
名
前
後
で
あ
る
。
笹
竹

は
三
〇
本
ほ
ど
出
さ
れ
る
。
お
よ
そ
戸
数
の
半
分
ほ
ど
で
あ
る
が
年
々
減
っ

て
い
る
と
い
う
。

笹
竹
は
「
笹
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
一
・
五
～
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
で
、

ハ
チ
ク
な
ど
の
細
い
竹
を
選
ぶ
。「
馬
」「
風
の
神
」
な
ど
と
書
か
れ
た
中
折

紙
の
短
冊
（
十
五
セ
ン
チ
角
）
が
吊
る
さ
れ
て
い
る
。
十
二
枚
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
現
在
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

コ
ト
の
神
送
り
は
、
二
月
八
日
の
午
前
九
時
三
〇
分
に
野
池
公
民
館
前
を

出
発
し
、
三
～
四
箇
所
の
辻
で
出
さ
れ
て
い
る
笹
を
拾
い
な
が
ら
、
隣
の
田

力
に
向
か
う
。
道
中
で
は
鉦
と
太
鼓
を
叩
く
が
、
唱
え
言
葉
は
な
い
。

笹
が
五
〇
本
以
上
に
な
り
、
手
に
余
る
時
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
た
こ
と

も
あ
る
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
帰
路
に
は
鉦
と
太
鼓
、
足
の
悪
い
高
齢
者
を
載
せ

て
帰
る
。
参
加
者
は
公
民
館
ま
で
戻
り
、
一
時
間
ほ
ど
直
会
を
行
っ
て
か
ら

解
散
に
な
る
。

（二）　

実
施
状
況
《
平
成
二
七
年
二
月
七
日
（
土
）、
八
日
（
日
）》

【
大
将
荒
神
・
平
成
二
七
年
二
月
七
日
（
土
）】

①
参
加
者　

行
列
参
加
者
・
合
計　

約
三
〇
人　

中
学
生
九
人
（
鉦
・
一
人
、
太
鼓
二
基
、
二
人
、
い
ず
れ
も
三
年
生
）

　
　
　

小
学
生
十
人　

　
　
　

幼
児
二
人

　
　
　

付
添
い
の
大
人
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
役
員
）
七
～
八
人

　
　
　

�

各
集
会
所
で
待
っ
て
い
た
住
民
は
参
加
者
と
は
別
に
六
箇
所
合
計

で
、
約
五
〇
人

〔図 19〕野池、大将荒神とコトの神送り西回りルート図
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〔
写
37
〕
平
成
二
七
年
の
行
列
は
ミ
ゾ
レ
混
じ
り
の
雨

〔
写
38
〕
平
成
二
六
年
は
朝
か
ら
大
雪
だ
っ
た
（
記
念
写
真
よ
り
）
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名
が
「
コ
ト
の
神
が
来
た
ぞ
ー
」
と
田
力
集
落
方
向
に
叫
ぶ
。

　
　
　

境
の
家
の
庭
木
ヒ
メ
コ
マ
ツ
に
笹
を
立
て
か
け
る
。　
　
　

九
時
五
六
分　

恒
例
の
記
念
撮
影
を
し
て
か
ら
、
公
民
館
へ
向
か
う
。

十
時
四
〇
分
頃
～
十
二
時　

野
池
公
民
館
で
直
会
。
賄
い
を
含
め
約
十
五

人
が
参
加
し
た
。
公
民
館
に
は
平
成
二
〇
年
か
ら
の
記
念
写
真
の

額
が
掲
げ
て
あ
る
。

■
飯
田
市
千
代
（
田
力
）　
【
一
覧
表
・
地
図
番
号
29
】

十
、（
西
回
り
）田た
じ
か
ら力
、
コ
ト
の
神
送
り

地
元
の
呼
び
方　

コ
ト
の
神
送
り
、
コ
ト
の
神

行
事
日　

二
月
八
日

行　

程　

野
池
境
（
新し
ん
ぽ
ち

墓
地
峠
の
下
）
か
ら
大
石
家
（
田
力
の
は
ず
れ
の
家

の
屋
号
）
の
先

行
事
の
特
徴　

西
回
り
ル
ー
ト
の
二
番
目
の
地
区
。

話　

者　

萩
元
文
雄
氏
（
昭
和
二
六
年
生
）
区
長

　
　
　
　

嶋
岡
一い
ち
ぞ
う蔵

氏
（
昭
和
十
一
年
生
）、
田
力
の
皆
さ
ん

地
区
の
状
況　

田
力
は
現
在
十
九
戸
、
六
五
人
ほ
ど
（
終
戦
直
後
は
引
揚
者

な
ど
で
二
七
戸
あ
っ
た
）

（一）　

行
事
の
変
化
と
現
状
参
考
文
献

①
参
加
者

現
在
の
参
加
者
は
大
人
で
あ
る
が
、
元
は
子
供
が
主
体
で
あ
っ
た
。
子
供

と
は
、
国
民
学
校
の
高
等
二
年
が
長ち
ょ
うで

あ
っ
た
が
、
昭
和
二
二
年
に
六
・
三

制
に
な
る
と
中
学
三
年
生
が
長
と
し
て
コ
ト
の
神
行
列
の
先
頭
を
歩
く
よ
う

に
な
っ
た
。
平
成
五
年
頃
か
ら
大
人
が
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
も
小
学
校
と
連
絡
を
取
り
、
午
後
三
時
出
発
で
小
学
生
が
参
加
し
て

行
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
地
域
の
行
事
、
祭
り
の
時
は
学
校
を
休
ん
だ
り
早

引
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
は
学
校
の
終
わ
る
時
間
に
合
わ
せ
て
、
親
が

車
で
迎
え
に
行
く
こ
と
も
あ
る
。

行
事
の
終
了
後
は
、
田
力
区
の
助
成
に
よ
っ
て
子
供
た
ち
に
菓
子
を
出
し

て
交
流
会
（
直
会
）
を
行
っ
て
い
る
。
行
事
を
子
供
た
ち
に
継
承
し
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
。

②
日
程

十
二
時
五
〇
分　

野
池
神
社
境
内
（
社
殿
前
）
に
集
合
。

　
　
　

役
員
の
挨
拶
後
、
子
供
た
ち
が
十
分
程
練
習
し
て
か
ら
神
社
境
内

隅
の
第
一
小
組
合
集
会
所
へ
移
動
。

十
三
時
六
分　
　

第
一
小
組
合
集
会
所
（
住
民
四
～
五
人
待
つ
）
皆
で
輪

に
な
り
大
将
荒
神
（
四
五
回
）、
鉦
と
太
鼓
が
大
珠
が
二
度
回
っ

た
の
を
見
て
連
打
し
て
終
了
し
た
。

十
三
時
二
四
分　

第
四
小
組
合
集
会
所
（
住
民
五
人
、
幼
児
二
人
）

　
　
　

時
間
が
早
か
っ
た
の
で
二
回
行
う
。一
回
目
大
将
荒
神（
三
六
回
）、

二
回
目
大
将
荒
神
（
六
〇
回
）

十
三
時
四
〇
分　

第
六
小
組
合
集
会
所
（
住
民
九
人
が
待
つ
）

　
　
　

一
回
目
大
将
荒
神
（
六
六
回
）、
二
回
目
大
将
荒
神
（
四
八
回
）

　
　
　
「
今
年
が
最
後
だ
か
ら
」
と
い
う
お
じ
い
さ
ん
が
先
導
し
て
数
珠

を
差
し
上
げ
万
歳
三
唱
。

十
四
時　
　
　
　

第
三
小
組
合
集
会
所
（
住
民
十
五
人
、
乳
児
一
人
）　

一
回
目
大
将
荒
神
（
六
六
回
）、
二
回
目
大
将
荒
神
（
四
七
回
）

十
四
時
二
〇
分　

第
五
小
組
合
集
会
所
（
住
民
七
～
八
人
）

十
四
時
四
〇
分　

第
二
小
組
合
集
会
所
（
住
民
六
～
七
人
）

　
　
　

そ
の
後
、
子
供
た
ち
に
図
書
券
と
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
配
り
解
散
。　

　
　
　
　
　
　

【
コ
ト
の
神
送
り
・
平
成
二
七
年
二
月
八
日
（
日
）】

①
参
加
者

大
人
十
三
名
（
内
、
女
性
一
人
）

②
日
程　

八
時
四
五
分
頃
か
ら　
　

野
池
公
民
館
前
に
集
合

九
時　
　

出
発
。
み
ぞ
れ
で
積
雪
あ
り
、
天
候
が
悪
い
の
で
八
〇
代
の
高

齢
者
が
来
な
か
っ
た
。
上
流
部
の
第
二
、
第
五
、
第
三
小
組
合
か

ら
持
ち
寄
ら
れ
た
笹
を
含
め
、
野
池
公
民
館
前
の
笹
を
参
加
者
で

手
分
け
し
て
持
つ
。
笹
の
出
も
少
な
い
た
め
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
必
要

も
な
く
、
途
中
の
辻
に
出
さ
れ
て
い
た
数
本
の
笹
を
拾
い
な
が
ら

早
足
に
歩
い
た
。

九
時
五
二
分　

境
の
峠
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
坂
を
下
り
た
と
こ
ろ
の
辻

の
置
き
場
に
到
着
す
る
。
二
七
年
の
笹
は
計
十
八
本
だ
っ
た
。
一

〔
写
40
〕
出
発
地
点
、
子
供
た
ち
が
笹
竹
を
分
け
て
分
担
す
る

〔
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待
っ
て
い
る
。
そ
の
場
に
置
い
て
受
け
渡
し
を
し
て
、振
り
返
ら
ず
に
戻
り
、

集
会
所
に
向
か
う
。
集
会
所
で
子
供
た
ち
は
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
だ
り
菓
子
を

貰
っ
て
帰
る
。
大
人
た
ち
は
直
会
で
一
杯
飲
む
。

田
力
の
子
供
た
ち
が
通
っ
て
い
る
千
代
小
学
校
は
協
力
的
で
、
先
生
が
参

加
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ク
ラ
ス
単
位
で
参
加
し
た
こ
と
も
あ
る
。
中
学
は
竜

東
中
学
だ
が
、
中
学
生
に
な
る
と
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
が
楽
し
く
な
り
、
地
域

の
行
事
に
は
ほ
と
ん
ど
参
加
し
な
く
な
る
。

⑤
念
仏
に
つ
い
て

田
力
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
念
仏
の
行
事
は
な
い
。
し
か
し
、
集
会
所
内

に
は
薬
師
如
来
の
お
堂
が
移
設
し
て
あ
り
、
数
珠
も
保
管
し
て
い
る
と
い

う
。
い
つ
の
頃
ま
で
か
定
か
で
な
い
が
念
仏
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
現
在
の
昭
和
生
ま
れ
の
住
民
に
、
伝
承
と
し
て
も
記
憶
し
て
い
る
人

は
い
な
い
。

⑥
行
事
の
今
後
に
つ
い
て

田
力
で
は
こ
れ
ま
で
に
子
供
が
全
く
い
な
く
な
っ
た
と
い
う
年
は
な
い

が
、
乳
児
や
幼
児
の
動
向
を
み
る
と
、
今
後
は
そ
の
可
能
性
も
あ
る
。
千
代

小
学
校
で
も
新
入
生
が
な
く
、
入
学
式
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
何
回
も
あ
っ

た
。
こ
の
行
事
は
大
人
だ
け
で
も
で
き
る
の
で
、
ま
だ
ま
だ
継
承
は
可
能
で

あ
る
が
、
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

常
会
な
ど
で
地
区
の
住
民
の
参
加
を
促
し
、
学
校
と
の
つ
な
が
り
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
外
部
と
の
交
流
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ

る
と
話
し
合
っ
て
い
る
。

ま
た
、
行
事
に
関
し
て
も
受
け
継
い
で
行
っ
て
い
る
が
、
コ
ト
の
神
送
り

の
意
味
も
わ
か
ら
ず
、
隣
の
地
区
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
か
、

最
終
的
に
ど
う
な
る
か
な
ど
行
事
に
関
す
る
知
識
が
な
い
の
も
問
題
で
あ

り
、
世
代
が
変
わ
る
ご
と
に
変
化
す
る
の
で
、
守
る
べ
き
伝
統
を
知
ら
ね
ば

な
ら
な
い
と
話
し
合
っ
て
い
る
。

（二）　

実
施
状
況
《
平
成
二
七
年
二
月
八
日
（
日
）》

①
参
加
者　

総
勢
三
四
人

　
　
　
　

大
人
十
九
人

　
　
　
　

子
供
は
小
学
生
と
幼
児
で
、
乳
児
一
人
を
含
め
、
一
五
人

　
　
　
　
（
地
区
の
小
学
生
は
全
員
で
八
人
で
あ
る
）　

②
笹
竹
の
作
り
方

笹
竹
に
短
冊
を
付
け
た
も
の
を
「
コ
ト
の
神
」「
笹
竹
」
と
呼
ん
で
い
る
。

竹
の
種
類
は
ハ
チ
ク
、
シ
チ
ク
と
呼
ば
れ
る
小
ぶ
り
な
竹
で
あ
る
。
マ
ダ
ケ

は
大
き
い
の
で
使
わ
な
い
。

そ
の
竹
を
採
っ
て
き
て
、
穂
先
を
少
し
切
り
詰
め
て
か
ら
背
丈
ほ
ど
の
高

さ
に
切
断
す
る
。
穂
先
を
詰
め
な
い
人
も
い
る
。
そ
し
て
枝
を
上
か
ら
五
本

も
し
く
は
七
本
目
ま
で
の
奇
数
に
し
て
、
そ
の
下
の
枝
は
切
り
取
る
。
そ
し

て
紙
で
作
っ
た
十
二
枚
の
短
冊
を
つ
る
す
。

短
冊
に
は
「
馬
」「
風
」
と
い
う
文
字
を
書
い
た
り
、
馬
の
絵
を
描
く
。

版
を
押
す
家
も
あ
る
。
疫
神
を
馬
に
乗
せ
て
運
ぶ
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
い

う
。
現
在
は
家
ご
と
に
自
由
に
短
冊
を
書
い
て
い
る
。

さ
ら
に
家
族
全
員
の
ボ
ン
ノ
ク
ボ
の
毛
と
爪
を
紙
に
包
ん
で
笹
竹
の
一
番

下
の
枝
の
元
の
と
こ
ろ
当
り
に
く
く
り
付
け
、
洗
米
を
乾
か
し
て
別
に
く
る

ん
で
一
番
上
に
く
く
る
。
洗
米
を
く
く
ら
な
い
家
も
あ
る
。
二
〇
戸
ほ
ど
の

集
落
で
あ
っ
て
も
家
ご
と
に
作
り
方
が
異
な
る
。
毎
年
十
五
本
前
後
が
辻
に

出
さ
れ
る
。

③
笹
竹
の
置
き
場

野
池
の
「
コ
ト
の
神
」
を
受
取
る
場
所
は
新し

ん
ぽ
ち

墓
地
峠
だ
っ
た
が
、
平
成

十
五
年
頃
か
ら
峠
を
田
力
集
落
側
に
下
っ
た
辻
の
と
こ
ろ
に
移
っ
た
。
道
路

改
修
で
現
在
地
が
広
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

笹
竹
を
置
く
場
所
は
田
力
の
は
ず
れ
の
北
澤
家
（
屋
号
・
大
石
屋
）
の
前

の
沼
塩
川
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
送
る
時
は
「
大
石
屋
ま
で
持
っ
て
い

く
」
と
い
う
。
一
・
二
キ
ロ
ほ
ど
の
距
離
で
あ
る
。

④
神
送
り
の
行
列

か
つ
て
は
中
学
生
に
毎
年
リ
ー
ダ
ー
格
が
い
て
、
下
級
生
に
鉦
と
太
鼓
を

叩
か
せ
、
大
声
で
唱
え
言
葉
を
言
わ
せ
た
。
現
在
は
大
人
が
先
導
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
今
の
子
供
た
ち
は
保
育
園
児
の
時
か
ら
参
加
し
て
い
る
の

で
、
皆
、
唱
え
言
葉
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。
鉦
と
太
鼓
は
誰
で
も
よ
く
、
自

由
に
交
代
し
て
叩
い
て
い
る
。

大
屋
敷
境
ま
で
は
三
〇
分
ほ
ど
で
到
着
す
る
の
で
、
毎
年
徒
歩
で
行
っ
て

い
る
が
、
平
成
二
六
年
は
記
録
的
な
大
雪
で
、
こ
の
時
は
野
池
か
ら
送
ら
れ

て
き
た
笹
竹
を
大
人
が
車
で
運
ん
だ
。

大
屋
敷
境
に
着
く
と
、
例
年
、
大
屋
敷
の
人
た
ち
が
す
で
に
集
合
し
て

〔
写
41
〕
田
力
の
屋
並
を
行
く
、
に
ぎ
や
か
な
行
列

〔
写
42
〕
笹
竹
を
送
る
場
所
で
参
加
者
の
記
念
撮
影
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話　

者　

荻
坪
行
列
の
皆
さ
ん

（一）　

実
施
状
況
《
平
成
二
七
年
二
月
七
日
（
土
）》

①
笹
竹

名
称
不
明
、「
笹
」「
竹
」
と
呼
ぶ
場
合
が
多
い
よ
う
だ
。
短
冊
は
十
二
枚

と
い
う
が
、
実
際
は
多
い
。
短
冊
の
文
字
に
は
「
事
の
神
」「
風
の
神
」「
交

通
安
全
」「
午
」「
申
」
な
ど
、「
千
早
振
る
二
月
七
日
は
吉
日
ぞ
、
事
の
神

を
ば
送
り
こ
そ
す
る
」
も
見
ら
れ
た
。

行
列
の
先
頭
に
「
事
の
神
送
り
」
と
書
か
れ
た
紙
の
旗
が
掲
げ
ら
れ
た
が
、

新
聞
社
の
取
材
が
あ
る
と
の
連
絡
で
、
住
民
の
ひ
と
り
が
急
あ
つ
ら
え
し
た

も
の
で
あ
る
。
毎
年
の
も
の
で
は
な
い
が
、
行
列
の
目
印
と
な
る
た
め
、
以

降
の
地
区
も
受
け
継
ぎ
、
北
の
原
に
送
ら
れ
て
い
っ
た
。

②
参
加
者　

　

合
計
十
人　

子
供
六
人
、
大
人
四
人　

　
　
　

内
訳　

子
供　

小
学
六
年
生　

男
子
・
二
人

　
　
　
　
　
　
（
二
人
で
太
鼓
担
ぎ
、
前
が
の
ぼ
り
旗
、
後
ろ
が
叩
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
五
年
生　

女
子
・
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
四
年
生　

女
子
・
一
人

※�

例
年
は
参
加
者
が
二
〇
名
程
だ
が
、
日
曜
日
と
重
な
り
、
子
供
を
連
れ

て
里
帰
り
し
て
い
た
家
族
の
参
加
な
ど
が
あ
り
、例
年
よ
り
多
か
っ
た
。

②
日
程

十
四
時
五
〇
分　

田
力
の
住
民
が
集
ま
り
始
め
る
。
開
始
直
前
ま
で
雨
が

降
る
。
雪
の
こ
と
は
あ
る
が
、
雨
天
は
始
め
て
で
あ
る
と
い
う
。

十
五
時
十
分　
　

行
列
を
作
り
、鉦
と
太
鼓
を
先
頭
に
出
発
す
る
。
道
中
、

五
箇
所
の
辻
で
笹
竹
を
集
め
な
が
ら
進
む
。

　
　
　

最
終
的
に
田
力
か
ら
は
十
五
本
の
笹
竹
が
集
ま
っ
た
。

十
五
時
三
六
分　

大
屋
敷
境
、
大
石
屋
の
先
に
到
着
。

　
　
　

送
る
場
所
に
は
、
二
月
七
日
に
コ
ト
の
神
送
り
を
行
っ
た
西
隣
の

荻
坪
の
七
本
の
笹
竹
と
旗
一
本
が
到
着
し
て
い
る
。
野
池
か
ら
受

け
継
い
だ
十
八
本
を
含
め
、
四
〇
本
の
笹
竹
が
大
屋
敷
に
渡
さ
れ

た
。

　
　
　

既
に
大
屋
敷
の
住
民
が
待
っ
て
い
て
「
す
ご
い
人
数
だ
な
、
ど
っ

か
か
ら
借
り
て
き
た
の
か
い
？
」
と
声
が
か
か
る
。

十
五
時
四
〇
分　

置
き
場
で
記
念
撮
影
を
し
て
、
振
り
返
ら
ず
に
戻
っ
て

い
く
。

十
六
時
過
ぎ
か
ら　
　

集
会
所
で
直
会

　
　
　

子
供
た
ち
に
は
お
菓
子
と
飲
み
物
が
振
る
舞
わ
れ
、
大
人
た
ち
は

一
杯
や
っ
て
賑
や
か
に
語
ら
い
、
散
会
と
な
っ
た
。　
　
　

③
囃
子
詞

　
　

鉦
と
太
鼓
で

　
　
（
チ
ン
チ
ン
、
ド
ン
ド
ン
）

　
　

よ
ー
い
、
よ
い　

事こ
ー
との

神
か
ー
み 

送お
ー
くれ

、　

何
な
ー
に
が
ー
み神 

送お
ー
くれ

■
飯
田
市
千
代
（
荻
坪
）　
【
一
覧
表
・
地
図
番
号
29
】

十
一
、（
西
回
り
）荻お
ぎ
つ
ぼ坪
、
コ
ト
の
神
送
り

地
元
の
呼
び
方　

コ
ト
の
神
送
り

行
事
日　

二
月
八
日

行　

程　

荻
坪
集
会
所
前
〜
田
力
・
大
屋
敷
境
の
Ｔ
字
路

行
事
の
特
徴　

西
回
り
ル
ー
ト
の
田
力
と
平
行
す
る
コ
ー
ス
で
置
き
場
も
同

じ
で
あ
る
が
、
二
月
七
日
に
先
行
す
る
。

田力

イタチ川

◉

●

●

◉

石碑が
並んでいる

受ける場所（野池境）

送る場所（大石屋の先）

田力集会所（交流会）

2 月 7 日、荻坪の
コトの神送り出発地点

（荻坪集会所）

《2 月 8 日・コトの神送り
 （西回り）の順路》

野池

荻坪

N

0　             200m

※田力と荻坪は
同じ場所に送る

〔図 21〕田力・荻坪、コトの神送り西回りコース図

（飯田市地形図一万分の一に加筆）

〔
図
22
〕
コ
ト
の
神
送
り
・
西
回
り
ガ
イ
ド
図
（
荻
坪
）

荻坪
●

●

●

●

●

●

●

▲

●

●●

●

芋平

蛇沼

平栗

小野子

越久保

●

●

●

●
北の原

神之峰

堂平

原平
中宮

下平

尾科

大屋敷

野池

田力

0　　    1km

N

● 落倉
（
飯
田
市
地
形
図
一
万
分
の
一
に
加
筆
）

〔
写
43
〕
平
成
二
七
年
の
行
列
で
初
め
て
作
っ
た
の
ぼ
り
旗
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小
二
年
生　

女
子
・
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
育
園
年
中
組
・
一
人

　
　
　
　
　
　

大
人　

男
性
・
三
人
（
一
人
鉦
を
持
ち
叩
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
性
・
一
人

③
日
程

十
四
時
五
〇
分
頃　

参
加
者
が
集
ま
り
始
め
る

十
五
時　
　
　
　
　

分
担
、
や
り
方
な
ど
打
合
せ

十
五
時
十
分　
　
　

出
発

十
五
時
二
四
分　
　

到
着　
　

〔
写
44
〕
荻
坪
の
行
列
は
旗
、
担
ぎ
太
鼓
、
鉦
と
続
く

〔
写
45
―

1
〕
集
会
所
で
コ
ト
念
仏
（
大
屋
敷
）

④
唱
え
言
葉

事こ
ー
との
神か
ー
み　

送お
ー
くれ
（
チ
ン
チ
ン
、
ド
ン
ド
ン
）
よ
ー
い　

よ
い　
　

風か
ー
ぜの

神か
ー
み　

送お
ー
くれ

（
チ
ン
チ
ン
、
ド
ン
ド
ン
）
よ
ー
い　

よ
い　
　

徐
々
に
ペ
ー
ス
が
早
く
な
る
も
の
の
、
絶
え
間
な
く
唱
え
て
い
た
。
笹
竹

を
送
っ
た
後
は
「
振
り
返
る
な
よ
、
悪
い
神
様
や
風
邪
の
神
様
が
付
い
て
く

る
か
ら
」
と
大
人
が
子
供
た
ち
を
さ
と
し
な
が
ら
帰
っ
て
い
っ
た
。

■
飯
田
市
龍
江
（
大
屋
敷
）　
【
一
覧
表
・
地
図
番
号
30
】

十
二
、（
西
回
り
）大
屋
敷
、コ
ト
念
仏
・
コ
ト
の
神
送
り

地
元
の
呼
び
方　

コ
ト
念
仏
、
コ
ト
の
神
送
り
・
風
の
神
送
り

行
事
日　

コ
ト
念
仏　
　
　

二
月
七
日

　
　
　
　

コ
ト
の
神
送
り　

二
月
八
日

行　

程　

コ
ト
念
仏　

各
家
の
回
り
番
（
現
在
は
集
会
所
）

　
　
　
　

コ
ト
の
神
送
り　

田
力
境
〜
尾
科
境

行
事
の
特
徴　

西
回
り
ル
ー
ト
の
三
番
目
の
地
区
。
集
落
内
で
御
神
木
を
作

り
コ
ト
念
仏
で
拝
み
、
コ
ト
の
神
送
り
で
笹
竹
と
共
に
送
る
。

　
　
　
　

尾
科
境
で
笹
竹
と
御
神
木
は
一
泊
す
る
。

話　

者　

中
山
與よ
ふ
み文

氏
（
区
長
）

地
区
の
状
況　

十
五
戸
三
六
人
（
子
供
は
一
人
も
い
な
い
）

（一）　

行
事
の
概
要

【
か
つ
て
の
コ
ト
念
仏
】

①
当
番
と
参
加
者
の
変
化

平
成
二
二
年
頃
ま
で
家
並
び
の
順
に
当
番
（
宿
番
、
宿
と
も
い
う
）
が
あ

り
、
そ
の
家
に
集
ま
っ
て
コ
ト
念
仏
を
行
っ
て
い
た
が
、
高
齢
者
が
大
半
な

た
め
家
を
片
付
け
た
り
準
備
す
る
の
が
大
変
な
の
で
、
集
会
所
に
集
ま
っ
て

行
う
や
り
方
に
な
っ
た
。
集
会
所
で
は
当
番
の
家
が
音
頭
を
と
る
。

昭
和
三
〇
年
代
は
大
人
と
共
に
、い
つ
も
小
学
生
が
二
四
、二
五
人
集
ま
っ

て
い
た
。
一
戸
か
ら
何
人
参
加
し
て
も
よ
く
、
楽
し
み
と
し
て
参
加
し
て
い

た
。
現
在
は
一
戸
一
人
出
る
よ
う
に
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

②
昭
和
五
〇
年
の
公
民
館
報
よ
り

龍
江
公
民
館
報
『
龍
江
新
聞
』
昭
和
五
〇
年
二
月
一
日
土
曜
日
版
に
よ
る

〔
図
23
〕
コ
ト
の
神
送
り
・
西
回
り
ガ
イ
ド
図
（
大
屋
敷
）

大屋敷

●

●

●

●

●

●

●

▲

●

●●

●

芋平

蛇沼

平栗

小野子

越久保●

●

●
北の原

神之峰

堂平

原平
中宮

下平

尾科

田力

野池

荻坪

0　　    1km

N

● 落倉

風張

（
飯
田
市
地
形
図
一
万
分
の
一
に
加
筆
）

〔
写
45
―

2
〕
集
会
所
の
祭
壇
、
掛
け
軸
、
笹
竹
、
中
央
に

御
神
木
、
左
に
積
ま
れ
て
い
る
の
が
袋
詰
め
の
大
豆

●
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④
祭
壇

当
番
の
家
で
コ
ト
念
仏
を
行
っ
て
い
た
時
は
、
床
の
間
に
「
南
無
阿
彌
陀

佛
」
の
掛
け
軸
を
掛
け
、
御
神
木
を
立
て
か
け
、
ロ
ウ
ソ
ク
、
供
え
物
を
並

べ
、
鉦
を
叩
く
年
長
者
が
御
神
木
の
前
に
座
り
、
そ
の
回
り
を
参
加
者
が
囲

ん
で
い
た
。
そ
の
後
、
集
会
所
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
長
机
を
に
供

え
物
を
並
べ
、
祭
壇
と
し
た
。

平
成
二
七
年
の
祭
壇
に
は
、
正
面
に
掛
け
軸
、
隣
に
御
神
木
、
さ
ら
に
笹

竹
（
当
番
の
家
の
も
の
一
本
）
が
立
て
ら
れ
、
机
に
は
塩
、
神
酒
（
一
対
）、

ロ
ウ
ソ
ク
（
一
対
）、
菓
子
器
に
炒
り
豆
（
大
豆
）、
袋
入
り
の
持
ち
帰
り
用

大
豆
（
十
数
袋
）、
鉦
と
木
槌
が
置
か
れ
た
。

⑤
豆
食
い
（
大
豆
）

コ
ト
念
仏
は
「
豆
食
い
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
豆
を
配
る
。
家
に
持
ち
帰
っ

た
大
豆
は
、
食
べ
る
と
病
気
に
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
、
家
族
皆
で
一
～
二
粒

ず
つ
食
べ
、
残
り
は
神
棚
に
上
げ
て
夏
ま
で
お
い
た
。
夏
に
雷
が
鳴
る
と
食

べ
、
雷
除
け
に
し
た
と
い
う
。
か
つ
て
は
田
の
畦
豆
と
し
て
作
り
、
炒
り
豆

に
し
て
一
握
り
ず
つ
中
折
に
包
ん
で
渡
し
た
が
、
今
は
袋
に
入
っ
た
大
豆
を

買
っ
て
き
て
皆
に
配
っ
て
い
る
。

こ
の
豆
と
直
会
の
酒
、
飲
み
物
、
菓
子
、
つ
ま
み
等
は
当
番
の
負
担
で
、

お
布
施
が
貰
え
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
今
は
御
神
木
代
を
含
め
て
、
常
会

の
費
用
で
負
担
し
て
い
る
。

と
、「
事
の
神
送
り
の
前
夜
は
、（
大
屋
敷
、
尾
科
部
落
）
共
事
念
仏
と
い
わ

れ
る
も
の
が
行
わ
れ
、
大
屋
敷
部
落
で
は
、
毎
年
二
月
七
日
の
晩
に
、
当
番

の
家
に
老
若
男
女
が
大
ぜ
い
集
ま
り
南
無
阿
弥
陀
仏
と
書
い
た
心
木
を
前
に

出
席
者
の
年
長
者
が
念
仏
の
音
頭
を
と
り
、
当
番
の
家
か
ら
順
に
「
何
某
家

安
全
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
全
戸
の

祈
願
を
す
る
。
こ
の
あ
と
豆
や
茶
菓
子
の
接
待
を
受
け
て
一
夜
を
楽
し
く
過

ご
す
の
で
あ
る
。」

文
中
の
「
心し
ん
ぼ
く木

」
は
現
在
「
御
神
木
」
と
書
き
「
ゴ
シ
ン
ボ
ク
」
と
呼
ぶ

人
が
多
い
。
南
無
阿
彌
陀
仏
の
回
数
な
ど
、
今
日
の
念
仏
と
異
な
る
部
分
も

あ
る
。

③
コ
ト
念
仏
の
「
御
神
木
」

コ
ト
念
仏
を
行
う
地
区
で
、
毎
年
、
御
神
木
を
新
調
し
て
拝
み
、
コ
ト
の

神
送
り
で
送
る
の
は
大
屋
敷
だ
け
で
あ
る
。

御
神
木
は
大
屋
敷
の
元
大
工
職
・
溝
下
昌
氏
（
八
〇
代
）
に
、
当
番
が
注

文
し
て
準
備
す
る
。
平
成
二
七
年
の
御
神
木
は
高
さ
二
一
寸（
六
三
セ
ン
チ
）

正
面
幅
一
寸
二
分
（
三
・
六
セ
ン
チ
）
側
面
一
寸
（
三
セ
ン
チ
）
の
ヒ
ノ
キ

製
の
四
方
柾
に
近
い
角
材
で
、
十
二
段
の
三
方
刻
み
が
つ
い
て
い
る
。
素
人

で
は
作
れ
な
い
。
こ
こ
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏　

平
成
二
七
年
二
月
七
日
」
と

書
き
込
む
。
ご
本
人
は
年
齢
的
に
「
神
木
作
る
の
は
今
年
で
お
し
ま
い
だ
」

と
言
わ
れ
て
い
た
。

〔
写
46
〕
御
神
木
（
高
さ
六
三
セ
ン
チ
）

〔
図
24
〕
事
念
仏
の
か
つ
て
の
当
番
の
回
り
方
（
点
線
）
と
事
の
神
送
り
の
順
路

◉

●

受ける場所
（田力境）

送る場所（尾科境）

（尾科）諏訪神社

かつての事念仏
の当番の回り方

大屋敷集会所
（現在の事念仏
 の会場）

●

⇨

田力

大屋敷

尾科

⇨

⇨

⇨
⇨

⇨

⇨

⇨

⇨

⇨

0　       100       200m

N

（
飯
田
市
地
形
図
一
万
分
の
一
に
加
筆
）

〔
写
47
〕
大
屋
敷
の
行
列
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【
か
つ
て
の
コ
ト
の
神
送
り
】

①
昭
和
五
〇
年
の
公
民
館
報
よ
り

龍
江
公
民
館
報
『
龍
江
新
聞
』
昭
和
五
〇
年
二
月
一
日
土
曜
日
版
に
、
次

の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
野
池
を
出
発
し
た
事
の
神
は
、
田
力
を
経
て
大
屋
敷
の
境
ま
で
送
ら
れ

て
く
る
。
こ
こ
で
待
っ
て
い
る
子
供
や
大
人
は
（
事
の
神=

笹
竹
を
）
一

本
残
ら
ず
各
人
に
わ
け
て
も
ち
、
鐘
や
太
鼓
を
先
頭
に
行
列
を
作
っ
て
県
道

を
「
コ
ト
ノ
カ
ミ
オ
ー
ク
レ
ヨ
、
デ
ン
デ
ン
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
、
オ
ー
ク
レ
ヨ
」

と
言
い
な
が
ら
大
屋
敷
部
落
の
風
邪
の
神
を
集
め
な
が
ら
尾
科
境
ま
で
運
ぶ

の
で
あ
る
。
部
落
境
に
つ
く
と
全
部
ま
と
め
て
お
き
、
後
を
ふ
り
向
か
ず
に

家
路
に
と
急
い
で
帰
っ
て
い
く
。」

田
力
と
荻
坪
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
笹
竹
を
受
け
継
ぐ
場
所
、
次
の
尾
科
に

渡
す
置
き
場
の
名
称
（
字
な
ど
）
は
な
い
。
終
わ
っ
た
ら
振
り
向
か
ず
に
帰

り
、
流
れ
解
散
に
な
る
。

②
笹
竹
に
つ
い
て

各
家
で
作
る
の
は
「
笹
竹
」
と
い
う
。「
笹
」
と
も
い
う
が
、
細
い
竹
の

先
端
部
分
で
一
・
三
～
一
・
五
メ
ー
ト
ル
程
の
長
さ
に
す
る
。
そ
の
笹
に
六
～

七
枚
の
短
冊
を
付
け
る
。か
つ
て
は
中
折
で
作
っ
た
こ
よ
り
で
し
ば
っ
た
が
、

今
は
水
引
も
使
う
。

短
冊
は
中
折
紙
を
切
っ
て
作
る
。
地
区
や
家
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
大
屋

敷
は
小
さ
め
で
長
方
形
も
多
く
、
中
折
一
枚
か
ら
八
枚
の
短
冊
を
作
る
こ
と

も
あ
る
。

短
冊
に
は「
事
の
神
」「
風
の
神
送
り
」「
家
内
安
全
」「
無
病
息
災
」「
馬
」「
申
」

な
ど
と
書
き
込
む
。
さ
ら
に
家
族
全
員
の
髪
の
毛
と
爪
を
切
っ
て
中
折
で
く

る
ん
で
、
水
引
で
笹
に
む
す
ぶ
。

笹
は
玄
関
の
前
に
置
き
、
午
後
三
時
ま
で
に
県
道
に
出
し
て
お
く
。

（二）　

実
施
状
況
《
平
成
二
七
年
二
月
七
日
（
土
）、
八
日
（
日
）》

【
コ
ト
念
仏
・
平
成
二
七
年
二
月
七
日
（
土
）】

①
参
加
者　
　

大
人
十
六
人
（
内
、
女
性
十
人
）
※�

五
〇
代
以
上

②
日
程

十
八
時
頃　
　

当
番
や
婦
人
た
ち
が
集
ま
り
、
直
会
の
飲
食
な
ど
の
準
備

を
す
る
。

〔
写
48
〕
尾
科
境
に
笹
竹
と
御
神
木
を
送
る
（
大
屋
敷
）

十
九
時　
　
　

コ
ト
念
仏
開
始
、
六
分
ほ
ど
で
終
了
す
る
。

十
九
時
十
分　

直
会

③
念
仏
の
や
り
方

当
番
の
家
が
皆
に
声
を
か
け
、
祭
壇
の
前
に
集
ま
り
念
仏
が
始
ま
る
。
御

神
木
を
作
っ
た
溝
下
氏
が
年
長
者
と
し
て
祭
壇
の
前
に
座
り
、
各
家
の
屋
号

（
家
名
、エ
ナ
と
も
い
う
）を
い
う
と
全
員
が「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
」を
八
回
唱
え
、

同
時
に
溝
下
氏
が
鉦
を
叩
く
。
最
後
に
鉦
を
連
打
し
て
次
の
家
を
拝
む
。

「
そ
れ
じ
ゃ
オ
オ
ム
ラ
（
当
番
の
家
の
屋
号
）
か
ら
、ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
（
皆

で
八
回
唱
え
る
）」
終
わ
る
と
鉦
六
回
連
打
。

「
次
は
サ
カ
モ
リ
、ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
（
皆
で
八
回
唱
え
る
）」
鉦
六
回
連
打
。

こ
の
よ
う
に
一
六
戸
に
対
し
て
順
番
に
念
仏
を
あ
げ
、「
ど
う
も
ご
苦
労
様

で
し
た
」
と
ね
ぎ
ら
い
、
念
仏
は
六
分
ほ
ど
で
終
わ
る
。
引
き
続
き
、
直
会

に
な
る
。
直
会
が
終
わ
る
と
当
番
は
、
祭
壇
の
笹
竹
と
共
に
御
神
木
を
集
会

所
の
外
の
道
際
に
出
し
て
お
く
。翌
日
の
コ
ト
の
神
送
り
で
運
ば
れ
て
い
く
。

【
コ
ト
の
神
送
り
・
平
成
二
七
年
二
月
八
日
（
日
）】

①
参
加
者　
　

十
一
名
が
参
加
（
い
ず
れ
も
大
人
で
男
六
人
、
女
五
人
）

②
日
程

十
五
時　
　

受
け
取
り
場
所
に
集
合
、
七
日
に
コ
ト
の
神
送
り
を
行
っ
た

荻
坪
の
笹
竹
七
本
と
旗
一
本
が
既
に
置
か
れ
て
い
る
。

十
五
時
三
六
分　

田
力
の
一
行
が
到
着
し
、
笹
竹
を
置
く
。

十
五
時
四
〇
分　

大
屋
敷
の
行
列
が
出
発
。

十
五
時
四
五
分　

集
会
所
前
を
通
過
、
笹
竹
二
本
と
御
神
木
を
拾
う
。

　
　
　

そ
の
後
二
箇
所
で
六
本
（
一
本
と
五
本
）
を
拾
う
。
毎
年
出
す
家

が
出
て
い
な
い
の
で
、
玄
関
先
ま
で
声
を
掛
け
に
行
く
が
不
在
。

十
五
時
五
七
分　

尾
科
の
は
ず
れ
の
三
石
宅
の
下
に
笹
竹
と
御
神
木
を
置

く
。

　
　
　

野
池
の
十
八
本
、
荻
坪
の
七
本
、
田
力
の
十
五
本
、
そ
し
て
大
屋

敷
の
八
本
を
併
せ
、
四
八
本
を
運
ん
だ
。
そ
し
て
振
り
向
か
ず
に

家
に
向
か
っ
た
。

③
唱
え
言
葉

コ
ト
の
神
送
り
は
、
鉦
と
太
鼓
を
叩
い
て
、
言
葉
を
唱
え
る
。

（
デ
ン
デ
ン
、
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
）

〔
図
25
〕
コ
ト
の
神
送
り
・
西
回
り
ガ
イ
ド
図
（
尾
科
）

　
　
　
　
※
次
頁
を
参
照尾科

●

●

●

●

●

●

●

▲

●

●●

●

芋平

蛇沼

平栗

小野子

越久保

●

●

●

●
北の原

神之峰

堂平

原平
中宮

下平

大屋敷

田力

野池

荻坪

0　　    1km

N

● 落倉

風張

（
飯
田
市
地
形
図
一
万
分
の
一
に
加
筆
）
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移
行
す
る
時
代
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
小
学
校
（
も
し
く
は
初
等
科
）
六
年

生
（
十
二
歳
）
か
ら
高
等
小
学
校
（
も
し
く
は
高
等
科
）
二
年
生
（
十
四
歳
）

の
三
学
年
が
該
当
し
た
。
男
子
だ
け
で
各
家
一
名
の
み
と
し
て
い
た
。
但
し

当
時
は
二
五
戸
の
集
落
で
、年
度
ご
と
に
生
徒
数
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
の
で
、

子
供
が
少
な
い
年
は
小
学
五
年
生
か
ら
参
加
し
て
い
た
。
一
学
年
三
～
四
人

ほ
ど
で
、
総
勢
十
～
十
四
人
の
集
団
で
あ
っ
た
。

当
時
は
小
学
一
年
生
か
ら
高
等
二
年
生
を
「
少
年
団
」
と
呼
ん
で
い
た
。

そ
の
上
が
「
青
年
団
」
に
な
る
。
昭
和
十
五
～
十
八
年
頃
が
最
も
子
供
の
人

数
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、六
・
三
制
に
な
る
と
小
学
六
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
に
な
っ

た
。

送お
ー
くれ

よ
、
事こ
ー
との

神
か
ー
み 

送お
ー
くれ

よ
、
北き
ー
たの

原は
ら

ま
で
送お
ー
くれ

よ

な
お
、
太
鼓
は
二
〇
年
ほ
ど
前
に
壊
れ
て
か
ら
叩
い
て
い
な
い
と
い
う
。

■
飯
田
市
龍
江
（
尾
科
）　
【
一
覧
表
・
地
図
番
号
31
】

十
三
、（
西
回
り
）尾お
し
な科
、
コ
ト
念
仏
・
風
の
神

地
元
の
呼
び
方　

コ
ト
念
仏
、
風
の
神

行
事
日　

コ
ト
念
仏　

二
月
七
日

　
　
　
　

風
の
神
（
風
の
神
送
り
）
二
月
九
日

行　

程　

コ
ト
念
仏　

各
家
を
巡
回
（
現
在
は
尾
科
公
民
館
）

　
　
　
　

風
の
神　

大
屋
敷
境
〜
ジ
タ
ジ
タ
峠

行
事
の
特
徴　

西
回
り
ル
ー
ト
の
四
番
目
の
地
区
。
風
の
神
は
、
か
つ
て
は

徒
歩
で
尾
根
伝
い
に
大
鹿
地
区
を
通
過
し
て
、
下
平
地
区
の
境
の

ジ
タ
ジ
タ
峠
に
送
っ
て
い
た
。

話　

者　

三
石
倉
雄
氏
（
八
八
歳
）、
三
石
福
志
氏
（
八
五
歳
）

　
　
　
　

三
石
継
男
氏
（
七
九
歳
）
会
長
、
石
正
直
氏
（
七
九
歳
）
副
会
長

　
　
　
　

三
石
良
平
氏
（
七
八
歳
）、
三
石
友
美
氏
（
七
五
歳
）

　
　
　
　

中
山
政
人
氏
（
六
一
）、
尾
科
の
皆
さ
ん

（一）　

行
事
の
概
要

【
か
つ
て
の
コ
ト
念
仏
】

①『
尾
科
誌
』
の
コ
ト
念
仏
解
説　

行
事
の
概
要
と
し
て
、平
成
二
六
年
に
尾
科
常
会
が
発
行
し
た
『
尾
科
誌
』

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
子
ど
も
た
ち
は
夕
方
、
公
民
館
に
集
ま
り
、
皆
で
話
し
合
っ
て
準
備
を

す
る
。
こ
の
間
、
大
人
た
ち
は
見
守
る
だ
け
で
口
は
出
さ
な
い
。
そ
の
年
の

年
長
者
を
頭
と
し
、
そ
の
合
図
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
役
目
を
も
た
せ
、
子

ど
も
た
ち
だ
け
で
出
発
す
る
。
各
家
の
前
に
着
く
と
静
か
に
立
ち
、（
中
略
）

念
仏
を
唱
え
、悪
霊
を
驚
か
せ
て
退
散
さ
せ
る
。
各
家
か
ら
は
、家
人
が
作
っ

た
「
ぼ
た
餅
」
で
も
て
な
し
を
受
け
た
り
、
お
駄
賃
と
し
て
お
菓
子
や
少
額

の
浄
財
を
い
た
だ
い
た
り
す
る
。」

②
戦
前
・
戦
後
の
コ
ト
念
仏
参
加
者

コ
ト
念
仏
の
参
加
者
は
、
昭
和
十
年
代
は
尋
常
小
学
校
か
ら
国
民
学
校
に

〔図 26〕尾科、かつてのコト念仏の巡回コース（昭和 10 年代）

◉

●

▲

●

大屋敷

尾科

出発地点（三石宅）

風の神・竹の笹を出す場所
（梶谷の前）

大鹿稲葉

戦前のコト念仏の順路

終了後、公民館に戻る、
もしくは商店に向かう

諏訪神社

尾科公民館

最後に回る家
（三石芳太郎宅）

卯月川

イタチ川

雲
き ら ら

母沢川

玉 川
イタチガ沢川

（泉屋商店）

0　           100            200m

N

（飯田市地形図一万分の一に加筆）

〔
写
49
〕
か
つ
て
の
コ
ト
念
仏
は
各
家
を
巡
り
行
っ
た
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③
昭
和
十
三
～
十
六
年
頃
の
コ
ト
念
仏

当
時
の
コ
ト
念
仏
は
夕
方
五
時
頃
か
ら
始
ま
っ
た
。
コ
ー
ス
は
年
ご
と
に

グ
ル
ー
プ
で
決
め
て
い
た
が
、
北
側
の
稲
葉
境
の
三
石
通
宅
か
ら
出
発
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
イ
タ
チ
川
の
西
側
を
巡
り
、
公
民
館
前
を
通
り
イ
タ
チ

川
の
東
側
を
北
か
ら
巡
る
。

歩
い
て
い
る
間
は
静
か
に
し
て
、
玄
関
の
前
で
い
き
な
り
鉦
と
太
鼓
を
叩

く
。
寝
て
い
た
ネ
コ
が
驚
い
て
飛
び
上
が
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
南

端
・
大
屋
敷
境
の
三
石
芳
太
郎
宅
で
終
わ
る
。

夜
八
時
近
く
に
終
わ
る
こ
と
が
多
く
、
各
家
か
ら
い
た
だ
い
た
浄
財
（
お

布
施
）
を
持
っ
て
全
員
で
、再
び
北
端
に
向
か
い
、玉
川
橋
の
た
も
と
の
「
泉

屋
」
と
い
う
店
に
行
く
。
そ
の
日
は
若
い
衆
が
訪
れ
る
と
分
か
っ
て
い
る
か

ら
、
夜
ま
で
店
を
開
け
て
待
っ
て
い
る
。
店
先
で
お
布
施
を
分
け
て
、
皆
が

菓
子
な
ど
買
っ
て
家
に
帰
っ
て
い
っ
た
。

④
ボ
タ
モ
チ
に
つ
い
て

戦
後
、
昭
和
三
〇
年
頃
の
コ
ト
念
仏
で
は
、
参
加
す
る
子
供
た
ち
が
ボ
タ

モ
チ
の
お
重
を
一
つ
、
漬
物
な
ど
を
持
っ
て
公
民
館
に
集
ま
っ
て
い
た
。
終

わ
っ
て
か
ら
皆
で
食
べ
た
。

⑤
参
加
者
の
減
少
と
体
制
の
変
化

昭
和
五
〇
年
代
以
降
、
子
供
が
減
り
始
め
、
参
加
者
を
小
学
校
一
年
生
か

ら
中
学
三
年
生
ま
で
と
広
げ
、
女
子
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、
そ
れ
で
も
人

数
が
少
な
い
場
合
は
、
夜
間
に
至
る
の
で
保
護
者
が
同
行
す
る
な
ど
、
行
事

の
継
承
に
努
力
し
た
が
、
平
成
十
年
代
で
最
後
の
中
学
生
が
卒
業
し
て
、
子

供
が
い
な
く
な
っ
た
。

そ
し
て
平
成
二
四
年
か
ら
高
齢
者
ク
ラ
ブ
（
六
八
歳
以
上
）
に
行
事
の
継

続
が
託
さ
れ
た
。
平
成
二
四
、二
五
年
は
か
つ
て
と
同
じ
よ
う
に
、
公
民
館

の
前
で
一
回
目
の
念
仏
を
あ
げ
て
か
ら
一
軒
ご
と
を
訪
ね
回
っ
た
。
念
仏
に

つ
い
て
は
わ
ず
か
な
練
習
で
問
題
な
く
行
え
た
が
、
足
腰
が
丈
夫
な
者
は

二
二
人
の
会
員
の
内
三
人
で
、あ
と
は
乗
用
車
二
台
で
一
時
間
か
け
て
回
り
、

女
性
五
～
六
人
は
直
会
の
準
備
を
し
た
。

そ
こ
で
二
六
年
か
ら
は
、
全
員
が
公
民
館
に
集
合
し
て
、
公
民
館
の
入
口

で
男
性
が
一
回
目
の
念
仏
を
あ
げ
、
中
に
入
っ
て
直
会
の
準
備
を
し
て
い
る

女
性
も
共
に
全
員
で
二
回
目
の
念
仏
を
あ
げ
る
と
い
う
や
り
方
に
変
え
た
。

念
仏
の
回
数
は
減
っ
た
が
、
昭
和
三
〇
頃
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
リ
ズ
ム
の
念

仏
を
唱
え
て
い
る
。
必
要
に
迫
ら
れ
た
改
善
策
で
あ
る
と
い
う
。

【
か
つ
て
の
風
の
神
】

①
名
称
と
参
加
者

二
月
九
日
の
行
事
は
「
風
の
神
」「
風
の
神
送
り
」
と
呼
ん
で
い
た
。
コ

ト
念
仏
に
参
加
し
た
子
供
た
ち
が
風
の
神
も
行
っ
た
。

②「
竹
の
笹
」
の
準
備

笹
竹
は「
竹
の
笹
」と
呼
ん
だ
。長
さ
は
家
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
が
、

背
丈
ぐ
ら
い
が
多
か
っ
た
。
昭
和
の
初
め
頃
は
も
っ
と
背
丈
が
あ
っ
た
よ
う

だ
が
、
子
供
が
大
き
な
竹
を
運
ぶ
の
は
か
わ
い
そ
う
だ
と
、
年
々
短
く
な
っ

て
い
っ
た
と
い
う
。
枝
ぶ
り
の
決
ま
り
は
な
い
が
、
芯
の
出
て
い
る
（
芯
持

大屋敷

尾科

かつての尾根道

ここから尾根道になる 大鹿

下平

稲葉

堂平

受ける場所
（大屋敷境）

◉ （三石芳太郎宅の下）

神之峰

尾科の竹と併せて
束を結い直す

（梶谷の前）

●

●

現在の車道

送る場所（ジタジタ峠）

▲

▲

▲

〈平成 27 年の帰路〉

〈かつての帰路〉

0　                                 500m

N

〔図 27〕尾科、風の神の西回りコース図（今昔） （飯田市地形図一万分の一に加筆）

〔
写
50
〕
現
在
は
公
民
館
の
中
で
事
念
仏
を
行
う
（
尾
科
）

●

尾科公民館

飯田市龍江

飯田市龍江

飯田市上久堅

飯田市上久堅

飯田市上久堅

飯田市下久堅
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村
の
中
央
の
「
梶
谷
」
の
前
を
出
発
し
た
一
行
は
、（
大
字
）
龍
江
地
区

の
尾
科
か
ら
下
久
方
地
区
の
稲
葉
に
入
り
、
尾
根
道
を
伝
っ
て
上
久
堅
地
区

の
大
鹿
、
さ
ら
に
下
平
境
の
ジ
タ
ジ
タ
峠
を
目
指
す
。
尾
根
道
に
入
る
ま
で

は
「
唱
え
言
」
を
歌
っ
た
。「
風
の
神
を
送
る
唄
」
と
も
い
っ
た
。

ジ
タ
ジ
タ
峠
の
平
地
に
つ
く
と
、「
竹
の
笹
」
の
束
を
ば
ら
ば
ら
に
し
て

拾
い
集
め
に
く
く
し
た
。「
下
平
の
衆
と
出
会
う
と
喧
嘩
に
な
る
」
と
上
級

生
に
聞
か
さ
れ
て
い
た
の
で
、
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
茂
み
に
潜
ん
で
い

る
よ
う
な
気
が
し
て
、
竹
を
置
く
と
斜
面
を
転
が
る
よ
う
に
逃
げ
下
り
た
。

「
裏う
ら

（
後
ろ
）
を
振
り
返
る
と
風
の
神
が
付
い
て
く
る
」
と
い
わ
れ
、
ま

た
来
た
道
を
再
び
通
る
と
風
の
神
に
帰
り
道
を
教
え
る
こ
と
に
な
る
と
い
わ

れ
、
尾
根
伝
い
の
往
路
は
通
ら
ず
に
、
道
の
な
い
斜
面
を
大
鹿
の
集
落
に
向

か
っ
て
我
先
に
と
駆
け
下
り
た
。
崖
か
ら
転
げ
落
ち
て
も
太
鼓
と
鉦
だ
け
は

離
す
な
、
音
を
立
て
る
な
と
い
わ
れ
て
い
た
。

ジ
タ
ジ
タ
峠
ま
で
二
時
間
ほ
ど
掛
か
り
、
到
着
す
る
の
は
朝
八
時
頃
で
、

尾
科
に
帰
る
と
九
時
を
過
ぎ
る
。
そ
の
日
は
学
校
を
休
ん
で
い
た
が
、
戦
後

に
な
る
と
休
む
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
出
発
が

早
く
な
り
（
四
時
～
四
時
半
）、
家
に
帰
っ
て
朝
食
を
食
べ
て
か
ら
龍
江
小

学
校
ま
で
通
っ
た
。

（二）　

実
施
状
況
《
平
成
二
七
年
二
月
七
日
（
土
）、
九
日
（
日
）》

【
コ
ト
念
仏
・
平
成
二
七
年
二
月
七
日
（
土
）】

①
参
加
者　

十
八
人
（
内
、
女
性
十
一
人
）

②
日
程

十
三
時
過
ぎ　
　

尾
科
公
民
館
で
準
備
が
始
ま
る
。（
机
、
鉦
、
太
鼓
、

　
　
　

念
仏
を
書
い
た
紙
貼
り
な
ど
）

十
三
時
五
〇
分　

皆
が
集
ま
り
、
挨
拶
な
ど
始
ま
る
。

十
三
時
五
七
分　

男
性
七
人
が
公
民
館
隣
の
中
山
宅
前
で
、
玄
関
前
の
か

　
　
　

つ
て
の
念
仏
を
再
現
し
て
頂
い
た
（
二
回
、
一
回
目
は
練
習
）

十
四
時
二
分　
　

同
じ
く
七
人
が
公
民
館
前
で
念
仏
（
一
回
）

十
四
時
七
分　
　

公
民
館
の
中
で
、
直
会
の
準
備
等
を
し
て
い
た
女
性

十
一
人
と
共
に
、
総
勢
十
八
人
で
念
仏
を
行
う
。（
例
年
一
回
で

あ
る
が
、
特
別
に
二
回
唱
え
て
頂
い
た
）　　

十
四
時
十
分
頃
か
ら　

直
会

ち
の
）
竹
、若
く
て
頭
の
成
長
が
止
ま
っ
て
い
な
い
竹
を
選
べ
と
い
わ
れ
た
。

そ
こ
に
「
馬
」
も
し
く
は
「
午
」、「
申
」
と
書
い
た
紙
の
短
冊
を
十
二
枚

吊
る
し
た
。
さ
ら
に
古
く
、
大
正
初
年
生
ま
れ
の
世
代
は
版
木
に
よ
る
猿
と

馬
の
版
画
を
吊
る
し
て
い
た
。

そ
し
て
家
族
全
員
分
の
ボ
ン
ノ
ク
ボ
の
毛
を
抜
い
て
、
紙
に
包
み
お
ひ
ね

り
に
し
て
下
の
方
に
く
く
り
つ
け
た
。
昔
は
床
屋
な
ど
な
か
な
か
行
か
ず
ぼ

さ
ぼ
さ
の
頭
を
し
て
い
た
の
で
抜
き
や
す
い
が
、
そ
れ
で
も
痛
か
っ
た
の
を

覚
え
て
い
る
と
い
う
。

髪
の
毛
は
、
悪
病
を
運
ん
で
く
れ
る
猿
に
あ
げ
る
た
め
、
と
い
う
古
老
も

い
た
。「
猿
は
毛
が
三
本
少
な
い
か
ら
」
だ
そ
う
だ
。

「
竹
の
笹
」
は
八
日
の
晩
に
、「
梶か

じ
や谷

」
の
前
（
中
山
家
の
屋
号
、
公
民
館

前
の
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
）
に
出
す
よ
う
に
決
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
時
、
置

い
た
竹
を
振
り
返
る
と
風
の
神
が
戻
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。

③
昭
和
十
三
～
十
六
年
頃
の
「
風
の
神
」

尾
科
の
「
風
の
神
」
は
隣
と
の
村
境
ま
で
で
は
な
く
、
尾
根
を
通
り
、
さ

ら
に
次
の
村
境
近
く
ま
で
、
お
よ
そ
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
り
の
距
離
を
送
っ

た
。
戦
前
は
、「
風
の
神
」
の
日
は
学
校
を
休
ん
で
い
た
。

朝
五
時
頃
公
民
館
に
集
合
す
る
と
、
お
ば
あ
さ
ん
が
イ
ロ
リ
に
火
を
焚
き

「
坊
た
ち
、
寒
い
か
ら
あ
た
っ
て
い
け
」
と
声
を
か
け
る
。
手
甲
を
長
靴
の

隙
間
に
巻
い
て
雪
が
入
ら
な
い
よ
う
に
身
支
度
し
て
、
炉
端
で
長
靴
の
ゴ
ム

が
臭
く
な
る
ほ
ど
あ
ぶ
っ
て
か
ら
出
発
し
た
。

大
屋
敷
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
一
五
〇
～
二
〇
〇
本
程
の
「
竹
の
笹
」
は
、

尾
科
の
南
端
の
三
石
芳
太
郎
宅
の
道
端
に
積
ま
れ
て
い
る
。
ま
ず
そ
れ
を
十

数
名
で
担
ぎ
、
大
屋
敷
か
ら
来
た
御
神
木
も
担
ぎ
、
村
の
中
央
の
「
梶
谷
」

の
前
ま
で
運
ぶ
。
そ
こ
で
尾
科
（
二
五
軒
分
）
の
「
竹
の
笹
」
と
併
せ
て
束

に
結
い
直
し
て
か
ら
担
ぐ
。

「
竹
の
笹
」
の
束
は
縄
で
し
ば
る
と
、
元
で
直
径
二
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
に
な

る
。
太
い
束
と
細
い
束
の
差
が
で
き
て
、
上
級
生
が
わ
ざ
わ
ざ
作
っ
た
太
い

束
を
二
つ
選
び
、
太
鼓
と
チ
ン
（
鉦
）
を
し
ば
り
付
け
、「
少
年
兵
」
と
呼

ぶ
新
米
の
六
年
生
二
人
に
担
が
せ
た
。
太
鼓
は
二
本
の
小
枝
を
締
め
太
鼓
の

ひ
も
に
通
し
て
か
ら
し
ば
っ
た
。
太
鼓
を
取
り
付
け
る
束
に
御
神
木
を
く
く

り
、
先
頭
を
行
っ
た
。
当
時
の
御
神
木
は
現
在
よ
り
太
か
っ
た
。
上
級
生
は

軽
い
束
を
担
ぎ
、
行
列
の
後
方
を
歩
く
。

〔
写
50
―

1
〕
集
落
の
中
で
荷
を
ま
と
め
、
か
つ
て
の
行
列
を
再
現

〔
写
50
―

２
〕
ジ
タ
ジ
タ
峠
に
送
ら
れ
た
「
竹
の
笹
」、
木
立
の
合

間
に
神
之
峰
が
見
え
る
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③
現
在
の
念
仏

（
チ
ン
チ
ン
、
ド
ン
ド
ン
）
※�

鉦
と
太
鼓
同
時
に
叩
く

こ
う
み
ょ
ー
、
へ
ん
じ
ょ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

光
明
遍
照

じ
っ
ぽ
ー
、
せ
か
い
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

十
方
世
界

し
ゅ
じ
ょ
う
ね
ん
ぶ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

衆
生
念
仏

な
む
あ
み  

だ
ぶ
つ
、
な
む
あ
み  

だ
ぶ
つ
ー　

  

南
無
阿
弥
陀
仏
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
無
阿
弥
陀
仏

子
供
の
頃
は
耳
伝
え
な
の
で
「
じ
っ
ぽ
ー
、せ
か
い
」
を
「
に
っ
ぽ
ん
（
日

本
）、
せ
か
い
」
だ
と
思
い
、「
し
ゅ
じ
ょ
う
ね
ん
ぶ
つ
」
は
「
し
ゅ
」
が
消

え
て
「
し
ょ
う
ね
ん
ぶ
つ
」
に
な
っ
て
い
た
。
現
在
は
文
字
に
当
て
て
直
し

て
唱
え
て
い
る
。

【
風
の
神
・
平
成
二
七
年
二
月
九
日
（
月
）】

①
近
年
の
状
況

平
成
二
四
年
か
ら
高
齢
者
ク
ラ
ブ
が
行
事
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
、
尾
科
か
ら
ジ
タ
ジ
タ
峠
ま
で
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ん
で
い
る
。
朝
も
八
時

半
頃
に
し
た
。
経
路
は
尾
根
道
で
は
な
く
、
大
鹿
集
落
を
通
る
沢
沿
い
の
車

道
を
使
い
、
一
旦
、
下
平
に
入
っ
て
か
ら
再
び
山
道
を
戻
り
、
ジ
タ
ジ
タ
峠

に
向
か
う
。
竹
を
降
ろ
し
た
帰
路
は
、
尾
根
道
を
し
ば
ら
く
走
っ
て
か
ら
大

鹿
の
集
落
に
下
り
尾
科
に
戻
る
。
近
年
は
道
路
工
事
な
ど
で
帰
路
が
ば
ら
ば

ら
で
あ
る
が
、
往
路
と
同
じ
道
を
通
ら
な
い
よ
う
に
し
て
帰
っ
て
い
る
。

②
参
加
者　

六
人
（
内
一
人
記
録
係
）

③
日
程

八
時
三
〇
分　

集
落
南
端
の
三
石
芳
太
郎
宅
前
（
置
き
場
）
に
集
合
、

七
〇
～
八
〇
代
五
人
と
区
長
（
動
画
記
録
担
当
）

八
時
四
五
分　

五
束
に
荷
造
り
し
て
五
人
で
担
ぎ
、
か
つ
て
の
姿
を
再
現

し
て
唱
え
言
。
そ
の
ま
ま
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
「
竹
の
笹
」
を
積
み
、

集
落
の
中
央
に
向
か
う

八
時
五
〇
分　

集
落
の
中
央
の
「
梶
谷
」
前
で
、
尾
科
の
「
竹
の
笹
」
八

本
を
加
え
、
束
を
結
い
直
し
て
、
再
び
唱
え
言
を
い
う
。
先
頭
太

鼓
、
二
番
に
鉦
、「
竹
の
笹
」
が
三
人
が
並
ぶ
。

九
時　
　
　
「
竹
の
笹
」
の
束
を
再
び
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
、
ジ
タ
ジ
タ

峠
を
目
指
す
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
、
乗
用
車
一
台
、
区
長
の
ワ
ン

ボ
ッ
ク
ス
一
台
、
通
年
は
二
台

九
時
十
六
分　

ジ
タ
ジ
タ
峠
下
に
到
着
、
広
場
に
「
竹
の
笹
」
を
運
び
上

げ
る
。
五
人
で
か
つ
て
の
運
び
方
を
再
現
し
な
が
ら
竹
を
置
く
。

昭
和
二
〇
年
代
は
、
周
り
の
樹
木
が
小
さ
く
、
広
場
も
半
分
ほ
ど

の
大
き
さ
で
あ
っ
た
と
い
う
。

九
時
四
〇
分　

ジ
タ
ジ
タ
峠
を
後
に
す
る
。
尾
根
の
細
い
車
道
を
通
り
、

往
路
と
異
な
る
道
で
帰
る
。

九
時
五
〇
分　

尾
科
公
民
館
前
に
戻
り
、
解
散
。

④
風
の
神
を
送
る
唄

何な
ー
に
が
み
ょ

神　

送お
ー
くれ

よ

風か
ー
ぜの

神
か
ー
み
ょ

　

送お
ー
くれ

よ

ど
ー
こ
ま
ー
で　

送お
ー
くれ

よ　
　
　
　

北き
ー
たの

原
ま
で
送お
ー
くれ

よ　

そ
ー
り
ゃ

ト
ー
ン
、
ト
ー
ン　

ト
ン
ト
ン
ト
ン
、
ト
ン
ト
ン
ト
ン
、

ト
ン
ト
ト
ト
ト
ト
ン
、
ト
ン　

ト
ン

（
こ
の
リ
ズ
ム
で
太
鼓
と
鉦
を
同
時
に
叩
く
、
仲
々
覚
え
ら
れ
な
か
っ
た

と
い
う
）

■
飯
田
市
上
久
堅
（
下
平
）　
【
一
覧
表
・
地
図
番
号
32
】

十
四
、（
西
回
り
）下
し
も
だ
い
ら

平
、コ
ト
オ
念
仏
・
風
の
神
送
り

地
元
の
呼
び
方　

コ
ト
オ
念
仏
、
風
の
神
送
り
・
ゲ
イ
キ
の
神
送
り

行
事
日　

二
月
六
日　

コ
ト
オ
念
仏
（
現
在
は
二
月
第
一
土
曜
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※�

平
成
二
五
年
は
二
月
七
日
（
土
）

　
　
　
　

二
月
九
日　

風
の
神
送
り

行　

程　

コ
ト
オ
念
仏　

下
平
巡
回
（
神
之
峰
を
含
む
）

　
　
　
　

風
の
神
送
り　

ジ
タ
ジ
タ
峠
か
ら
北
の
原

行
事
の
特
徴　

念
仏
で
は
神
之
峰
を
巡
回
し
、
か
つ
て
は
中
宮
も
一
巡
し
て

い
た
。
神
送
り
は
西
回
り
ル
ー
ト
の
五
番
目
で
最
終
地
区
。

話　

者　

清
水
和
彦
氏
（
昭
和
二
一
年
生
）

　
　
　
　

清
水
貫か
ん
じ司
氏
（
昭
和
六
年
生
）、
下
平
の
皆
さ
ん

地
区
の
状
況　

五
四
戸
・
百
四
〇
数
名

　
　
　
　

小
学
生
・
中
学
生
各
一
人
ず
つ

〔
図
28
〕
コ
ト
の
神
送
り
・
西
回
り
ガ
イ
ド
図
（
下
平
）

下平

●

●

●

●

●

●

●

▲

●

●●

●

芋平

蛇沼

平栗

小野子

越久保

●

●

●

●
北の原

神之峰

堂平

原平
中宮

尾科

大屋敷

田力

野池

荻坪

0　　    1km

N

● 落倉

風張

（
飯
田
市
地
形
図
一
万
分
の
一
に
加
筆
）

〔
写
51
〕
下
平
の
鉦
（
縁
に
刻
ん
で
あ
る
銘
）

信
州
知
久
下
平
水
上
薬
師
堂

昭
和
十
年
春
彼
岸　

施
主　

平
中
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下
平
公
会
堂
を
通
過
し
て
い
く
。
か
つ
て
は
栗
林
の
五
輪
様
で
は
ひ
ざ
ま
づ

い
て
念
仏
を
唱
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

現
在
は
下
平
公
会
堂
で
夕
食
を
と
る
が
、
当
時
は
国
道
を
二
五
六
号
を
西

に
向
か
い
、
掘
割
を
過
ぎ
台
地
に
上
り
、
生う
む
い
ざ
わ

水
沢
で
夕
食
に
な
っ
た
。
夕
食

は
各
自
が
持
参
し
た
焼
い
た
餅
、
も
し
く
は
生
餅
で
、
焚
き
火
で
温
め
た
り

焼
い
た
り
し
て
食
べ
た
。
ボ
タ
モ
チ
で
は
な
か
っ
た
。
必
ず
焚
き
火
が
あ
っ

て
、
食
事
が
終
わ
る
と
夜
七
時
を
ま
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。

そ
こ
か
ら
下
久
堅
に
入
り
、
沢
を
迂
回
し
て
中
宮
地
区
の
北
西
の
隅
、「
ウ

シ
ロ
ダ
」
と
い
う
屋
号
の
家
に
着
く
。
か
つ
て
は
下
平
の
子
供
た
ち
が
、
中

宮
地
区
も
巡
回
し
て
念
仏
を
唱
え
て
い
た
。
中
宮
は
三
〇
戸
ほ
ど
で
、当
時
、

中
宮
の
子
供
た
ち
は
念
仏
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
全
戸
を
回
り
終
わ
る
と

中
宮
橋
に
出
て
、出
発
地
点
の
や
ま
さ
き
橋
近
く
か
ら
西
の
裏
路
地
に
入
り
、

下
平
の
残
り
七
～
八
軒
を
回
り
、
橋
爪
家
で
終
了
す
る
。
遅
い
と
夜
十
一
時

を
回
っ
て
い
た
。

昭
和
三
五
～
三
六
年
に
な
る
と
中
宮
の
子
供
た
ち
も
念
仏
を
始
め
た
。
明

治
・
大
正
生
ま
れ
の
古
老
は
、
中
宮
は
念
仏
は
行
っ
て
な
か
っ
た
が
、
悪
い

病
気
が
流
行
っ
た
と
き
に
下
平
が
念
仏
に
回
っ
て
以
来
、
毎
年
行
く
よ
う
に

な
っ
た
と
語
っ
て
い
た
と
い
う
。

念
仏
が
終
わ
る
と
、
終
戦
前
後
の
頃
は
、
公
会
堂
の
近
く
に
あ
っ
た
「
タ

マ
ヤ
」
と
い
う
店
に
直
接
向
か
い
、
店
の
主
人
が
立
ち
会
っ
て
頭
取
が
貰
っ

た
お
金
の
会
計
を
行
い
、
皆
に
分
配
し
た
。
た
い
が
い
の
子
供
は
、
高
価
で

普
段
食
べ
ら
れ
な
い
イ
モ
ボ
シ
（
干
し
芋
）
と
地
豆
（
落
花
生
）
を
そ
の
場

で
買
っ
て
食
べ
た
。

③
念
仏

念
仏
は
口
伝
が
基
本
で
、
頭
取
が
ひ
ら
が
な
や
カ
タ
カ
ナ
で
書
い
て
教
え

て
く
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
当
時
の
子
供
た
ち
は
意
味
も
わ
か
ら
ず
、
と
に

か
く
唱
え
て
歩
く
も
の
だ
と
思
い
、
お
経
を
唱
え
て
い
る
と
は
思
い
も
し
な

か
っ
た
と
い
う
。従
っ
て
言
葉
は
言
い
や
す
い
よ
う
に
略
さ
れ
て
伝
わ
っ
た
。

「（
二
）
実
施
状
況
」
で
昭
和
三
〇
年
代
の
念
仏
、
今
日
の
念
仏
、
漢
字
で

書
い
た
念
仏
を
比
較
し
て
み
る
。

（一）　

行
事
の
概
要

【
か
つ
て
の
コ
ト
オ
念
仏
】

①
参
加
者
の
変
化

コ
ト
オ
念
仏
と
風
の
神
送
り
は
子
供
の
行
事
で
、
参
加
者
は
数
え
で
十
歳

か
ら
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
小
学
校
三
年
生
か
ら
中
学
校
二
年
生
の
早
生
ま
れ

の
六
学
年
が
参
加
で
き
る
。
さ
ら
に
一
軒
一
人
で
男
子
と
決
ま
っ
て
い
た
。

そ
し
て
最
上
級
生
の
一
人
が
頭
取
を
務
め
る
。
頭
取
は
一
週
間
程
前
か
ら
練

習
日
を
決
め
、
念
仏
と
唱
え
言
葉
の
練
習
を
数
回
行
う
。

平
成
に
な
る
と
子
供
が
減
少
し
、
一
軒
一
人
で
あ
っ
た
も
の
が
兄
弟
複
数

の
参
加
が
許
さ
れ
、
女
子
も
参
加
し
（
始
ま
り
は
昭
和
四
四
年
頃
）、
平
成

十
年
頃
に
は
女
子
の
頭
取
も
登
場
し
た
。

②
コ
ト
オ
念
仏
の
順
路
（
昭
和
三
五
年
頃
）

下
平
の
コ
ト
オ
念
仏
は
、
子
供
た
ち
が
集
団
で
各
家
を
訪
ね
、
念
仏
を
唱

え
る
。
戦
後
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
の
コ
ト
オ
念
仏
は
三
〇
～
四
〇
人
程
で
巡

回
し
て
い
た
。

集
落
の
中
央
の
三
叉
路
、
や
ま
さ
き
橋
近
く
の
橋
爪
宅
（
現
在
は
湯
沢

宅
）
に
太
鼓
、
鉦
、
集
金
袋
な
ど
の
道
具
が
保
管
さ
れ
、
午
後
四
時
に
こ
の

家
を
出
発
し
た
。
十
五
歳
が
太
鼓
、
十
四
歳
二
人
で
鉦
を
担
ぎ
、
十
三
歳
が

集
金
袋
と
役
割
が
決
ま
っ
て
い
た
。念
仏
の
出
だ
し
の「
今こ
ん
に
ち日 

事こ
と

申
し
ま
す
」

は
十
四
歳
の
者
が
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

念
仏
の
順
路
は
神
之
峰
を
経
由
す
る
が
、
昭
和
三
〇
年
代
は
徒
歩
で
「
馬

道
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
山
道
を
登
っ
て
神
之
峰
を
目
指
し
た
。
途
中
に
は
、

太
鼓
や
鉦
を
叩
く
予
備
の
シ
ュ
モ
ク
を
捨
て
る
場
所
が
あ
っ
た
。
当
時
シ
ュ

モ
ク
は
山
か
ら
採
取
し
た
枝
で
皆
で
五
〇
本
程
作
り
、
こ
こ
に
来
る
ま
で
に

良
い
も
の
を
選
び
、
残
り
を
捨
て
る
慣
習
が
あ
っ
た
。
い
わ
れ
は
不
明
で
あ

る
。
現
在
は
Ｊ
Ａ
上
久
堅
の
駐
車
場
か
ら
、
子
供
た
ち
は
乗
用
車
に
分
乗
し

て
神
之
峰
に
向
か
う
。

道
中
で
は
六
箇
所
で
神
仏
に
も
立
ち
寄
り
念
仏
を
唱
え
る
。家
々
で
は「
今

日
事
申
し
ま
す
」
で
は
じ
ま
る
が
、
神
之
峰
の
久
堅
神
社
で
は
「
南
無
、
神

様
、
今
日
…
…
」、
五
輪
塔
で
は
「
南
無
、
五
輪
様
、
今
日
・
・
・
」、
秋
葉

神
社
の
石
碑
な
ど
で
は
「
南
無
、
秋
葉
様
、
今
日
・
・
・
」
と
な
る
。

神
之
峰
に
は
午
後
五
時
頃
に
着
き
、五
輪
塔
の
あ
る
栗
林
方
面
に
下
山
し
、

〔
写
52
〕
各
家
を
回
り
、
玄
関
先
で
念
仏
会
を
唱
え
る

〔
写
53
〕
定
め
ら
れ
た
祠
や
石
碑
で
念
仏
を
唱
え
る

　
　
　

 

（
左
図
の
22
番
）



83　三章・伊那谷中部、飯田市のコト念仏と東回りと西回りのリレー式コトの神送り

〔図 29〕昭和三五年頃のコトオ念仏の巡回コース図

〔図 30〕平成二七年のコトオ念仏の巡回コース図
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人
）
の
十
人
が
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
今
回
は
途
中
か
ら
大
人
一
人
が

加
わ
っ
た
。

参
加
者　

合
計
十
三
人
（
食
事
準
備
を
含
め
る
）

　
　
　
　
（
子
供
）

　
　
　
　

頭
取
・
中
学
一
年
生
女
子
（
十
三
歳
）

　
　
　
　
　
　
　

小
学
六
年
生
女
子
（
十
二
歳
）

　
　
　
　
（
大
人
）

　
　
　
　

区
長
・
男
（
六
六
歳
）
※�

太
鼓

　
　
　
　

副
区
長
・
男
（
六
六
歳
）

　
　
　
　

区
の
会
計
・
男
（
五
五
歳
）
※�

鉦
・
集
金
役

　
　
　
　

区
の
委
員
・
男
（
六
〇
歳
）
※�
記
録

　
　
　
　

区
の
役
員
・
男
（
七
二
歳
）

　
　
　
　

お
祭
り
委
員
・
男
（
五
二
歳
）

　
　
　
　

中
一
の
父
親
（
四
二
歳
）

　
　
　
　

小
六
の
父
親
（
四
三
歳
）

下平

中宮

大鹿

原平

富田
（喬木村）

送る場所（北の原）

尾科、かつての徒歩による尾根道
（現在は車利用）

17：30
下平、中宮、原平、風張・上平が
原平集会所（阿弥陀堂）に集合し
北の原を目指して行列する。

受ける場所
（ジタジタ峠）

◉
神之峰
久堅神社

●

●

●

●

0　                  300m

N

下平公会堂

中宮集会所

原平集会所

〔図 31〕下平・風の神送り西回りコース図（今昔、同じコース）

（飯田市地形図一万分の一に加筆）

【
か
つ
て
の
風
の
神
送
り
】

①
下
平
の
風
の
神
送
り
（
昭
和
三
五
年
頃
）

下
平
の
「
風
の
神
送
り
」
は
、
ジ
タ
ジ
タ
峠
に
置
か
れ
て
い
る
笹
竹
二
百

本
ほ
ど
を
五
、六
〇
人
で
担
ぎ
、
途
中
六
、七
〇
本
を
拾
い
集
め
、
北
の
原
に

送
る
行
事
で
あ
る
。
日
に
ち
は
二
月
九
日
と
決
ま
っ
て
い
て
、「
風
の
神
」

で
は
数
え
の
十
六
歳
の
者
も
参
加
し
た
。
昔
は「
風
邪
」の
方
言
で
あ
る「
ゲ

イ
キ
」
か
ら
、「
ゲ
イ
キ
の
神
送
り
」
と
も
い
っ
た
。

下
平
の
「
風
の
神
送
り
」
は
西
回
り
の
最
後
で
、
東
回
り
の
風
張
の
「
コ

ト
の
神
送
り
」
と
最
後
に
出
会
う
。
昭
和
二
〇
年
代
に
は
出
会
う
と
喧
嘩
に

な
っ
た
。
下
平
は
喧
嘩
に
弱
く
、
上
級
生
は
一
目
散
に
逃
げ
て
、
低
学
年
が

取
り
残
さ
れ
る
。
毎
年
そ
れ
ば
か
り
が
心
配
で
、
出
会
い
の
地
点
で
は
耳
を

そ
ば
だ
て
注
意
を
払
う
し
、
時
間
を
ず
ら
し
た
り
し
て
い
た
。
普
段
、
学
校

で
は
風
張
の
子
供
た
ち
と
も
仲
が
良
か
っ
た
の
に
、
神
送
り
に
な
る
と
恐
怖

心
が
湧
く
の
は
、
子
供
な
が
ら
に
不
思
議
で
あ
っ
た
と
い
う
。

北
の
原
で
は
念
仏
を
あ
げ
、
振
り
返
ら
ず
に
急
い
で
帰
る
。
戻
る
と
そ
の

ま
ま
流
れ
解
散
に
な
っ
た
。
子
供
が
数
人
に
な
っ
て
か
ら
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で

運
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

②
「
送
り
神
」
を
作
る

笹
竹
の
こ
と
を
「
送
り
神
」
と
呼
ん
だ
が
、
名
前
は
不
明
と
い
う
人
も
多

か
っ
た
。
竹
は
「
マ
ン
ダ
ケ
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
ハ
チ
ク
な
ど
の
細
い
竹

類
が
使
わ
れ
て
い
た
。
昭
和
三
〇
年
代
は
二
～
二
・
五
メ
ー
ト
ル
程
の
高
さ

で
、中
折
紙
で
短
冊
を
作
り
吊
る
す
。
短
冊
に
は
「
午　

申
」
が
多
か
っ
た
。

さ
ら
に
家
族
全
員
の
ボ
ン
ノ
ク
ボ
の
毛
、
洗
米
を
紙
に
く
る
ん
で
竹
に
し
ば

り
つ
け
た
。
こ
れ
は
以
前
か
ら
や
ら
な
い
家
も
あ
っ
た
。「
送
り
神
」
を
作

る
と
家
の
各
部
屋
で
振
っ
て
祓
っ
て
、
風
邪
の
神
を
乗
り
移
ら
せ
た
。
そ
れ

を
辻
に
立
て
て
お
く
が
、
こ
の
時
に
も
振
り
返
っ
て
は
い
け
な
い
と
親
に
教

え
ら
れ
た
と
い
う
。

（二）　

実
施
状
況
《
平
成
二
七
年
の
二
月
七
日
（
土
）、
九
日
（
月
）》

【
コ
ト
オ
念
仏
・
平
成
二
七
年
二
月
七
日
（
土
）】

①
参
加
者

平
成
二
六
年
六
月
の
区
総
会
で
、
区
の
委
員
と
お
祭
り
委
員
の
有
志
を
つ

の
り
、
保
存
会
を
発
足
し
、
平
成
二
七
年
は
子
供
（
二
人
）
と
大
人
（
八

〔
写
54
〕
ジ
タ
ジ
タ
峠
で
笹
竹
と
御
神
木
を
積
み
込
む
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住
民
・
男
（
四
八
歳
）
※�

途
中
か
ら
誘
わ
れ
て
参
加

　
　
　
　

中
一
の
母
親
（
三
八
歳
）
※�

夕
食
・
直
会
準
備

　
　
　
　

小
六
の
母
親
（
四
七
歳
）
※�

夕
食
・
直
会
準
備

②
日
程

十
五
時
三
〇
分
過
ぎ　

集
合

十
六
時　
　

公
会
堂
前
で
念
仏
を
唱
え
、
出
発
す
る

十
六
時
四
五
分　
Ｊ
Ａ
上
久
堅
支
所
駐
車
場
か
ら
乗
用
車
二
台
に
分
乗
し

て
神
之
峰
に
向
か
う

十
七
時　
　

神
之
峰
か
ら
栗
山
へ
車
で
向
か
い
、
五
輪
様
、
台
地
の
神
仏

を
巡
り
薬
師
如
来
堂
へ

十
八
時　
　

公
会
堂
に
戻
り
、
夕
食

十
八
時
五
五
分　

公
会
堂
前
で
念
仏
を
唱
え
、
再
出
発
、
国
道
に
沿
っ
て

北
西
部
を
回
る

二
〇
時
二
〇
分　

公
会
堂
に
戻
り
、
最
後
の
念
仏
（
六
八
回
目
）
を
唱
え

る
。
二
二
時
半
過
ぎ
ま
で
直
会
。

③
念
仏

漢
字
で
書
い
た
念
仏
、
今
日
の
念
仏
（
カ
ッ
コ
付
き
）、
下
が
昭
和
三
〇

年
代
の
念
仏
で
あ
る
。

今こ
ん
に
ち日

、
事
を
申
し
ま
す　

※�

日
没
後
は
「
今
晩
、
事
を
申
し
ま
す
」

光
明
遍
照　
　
（
こ
う
み
ょ
う　

へ
ん
じ
ょ
う
）	

こ
う
み
ょ
う
へ
ん
じ
ょ
う

十
方
世
界　
　
（
じ
っ
ぽ
う　

せ
か
い
ね
ん
ぶ
つ
）　	

じ
っ
ぽ
す　

せ
か
い
ね
ん
ぶ
つ

念
仏
衆
生　
　
（
し
ゅ
じ
ょ
う
）　　
　
　
　
　

	

せ
い
し
く
し
ょ
〈
ゃ
〉

摂
取
不
捨　
　
（
せ
い
し
ゅ
く
し
ょ
）　　
　
　
　

南
無
阿
弥
陀
仏
（
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
）　　
　
　

	

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
、

　
　
　
　
　
　
（
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
）　         	

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
、

　
　
　
　
　
　
（
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
）　　
　
　

	

な
む
あ
み
だ
ぶ
。

　
　
　
　
　
　

※�

三
回
を
三
回
繰
り
返
し
九
回　

	

※�

三
・
六
・
九
回
目
は
「
だ
ぶ
」

〈
弥
陀
〉
願
似
此
功
徳

　
　
　
　
　
　
（
み
だ
が
に　

し
く
ど
く
）　　

	

み
だ
か
に
し　

く
り
ょ
う
ど
う

平
等
施
一
切　
（
び
ょ
う
ど
う　

せ
え
い
っ
さ
い
）	

む
り
ょ
う
ど
う　

せ
え
い
っ
さ
い
、

同
発
菩
提
心　
（
ど
う
は
つ　

ぼ
だ
い
し
ん
）　　

	

お
つ
む
だ
い
し　
　

往
生
安
楽
国　
（
お
う
じ
ょ
う　

あ
ん
ら
く
こ
く
）	

し
ょ
う〈
そ
う
〉じ
ょ
、あ
ん
ら
く
ー

〔
写
56
〕
北
の
原
で
「
送
り
神
」
を
沢
に
投
げ
る
頭
取
（
中
一
女
子
）

※�

平
成
二
七
年
の
念
仏
で
は
、
頭
取
が
「
こ
ん
ば
ん
、
さ
ん
は
い
！
」
と

合
図
す
る
と
全
員
で
「
今
日
事
を
申
し
ま
す
」
と
始
ま
っ
て
い
た
。
一

番
星
が
見
え
る
と
「
今
晩
」
に
な
る
。
ま
た
、
平
成
二
七
年
か
ら
大
人

が
加
わ
っ
た
た
め
、
世
代
に
よ
っ
て
異
な
る
部
分
が
あ
っ
た
。
子
供
た

ち
は
最
後
が
「
あ
ん
ら
く
こ
く
」
と
念
仏
の
文
字
通
り
で
あ
っ
た
。

【
風
の
神
送
り
・
平
成
二
七
年
二
月
九
日
（
月
）】

①
参
加
者　

合
計
九
人

　
　
　
（
子
供
）

　
　
　
　

女
子
・
送
り
神
（
笹
竹
）
二
人

　
　
　
（
大
人
）

　
　
　
　

男
・
太
鼓
一
人
（
区
長
）

　
　
　
　

男
・
鉦
一
人

　
　
　
　

男
・
送
り
神
（
笹
竹
）
三
人

　
　
　
　

女
・
送
り
神
（
笹
竹
）
一
人

　
　
　
　

男
・
軽
ト
ラ
ッ
ク
運
転
一
人

②
日
程

十
六
時
三
〇
分
頃　
　

下
平
公
会
堂
集
合

十
六
時
五
〇
分　
　
　

ジ
タ
ジ
タ
峠
で
「
送
り
神
」
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
（
一

台
）
に
積
む
、
御
神
木
を
確
認
す
る
。

十
六
時
五
五
分　
　
　

ジ
タ
ジ
タ
峠
を
徒
歩
で
出
発
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
は
後

か
ら
付
い
て
く
る
。
辻
々
で
「
送
り
神
」
を
拾
い
、
頭
取
の
合
図

で
唱
え
言
葉
を
歌
い
な
が
ら
歩
く

十
七
時
二
五
～
三
〇
分　

原
平
集
会
所
（
阿
弥
陀
堂
）
前
で
四
地
区
集
合

し
、
北
の
原
に
向
か
う
。

十
七
時
四
〇
分　
　
　

北
の
原
到
着
、
一
番
先
に
「
送
り
神
」
な
ど
を
沢

に
投
げ
る
。
中
宮
、
風
張
が
続
く

十
七
時
五
〇
分　
　
　

原
平
、
風
張
に
続
い
て
三
番
目
に
下
平
が
念
仏
を

唱
え
る
。
中
宮
が
続
く
。
そ
の
ま
ま
、
各
地
区
に
戻
っ
て
い
く
。

②
唱
え
言
葉
（
唄
）
※�

今
日
の
子
供
の
唄

送お
ー
くり
神が
ー
み　

送お
ー
くれ
よ

ど
ー
こ
ま
ー
で
送お
ー
くれ
よ

北き
ー
たの

原
ま
で
送お
ー
くれ

よ

〔
写
55
〕
風
の
神
送
り
の
行
列
（
下
平
）
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そ
ー
り
ゃ

（
ト
ン
ト
ン
ト
ン
）
そ
り
ゃ
（
ト
ン
ト
ン
ト
ン
）
そ
り
ゃ

（
ト
ン
ト
ン
、
ト
ト
ン
ト
、
ト
ン
ト
ン
ト
ン
）

な
お
、
昭
和
三
〇
年
代
は
、
一
行
目
が
「
風
邪
（
ゲ
イ
キ
）
の
神
を
送
れ

よ
」「
送
る
よ
」
な
ど
で
あ
っ
た
。

■
飯
田
市
上
久
堅
（
中
宮
）　
【
一
覧
表
・
地
図
番
号
33
】

十
五
、（
合
流
）中な
か
み
や宮
、子
供
の
コ
ト
念
仏
・
送
り
神

地
元
の
呼
び
方　

コ
ト
念
仏
、
送
り
神

行
事
日　

コ
ト
念
仏
・
か
つ
て
は
二
月
六
日
、
現
在
は
二
月
第
一
土
曜
日

　
　
　
　

送
り
神
・
二
月
九
日

行　

程　

コ
ト
念
仏　

中
宮
巡
回
（
久
堅
神
社
か
ら
）

　
　
　
　

送
り
神　

中
宮
集
会
所
か
ら
北
の
原

行
事
の
特
徴　

か
つ
て
は
下
平
の
笹
竹
運
び
も
手
分
け
し
て
手
伝
っ
て
い

た
。
コ
ト
念
仏
は
昭
和
三
五
年
か
ら
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

話　

者　

斉
藤
寛ひ
ろ
む武

氏
（
昭
和
二
四
年
生
）

　
　
　
　

桐
生
秀
男
氏
（
昭
和
三
一
年
生
）、
中
宮
の
皆
さ
ん

地
区
の
状
況　

三
五
戸
・
百
十
二
人
（
小
学
生
七
人
、
中
学
生
二
人
）

（一）　

行
事
の
概
要

【
か
つ
て
の
コ
ト
念
仏
】

①
コ
ト
念
仏
の
参
加
者

コ
ト
念
仏
は
昭
和
三
五
年
に
始
ま
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
下
平
が
中
宮
を

回
っ
て
い
た
。

昭
和
三
七
年
頃
、
参
加
者
は
小
学
二
年
生
か
ら
中
学
二
年
生
ま
で
の
男
子

で
、
長
男
で
な
く
て
も
よ
か
っ
た
。
当
初
は
五
～
六
人
だ
っ
た
。
現
在
は
小

学
一
年
生
か
ら
中
学
二
年
生
ま
で
で
、
男
女
い
ず
れ
で
も
よ
い
。
昭
和
四
二

年
頃
か
ら
女
子
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
十
人
以
上
に
な
っ
た
。

そ
し
て
中
学
二
年
生
の
中
で
最
も
早
く
生
ま
れ
た
者
が
頭
取
を
務
め
る
。

頭
取
は
練
習
日
を
決
め
た
り
、
巡
回
し
て
頂
い
た
金
銭
の
分
配
を
な
ど
一
切

を
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
一
年
生
は
付
い
て
歩
く
だ
け
で
、
二
年
生
か
ら
念
仏
を
唱
え
る
。

〔
写
57
〕
中
宮
の
コ
ト
念
仏
、
久
堅
神
社
に
て

〔
写
58
〕
中
宮
の
コ
ト
念
仏
、
各
家
の
玄
関
先
で
念
仏
を
唱
え
る

〔図 32〕中宮、昭和三七年頃のコト念仏巡回コース図

◉

●

●

中宮

久堅神社（一番目）

塩沢川

下平

原平

上平

（下久堅）

柿野沢

玉 川
玉 川

天満宮、水の神があり 3 回唱える

●

大黒様

中宮集落センター

出発

● 田中家一統の氏神
集会所
に戻る

0　                      200m

N

現在も巡回の一番目は
久堅神社である

興禅寺
卍

（飯田市地形図一万分の一に加筆）

〔
図
33
〕
コ
ト
の
神
送
り
・
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
図
（
中
宮
）

中宮

●

●

●

●

●

●

●

▲

●

●●

●

芋平

蛇沼

平栗

小野子

越久保

●

●

●

●
北の原

神之峰

堂平

原平

下平

尾科

大屋敷

田力

野池

荻坪

0　　    1km

N

● 落倉

風張

（
飯
田
市
地
形
図
一
万
分
の
一
に
加
筆
）
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原
則
と
し
て
一
年
生
は
親
が
同
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
親
も
加

わ
っ
て
段
取
り
等
を
手
伝
っ
て
い
る
。

②
コ
ト
念
仏
の
や
り
方

中
宮
集
落
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
て
、
一
番
目
に
久
堅
神
社
に
向
か
い
、
本

殿
と
繭
玉
様
に
念
仏
を
唱
え
た
。
越
久
保
の
白
山
神
社
の
方
向
に
念
仏
を
唱

え
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
各
家
を
回
る
が
、
屋
敷
神
を
祀
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
念
仏
を
唱
え
る
。
一
軒
で
三
回
唱
え
る
家
も

あ
る
。
廃
屋
は
行
わ
な
い
。

行
列
は
頭
取
の
太
鼓
が
先
頭
で
、
二
番
め
に
鉦
、
三
番
目
に
集
金
係
が
並

ぶ
。
以
前
は
鉦
が
直
径
三
〇
セ
ン
チ
近
く
あ
り
、
重
さ
も
十
数
キ
ロ
で
一
人

で
は
担
げ
ず
、
棒
を
渡
し
て
二
人
で
担
い
で
い
た
。
現
在
は
小
さ
く
な
り
、

一
人
で
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
三
七
年
頃
は
、
夜
八
時
半
頃
念
仏
が
終
わ
り
集
会
所
に
戻
る
と
、
親

た
ち
が
ス
ト
ー
ブ
を
焚
き
、
ア
ル
ミ
の
弁
当
箱
に
入
れ
た
ボ
タ
モ
チ
を
温
め

て
お
茶
を
入
れ
て
待
っ
て
い
た
。

念
仏
で
巡
回
す
る
と
各
家
は
、
子
供
た
ち
に
お
布
施
を
渡
す
。
か
つ
て
は

菓
子
な
ど
の
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
金
銭
で
あ
る
。
こ
れ
は
最
後
に
参

加
者
で
平
等
に
分
け
る
が
、
小
銭
は
頭
取
か
ら
順
番
に
取
っ
て
最
後
の
一
円

ま
で
分
け
る
。

〔図 34〕中宮、送り神コース図（現在）

◉

●

●

中宮

下平の行列

中宮集落センター

原平

（喬木村）

送る場所（北の原）

原平集会所

各地区集合

下平

（普門院） 風張・上平
の行列

塩沢川

玉 川

0　          200m

N

（
飯
田
市
地
形
図
一
万
分
の
一
に
加
筆
）

【
か
つ
て
の
送
り
神
】

①
送
り
神
の
変
化

送
り
神
は
昭
和
三
五
年
以
前
も
行
っ
て
い
た
。

二
月
九
日
に
、
子
供
た
ち
が
送
り
神
を
行
っ
た
。
千
代
と
龍
江
の
笹
竹
を

下
平
が
担
い
で
く
る
の
で
、
中
宮
は
そ
れ
を
待
っ
て
、
下
平
を
手
伝
い
な
が

ら
後
ろ
を
歩
き
、
北
の
原
に
向
か
っ
て
い
た
。
現
在
は
子
供
の
人
数
が
少
な

く
、
下
平
も
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
同
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
中
宮
は
自
分
の
地
区

内
の
竹
だ
け
を
集
め
て
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
。

十
六
時
半
に
出
発
し
て
十
七
時
に
北
の
原
に
着
い
て
い
た
が
、
近
年
は
東

回
り
の
風
張
・
上
平
、
西
回
り
の
下
平
、
原
平
、
そ
し
て
中
宮
が
、
原
平
の

集
会
所
に
集
合
し
て
か
ら
北
の
原
に
向
か
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
北
の
原

で
は
各
地
区
が
、
沢
に
笹
を
投
げ
入
れ
、
そ
れ
か
ら
順
番
に
投
げ
入
れ
た
笹

竹
の
前
に
整
列
し
て
念
仏
を
唱
え
る
。
そ
の
順
番
は
決
め
ら
れ
て
い
な
い
。

原
平
の
集
会
所
ま
で
歩
く
と
き
は
、
唱
え
言
葉
を
言
う
。

②
笹
竹
に
つ
い
て

笹
竹
に
決
め
ら
れ
た
名
称
は
な
い
が
、「
竹
」「
笹
」
と
い
う
。
マ
ダ
ケ
、

ハ
チ
ク
の
細
い
も
の
や
マ
ン
ダ
ケ
（
笹
の
一
種
）
を
使
い
、
一
・
五
～
一
・
八

メ
ー
ト
ル
に
仕
上
げ
る
。
そ
こ
に
中
折
紙
を
四
枚
に
切
っ
た
大
き
さ
で
短
冊

を
作
り
、
端
を
こ
よ
り
に
し
て
「
午
」「
申
」
な
ど
一
字
ず
つ
書
き
込
み
、

十
枚
程
取
り
付
け
る
。さ
ら
に
ボ
ン
ノ
ク
ボ
の
毛
と
米
を
お
ひ
ね
り
に
し
て
、

笹
に
し
ば
り
つ
け
る
。
で
き
た
笹
は
辻
に
立
て
か
け
て
お
く
が
、
出
す
前
に

室
内
を
祓
う
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
。

（二）　

実
施
状
況
《
平
成
二
七
年
二
月
七
日
（
土
）、
九
日
（
月
）》

【
平
成
二
七
年
二
月
七
日
（
土
）
コ
ト
念
仏
】

①
参
加
者　
　

合
計
九
人　
（
子
供
八
人
、
大
人
一
人
）

　
　
　
　
　

中
学
二
年
・
女　

※�

太
鼓
、
頭
取

　
　
　
　
　

小
学
五
年
・
女　

※�
鉦

　
　
　
　
　

小
学
四
年
・
女　

※�
集
金

　
　
　
　
　

小
学
四
年
・
男

　
　
　
　
　

小
学
三
年
・
女

　
　
　
　
　

小
学
二
年
・
男

　
　
　
　
　

小
学
一
年
・
男
、
女

〔
写
60
〕
中
宮
、
送
り
神
の
行
列

〔
写
59
〕
屋
敷
神
で
念
仏
を
唱
え
る
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②
日
程

送
り
神
は
現
在
、
中
宮
集
落
セ
ン
タ
ー
か
ら
原
平
集
会
所
を
経
由
し
て
北

の
原
に
送
る
。

十
七
時
頃　
　

中
宮
集
落
セ
ン
タ
ー
（
普
門
院
）
出
発
。

　
　
　

途
中
、
二
箇
所
で
笹
竹
を
拾
い
、
合
計
九
本
を
送
る
。

十
七
時
三
〇
分　
　

原
平
集
会
所
に
立
ち
寄
り
、
下
平
に
続
い
て
二
番
め

に
北
の
原
に
向
か
う
。

十
七
時
四
三
分　
　

北
の
原
に
笹
竹
を
投
げ
る
。

十
七
時
五
二
分　
　

原
平
、
風
張
、
下
平
に
続
い
て
念
仏
を
唱
え
、
振
り

向
か
ず
に
帰
っ
て
い
く
。

③
唱
え
言
葉　
　

送
り
神
ー
、
さ
ん
し
（
※�

頭
取
の
み
が
い
う
号
令
）

送お
ー
くり

神が
ー
み　

送お
ー
くれ

よ

な
ん
の
神か
ー
み　

送お
ー
くれ

よ
（
※�

こ
の
一
節
は
現
在
は
唱
え
な
い
）

ど
こ
ま
ー
で　

送お
ー
くれ
よ

北き
ー
たの
原
ま
で　

送お
ー
くれ
よ　

そ
う
り
ゃ
（
ト
ン
ト
ン
ト
ン
）
そ
り
ゃ
（
ト
ン
ト
ン
ト
ン
）

そ
り
ゃ
（
ト
ン
ト
ン
、
ト
ト
ン
ト
、
ト
ン
ト
ン
ト
ン
）

念
仏
を
唱
え
る
と
鉦
と
太
鼓
の
バ
チ
は
捨
て
て
い
た
。
毎
年
自
作
す
る
も

の
で
、
バ
チ
に
も
神
様
が
乗
る
と
い
う
の
で
捨
て
た
と
い
う
。
近
年
は
既
成

品
の
太
鼓
の
バ
チ
を
用
い
て
い
る
。
鉦
の
シ
ュ
モ
ク
は
木
の
枝
だ
っ
た
。

■
飯
田
市
上
久
堅
（
原
平
）　
【
一
覧
表
・
地
図
番
号
34
】

十
六
、（
合
流
）原は
ら
だ
い
ら平、子
供
の
コ
ト
念
仏
・
送
り
神

地
元
の
呼
び
方　

コ
ト
念
仏
、　

送
り
神
、
コ
ト
の
神
送
り
、
風
の
神
送
り

行
事
日　

コ
ト
念
仏　

二
月
七
日
（
現
在
は
二
月
の
第
一
土
曜
日
）

　
　
　
　

送
り
神　

二
月
九
日

行　

程　

コ
ト
念
仏　

地
区
内
を
巡
回

　
　
　
　

送
り
神　

原
平
集
会
所
か
ら
北
の
原

　
　
　
　

近
年
は
東
回
り
・
西
回
り
ル
ー
ト
の
地
区
が
原
平
集
会
所
に
集
合

し
、
北
の
原
に
向
か
う
。

話　

者　

長
谷
部
三
弘
氏
（
昭
和
七
年
生
）、
原
平
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
　

父
親
一
人

②
日
程

十
七
時
過
ぎ　
　
　
　

中
宮
集
落
セ
ン
タ
ー
（
普
門
院
）
出
発

十
七
時
二
〇
分
過
ぎ　

久
堅
神
社
で
念
仏

十
七
時
三
〇
分　
　
　

各
家
の
巡
回
に
向
か
う

二
〇
時
三
〇
分
頃　
　

巡
回
終
了

③
念
仏

現
在
の
念
仏
は
、
臨
済
宗
・
興こ

う
ぜ
ん
じ

禅
寺
か
ら
教
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
小
学

校
低
学
年
も
い
る
の
で
、
ひ
ら
が
な
で
上
級
生
が
教
え
た
。
二
週
間
毎
日
練

習
し
た
。
現
在
は
二
回
ぐ
ら
い
練
習
す
る
。

念
仏
の
出
だ
し
の
言
葉
は
、
宵
の
明
星
で
あ
る
金
星
が
出
る
ま
で
は
「
今

日
」
で
、
金
星
が
出
た
ら
「
今
晩
」
に
な
る
。
ひ
ら
が
な
の
部
分
が
子
供
た

ち
の
唱
え
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。

南
無
○
○
様
、
今こ
ん
に
ち日
（
今
晩
）
さ
ん
し
（
※�

頭
取
だ
け
が
い
う
）

今
日
（
今
晩
）
事
を
申
し
ま
す

こ
う
み
ょ
う　

へ
ん
じ
ょ
う
ー　
　
　
　
　

光
明
遍
照

じ
っ
ぽ
ー　

せ
か
ー
い
ね
ん
ぶ
つ　
　
　
　

十
方
世
界

し
ゅ
じ
ょ
う　

せ
っ
し
ゃ　
　
　
　
　
　
　

念
仏
衆
生　

摂
取
不
捨

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ　

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ　

な
む
あ
み
だ
ぶ　

　
　
　

 （
三
回
を
三
度
、
九
回
繰
り
返
す
）
南
無
阿
弥
陀
仏

み
だ
が
に　

し
く
ど
く　
　
　
　
　
　
　
　

弥
陀
願
以
此
功
徳

び
ょ
う
ど
う　

せ
い
い
っ
さ
い　
　
　
　
　

平
等
施
一
切

ど
う
ほ
つ
ぼ
だ
い
し
ん　
　
　
　
　
　
　
　

同
発
菩
提
心

お
う
じ
ょ
う　

あ
ん
ら
っ
こ
く
ー　
　
　
　

往
生
安
楽
国

※�

最
初
の
「
南
無
○
○
様
」
は
祠
、
屋
敷
神
で
念
仏
を
唱
え
る
時
に
、
そ

の
神
様
の
名
前
を
当
て
は
め
て
唱
え
る
。
一
般
の
家
で
は
「
今
日
さ
ん

し
」
か
ら
始
め
る
。

【
平
成
二
七
年
二
月
七
日
（
月
）
送
り
神
】

①
参
加
者　

合
計
九
人

　
　
　
　

子
供
・
事
念
仏
と
同
じ
八
人

　
　
　
　

大
人
・
中
二
頭
取
の
母
親

〔
図
35
〕
コ
ト
の
神
送
り
・
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
図
（
原
平
）

原平
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●

●

●

●
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●
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●

芋平

蛇沼
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小野子

越久保

●
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●
北の原

神之峰

堂平

中宮
下平

尾科

大屋敷

田力

野池

荻坪

0　　    1km

N

● 落倉

風張

（
飯
田
市
地
形
図
一
万
分
の
一
に
加
筆
）

〔
写
61
〕
北
の
原
、
笹
竹
を
送
り
、
念
仏
を
唱
え
る
（
中
宮
）

〔
写
62
〕
鉦
の
シ
ュ
モ
ク
は
木
の
枝
（
中
宮
）
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地
区
の
状
況　

六
六
戸

　
　
　
　
（
原
平
上
組
が
三
三
戸
、
下
組
が
三
三
戸
）

　
　
　
　

各
組
に
一
人
ず
つ
の
常
会
長
が
い
て
、
上
下
と
も
、
さ
ら
に
五
組

の
隣
組
に
分
か
れ
て
い
る
。
集
会
所
は
上
下
で
一
箇
所
で
あ
る
。

　
　
　
　

原
平
は
小
笠
原
、
内
山
、
長
谷
部
姓
が
主
で
、
一
統
ご
と
に
神
社

（
祠
）
が
あ
る
。
小
笠
原
は
大
山
祗
、
長
谷
部
は
新
宮
八
幡
、
内

山
は
六
社
神
社
で
あ
る
。

（一）　

行
事
の
概
要

【
か
つ
て
の
コ
ト
念
仏
】

①
参
加
者
と
役
割

か
つ
て
は
、
数
え
の
十
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
の
男
子
が
参
加
で
き
た
。

十
五
歳
が
頭
取
と
呼
ば
れ
、
行
事
の
一
切
を
仕
切
る
こ
と
に
な
る
が
、
複
数

名
い
る
場
合
、
早
生
ま
れ
は
頭
取
に
な
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
兄

弟
が
い
て
長
男
が
参
加
し
て
い
る
と
次
男
は
入
れ
な
か
っ
た
。年
子
の
場
合
、

次
男
は
一
回
し
か
参
加
で
き
ず
「
頭
取
新
兵
」
と
呼
ば
れ
た
。
新
し
く
入
っ

た
子
供
を
「
新
兵
」
と
呼
び
、
買
い
物
な
ど
や
ら
さ
れ
た
。

行
列
で
は
鉦
、
太
鼓
は
頭
取
が
叩
き
、
集
金
係
と
そ
の
配
分
も
頭
取
の
役

目
で
あ
っ
た
。
但
し
太
鼓
を
担
ぐ
の
は
二
番
め
の
十
四
歳
の
者
の
役
目
だ
っ

た
。
昭
和
十
～
二
〇
年
代
は
一
学
年
に
三
～
五
人
と
複
数
の
子
供
が
い
て
、

六
学
年
全
体
で
十
五
～
二
五
人
の
参
加
者
で
あ
っ
た
。
今
日
に
至
る
ま
で
、

原
平
は
子
供
の
多
い
地
区
で
あ
る
と
い
う
。

そ
れ
で
も
昭
和
四
〇
年
代
以
降
は
子
供
が
減
り
始
め
、
小
学
二
年
生
か
ら

中
学
二
年
生
が
該
当
と
な
り
、
兄
弟
の
参
加
、
続
い
て
女
子
の
参
加
も
認
め

ら
れ
た
。

な
お
、
平
成
五
年
三
月
の
地
元
広
報
（
風
土
舎
通
信
）
を
み
る
と
、
参
加

者
は
男
子
で
女
子
の
参
加
は
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
開
催
日
は
既
に
二
月
の

第
一
土
曜
日
と
な
っ
て
い
た
。

②
練
習

小
正
月
が
あ
け
る
と
念
仏
の
練
習
を
山
の
神
社
の
社
務
所
で
、
一
週
間
程

行
っ
た
。
新
兵
（
数
え
の
十
歳
）
は
一
人
ず
つ
唱
え
さ
せ
ら
れ
た
。
締
太
鼓

を
締
め
直
し
、
鉦
と
太
鼓
の
バ
チ
を
作
っ
た
。
バ
チ
は
虫
送
り
ま
で
保
管
し

虫
送
り
が
終
わ
っ
て
か
ら
捨
て
た
。

〔図 36〕原平のコト念仏巡回コース（平成二七年）　
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【
か
つ
て
の
送
り
神
】

①
東
回
り
と
西
回
り
の
手
助
け

原
平
を
通
過
す
る
笹
竹
は
、
か
つ
て
は
大
量
で
、
こ
こ
ま
で
来
る
と
一
つ

の
集
落
の
子
供
だ
け
で
は
持
ち
き
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
東
回
り
の
風
張
・

上
平
か
、
西
回
り
の
下
平
か
、
早
く
到
着
し
た
方
の
行
列
に
合
流
し
て
一
緒

に
送
っ
て
い
く
と
い
う
形
で
あ
っ
た
。
後
に
四
集
落
が
原
平
に
集
合
し
て
、

そ
ろ
っ
て
北
の
原
に
向
か
う
と
い
う
や
り
方
に
な
っ
た
。

②
笹
竹
に
つ
い
て

原
平
は
現
在
、
笹
竹
を
出
し
て
い
な
い
。『
上
久
堅
の
民
俗
』（
一
九
五
頁

参
照
）
に
よ
る
と
「
家
か
ら
送
り
竹
が
出
た
昭
和
二
五
年
頃
ま
で
は
、
そ
れ

を
担
い
で
富
田
境
ま
で
送
っ
た
」
と
あ
り
、「
竹
は
小
正
月
の
ア
ワ
ン
ボ
ー

の
竹
を
使
っ
た
と
い
う
」
と
あ
る
。

笹
竹
の
名
称
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。
長
谷
部
三
弘
氏
は
、
ボ
ン
ノ
ク
ボ

の
毛
を
切
っ
て
和
紙
に
包
み
く
く
り
つ
け
た
こ
と
、
短
冊
に
「
午
」「
丑
」

な
ど
書
き
、
五
～
六
枚
ほ
ど
吊
る
し
た
記
憶
は
あ
る
と
い
う
。
普
通
の
竹
の

細
い
先
も
使
っ
て
い
た
と
い
う
。

原
平
で
は
集
落
の
中
央
の
辻
に
立
て
、
念
仏
を
行
っ
た
子
供
た
ち
な
ど
希

望
者
が
参
加
し
て
、
北
の
原
ま
で
運
ん
だ
。
参
加
者
に
対
し
て
事
念
仏
ほ
ど

の
制
限
は
な
か
っ
た
。
原
平
の
竹
は
十
本
位
、
多
く
て
二
〇
本
だ
っ
た
。

か
つ
て
は
他
の
地
区
の
竹
の
本
数
は
多
く
、
行
列
が
近
づ
い
て
く
る
と

ざ
ー
っ
と
音
を
立
て
、
竹
や
ぶ
が
動
い
て
来
る
よ
う
だ
っ
た
と
い
う
。

（二）　

実
施
状
況
《
平
成
二
七
年
二
月
七
日
（
土
）、
九
日
（
月
）》

【
事
念
仏
・
平
成
二
七
年
二
月
七
日
（
土
）】

①
参
加
者　

合
計
七
人

　
　
　
　

中
学
二
年
・
男　

鉦

　
　
　
　

小
学
六
年
・
女　

太
鼓

　
　
　
　

小
学
五
年
・
男

　
　
　
　

小
学
三
年
・
男

　
　
　
　

小
学
三
年
・
女

　
　
　
　

小
学
三
年
・
女

　
　
　
　

小
学
二
年
・
女　

集
金

②
戦
前
・
戦
後
の
コ
ト
念
仏

念
仏
の
始
ま
り
の
言
葉
は
、
日
没
前
は
「
今
日
」
で
始
ま
り
、
日
が
落
ち

る
と「
今
晩
」に
な
る
。途
中
雪
の
中
を
道
無
き
道
を
行
く
の
が
楽
し
か
っ
た
。

コ
ー
ス
の
終
盤
で
集
落
の
中
央
の
交
差
点
に
差
し
掛
か
る
が
、
一
角
に

家え

な名
・
酒
屋
（
斉
藤
家
）
が
あ
り
、
こ
こ
を
通
る
時
に
コ
ト
ボ
タ
モ
チ
を
一

つ
か
二
つ
ず
つ
配
っ
て
く
れ
た
。
小
豆
と
き
な
粉
の
二
種
類
だ
っ
た
。
今

で
も
コ
ト
念
仏
の
日
に
コ
ト
ボ
タ
モ
チ
を
作
る
家
は
あ
る
。
春
彼
岸
（
三
月

二
一
日
、
阿
弥
陀
堂
の
祭
り
）
に
は
虫
送
り
を
行
い
団
子
を
作
る
。

最
後
は
公
民
館
（
阿
弥
陀
堂
）
で
コ
タ
ツ
で
暖
を
取
り
、
各
家
で
も
ら
っ

て
き
た
お
布
施
を
分
け
る
。

分
け
方
は
総
額
を
人
数
で
割
り
算
す
る
の
で
は
な
く
、
硬
貨
ご
と
に
分
け

て
か
ら
配
っ
た
。
十
銭
を
配
り
終
え
た
ら
、五
銭
を
配
る
と
い
う
や
り
方
で
、

余
る
分
は
阿
弥
陀
様
の
賽
銭
と
し
た
。
戦
時
中
は
軍
事
献
金
と
し
た
。

大
正
か
ら
昭
和
初
め
の
世
代
は
、
コ
ト
念
仏
の
時
は
、
出
発
地
点
の
山
の

神
神
社
の
手
水
舎
で
歯
を
清
め
、
念
仏
の
最
中
は
、
食
べ
物
を
一
切
口
に
し

な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
。
話
者
の
長
谷
部
三
弘
氏
が
参
加
し
た
戦
中
・
戦
後

期
は
途
中
で
ボ
タ
モ
チ
を
食
べ
て
い
た
の
で
、
一
つ
前
の
世
代
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
頃
も
襟
巻
き
・
手
袋
は
巡
回
中
禁
止
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
さ
ら

に
「
念
仏
を
唱
え
る
時
に
は
必
ず
帽
子
を
と
る
。
懐
中
電
灯
の
明
か
り
を
消

す
。」
な
ど
と
決
ま
っ
て
い
た（
注
６
）。

〔図 37〕原平の送り神行列のコース（平成二七年）　

◉

原平

（喬木村）

富田

原平集会所
阿弥陀堂

（１7：30
各地区集合
　　→出発）

北の原
（１7：40
各地区到着）

●

▲

▲ 風張・上平地区

下平地区、中宮地区

0　        100         200m

N

（
飯
田
市
地
形
図
一
万
分
の
一
に
加
筆
）

（
注
６
）
飯
田
市
美
術
博
物
館
編
集
・
発
行
『
久
堅
の
民
俗
』

二
〇
〇
六
年　

一
八
六
頁

〔
写
63
〕
原
平
、
コ
ト
念
仏
の
巡
回
は
山
ノ
神
社
か
ら
出
発

〔
写
64
〕
各
家
を
巡
回
し
て
念
仏
を
あ
げ
る
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②
日
程

十
三
時
五
〇
分
過
ぎ　

集
落
奥
の
山
の
神
社
に
子
供
た
ち
が
親
に
送
ら
れ

て
集
合

十
五
時　
　
　
　
　
　

山
の
神
社
（
石
段
上
）
で
念
仏
を
唱
え
て
か
ら
、

集
落
を
巡
回

（
コ
ー
ス
図
は
聞
き
取
り
と
子
供
た
ち
の
手
持
ち
地
図
に
よ
る
）

最
後
の
阿
弥
陀
堂
で
八
五
回
目
の
念
仏
を
行
い
終
了
す
る

③
現
在
の
念
仏

今
日
（
今
晩
）
事
申
し
ま
す

こ
う
み
ょ
う
へ
ん
じ
ょ
う　

じ
っ
ぽ
う
せ
か
い　

ね
ん
ぶ
つ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
明
遍
照　

十
方
世
界

し
ゅ
じ
ょ
う　

せ
っ
し
ゅ　

ふ
し
ゃ　
　

念
仏　

衆
生
摂
取
不
捨

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ　

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ　

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ

（
三
回
を
三
度
、
九
回
唱
え
る
）　　
　
　

南
無
阿
彌
陀
佛

み
だ
が
ん
に
し　

く
ど
く　
　
　
　
　
　

弥
陀
願
似
此
功
徳

み
ょ
う
ど
う
せ
い
い
っ
さ
い　
　
　
　
　

明
道
誠
一
切
道
発

ど
う
は
つ　

ぼ
だ
い
し
ん　
　
　
　
　
　

菩
提
心　

清
浄
安
楽

し
ん
〈
せ
い
〉
じ
ょ
う　

あ
ん
ら
く

話
者
の
長
谷
部
三
弘
氏
に
よ
る
と
、
か
つ
て
は
「
摂
取
不
捨　

せ
っ
し
ゅ

ふ
し
ゃ
」
の
部
分
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
隣
の
中
宮
、
さ
ら
に
下
平
も
か
つ

て
の
念
仏
を
調
査
す
る
と
こ
の
部
分
が
、
な
か
ば
略
さ
れ
て
い
る
。

【
送
り
神
・
平
成
二
七
年
二
月
九
日
（
月
）】

現
在
の
子
供
た
ち
は
公
会
堂
の
と
こ
ろ
で
他
の
地
区
を
待
ち
、
他
の
地
区

と
集
合
し
、
鉦
と
太
鼓
だ
け
を
持
っ
て
、
北
の
原
に
向
か
う
。
北
の
原
で
は

念
仏
を
唱
え
て
か
ら
振
り
向
か
ず
に
帰
り
解
散
す
る
。

①
参
加
者

子
供
七
人
（
事
念
仏
と
同
じ
）

大
人
三
人
（
親
の
付
添
い
）

②
日
程

十
七
時
三
〇
分　
　

原
平
集
会
所
出
発
、
北
の
原
に
向
か
う

　
　
　
　
　
　
　
　

行
列
の
順
番
は
下
平
→
中
宮
→
原
平
→
風
張

〔
写
66
〕
北
の
原
で
は
整
列
し
て
、
一
番
最
初
に
念
仏
を
唱
え
た

〔
写
65
〕
原
平
の
送
り
神
、
現
在
、
笹
竹
は
出
さ
な
い

十
七
時
四
〇
分　
　

笹
竹
を
投
げ
る
、
下
平
→
中
宮
→
風
張

　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
平
は
笹
竹
な
し
）

十
七
時
四
五
分　
　

四
地
区
が
順
番
に
念
仏
を
唱
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　

順
番
は
原
平
→
風
張
→
下
平
→
中
宮

十
七
時
五
〇
分　
　

後
ろ
を
振
り
返
ら
ず
に
帰
っ
て
い
く

③
唱
え
言
葉

送お
ー
くり
神が
ー
み　

送お
ー
くれ
よ

ど
こ
ま
で　

送お
ー
くれ

よ

北き
ー
たの

原
ま
で　

送お
ー
くれ

よ
、

そ
う
り
ゃ
（
チ
ン
チ
ン
、
ト
ン
ト
ン
）

〔
写
67
〕
振
り
返
ら
ず
に
帰
る
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〔写 68〕2 月 8 日・午前 10：40　蛇沼の送り場、芋平のコトの神送り（東回り）参加者が、振り向かずに帰っていく

〔写 69〕2 月 9 日・午前 8：30　尾科の送り場、（西回り）大屋敷が送ってから 1 泊、笹竹にも御神木にも雪が積もった
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